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本書は、 日本道路公団北海道支社がおこなう北海道縦貫自動車道（七飯～長万部）建設工事にと

もない、財団法人北海道埋蔵文化財センターが平成14年度に発掘調査を実施した、森町倉知川右

岸遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書（第196集）である。

発掘調査および報告書の作成は、第1調査部第2調査課が行った。

本書の執筆は菊池慈人、新家水奈、坂本尚史、福井淳一、柳瀬由佳、藤井浩がおこない、文責

は文末に記載した。全体の編集は坂本尚史、柳瀬由佳が担当した。

現地での写真撮影および遺物の写真撮影は菊池慈人が担当した。

土壌理化学分析、炭化種子選別・同定はパリノ・サーヴェイ株式会社に依頼した。

放射性炭素年代測定は株式会社地球科学研究所に依頼した。

溜め糞と推測した灰状堆積物の分析は、酪農学園大学獣医学部寄生虫学教室（野生動物学）およ

び酪農学園大学野生動物医学センターに依頼した。

｢ヒスイ」製遺物の産地分析は、京都大学原子炉実験所に依頼した。

動物遺体の同定は金子浩昌氏に御教授いただいた。

整理作業は、一次整理を新家・福井・柳瀬、二次整理・データ管理を坂本・柳瀬が担当した。

テフラ層および土石流堆積物の鑑定は、第1調査部第1調査課花岡正光が行った。

報告書刊行後、遺物および図面・台帳は森町教育委員会が、写真フイルムは北海道立埋蔵文化財

センターが保管する。

調査にあたっては、下記の機関および諸氏の御指導、御協力をいただいた（順不同、敬称略)。
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北海道教育庁生涯学習部文化課、森町教育委員会藤田登・佐藤稔・荻野幸男・八重柏誠・本山志郎・山

田あや子・渡部明美・鎌田しのぶ、森町立鴦ノ木小学校、八雲町教育委員会三浦孝一・柴田信一・吉田

力、七飯町教育委員会石本省三(故人） ・山田央、長万部町教育委員会、函館市教育委員会田原良信・

野村祐一、市立函館博物館長谷部一弘、市立函館博物館五稜郭分館佐藤智雄、南茅部町教育委員会

阿部千春・福田祐二・小林貢、南茅部町埋蔵文化財調査団坪井睦美・輪島慎二・野月寿彦、松前町教育

委員会久保泰・前田正憲・谷岡康孝・天方直仁・竹内友香、福島町教育委員会小柳リラコ、知内町郷

土資料館高橋豊彦、木古内町教育委員会菅野文二・大矢内愛史・木元豊・三上英則、上磯町教育委員

会森靖裕・安西雅希、戸井町教育委員会鈴木正語、泊村教育委員会田部淳、上ノ国町教育委員会

松崎水穗・斉藤邦典・三浦秀俊・松田輝哉・塚田直哉、乙部町教育委員会森広樹・藤田巧、伊達市教育

委員会大島直行・青野友哉・菅野修宏､奥尻町歴史民俗資料館木村哲朗､今金町教育委員会寺崎康

史･宮本雅通、厚沢部町教育委員会石井淳平、虻田町教育委員会角田隆志、岩内町教育委員会野辺

地初雄、千歳市教育委員会田村俊之・松田淳子・豊田宏良、恵庭市教育委員会上屋真一・松谷純一・

森秀之、厚真町教育委員会乾哲也･小野哲也、平取町教育委員会森岡健治･長田佳宏、浦幌町教育委

員会後藤秀彦、苫小牧市博物館赤石慎三、苫小牧市工藤肇、北海道開拓記念館山田悟郎･平川善

祥・右代啓視・小林幸雄・鈴木琢也、秋田県埋蔵文化財センター河田弘幸・五十嵐一治・小林稔幸・宇

田川浩一・菅野美香子･小島朋夏、鷹巣町教育委員会佐野一絵･榎本剛治、青森市教育委員会児玉大

成、青森県埋蔵文化財調査センター成田滋彦・神康雄・坂本真弓、青森県立郷土館鈴木克彦、森田村

教育委員会佐野忠史､北上市立埋蔵文化財センター稲野裕介・岩田貴之､鹿角市教育委員会藤井安

正･花海義人、栃木県文化振興事業団埋蔵文化財センター吉田哲･藤田直也、北海道考古学研究所横

山英介、帝京大学阿部朝衛、東北町教育委員会古屋敷則雄、国際縄文学会関俊彦



記号等の説明

遺構の表記には、本文および図表中では次の略号を使用した。発掘区名と区別するため、 「H－

1」、 「SP-2」のように、アルファベットとアラビア数字の間にはハイフンを挿入した。

H:竪穴住居跡 P:土坑 S :石組炉 SP:柱穴状ピット F:焼土

遺構内の施設に関しては以下の略号を用いた。

HP:竪穴住居跡内の土坑HF:竪穴住居跡内の焼土PP:土坑内の土坑PF:土坑内の焼土

実測図、拓影図の縮尺は、原則として次のとおりである。図にはスケールを付した。

基本土層断面図・土石流土層断面図 1 ： 50 遺構平面・土居断面図 1 : 40

柱穴状ピット平面・土層断面図 1 :50

土器l :3 剥片石器・石斧類・土製品・石製品 1 : 2 礫石器1 :4

調査区の設定は道路公団の工事用設計図を基にした。 これは函館を基点にしたもので、そのため

作成した図面は「北が上」の体裁をとっていない。

基本土層図、遺構の土層堆積図に表記した数字は標高（単位m) を示す。

本文および表中で、遺構の規模は次の要領で計測値を示した(単位m)。なお一部破壊されている

もの等については、現存長を（丸括弧）で示した。

・住居。土坑 ： （確認面の長軸長／床･坑底面の長軸長)×(確認面の短軸長／床･坑底面の短軸

長)×確認面からの最大深

・柱穴状ピット ： （確認面の長軸長／床・坑底面の長軸長)×確認面からの最大深

・石組炉 ： （確認面の長軸長／石組内の長軸長)×(確認面の短軸長／石組内の短軸長） （焼

土長軸×短軸×層厚）

・焼土 ：確認面の長軸長×短軸長×層厚

遺構の遺物出土状況図における遺物のシンボルマークは次のとおりである。なお、床面・坑底面

出土は塗り潰し、覆土出土は白抜きとしている。

土器：●（床面・坑底面出土）○（覆土出土） 礫 ：■（床面・坑底面出土）□（覆土出土）

石器：▲（床面・坑底面出土）△（覆土出土） その他：★（床面・坑底面出土）☆（覆土出土）

土層の表記は､基本土層はローマ数字､遺構外で基本土層に該当しないものは小文字アルファベッ

トで、遺構内の層位はアラビア数字で示した。土層の色調表現は、 『新版標準土色帖2002版』を

使用した。粘度、土性分析の観察方法は、 『土壌調査ハンドブック』 （ペドロジスト懇談会1984)

を参考にした。 また、土居の混在状態を、基本土層記号などを用いて以下のように表す場合があ

る。

A+B : AとBがほぼ同量混じる A>B : AにBが微量混じる

A>B : AにBが少量混じる A=B : AとBはほぼ同質である

石器にみられた光沢、すり痕は、図中では網掛けで平面範囲を示した(図Ⅲ－7）。スクレイパー・

つまみ付きナイフの光沢と、台石・石皿のすり面は、強弱等の状況に応じてトーンの種類を変え

ている。付着物については塗潰しで表現している。

石器の断面、側面等の表現で、敲打痕はV－V、すり痕はl－lで範囲を示した。節理面は実線

と破線を組み合わせたもので表現した。
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Ⅵ章自然科学的分析

2 土壌理化学分析、種実遺体選別・同定

図版Ⅵ－2－1 種実遺体

4 灰状堆積物から検出された小哺乳類の同定

および寄生蠕虫類虫卵検査

図版Ⅵ－4－1 倉知川右岸遺跡の灰状堆積物から

検出された小哺乳類の遺物

写真図版
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図版46 遺構の土器（9）
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I 調査の概要

I 調査の概要

1 調査要項

事業名北海道縦貫自動車道（七飯～長万部間）埋蔵文化財発掘調査

委託者日本道路公団北海道支社

受託者財団法人北海道埋蔵文化財センター

遺跡名倉知川右岸遺跡（北海道教育委員会登載番号B-15-25)

所在地茅部郡森町字栗ケ丘7， 11－1 ． 2

調査面積9,350m2

発掘期間平成14年5月7日～10月31日

整理期間平成14年11月1日～平成15年3月30B

平成15年4月1日～平成16年3月31日

2 調査体制

平成14年度調査体制 平成15年度整理体制

理事長大澤 満（～平成14年5月） 理事長森重循一

森重循一（平成14年6月～）

専務理事宮崎 勝 専務理事宮崎 勝

常務理事畑 宏明（平成14年6月～） 常務理事畑 宏明

(第1調査部長兼務） （第1調査部長兼務）

第2調査課長 種市幸生 第2調査課長 種市

主 任 菊池慈人 主 任 柳瀬

藤井 浩 第1調査部第4調査課主任

新家水奈（発掘担当者） 第2調査部第3調査課主任

坂本尚史

福井淳一

文化財保護主事柳瀬由佳（発掘担当者） 第2調査部第4調査課主任

幸生

由佳

福井

新家

由佳（発掘ｷ日当者）

福井淳一

新家水奈

(発掘担当者）

坂本尚史

菊池慈人

3 調査にいたる経緯

北海道縦貫自動車道（函館～名寄間）は、函館市を起点として室蘭・苫小牧・札幌市を経由し、名

寄市に至る総延長488kmの路線で、 このうち国縫IC～和寒ICH359kmはすでに供用開始されてい

る。七飯～長万部間の路線については平成2年4月に日本道路公団札幌建設局（当時）から北海道教

育委員会へ埋蔵文化財についての事前協議がなされた。協議を受けた道教委は平成2年4月に所在確

認調査を、平成5年に北側の長万部町から順次範囲確認調査（試掘調査）を開始した。森町内の試掘

調査は平成7年から実施され、平成15年の段階で18遺跡の発掘調査が実施された（図11-4)。

倉知川右岸遺跡については、範囲確認調査が平成8年4月、平成13年10、 11月に実施され、協議区

域内のうち､発掘調査の必要な面積9,3501n2が提示された｡北海道教育委員会と道路公団との協議によ

り、計画変更は不可能なことから、発掘調査を実施することとなった。 （新家・坂本）

Ｉ
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倉知川右岸遺跡

4 調査結果の概要（図1－3～10、表I-1)

今回の調査では、縄文時代早期～後期の遺構・遺物が検出された。遺跡周辺の現況は畑であるが、

Ko-dが厚く堆積していたため、遺構と遺物包含層の残存状況は良好であった。ただし、旧倉知邸にあ

たる範囲、工事用道路範囲では、若干削平・攪乱を受けた部分があった。

遺構・遺物の大半は、縄文時代中期前半と後期前葉の2つの時期に属するものである。遺構の内訳

は、配石遺構1基、竪穴住居跡9軒、土坑81基、石組炉15基、焼土11か所、柱穴状ピット230基であ

る。

縄文時代中期前半と考えられる遺構は、竪穴住居跡7軒(H 1･3 ． 5～9)、土坑22基、焼土2

か所、柱穴状ピット16基である。円筒土器上層式やサイベ沢Ⅶ式土器、北海道式石冠、扁平打製石器、

台石・石皿などをともなっている。

竪穴住居跡は、無名の沢に面する急斜面の東側(H-1)と西側(H-7)、尾根状地形南東側(H-

5 ． 6 ． 8）に主に分布している。後者は、調査区の南側に広がることが予測される。平面形態は、

円形もしくは楕円形で、規模は長径3～5mである。柱穴は伴うものと伴わないもがある。明瞭な炉

跡はH－1でのみ確認されている。土坑や焼土の分布は、無名の沢に面した斜面、斜面際の遺構集中

範囲、尾根状地形部分にまとまってみられ、 これより倉知川際まで散在している。

縄文時代後期前葉と考えられる遺構は、無名の沢に面する斜面際に集中している。配石遺構1基、

竪穴住居跡2軒(H-2 ．10)、土坑45基、石組炉13基、焼土4か所、柱穴状ピット197基がある。伴

う土器はトリサキ式が主である。

配石遺構は、長さ40～60cm、重さ8～45kgの大型礫14個が約5×2mの．字状に配列されていた。

周辺には、大きさ・形状が配石を構成するものと類似した礫が散在し、 これらは本来配石であったも

のが人為的に移動された可能性がある。配石遺構が位置する調査区I13付近はその周辺に比べ、遺物

分布が極端に少ない。竪穴住居跡は平面円形・楕円形で、規模は長径4m以下である。掘り込みが20

cm前後と浅く、壁に沿って柱穴が巡り、立石を伴う炉が設置される。フラスコ状土坑は、径と深さが

1m前後のものが多く、覆土中から30cm前後の大型礫が出土するものが特徴的にみられる｡石組炉は

遺構集中範囲の外側に分布する傾向がある。

後期の遺構が集中する無名の沢際の区域､特に配石の周辺では､Ko-gが確認できない部分があるこ

と、人為的に攪乱されたとみられる層が認められることなどから、配石遺構構築前に造成がおこなわ

れた可能性がある。

倉知川に面した範囲では、B-Tm降灰(10世紀）以前に発生した土石流による堆積物が確認され

た。土石流堆積物はVa層中にみられ､厚い部分は1mほどであった。土砂の様相は、濁川カルデラ起

源の軽石・火山灰、黒色土、ロームなどが、大形のブロックで、あるいは攪枠された状態で混在する

ものであった。同様の堆積は、森川の氾濫原に立地する森川2遺跡・上台1遺跡でも検出されている。

森川2遺跡は倉知川遺跡の南東側、直線で2kmの距離に位置する。

遺物は土器67,466点、土製品145点、石器5,552点、石製品29点、礫7,353点、合計80,547点が出土し

た。 この内、遺構出土は土器4,809点、土製品110点、石器522点、石製品3点、礫710点の計6,154点、

包含層･その他出土は土器62,657点、土製品35点、石器5,030点、石製品26点、礫6,643点、合計74,393

点である （表1-1)。

土器は縄文時代中期前半（円筒土器上層式、サイベ沢Ⅶ式など） と後期前葉（主にトリサキ式）の

ものが大多数を占める。土器の分布は、中期前半では、円筒土器上層式が無名の沢側の急斜面に（図

Ⅱ1－1， 1-2･3区)、サイベ沢Ⅶ式･見晴町式が同時期の住居跡が分布する尾根状地形南東側に(図

4



I 調査の概要

表1－1 検出遣構数

柱穴状
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「『ユー
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（ 1）縄文時代中期 ２ 16
n、

乙乙7

（ 1）縄文時代中期あるいは後期 ７8

縄文時代後期 (16）47 15 ７ 2031 ２

縄文時代前～後期 1

縄文時代後～晩期 1
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倉知川右岸遺跡

Ⅲ－1、II 1区)､後期前葉のものが無名の沢斜面際の遺構集中範囲から西側の急斜面にかけてに(図

III-1、 1-1 ･ 2区）集中してみられた。

また、少数ではあるが､縄文時代早期前半の貝殻文土器が無名沢に続く斜面際のⅧa層から、縄文時

代後期後葉の堂林式に相当する土器が倉知川に面した範囲から出土している。その他、前期前半の円

筒土器下層式、中期後半の榎林式、後期中葉の手稲式も少数出土している。

石器は、剥片石器では石鍼、つまみ付きナイフ、スクレイパー、礫石器では敲石、扁平打製石器、

北海道式石冠、台石・石皿が多くみられる。 また、石斧の破片が多数出土している。早期の包含層で

あるⅧa層から出土した石器では、石鍼、つまみ付きナイフ、断面三角形のすり石などがある。

土製品は土偶の脚部、土偶とみられる板状製品、鐸形土製品、三角形土製品、 ミニチュア土器、土

玉、焼成粘土塊などがある。

石製品は軽石製石製品（軽石を研磨したもの）が多くみられ、後期前葉の遺構群の周辺から出土し

ている。また、H－1の覆土からは、石冠様石器が完形で出土している。

自然科学分析は放射性炭素年代測定、土壌理化学分析、炭化種子同定、動物遣存体同定などを実施

し、詳細はⅥ・Ⅶ章に記載した。 （新家・坂本）

5 Ⅶ層の欠失範囲と「造成土」 （図1－9、Ⅲ－5 ． 6）

無名の沢側の遺構集中範囲内で、Ⅶ層:Ko-gが欠失する範囲および｢造成土」と考えられる土居の

分布を確認した。 これらの欠失と分布は、遺構集中範囲内でも配石遺構側に偏っており、配石遺構や

配石遺構周辺の遺構の構築に関わるものと考えられる。

Ⅶ層の欠失部分は、配石遺構周辺の南北6m、東西8mほどの範囲で確認した。 ここでは、基本土

層でⅧ層の上位にみられるⅦ層が欠失し、Ⅷ層の上位に直接人為的に攪乱されたとみられる土層が堆

積していた。調査区内では、Ⅶ層は急斜面を含む全面で認められる。そのため、自然状態において、

この範囲でのみⅦ層が面的に欠失するとは考え難く、人為的な「造成」が行われたものと判断した。

「造成土」は、Ⅶ層の欠失範囲よりもやや広い範囲で認められた。土居は、おおむね黒色～黒褐色

で、Ko-gやローム粒が混入する部分が多い。 Vb層・Vc層と比較して色調が明るく、混入物が多い

傾向が認められたがその差は明瞭ではなく、当初はVb層と考えて調査を進めた。調査の過程で、メイ

ンセクションベルトや遺構セクション面の土層観察によって造成土の存在を確認したため、平面的な

分布は正確には捉えられなかった。図1－9に示した範囲は、 これらの土層断面の観察から分布範囲

を推定したものである。造成土の分布範囲から判断して、造成はⅦ層の欠失範囲よりも広範囲に及ん

でいたと推測できる。

遺構と造成土の関係については、配石遺構は造成土中に構築されていること、フラスコ状土坑には

造成土の上面付近から掘り込まれているものと、造成土中から掘り込まれているものがあることが確

認されている。また、配石遺構の外側の造成土には遺物が多く含まれているのに対し、配石遺構内側

の造成土には極端に遺物が少ない。これらついてはⅦ章で詳しく検討している。 （柳瀬）

6 土石流堆積物（図1-10･ 11、図Ⅲ－3、図版36)

調査区北西側の倉知川に面した範囲で、土石流による堆積物を検出した。

II層:Ko-dを重機で除去した段階で、倉知川に面する範囲において、高低差1m以上、倉知川に

沿って延びる土手状の地形を確認した。人為的な盛土の可能性を想定し、 トレンチ調査によって堆積

状況を確認した。引き続き、Mラインより北東側について、 トレンチに沿ったベルトを設定し、地形

Z4



I 調査の概要

測量後、面的な調査を行った。

調査によって得られた堆積物の主な特徴は以下のとおりである。

（1） 堆積物の上位にはⅣ層:B-TmとVa層の上半部が堆積している。

（2） 堆積物の下位にはVa層下部～Vb層が堆積しており、縄文時代後期後葉の遺物が出土する。

（3） 堆積物の内容は以下のようなものである。

①堆積物を構成するのは黒色土・ローム・Ko-gなどである。

②土層には、①のうちの1種類からなるものと、 これらが混合するものがある。

③②の土層は、ブロック状や層状を呈する （図1-10･11、図III-3、図版36)。

④①のほか、Ⅸ層:Ngの軽石・火山灰、拳大～人頭大で亜円～亜角の安山岩礫などが含まれ

る。軽石は、 2cm以下のものが多く、亜円～円礫である。

（4）部分的に、水の影響によるラミナ構造がみられる。

（5） 下位のV層との境界は極めて明瞭である。

（6） 土器・石器等の遺物はほとんど含まない。出土したのは、磨耗が著しいⅥ群の土器片1点で、

恵山式に相当する。 （図V-48-241)。

(4)から、 この堆積物は水の影響を受けたものと考えられる。堆積物のうち、図Ⅲ－3上段土層4

などは、土石流堆積物の特徴と一致する。

一方、 この堆積物を人為的なものと推測した場合、以下のような解決すべき事柄が生じる。

(A) Ngが混入するためには、その供給源として、Ⅸ層まで掘り込んで構築された多数の遺構の存在

が想定されるが、調査区内では、数基の土坑が該当するのみである。

(B) 黒色土やロームのブロックは、セクション面に現れた最大のもので幅1.5m、厚さ35cmである。

この大きさを保ったまま、脆弱な土壌のブロックを人力で運搬することは難しいと想定される。

調査区周辺においては、以下のことを確認した。

(a) 土手状の地形は南西側の調査区域外に続いている。北東側の調査区域外は畑地のために削平さ

れたようで、土手状の地形は確認できなかった。

(b) 調査区に隣接する、倉知川の谷壁斜面の断面を観察したところ、両岸に、土石流によると想定

される堆積物を確認した。

以上のことを総合し、 この堆積物は土石流によるものと判断した。 こうした結論をもとに、Mライ

ンより南西側については、 「土石流堆積物」をII層とともに重機で除去することとした。

「土石流堆積物｣が形成された時期については、 (1)上位はB-Tmに覆われていること、 (2)下位は縄文

時代後期後葉の遺物を含むVb層が堆積していることから、層位的に縄文時代後期後葉から10世紀ま

での間と判断できる。さらに、 (6)堆積物中から恵山式に相当するⅥ群土器が出土したことから、堆積

物の少なくとも一部については、形成時期を続縄文時代から10世紀までの間に限定できる。 （柳瀬）
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II遺跡の立地と周辺の遺跡

Ⅱ遺跡の立地と周辺の遺跡

1 遺跡の位置と周辺の環境(図1－1 ． 2、 II-1～3)

遺跡の所在する森町は、渡島半島の中央部に位置する。町の南西側は標高800～1200mの渡島山地

が、南東部には活火山である駒ヶ岳の山麓が広がり、北東側は噴火湾（内浦湾）に面している。

森町の地形は一般に丘陵性で、渡島山地から続く緩斜面地形が末端で台地状を呈し、海岸段丘を経

て内浦湾に至る。倉知川右岸遺跡周辺の地形の基盤は、約1万2千年前に噴火した濁川火砕流により

形成された火砕流台地である。

倉知川右岸遺跡は､現在の海岸線から約2km内陸､南西側の山地から続く標高約74～82mの緩斜面

上に立地する。森町市街からは西方約2.5kmに位置する。遺跡からは、内浦湾と駒ヶ岳を展望でき、

晴天の日には対岸の羊蹄山や室蘭市も遠望できる。

遺跡周辺は北西側を倉知川、南東側を無名の沢に開析された台地状の地形で、中央部には南西から

北東方向に続く尾根状地形がみられる。川との高低差は両者とも約5mである。無名の沢は調査区か

ら数十mさかのぼると湧水点に達する。流域長100m弱の小沢である。水量は少ない。遺跡名の由来

となっている倉知川は､流域長約2kmの小河川である。遺跡から1.3kmほど上流に源を発し､0.7km

ほど下流で烏崎川に合流する。流水の幅は50cm～lm程度で、水量は無名の沢より多く、長径30～40

CIn以上の大形の礫がところどころでみられる。

これら二つの川の流路は、1948年撮影の航空写真や、大正4年測量・昭和38年修正の1/25000地形図

では上記のように読み取れる。しかしその後、民家や畑地の広がりとともに地形の改変がなされたよ

うで､現在では流路が変化している｡特に倉知川は､遺跡から数百m下流の民家のあたりが暗渠となっ

ており、その先が確認できなくなる。再び地上に現れる地点も確認できなかったが、畑地の脇の水路

化された流路が倉知川にあたるようである。

調査区内の無名の沢側、遺構・遺物の集中区域と重なるあたりには、工事着工前まで、倉知川の名

称の由来になった民家が所在していた。この民家は、大正4年測量・同6年製版の1/50000地形図には
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II 遺跡の立地と周辺の遺跡

表Ⅱ－1 周辺の遺跡一覧

登載
番号

備 考時期（型式略名）立地 標高(m)所在地種別名 称

1 1姫川l遺跡 ｜遺物包含地|字駒ケ岳132 1～4 1河岸段丘 167 縄文中期（円筒上層）

字駒ケ岳17 216，－

217， 6
縄文中期（円筒上層）河岸段丘姫川2遺跡 遺物包含地 112

ｰ ｜ﾊ吟'”ｰ－~』 ｜一'~ｰ目~ｰ|217, 6

3 白川遺跡 ｜遺物包含地字白川49 14 河岸段丘 ’ 48～5(） ｜縄文晩期・擦文 貝塚あり

縄文前期･続縄文（恵山） ・

擦文・中近世
低位海岸段丘森川貝塚遺跡 貝塚 森川町76～79ほか 13～151

1982｢森川A遺跡｣森町教

委

縄文前（円筒下層b) ･中

期、続縄文（恵山）
低位海岸段丘遺物包含地森川l遺跡 森川町69－2ほか 15～18〕

80～100 1縄文中～晩期・擦文 |2002森町教委発掘調査6 1森川2遺跡 ｜遺物包含地|宅重錘4-1 ， 35-2 1台地
2003「森町本内川右岸遺

跡」北埋調報182

縄文中(円筒上層b・ノダッ

プ1I) ・後期（天祐寺）
遺物包含地 字石倉町610 7 . 8 台地本内川右岸遺跡７ 4()～6(）

8 1茂無部川右岸遺跡|遺物包含地|字石倉町610-2 ･ 5 1台地 10～60縄文中～後期

1981 「尾白内｣、 1993 「尾

白内2」森町教委

縄文晩期（大洞A') ･続縄

文（恵山）

字尾白内926, 929-1ほ

か
低位海岸段丘尾白内貝塚遺跡 貝塚 10～149

烏崎31 1、字富士見町
13ほか

烏崎遺跡 遺物包含地 海岸段丘 縄文後期 1975「烏崎遺跡｣森町教委10 15～30

河岸段丘

丘陵

丘陵

丘陵

縄文中（円筒上層） ・後期 1971森町教委発掘調査

縄文中期（円筒上層）

縄文中期

縄文中期

蛯谷遺跡

赤井川l遺跡

赤井川2遺跡

赤井川3遺跡

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

字蛯谷町146-1ほか

字赤井川229

字赤井川229

字赤井川229

皿
一
皿
一
喝
Ｍ

戸

『

Ｊ

戸

、

リ

ハ

ム

ハ

ｕ

〕

ｑ

Ｊ

３

１

２

０

卜

罪

ト

別

３

７

３

１

２

縄文早（東釧路Ⅲ）～中期

(円筒上層）

1977｢森町オニウシ遺跡発

掘調査報告書」
オニウシ遺跡 集落跡 字_卜台町326－18 海岸段丘1貢

上qJ

nFー 、芦

乙0戸－．0

1985「御幸町｣、 1994「御

幸町2」森町教委

字御幸町132-2、字清澄

3－1ほか
御幸町遺跡 遺物包含地 低位海岸段丘16 縄文中期（円筒上層）8～20

清澄遺跡

鷲ノ木1遺跡

鷲ノ木2遺跡

遺物包含地

遺物包含地

台場跡

字清澄27， 29 2

字鷲ノ木145-1ほか

字鷲ノ木455ほか

海岸段丘

海岸段丘

海岸段丘

縄文中期

縄文中期

近世

Ⅳ

昭

一

四

１

１

層
層

上

上

筒
筒

円

円

く

く

９

０

３

２

１

グ

ヘ

ヘ

馴

３

５

３

１

縄文中期（円筒上層） ・続縄

文（恵山）
鷲ノ木3遺跡 遺物包含地 字鷲ノ木499 2ほか 河岸段丘20 40～45

縄文中（円筒上層） ・晩（タ

ンネトウL) ・続縄文（悪

山）

2001,-02,-03森町教委

発掘調査
鷲ノ木4遺跡 遺物包含地 字鷲ノ木506～510 河岸台地

、l

乙」 45～50

字石倉町401, 446-1

448

縄文前（円筒下層） ・中（円

筒上層） ・後期前葉

2003｢森町濁川左岸遺跡一

B地区一」北埋調報190
濁川左岸遺跡 集落跡 河岸段丘

ワワ
ムム 4()～50

20()3 「森町本茅部l遺跡」

北埋調報191, 2004「森町

本茅部l遺跡(2)｣北埋調報
199

縄文前（円筒下層） ・中（円

筒上層･見晴町） ・晩期（大

洞C2)

字本茅部町2 ()5,

272～274, 294
本茅部l遺跡 遺物包含地 海岸段丘23 80～85

2001,-02森町教委発掘調
査

栗ヶ丘l遺跡 遺物包含地 字栗ケ丘38～44 河岸段丘24 縄文中・後期35～45

縄文中（円筒上層・サイベ

沢V11) ・後期（トリサキ）

2004「森町倉知川右岸遺

跡｣北埋調報196(本報告）
倉知川右岸遺跡 集落跡 丘|陵

nF

4D 字栗ヶ丘7， 11 1 ． 2 75～80

縄文前・中期・続縄文（恵

山）
森川3遺跡 集落跡 字森川町317 1 ． 7

八八

‘り 丘陵 2002,-03道埋文発掘調査100

字上台33－1， 42-1，
364

上台l遺跡ワワ
白~ロ 遺物包含地 丘陵 縄文後期 2003道埋文発掘調査90

字鷲ノ木5()3－1， 495
4 ． 5

鷲ノ木5遺跡 遺物包含地28 河岸段丘 縄文後期 2003森町教委発掘調査7(）

字石倉町395～397, 403,

404, 439
石倉l遺跡 遺物包含地ワQ

等ゾ 丘陵 縄文中・後期 2002,-03道埋文発掘調査30～40

30 1森川4遺跡 ｜遺物包含地|字森川町317-18 1低位河岸段丘| 90 1縄文前・中・後・晩期 |2003道埋文発掘調査

河岸段丘～緩

斜面
上台2遺跡 集落跡 字上台町326-5ql

J』 縄文中～後期 2003道埋文発掘調査90～100

字石倉町146, 623-1

3 ． 4， 624－1 ， 306

2004｢森町石倉2遺跡｣北
埋調報197

石倉2遺跡 集落跡 高位河岸段丘
つm

J乙 縄文中・晩期60～75

2004「森町石倉3遺跡･石

倉5遺跡」北埋調報205
石倉3遺跡 遺物包含地 字石倉町482, 483, 490動｡

」1J 河岸段丘 縄文後期（余市・トリサキ）65～75

34石倉4遺跡

35鷲ノ木6遺跡
遺物包含地字石倉町511， 520， 521 1河岸段丘
遺物包含地字鷲ノ木5()5， 511 河岸段丘

60 1縄文後期
65～7(） ｜縄文後期

2004「森町石倉3遺跡･石

倉5遺跡」北埋調報205
石倉5遺跡 遺物包含地 字石倉町512, 513, 519

、〆

JU 河岸段丘 縄文中期55～60

三次郎川右岸遺跡遺物包含地字石倉町513, 516

三次郎川左岸遺跡遺物包含地字石倉町610-24

鷲ノ木7遺跡 遺物包含地字鷲の木町397 1ほ力

鷲ノ木川右岸遺跡遺物包含地字鷲の木町396

蛯谷2遺跡 遺物包含地字蛯谷町281

河岸段丘

河岸段丘

尾根

台地

台地
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一

弼
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縄文後期
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2003道埋文発掘調査
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倉知川右岸遺跡

すでに記載されており、遅くとも大正6年ころにはあったようである。調査区内において、 この民家

に関わる攪乱が数か所で見つかり、その中から王冠式の牛乳ピンや、表裏に模様の入った板状のガラ

ス製品が出土した。ガラス製品は、表（凸面） には刀を持ったちょんまげ頭の人物が浮き彫りで、裏

面（平坦面） には桃の実が沈線で描かれている。作業員に対して聞き取り調査を行ったところ、 50代

前後の複数の人から、子供のころに遊び道具にしていた、 という話を聞くことができた。

遺跡周辺の現況は主に畑地で、沢沿いにはトチ・クリ ・コナラ・オオウバユリなどが自生している。

また、キツネやタヌキは直接、 クマ・シカ・ウサギなどは足跡を確認した。特にクマは、調査区から

20mほどの畑地で足跡が見つかり、調査に慎重を期することとなった。

森町周辺は各時代を通じて、駒ヶ岳の噴火の影響を強く受けてきた環境である。表土直下には1640

年降下の駒ヶ岳火山灰d降下軽石堆積物(Ko-d)が厚く堆積し、数多くの遺跡が状態良く残されてい

ると考えられる。現在、調査区周辺の台地・緩斜面は、 とうもろこし、小豆、大豆、かぽちや畑、牧

草地として利用されている。 （新家・坂本・柳瀬）

2 周辺の遺跡（図II 4、表II-1)

噴火湾（内浦湾）岸には、大小多くの河川が渡島山地を源に海岸線に直交し、伏流水などの湧出に

よる小さな沢が幾筋も発達している。 これらの河川や沢の間に形成された段丘や台地上は、遺跡の立

地としては好条件で、前述のように厚い火山灰に覆われた下には、未だ発見・確認されていない多く

の遺跡が分布していると考えられる。

森町内で確認されている遺跡は41か所で、平成15年度までに24遺跡の発掘調査が行われている。 こ

の内18か所は北海道縦貫自動車道建設に伴う緊急発掘調査が行われている。

北海道縦貫自動車道建設に伴う調査遺跡は、鶯ノ木4遺跡、鷲ノ木5遺跡、栗ヶ丘1遺跡、森川2

遺跡（森町教育委員会） と、本内川右岸遺跡、三次郎川右岸遺跡、三次郎川左岸遺跡、石倉1遺跡、

石倉2遺跡、石倉3遺跡、石倉5遺跡、濁川左岸遺跡、本茅部l遺跡、倉知川右岸遺跡、上台1遺跡、

上台2遺跡、森川3遺跡、森川4遺跡（財団法人北海道埋蔵文化財センター）である。

森町内の各遺跡の内容については、 「本茅部1遺跡」 （北埋調報191)、「石倉3遺跡・石倉5遺跡」 （北

埋調報205）に詳しく記載されている。なお、 トリサキ式土器の標識遺跡である「烏崎川遺跡」は、烏

崎遺跡（図11-4および表II-1の10)にあたると考えられている （北海道開拓記念館1980)。

また、今回の調査では唯一のⅧ群土器が土石流堆積物から出土したことから、倉知川の上流に未登

載の続縄文時代の遺跡が存在する可能性がある。 （新家・坂本・柳瀬）
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1I1 調査の方法

ⅡI 調査の方法

1 調査区の設定（図Ⅲ－l)

倉知川右岸遺跡の調査区は、北海道縦貫自動車道工事用地内の基準杭STA.366とSTA.368を結ん

だ直線を南東北西方向ラインの基線とし、STA､366を基準点として基線に直交する南西一北東方向

のラインを設定した。調査区画は4m四方とし、区画（グリッド）の名称は、基線と平行する南東一

北西方向ラインにアルファベット、南西一北東方向のラインにアラビア数字を用い、それぞれ交差す

る地点に調査杭を打設した。基準点STA.366をMOに設定し、アルファベットは北東方向にN･O･

P…、南西方向にL･K･J…と、数字は北西方向に1 ． 2 ･ 3…と進行することとした。南側交点

がそのグリッドの名称で、アルファベットと数字を組み合わせ「H13」のように表記した。アルファ

ベットと数字の間にはハイフンを入れず、遺構名と区別した。 また、 このアラビア数字で示す直線は、

真北に対して36.02'28〃東偏する。基準点の平面直角座標系の座標値は下記のとおりである。

日本測地系第Ⅲ系

STA.366 X=-211269.26540 Y=25093.02355

STA.368 X=-211151.59245 Y=24931.30440

世界測地系第Ⅲ系

STA.366 X=-211012.8128 Y=24799.7235

STA.368 X=-210895.1470 Y=24638.0195

なお、世界測地系の値は、国土地理院が提供している世界測地系への座標変換プログラム

｢TKY2JGP」で、 日本測地系の座標から変換したものである。 （坂本・柳瀬）

2 基本層序（図Ⅱ1－2～6）

(1) 観察方法

基本層序、遺構の土居の観察には『新版標準土色帖2002版』および『土壌調査ハンドブック』 （ペ

ドロジスト懇談会1984） を参考に、主に以下①～④の項目について観察･記載した。⑤．⑥について

は必要に応じておこなった。

①色調 ：色相、明度、彩度を記号および数値で表す方法を採用した。

②土性区分：砂土、砂壌土、壌土、シルト質壌土、埴壌土、埴土に分けられる。

③粘着性 ：なし、弱、中、強

④堅密度 ：すこぶるしよう、しよう、軟、堅、すこぶる堅、固結

⑤混入物 ：主に混入の割合（％)、混入物の種類と大きさについて記載。混入物が礫の場合は、

大きさ、形状、風化度合いを観察項目とした。なお、大きさについては極小（径1

rnrn以下） ・小（径l～2mm) ･中（径2～5mm) ･大（径5～10mm)に区分した。

⑥層界 ：明瞭性（明瞭9判然・漸変・散漫)、起伏（平坦・波状・不規則・不連続）

（2） 基本層序

I層：表土・耕作土

II層：駒ヶ岳d降下軽石堆積物(Ko-d)

灰白色軽石層。粒径数mm～5cm程度。 1640年降下。

層厚150cm前後。

Ⅲ層：黒色土
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倉知川右岸遺跡

擦文時代～中．近世の遺物包含層に相当するが、今回は遺構・遺物は検出されていない。

層厚1～3cm。

Ⅳ層：黒～黒褐色土

粘性が強く、粒子が細かい。

白頭山苫小牧火山灰(B-Tm) を含み、B-Tmが明瞭な地点では、 a～cに分層した。

Ⅳa層:B-Tmより上位の黒褐色土。層厚1～3cm程度。

Ⅳb層：白頭山苫小牧火山灰(B-Tm)

黄褐色火山灰。

調査区のほぼ全域で、斑状に検出される。 10世紀降下。

層厚1～5cm程度。

Ⅳc層:B-Tmより下位の黒褐色土。層厚l～3cm程度。

v層：黒～黒褐色土

縄文時代早期～擦文時代の遺物包含層。今回の調査では縄文時代前期～後期の遺物が出土した。

a･bに分層し、部分的にVc層が認められる。

Va層：粘性がやや強く、粒子が細かい。混入物を含まない。乾燥するとクラックが入る。

主に縄文時代後期の遺物を含む。

層厚5～lOcmo

Va'層：褐灰色土。 Va層と比較して灰色が強い。

明瞭な部分では褐灰色を呈するが、不明瞭な部分ではVa層よりやや灰色がかる程度。

土質はVa層に近く、乾燥するとクラックが著しく入る。

凹地形などのVa層中に散在的に認められ､土石流堆積物の分布範囲では､不明瞭ながら

連続して確認された。未確認の火山灰の可能性がある。

Vb層：粒子がVa層よりやや粗く、駒ヶ岳g降下軽石堆積物(Ko-g)の軽石が5～10%程度混入する。

縄文時代前期～後期の遺物包含層。

層厚20～40cmo

Vc層: Vb層に類似するが、色調がやや明るく、Ko-gの混入が多い。

部分的に、 Vb層の下位に認められる。

層厚10～30cm。

なお、土石流堆積物の分布する範囲では、土石流堆積物より上位の黒色土をVO層、それより下位の

黒色土をV1層とした部分がある。VO層はVa層上半に､V1層はVa層下半とVb層に相当する。

Ⅵ層：暗褐色土。漸移層。

暗褐色土のほか、Ko-gに少量の黒色土が均一に混入するものなど、Ⅶ層からv層への漸移層と

捉えられる土居を含めた。

調査区内に断続的に分布する。

層厚5～10cm。

Ⅶ層：駒ヶ岳g降下軽石堆積物(Ko-g)

明黄褐色軽石層。粒径数mm～2cm程度。 5000～6000年前に降下したとされる。

層厚は5～30cmで、 20cmほどの部分が多く、欠落する部分もある。また、沢地形などの窪ん

だ部分には厚く堆積している。

上位のⅥ層やv層との層界は比較的明瞭であるが、凹凸が著しい。 このため遺構との判別が困
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Ⅲ調査の方法

難な場合も多い。 この凹凸は、降下後から腐植土の発達中にかけて、風・流水・動物などの自然

営力により表面が攪乱されたものと考えられる。

Ⅷ層：にぶい黄褐色ローム層

粘性・堅密度ともに強い。

確認できた部分では、層厚60～100cm・

部分的にa･bに分層した。

Ⅷa層:Ko-gと思われる黄褐色軽石が混入する。

縄文時代早期の遺物包含層。

層厚5～10cm。

Ⅷb層：混入物を含まない。

Ⅸ層：濁川カルデラ火砕流堆積物及び火砕サージ堆積物(Ng)。

上位の火砕流堆積物、下位の火砕サージ堆積物からなり、前者をa、後者をbとした。

層厚は、確認できたのはlmまでである。 11000～13000年前噴火とされる。

Ⅸa層：明黄褐色軽石層。

黄褐色粘質土（ローム質土） ・砂が少量、均質に混入する。

確認できた部分では、層厚50cm程度。

Ⅸb層：灰色火山灰層。

砂粒～シルト大粒子の火山灰の互層。

確認できた部分では、層厚80cm以上。

なお、 Va'層については、森川流域の上台1遣跡・上台2遺跡などでも類似の土層が確認されてお

り、未確認の火山灰の可能性が考えられている。現在当センターにおいて分析中で、結果は平成16年

度刊行予定の上台1遺跡調査報告書に掲載される予定である。 （新家・柳瀬）

3 調査の方法

(1) 発掘調査（図Ⅲ－1)

調査区南西側（山側）の幅10～20mの範囲は、調査開始前から工事用道路が設置されていた。よっ

て調査は北東側(海側)部分を先行して行い、終了後、工事用道路を切り替えてから、山側部分を行っ

た。そのため、多数の遺構・遺物の出現が予想された、無名の沢に面した西側の範囲については8月

以降に着手することとなった。また、工事用道路切り替え後も、隣接する畑地への進入路を収穫終了

まで確保したため、 この部分に関しては10月上旬からの着手となった。

II層のKo-dは厚さ1.5m程で、除去後の調査区縁辺部との高低差は1.5m以上、包含層を掘りきる

と深さ2.5m以上になると予想された。そのため安全性を考慮し､火山灰や土砂等の崩落を防ぐための

保護シートを発掘区域全体の法面に施した。

遺跡周辺は例年ヒグマが多く出没する地域である。安全対策として電気牧柵を設置し、 また害獣駆

除資格をもつ猟師による定期的な見回りを行った。 8月には調査区からわずか20mほどのデントコー

ン畑で、雄ヒグマの成獣の足跡を発見し、 さらに注意を要することとなった。

調査の大きな工程は、①重機による1 ･ 11層除去、②調査杭の設定、③1I1層上面での地形測量、④

25％調査、⑤包含層調査、⑥遺構調査、⑦Ⅷ層上面での地形測量である。報告書中に掲載した地形測

量図はⅧa層上面で計測したものである。排土は、調査区両端の倉知川と無名の沢に設置されたカル

バート上に運搬した。
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倉知川右岸遺跡

25％調査では遺構･遺物の分布状況を把握することにつとめた。結果、 Va・Vb．Ⅷa層が遺物包含

層と判断され、 また遺構・遺物が倉知川、無名の沢の両河川付近、尾根状地形部分に多く分布するこ

とを確認した。Ⅲ．Ⅳ層は遺構・遺物検出の可能性が低いと判断し、ジョレン、スコップを併用して

掘り下げた。 Va･Vb･Ⅵ層は遣構・遺物分布の濃淡に応じ、移植コテとジョレン、スコップを併用

して掘り下げた。Ⅷa層はl×4mのトレンチ調査を各グリッドで実施し、遺物が出土した場合にグ

リッド全体を掘り下げた。Ⅷa層は土が硬質なため、移植コテとスコップを併用して掘り下げた。ま

た、調査区北西端、倉知川の縁辺部では土手状の堆積物を確認したため、 トレンチ調査と平面調査を

おこない、土石流堆積物であることを確認した。遺構調査は検出面、土層堆積状況、遺構構造の確認

につとめた。また、遺構内の特徴的な土層、焼土・炭化物集中等の土壌は、出土状況等を記録した上

でサンプル採取し、フローテーション作業を行った。

遺物の取り上げは、包含層については当初出土地点計測を行ったが、出土量の増加にともない小グ

リッド単位での取り上げ方法を用いた。出土地点計測は、各グリッドの基準杭を原点とした2方向の

距離の組み合わせ(X軸アルファベッl､ライン｡Y軸数字ライン)、標高を記録した。小グリッド単位

での取り上げは、 1つのグリッドを2×2mの小グリッドに4分割し、グリッド基準杭から反時計回

りに、小グリッドをa･b･c･dと呼称し、小グリッドと層位別にまとめた。遺構遺物の取り上げは、

全て出土地点計測を行った。原点は遺構が位置するグリッドの基準杭とした。

地点計測した遺物については、調査区名、層位、調査区・遺構ごとの通し番号である遺物番号、出

土地点、 日付、点数、遺物名（土器・石器・礫等）を記録し、取り上げ台帳を作成した。

調査状況や遺構等の内容（確認状況、断面、平面、遺物出土状況等）は、図化作業と写真撮影によ

り記録した。使用した写真フイルムは、 6×7判リバーサル・モノクロ、 35mm判リバーサルで、必

要に応じて4×5判を用いた。

調査区の基本土層観察は、北西一南東に長い調査区全体を横断するMラインと、それに直交するラ

インを地形を考慮して15， 29， 37， 49の4か所に設定し、計5か所でおこなった（図Ⅲ－2）。

調査区は地形によってI～Ⅲに区分した。内容は、 I区：無名の沢に続く斜面と斜面の際II区：

尾根状地形部分、Ⅲ区：倉知川に続く斜面際である。更に、各区に分布する遺構と土器の内容によっ

て以下のように細区分した（図III-1)。

1 1区：無名の沢に続く斜面際の西側の範囲。縄文時代後期前半を主とする土坑群、配石遺構の分

布とⅣ群A類土器が多量にみられる。

1－2区：無名の沢に続く斜面の西側部分である。Ⅲ群A類とⅣ群A類の大量の土器が折り重なるよ

うに出土しており、斜面への投げ棄て行為が推測される範囲である。

1－3区：無名の沢に続く斜面の東側部分である｡ⅡI群A類土器と､中期前半に属する遺構のまとまっ

た分布がみられる。

II-1区：尾根状地形の南東側部分、調査区内で最も高位な範囲である。縄文時代中期中葉の遺構群

とIII群A類土器がまとまって分布している。

Ⅱ－2区：尾根状地形中央部分である。Ⅲ群A類土器がまとまって出土している。

II 3区：尾根状地形北側部分である。 III群A類土器がまとまって出土している。

III-1区：倉知川に面する範囲の南側部分である。石組炉、Ⅳ群A類土器のまとまりが認められる。

III-2区：倉知川に面する範囲の北側部分である。焼土遺構、石組炉、Ⅳ群C類土器のまとまりが認

められる。

（新家・坂本）
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（2） 整理の方法

①－次整理

遺物の一次整理は全て現地で行う予定であったが、調査期間後半に遺構・遺物の調査が集中したた

め発掘作業を優先し、一次整理は'1月以降江別市の作業所に引き継いで行った。一次整理の工程は、

①水洗、②分類・属性観察、③台帳記録、④注記である。また、採取した土壌サンプルのうローテー

ション作業もおこなった。

地点計測遺物については、水洗・乾燥後、分類名を取り上げ台帳に追記、石器はこの時点で石材と

被熱の観察、重量計測をおこなった。小グリッド単位で取り上げた遺物については、水洗・乾燥後、

分類ごとに遺物番号を付し、台帳に記載した。遺物番号は小グリッドごとの通し番号とした。石器に

ついては地点計測遺物と同様の観察をおこなった。 これら手書き台帳の情報はコンピューターにデー

タ入力した。

注記は、原則として礫以外の全ての遺物におこなった。内容は遺跡名の略称｢クラ｣、遺構名もしく

は調査区名、出土層位、遺物番号である。小破片にもできるだけグリッド・遺物番号など優先的な情

報は注記するように努めた。

クラH8cVblO8 (包含層出土小グリッド単位。小グリッドは調査区名の後に記号追加）

クラH-8フク1-108 (遺構出土）

②二次整理

図面類については、実測図面の整理、遺跡全体図・地形図の作成、 トレース図作成を行った。

遺物については、再・細分類、遺物台帳と遺物の照合、台|帳の補正、集計、表作成、土器・石器の

接合・復原作業、遺物属性観察、報告書掲載遺物の実測・拓影図とトレース図作成を行った。

写真については、現地撮影フイルムの整理・収納と台帳作成と遺物撮影、報告書掲載図版の作成を

おこなった。遺物の整理については、詳細を土器と石器に分けて説明する。 （新家・坂本）

土器の整理

土器の二次整理は、遺構出土のものは遺構ごとに、包含層出土のものは分類ごと、グリッドごとに

作業を行った。

接合作業は、遺構内・遺構間・周辺包含層・遠隔包含層、あるいはグリッド内・周辺グリッド間と、

順次対象を広げて行った。遺構・包含層ともに比較的離れた位置との接合が認められたため、 まと

まった個体については広範囲を対象とした接合作業に努めた。

接合作業後、残存状況の良好なもの、特徴的なものを対象に、復原・実測を行った。破片資料は、

時期や文様の明瞭なもの、器形のわかるものを中心に拓影図及び断面図の作成を行った。掲載遺物の

すべてについて写真撮影を行った。掲載遺物は連番の個体番号を付し、個体別台帳を作成して属性観

察を行った。復原・補強にはセメダインCや赤褐色バイサムを使用した。

掲載遺物の帰属については、遺構間の破片が接合した場合は、 より共伴の可能性の高い遺構を優先

した。遺構と包含層の破片が接合した場合は、接合関係から土壌の動きを明らかにできる可能性を考

え、遺構出土の破片のほうが少数であっても原則的に遺構を優先した。また、復原した個体の一部は

写真および一覧表のみを掲載したものもある。 （柳瀬）

石器の整理

石器は分類後、遺構出土と包含層出土に分け、遺構は遺構単位で、包含層は分類別に管理した。フ

レイクに関しては、更に石材別に細分した。製品（トゥール）に関しては付着物の有無、欠損状況の

確認(Rフレイク･Uフレイクを除く）をおこなった。 また、必要に応じて各器種の属性観察をおこ
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なった。

石材ごとに接合作業をおこなった。ただし、安山岩のフレイクについては接合作業をおこなってい

ない。接合資料については、個々の遺物名と剥離工程を記録した接合台|帳を作成し、各資料に母岩・

接合番号を付した。 また、接合状況の空間分布図を作成した。

報告書掲載遺物は、遺構・包含層から、残存状態が良好で器種特徴を良く示す典型的なもの、特徴

的な形態のものなどを選択し、図化・撮影作業をおこなった。

掲載石器については「長さ｣、 「幅｣、 「厚さ｣、 「重さ」の計測をおこない、結果を掲載遺物一覧表に

示した。 （坂本）

（3） 記録類、遺物の収納・保管

発掘調査および整理作業で撮影した写真フィルムは北海道立埋蔵文化財センターにて保管する。

出土遺物、遺物台帳発掘調査で作成した図面は、森町教育委員会が保管する。出土遺物の収納方

法は以下のとおりである。

出土遺物はまず報告書掲載のものと未掲載のものとに分けた。掲載遺物は遺構と包含層に分け、さ

らに土器・土製品、石器・石製品、その他遺物に分けて収納した。基本的に掲載遺物については掲載

番号順に収納した。未掲載遺物は遺構出土のものと包含層出土のものに分けた。遺構遺物は遺構単位

ごとにコンテナに収納し、さらに器種分類ごとに分けた。包含層遺物は分類ごとに分け、 さらに調査

区・遺物番号の若い順にコンテナに収納した。 これらのコンテナには通し番号をつけ、収納台帳を作

成した。 （新家・坂本）

4遺物の分類

(1) 土器

土器は便宜的に、縄文時代早期をI群、前期をII群、中期をⅢ群、後期をⅣ群、晩期をV群、続縄

文時代をⅥ群、擦文時代をⅦ群と分類した。 この各群にそれぞれアルファベットの大文字を組み合わ

せ、前半をA類・後半をB類、あるいは前葉をA類・中葉をB類・後葉をC類と細分した。

I群縄文時代早期に属する土器群

A類貝殻文が施されるもの。

B類縄文､撚糸文、絡条体圧痕文､組紐圧痕文等が施されるもの。 （今回は出土していない）

II群縄文時代前期に属する土器群

A類縄文の施された、尖底・丸底を特色とするもの。 （今回は出土していない）

B類円筒下層式に相当するもの。

Ⅲ群縄文時代中期に属する土器群

A類円筒上層式に相当あるいは並行するもの、 またはその系譜を引くもの。

（円筒上層a～c式、サイベ沢Ⅶ式、見晴町式にそれぞれ相当あるいは並行するもの）

なお、掲載遺物については、必要に応じて以下の細分類を用いている場合がある。

A－1類円筒上層a式に相当あるいは並行するもの。

A－2類円筒上層b｡c式に相当あるいは並行するもの。

A－3類サイベ沢Ⅶ式・見晴町式に相当あるいは並行するもの。

B類榎林式、大安在B式、ノダップⅡ式、煉瓦台式に相当あるいは並行するもの。

Ⅳ群縄文時代後期に属する土器群

A類天祐寺式、涌元式、 トリサキ式、大津Ⅶ群、白坂3式及び十腰内I式に相当あるいは
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並行するもの。

B類ウサクマイC式、手稲式、鯆澗式に相当あるいは並行するもの。

c類堂林式、三ツ谷式に相当あるいは並行するもの。

V群縄文時代晩期に属する土器群（今回は出土していない）

Ⅵ群続縄文時代に属する土器群

（今回は、土石流堆積物中から恵山式に相当するものが1点出土した）

Ⅶ群擦文時代に属する土器群（今回は出土していない） （柳瀬）

（2） 石器（図Ⅲ－7）

石器は遺跡内で出土したものに対し、その器種名称と定義を述べることとする。また図Ⅲ－7には

部分名称と計測位置を示した。石器計測で欠損部分があるものは、残存長の数値を丸括弧()でくくっ

た。 「重さ」の数値は2kg未満のものについては小数点第1位まで、 2kgを越えるものはlgを最小

単位とする数値で示した。なお、石製品は特異な形態を呈するものを分類した。

石鍼

押圧剥離や平坦剥離により両面調整された、尖頭形を呈す5cm未満のもの。

石槍

押圧剥離や平坦剥離により両面調整された、尖頭形を呈す5cm以上のもの。

つまみ付きナイフ

剥片を素材とし、 ノッチ状の加工により端部につまみ部が作り出されたもの。

錐形石器

端部に錐状の突出部が作り出されたもの。

スクレイパー

剥片を素材とし、調整剥離面が側縁に10面以上連続して加えられたもの。

両面調整石器

剥離が素材の両面に施されるが尖頭形でないもの。

ピエス・エスキーユ

剥片もしくは礫を素材とし、対向する小剥離が素材の両端部にあるもの。 また、いわゆる両極剥離

打法により発生する各種の割れの特徴を持つもの。

Rフレイク （二次加工ある剥片）

剥片を素材とし、 10面未満の不規則で散漫な剥離が加えられた不定形のもの。

Uフレイク

剥片を素材とし、明瞭な加工はないが、微細剥離や光沢などの使用痕跡が認められるもの。

フレイク

石核、石器（トゥール)、剥片などから剥離されたもので、二次的な剥離を受けていないもの。

石核

剥片もしくは礫を素材とし、石器（トゥール）の素材となりえる大きさ・形状の剥片を剥離した痕

跡が複数あるもの。

原石

剥片石器・石斧の素材を供給する石材の礫のうち、素材剥片の剥離がおこなわれていないか、 もし

くは不明瞭なもの。石器の原材料とみられるもの。

~つウ
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石斧

剥片もしくは礫を素材とし、敲打・打欠き・研磨により整形され、斧状の刃部があるもの。

擦切り残片

擦切り技法により発生した、整形されない切り取られ部。

敲石

礫を素材とし、敲打痕があるものの内、能動的と考えられるもの。

すり石

礫を素材とし、擦り痕があるものの内、能動的と考えられるもの。

扁平打製石器・扁平打製石器原材

礫を素材とし、周囲もしくは端部を打ち欠き、楕円・半円・長方形を呈するもので、下縁に幅の狭

いすり痕跡面（すり面） を有するもの。すり面がなく、下縁が両面調整により、鋭い縁辺を呈すもの

は原材とした。

北海道式石冠・北海道式石冠原材

分厚い礫を素材とし、打ち欠き、敲打により、石冠様の形状に整形されたもので、下面にll'畠広い擦

痕を有する。器体中央部には敲打による帯状の凹みが回る。すり痕跡がないものは原材とした。

砥石

礫に被加工物を擦り付けた様な状態の擦り痕を有すもの。

台石・石皿

礫を素材とし、擦り痕もしくは敲打痕があるものの内、受動的と考えられるもの。 （坂本）

（3） その他

土器・石器以外の遺物では、炭化材、炭化種子、動物遣存体、赤色顔料等がある。 これらは遺構等

から採取した土壌サンプルのうローテーション作業で検出を試みた結果、微細遺物として回収された

ものを含んでいる。

いずれも出土場所、層位、 日付、採取質量等を記載した整理台帳を作成し、一部については自然科

学的分析をおこなった。分析結果の詳細については、第Ⅵ・Ⅶ章に示した。 （新家）
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1V遺構と遺構出土の遺物

Ⅳ遣構と遺構出土の遣物

1 概要

遺跡は北西側を倉知川、南東側を無名の沢に開析された台地状の地形にある。川との高低差は両側

とも約5mである。中央部には南東から北西方向に続く尾根状地形がみられる。遺構は無名の沢の斜

面際、尾根状地形、倉知川付近の3か所にみられ、 とりわけ無名の沢へ続く斜面際西側に集中する。

確認された遺構は、配石遺構1基、竪穴住居跡9軒、土坑81基、石組炉15基、焼土11か所、柱穴状

ピット230基である。多くの遺構は縄文時代中期前半のサイベ沢Ⅶ式期､後期前葉のトリサキ式期に属

すると判断される。

中期前半の遺構は、竪穴住居跡7軒(H-1･3･5 ．6･7･8． 9)、土坑22基(P-2･5～7･

9 ．10．15． 17．18．22．25･31･32･43．44･47･63･64･70．74･87･89)、焼土2か所(F-9 ･

10)、柱穴状ピット16基がある。 これらは無名の沢へ続く斜面東側と尾根状地形南東側に主にみられ

る。竪穴住居跡は長径3～6mほどの円形･楕円形を呈し、掘り込みが50cm以上認められる。炉は地

床炉・土器埋設炉がある。土坑には浅皿状のもの、竪穴状(P-17･89)のものがあり、後者は堆積

状況から判断して墓と推測できる。

後期前葉の遺構は、配石遺構1基、竪穴住居跡2軒(H-2 ･10)、土坑45基(P-8．16．20．21･

23．24．26～28･30･33～40･45･46．48～53･55～58･60～62･66～69･71･72･76～79･84．

90)、石組炉13基(S-3～15)、焼土4か所(F-5～7 ･11)、柱穴状ピット197基である。 これら

は無名の沢に続く斜面際に集中する。配石遺構は40～60cm大の礫を5×2mの．字状に配置したも

のである。周囲には同程度の大きさの礫が多数みられた。また、配石が位置する範囲周辺はKo-gの欠

失と造成土が認められ、配石遺構構築前に土地の造成が行われた可能性を指摘できる。竪穴住居跡は

長径4m以下の円形・楕円形を呈し、掘り込みが20cm程度である。炉は立石を伴う地床炉である。土

坑は径・深さが1mほどのフラスコ状のもの(P-20･21･23･26･27．30･34～37･40･49･51･

53）が14基あり、 これらは覆土の堆積状況や遺物出土状況から判断して墓と推測できる。 また、覆土

上位や中位に、30cm前後の礫を用いた配石を伴うことが特色として指摘できる。石組炉は遺構集中範

囲の外側に分布する傾向がある。

早期前半の遺構は柱穴状ピット4基(SP-16･18．19･21)で、K･L12．13区にまとまる。長方

形の建物跡を形成すると推測される。

後期前葉～後葉に属すると思われる遺構は、倉知川沿いの範囲に分布し、土坑(P-11･12)、石組

炉(S-1･ 2)、焼土(F-3 ． 4)、柱穴状ピット (SP 7～11)がある。

なお、 「石組炉」は「石囲炉」と同義であるが、報告した遺構の内、部分的に礫が欠落するものがみ

られたこと、道南地域の報告例では「石組炉」の場合が多いことから「石組炉」の名称を用いた。

（坂本）

2 配石遺構（図Ⅳ－1～3、図版28～30･91)

位置 1 ･ J13･ 14規模(5/3.6)×(2/1.4) 平面形態．字形

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲の北東側に位置する。

確認・調査Va層掘り下げ時に配石によって確認｡方形を呈すると仮定し､長軸と短軸の中央にベル

トを残し、それに沿ってトレンチを入れ土層を確認した。

覆土配石周辺の土層は、自然堆積層のVb層．Ⅵ層･W層がみられず、 Vb層に軽石粒やローム粒を

4Z
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倉知川右岸遺跡

多く含む土居が確認された。 この土層は、配石構

築前にⅦ層まで耕すように攪乱し、造成したもの

とみられる。また､周囲のVb層には多くの遺物が

含まれていたが、配石の位置する113区からは小

片以外の遺物は出土しなかった。したがって造成

の際にVb層に包含されていた遺物を極力除去し

ていたものと推測される。配石は造成土に穴を掘

り据えられていたとみられるが、その掘り込みは

造成土内で収束して明瞭でないことから、一部で

しか確認できなかった。なお、造成は配石付近に

とどまらず、遺構集中区で広く行われている。

構造西側に開く．字形に礫を配した配石遺構。

長軸には角柱状の礫を11～66.の開きがある角度

で東側に傾斜するように配置した立石が6個、角

柱状の礫を配置したものが2個ある。南北の両短

軸には角柱状の礫を配置したものが各軸に2個ず

つ、扁平で円形の平面形を呈する礫を水平に配置

したものが南側短軸に2個、北側短軸に1個ある。

このほかにコ字形の配石から東側に約2mの

地点に水平配置礫が3個、立石が1個、西側に約

3mの地点に横位立石が1個みられた。 114･

15、H14．15、G15区で確認された礫も関連があ

るとみられる。

．字形配石に重複した土坑にP-67･72がある。

いずれも楕円形を呈し、確認面のⅧ層上面からの

深さは20cm弱と浅い。 これと類似した土坑は

P-38･39．45･46．55･56．71･76．84と112･

13．14， J13･ 14区に分布している。ほとんどが

Ⅷ層上面で検出したものだが造成土に由来すると

みられる覆土が堆積していることから、配石と何

らかのかかわりをもった土坑と推測される。

．字形配石に重複した小柱穴にSP-30･33･62
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があったが、特にSP-62は立石に挟まれる位置

で、確認面のⅧ層から50cm近くあり、造成土から掘り込んだ場合さらに20cmほどの深さが加算され

る。土層を見ると直径1Ocmほどの棒状のものを立てた後、ロームブロックを多く含む土層で根固めを

している。このことから配石に伴い木柱が立てられていた痕跡とみることができる。さらにSP-62の

西側に隣接するようにF－11が見られた。なお、類似した小柱穴にSP 85があり、配石の長軸の配置

が切れた部分近くに位置する。配石の周囲に見られた今挙げた以外の小柱穴については配石との関係

は捉えきれなかった。

這物出土状況礫12点、礫片2点、台石・石皿3点、加工痕のある礫1点からなる。 （福井）
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1V遺構と遺構出土の遺物

掲載遺物

石器 lは石皿である。石材は安山岩である。礫の平坦面に平滑なすり面が観察されるものである。

正面上部の不整円形の範囲が顕著に平滑化しており、周囲に軽微なすり面が連続している。 また、平

坦面縁辺付近には敲打痕が散発的にみられる。 （坂本）

時期直接伴う遺物はないが、周囲の遺構の遺物から縄文時代後期前葉の配石遺構とみられる。周囲

の土坑とは緊密な関連性を持つものとみられるが、具体的には捉えきれなかった。 （福井）

3 竪穴住居跡

H-1 (図Ⅳ－4～6、図版4 ． 5 ．38･69．91)

位置N･07･ 8 規模(3.46/3.20)×(3.19/2.80)×0.50平面形態円形

立地地形調査区東側、無名の沢に続く急斜面上に立地する。

確認・調査調査区08でのVb層下部までの掘削作業時、平面楕円形を呈する黒～黒褐色土のまと

まりを検出した。黒～黒褐色土プランに、傾斜方向及び傾斜の直交方向に土層観察用の十字ベルトを

設定し、ベルトに沿ってトレンチ調査を先行しておこなった。 トレンチ調査によって、覆土の堆積状

況を確認、床面、壁の立ち上がり、炉跡を検出して竪穴住居跡と判断した。覆土は大まかな堆積順序

を理解し、層位毎に掘り下げ、遺物取り上げをおこなった。床面検出後、柱穴状ピット、炉などの付

属施設の調査をおこなった。

覆土14層に分層したが、①～④の堆積単位にまとめられる。なお、遺物取り上げ層位は「覆土l」

（1 ． 2層)、 「覆土2」 （3～8 ･11･ 12層)、 「覆土3｣ (9～10層）に分けている。

①上位の堆積。黒色土1 ･ 2層で構成。覆土中央部の窪んだ範囲に主に堆積していた。自然堆積層

と考えられる。

②中位の堆積。オリーブ褐色土4 ． 5層で構成。斜面上部側壁付近に主に堆積していた。ロームブ

ロックが多く含有されることから、斜面上部側に盛られた掘上土が流入したと考えられる。

③中位の堆積。黒褐色土3 ． 6 ． 7 ． 7'層で構成。ロームの含有は若干である。 20～30cmの厚い堆

積であることから、短期間に埋め戻された可能性がある。

④下位の堆積。オリーブ褐色～黒褐色土9～12層で構成。主に、斜面上部側の壁面から床面直上に

みられ、遺構廃絶直後に流入した三角堆積土と考えられる。

構造床面はⅧ層のロームまで掘り込まれ、ほぼ水平・平坦に構築されている。

壁は急斜度に立ち上がる部分が多いが、斜面上部側は比較的緩やかであった。

炉は住居の中央部に1基確認された。土器埋設炉で、口縁部の欠損した深鉢が利用されていた。土

器の開口部周辺が焼土化し、上部に炭化物粒、焼土粒を含有する黒褐色土の堆積が確認された。

柱穴状ピットは3基確認された(HP 1～3)。住居中心軸上付近、斜面上部側と下部側の壁際に

各1基(HP-1･2)、西側壁外に1基(HP-3)配置されており、主柱穴と考えられる。柱穴はい

ずれも深さ20cm未満の浅い小規模なものである。

住居の北側及び西側の壁外には、壁から続く浅い掘り込みがみられた。住居構築時には暗褐色の堅

くしまった土が堆積し、住居の壁を形成していたと考えられる。

遺物出土状況土器111点、石器19点、石製品1点、礫等を含めれば計137点出土している。内、床面・

床面直上土、付属施設からは土器(III群A類65点)、石器（石鍼1点、スクレイパー1点、Rフレイク

3点、フレイク7点、石斧1点）が出土している。

土器は床、覆土ともⅢ群A類のみが出土している。特徴的な出土状況では、覆土2から石冠様石器が
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1V遺構と遺構出土の遺物

出土している。 （坂本）

掲載遺物

土器 2点を図示した。 lは覆土から出土したもの、 2は床面の埋設土器。いずれもⅢ群A－3類。

1は斜行縄文のみが施される突起部の破片で、口唇には縄による縦位の刻みが施される。胎土には

海綿骨針・小礫が多い。 2は口縁部を欠失する。胴部に膨らみをもつ器形。斜行縄文が施され、現存

する上端部では磨り消される。二次焼成を受けて外・内面ともに劣化が著しく、縄文の不明瞭な部分

が多い。上端の割れ面は磨耗している。内面下半は黒色を呈し、煤が付着する。

なお、床面から出土したⅡI群A－2類1点が、包含層Q10区付近のものと接合している。埋設土器

がⅢ群A－3類であることから判断して、Ⅲ群A－2類は混入であると推測されたため、包含層の遺

物として扱った（図V－6－15)。 （柳瀬）

石器 2点を図示した。 3は覆土、 4は床面から出土した。石材は3が頁岩、 4が緑色泥岩である。

3は石鑛である。体部が木葉形でカエシが不明瞭な有茎鐡である。尖頭部が正面側に反り返ってい

る。 4は石斧である。両刃で、刃部平面形は偏刃で緩やかな弧状を呈す。全身を入念に研磨している。

基部末端は正面および右側縁方向から剥離・折断され、その末端平坦面を打面として正面と左側面に

剥離が施されている。

石製品 5は覆土から出土している。石材はカンラン岩の可能性がある。説明のため便宜的に、図III

7に示したように各部分を呼称する。全体の形状はアイロンに似ている。横断面は辺に膨らみを有す

三角形で、背腹側面は張りを持つ面で構成されている。口部周囲には、敲打による2本の沈帯が形成

した1本の隆起帯が巡っている。口部末端は敲打により、円形に浅く凹んでいる。側面には、尻部辺

から下端経由の先端部にかけて、 2本の沈帯により形成された1本の隆起帯が、 L字および逆L字状

に施されている。L字、逆L字の隆起帯は先端部の隆起帯よりも新しく施されている。尻部末端の面

には三角形の極めて浅い凹みが認められ、尻部下端の左右中央部には3つの突起が形成されている。

突起部は中央部のものが最も突出している。背部は緩やかな弧状を呈し、 この部分が最も滑らかに研

磨されている。表面観察から、整形は敲打と研磨を繰り返しおこなったとみられる。

時期床面出土遺物及び炉に埋設された土器から、縄文時代中期中葉の住居杜と判断できる。炉跡か

ら採取した炭化物を試料として放射性炭素年代測定をおこない、 4350yBP=t40 (補正年代）の結果が

得られた。 （坂本）

H-2 (図Ⅳ－7～12、図版6 ． 7 ･38．69･92)

位置F･G15規模(3.80/3.20)×((3.24)/2.78)×0.20平面形態不整円形

立地地形無名の沢に続く急斜面際遺構集中範囲の中央部に位置する。周囲にはH-10、フラスコ状

土坑、配石遺構などがまとまって確認されている。

確認・調査調査区G15でのVb層までの掘削作業時､黒～黒褐色土のまとまりを検出した｡黒～黒褐

色土プランに、土層観察用の十字ベルトを設定し、ベルトに沿ってトレンチ調査をおこなった。ベル

トの断面観察により堆積状況を確認したが判断することができず、ベルト部分を残し周囲をVb層下

部からⅥ層まで掘り下げて不整円形のプランを検出し、竪穴状の遺構であることを確認した。覆土は

大まかな堆積順序を理解して層位毎に掘り下げ、順次遺物取り上げをおこなった。 また、覆土中の同

一面から40～60cm大の多数の礫が検出され､配石遺構に関係するものと判断した。壁面の立ち上がり

は、ロームをあまり掘り込んでいないこと、遺構覆土と遺構外堆積の変化が漸移的であることで確認

が困難であった。床面検出後、柱穴状ピット、炉などの付属施設の調査をおこなった。
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倉知川右岸遺跡

覆土覆土は9層に分層したが、後述するように貼り床（9～11層）が認められたため、併せて記述

する。覆土の堆積は①～④の堆積単位にまとめられる。なお、遺物取り上げ層位は、 「覆土」 （1～6．

8層)、 「床面直上」 （7層）に分けている。

①最上位の堆積。黒褐色土l層で構成。覆土中央部の狭い範囲に主に堆積していた。周辺遺構の掘

上土と考えられる。

②上位の堆積。黒色土2 ． 3層で構成。ほぼ全面に厚く堆積していた。 Vb層に類似することから、

自然堆積層と考えられる。

③下位の堆積。黒色土2〃・ 4 ． 5 ． 8層で構成。ロームの含有は極微量である。 20～40cmの厚い

堆積であることから、短期間に埋め戻された可能性がある。また、③の上面には40～60cm大の礫

が多数配置されていた。

④最下位の堆積。黒色土6層、にぶい黄褐色土7層で構成される。主に西側壁面から床面直上にみ

られ、遺構廃絶直後に流入したと考えられる。

⑤貼り床の構成土。脆弱なⅦ層(Ko-g)の直上にしまりの弱い黒色土(10･11E)が堆積し、その

上部にロームを主体にしたやや硬い9層がみられる。 10．11層はH－2の構築よりも古い時期に

堆積した可能性がある。

構造床面を構成する土は部分的に異なる。中央部はローム主体のにぶい黄褐色土により貼り床され

ている。東側床面は黒色土を、西側は地山のロームを利用している。床面全体はほぼ水平・平坦に構

築されている。

壁は掘り込みが浅く、比較的緩やかな立ち上がりを呈していた。 また、南東側の壁は確認すること

ができなかった。

炉は住居の中央部東側よりに1基確認された。立石を伴う地床炉である。立石は立方体状のものが

炉の東側に配置されており、被熱している。立石はl0cmほどの深さで埋め込まれ、床面から上部へは

15cmほどが露出する状態であった。立石の上端は折断により平面となっていた｡風化状況から折断は

住居構築以前に施されたものと判断した。炉の焼土化した範囲は40～50cmほどで、上部に炭化物粒、

焼土粒を含有する黒褐色土の堆積が確認された。

柱穴状ピットは30基確認された(HP-1～2･4～31)。柱穴状ピットは住居の壁沿いを巡るように

配置され、多くが北西側に構築されている。

深さが30cmを越えるものは8基、 20～30cmのものは7基で、これらは住居長軸より西側、斜面の

高い側に配置されていた。 これら壁沿いに深く構築されたピットの多くは、内側に傾くように形成さ

れている。

深さが10～20cmのものは壁全体を巡るように配されるが、ピットの径が20cmを越える大型のもの

が南東側、径が20cm未満の小型のものが北西側に偏って設けられている。ただし、南西側壁外には径

10cm前後、深さ10～20cm前後のSP4基(SP-48．117･118．122)が、壁ライン沿いに構築されて

いる。これらSPがH－2に伴うのであれば､小型のものは南東側を除く壁沿い、全体の4分の3ほど

の範囲に配置されていることとなる。

また、深さ10cm未満の浅皿状のものは、北西側壁から30cm以上中央側の範囲に、住居を半周する

ように配置されている。

これら付属施設の状況をまとめると、次のように捉えられる。柱穴状ピットは斜面地形の高い側の

壁に、内側へ傾く深いピットが巡り、その内側に近接して浅いピットが配置され、斜面地形の低い側

の壁にやや浅いピットがまばらに巡る構造である。よって斜面の高い側の床にはピットが密集する。
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図Ⅳ－8 H-2 (2)

主柱穴はHP 2 ･ 9 ． 12． 17の4基と捉えられる。

炉は斜面の低い側寄りに配置され、立石も同方向側に配されている。入り口構造を示す明確な痕跡

はみられないが、柱穴状ピットの配置が疎である南東側（斜面の低い側）に位置することが考えられ

る。柱穴状ピットと炉の配置、炉の構造などでH 10と共通点がある。

遺物出土状況土器466点、石器67点、礫等を含めれば計579点出土している。内、床面・床面直上土、

付属施設からは土器（Ⅳ群A類25点)、石器(Rフレイク4点、フレイク9点、石核1点、石斧2点、

敲石2点、すり石1点）が出土している。 （坂本）

掲載遺物

土器13点を図示した。 11は床面直上から、 1～10･ 12は覆土およびVa層・Vb層から出土したも

の。いずれもⅣ群A類。

1は無文のもの。覆土と包含層G15区の破片が接合しており、同一個体ではあるが末接合の破片が

床面から出土している。外・内面ともによく磨かれる。 2～8は沈線が施されるもの。 2は口縁部付
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倉知川右岸遺跡
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図Ⅳ－10 H-2 (4)
54



1V遺構と遺構出土の遺物

図Ⅳ－11 H-2 (5)
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1V遺構と遺構出土の遺物

近にのみ沈線が施されるもの。 2段の3本組沈線の間に） （状沈線が加えられる。 3～5は3本組沈

線で渦巻状文が描かれるもの。 3は渦巻状文の間に山形文が加えられるもの。沈線はやや太めで深い。

4 ． 5は壷の胴部破片。 4は覆土の1点が主に包含層117区のものと接合した。 30mほど離れたK8

区のものとも接合している。渦巻状文は4か所と思われる。胎土には砂粒が多く含まれ、外面には炭

化物が付着する。内面調整は粗い。 5は最大径付近の破片で、上半では内面の凹凸が顕著。アミの薄

い部分は赤色顔料が付着する範囲、濃い部分は赤色顔料が黒変している範囲である。黒変は被熱のた

めと考えられる。 4 ． 5とも沈線は細く、浅い。 6は突起下に器面を4区画する2本組の沈線が垂下

するもの。無節の斜行縄文がまばらに施される。 7は覆土のものと周辺包含層のものが接合した。 4

か所の突起をもち、突起上には竹管状工具による刺突が3か所加えられる。胴部には無節の斜行縄文

地に、横方向に連続する蛇行沈線が施される。 8は格子目状沈線が施されるもの。突起部に8の字状

貼付が加えられる。沈線は3本組。

9は磨消縄文が施されるもの。縄文は無節で、縁取りの沈線は太い。口唇は角形で丁寧に磨かれる。

文様は横位に不規則に展開するようである。 10は櫛歯状沈線が施されるもの。縁取りの沈線は太い。

11は沈線が施される口縁部。 12は縄文のみが施されるもの。覆土の1点と周辺包含層の破片が接合し

た。平縁で、 8単位の8の字状貼付が加えられる。胴部には横走気味の細かい縄文がまばらに施され

る。胎土に砂粒を多く含む。同一個体の未接合破片は25mほど離れた範囲の包含層およびP-21 ･

34 （図Ⅳ－49－9）から出土している。

13はタガ状の貼付帯をもつもの。H－2の覆土と、重複するSP-190の覆土、および周辺包含層の

破片が接合した。口縁部に2本の貼付帯が横環し、貼付帯間は無文となる。縄文は同一原体を用い、

貼付帯上は横回転、胴部は縦回転として羽状に施している。 （柳瀬）

石器 9点を図示した。出土層位は17． 18．21が床面・付属施設、他が覆土である。石材は14～16が

頁岩、 17･ 19が緑色泥岩、 18が閃緑岩、 20．21が安山岩である。

14は石嫉である。ややカエシの明瞭な有茎鍼で、茎部は細く作り出されている。

15はスクレイパーである。左側縁の調整が入念で急角度である。腹面側の縁辺部には鈍い光沢が観

察され、左側縁側腹面の方が光沢の発達範囲が広い。光沢の範囲は長さ4.5cm、幅0.5cm程である。

素材打面部には背面側から加工が施されている。

16は石核である。上面及び右側面を打面として、正面側に主な作業をおこなっている。上設打面か

らは右側面にも剥離作業がおこなわれている。 また、左側面の剥離面から下端面を剥離している。作

業面を固定し、打面を転移しながら剥片剥離をおこなったことが理解できる。

17～19は石斧である。 17はやや片刃に近い両刃、円刃のもので、刃縁には微細な潰れが観察できる。

形態は短冊形で、全面を入念に研磨している。末端部は裏面側からの加筆により破損している。 18．

19は刃部が作出されてないものである。両者とも溌形を呈する。 18は裏面が平坦面となっている。 19

の本来刃縁となる部分には研磨により平坦面が形成されている。 また下端方向からの加掌により、正

裏両面に剥離が生じている。

20は敲石である。掌に収まる小ぶりな楕円形礫を素材とし、長軸の上下両端に敲打痕が観察される。

21はすり石である。楕円形礫の長軸方向の上下縁辺に平坦なすり面が観察できる。やや厚手の素材

だが、扁平打製石器に類するものと考えられる。

時期床面及び炉出土の土器から、縄文時代後期前葉の住居跡と考えられる。住居廃絶後に、配石遺

構に関連するとみられる礫が配されているが、住居と配石遺構の新旧関係は判断できなかった。炉跡

から採取した炭化物を試料として放射性炭素年代測定をおこない、 4990yBPEL40 (補正年代）の結果

~戸一
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倉知川右岸遺跡

が得られた。出土遺物から判断される時代からH-10の測定結果と同程度の年代値を推測したが、上

記した測定結果の値とは符合していない。 （坂本）

H-3 (図Ⅳ－13、図版8 ･70)

位置L13･14規模(3.03/2.47)×(2.66/2.32)×0.18平面形態隅丸方形

立地地形調査区南東側無名の沢にいたる緩斜面上に位置する。

確認．調査試掘溝がかかっているが、範囲確認調査時には認識されなかった。調査区L13．14の包

含層調査中、Ⅶ層上面で径3mほどの円形を呈する黒～黒褐色土を確認した。円のほぼ中央を通るよ

うに2本のベルトを直交させて設定し、土層観察をおこなった。比較的平坦な床面と明瞭な壁の立ち

上がりを確認し、竪穴住居跡と判断した。

覆土 3層に分層した。いずれもⅦ層を含み、自然堆積と考えられる。生活面の確認はできなかった。

また、掘上土も確認できなかった。

構造床はⅦ層中で構築されており、非常に軟らかいが、ほぼ平坦で水平である。掘り込み面はVb

層中と考えられ、比較的浅い住居である。壁の立ち上がりは、Ⅶ層中では明瞭であるが、 v層中では

平面の輪郭同様判然としない。

床面調査後、住居全体と周辺を数回掘り下げたが、柱穴等は見つかっていない。

遺物出土状況土器(IⅡ群A類) 9点、石器1点、礫等1点、計11点出土している。 （新家）

掲載遺物

土器 1は覆土から出土したⅢ群A－3類。結束羽状縄文のみが施される突起部。 （柳瀬）

時期出土遺物から縄文時代中期と考えられる。 （新家）

H-5 (図Ⅳ-14～18、図版9 ．38～40･70･93)

位置D19･20規模(3.40/3.10)×(3.26/2.08)×0．51平面形態円形

立地地形調査区南西側の平坦地。切り合いはないが、同時期と思われるH－6 ． 8が北西側に隣接

する。

確認・調査調査区D19の包含層調査で、Ⅶ層まで掘り下げたところ、径3mほどの円形を呈する黒

～黒褐色土を検出した。D20区側に土居観察用のベルトを設定した(断面図A－A')。さらにこれに平

行・直交する2本のベルトを追加して掘り下げた結果、平坦な床面と明瞭な壁の立ち上がりを確認し、

竪穴住居跡と判断した。

覆土 5層に分層した。覆土l層は包含層Vb層主体、 2層は包含層Ⅵ層主体の層で、自然堆積と考

えられる。 3～5層は、土壌の混ざり具合や堆積状況から、人為的な埋土とみられる。構築床面より

10cmほど高い位置の覆土5層中から遺物が多く出ており、 このレベルが生活面であったと考えられ

る。掘上土は確認できなかった。

構造床面はⅧ層上面のローム(ma)層まで掘り込まれて構築されている。ほぼ水平・平坦である。

掘り込み面はVb層中で、北側の壁の方がやや垂直気味に立ち上がっている。

また､焼土1か所と住居に伴うと考えられる小ピット6基が検出された。うちHP-2～6は柱穴状

ピットである。

焼土住居の生活面と思われる5層を下げている途中で、住居中央よりやや北東側からHF-1を

検出した。生活面より若干低いレベルにあり、 この住居に伴うものかは判断できなかった。焼土の

範囲は長径約55cmの楕円形である。被熱している層厚は10cm｡ 3層に分層した。 1層は住居の覆
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倉知川右岸遺跡

土5層が焼けたものである。 2層は最も明るく被熱痕跡が顕著だが、不連続な焼土塊と観察され、

その場で焼けたものかは断定できなかった。 3層はⅧa層が被熱したと考えられる。

小ピット(HP-1～6) HP-1は、覆土5層調査中住居南西側に褐色土のまとまりを確認、 トレ

ンチを設定後、土層観察の結果、小ピットと断定した。輪郭を明瞭にするためⅧa層まで下げて記

録をおこなった。長径40cm以上の楕円形を呈した浅い皿状のピットである。その他のHPは、覆土

5層の調査終了後、構築床面・壁・住居外を数回精査し、検出した黒色土の落ち込みを全て半裁し

た結果、直径10～30cm、深さ16～51cmの5基の柱穴状ピットを壁際および壁外で検出したもので

ある。HP-2と5は先細るタイプである。覆土はVb層を主体とするものが多い。

遺物出土状況土器885点、石器26点、土玉1点、焼成粘土塊1点、礫等19点、計932点出土している。

土器は全て縄文時代中期前半のⅢ群A類土器である。一部まとまって出土し、 7個体が復原された。

垂直分布図にも表れているように、出土遺物のほとんどが覆土5層に集中しており、復原された土器

個体もこの層からのものが多い。 この面が生活面であったと考えられる。 （新家）

掲載遺物

土器12点図示した。 1 ． 3～9 ． 11 ．12は主に覆土5から、 2 ． 10は覆土1～3から出土したもの。

すべてⅢ群A－3類。

1 ． 2 ． 7 ． 8は沈線による文様が施されるもの。 1 ． 7は突起周辺にのみ貼付が加えられる。 1

は覆土5の破片が接合したもので、突起先端以外ほぼ全体が残存する。突起下には縦位の橋状貼付が

施される。口唇端部には縄による縦位の刻みが加えられる。胴部上半に2本組の沈線でレンズ状の文

様が描かれる。 7は突起部。突起下に貫通孔をはさんで一対の円形貼付が加えられる。貫通孔には炭

化物と思われる黒色の固形物がつまっている。口唇には箆状工具による縦位・斜位の刻みが加えられ、

突起頂部にも及ぶ。 2は複節の斜行縄文地に、 3本組沈線によるレンズ状の文様が描かれる。 8は半

裁竹管状工具による直線的な沈線が施される。口唇端部には縄による縦位の刻みが加えられる。

3 ． 4 ． 9 ･10は突起周辺にのみ貼付が加えられるもの。 3は覆土3 ･ 5、HF-1および周辺包含

層の破片が接合した。大部分は覆土5の破片である。底部付近と突起先端以外のほとんどが残存する。

突起下に縦・横の貼付が加えられ、 これより上では原体の回転方向を変え、羽状縄文としている。口

唇には斜位の刻みと思われる痕跡が認められるが、磨耗して不明瞭である。 4 ．10は突起下に縦位の

貼付が加えられ、口唇に縄文が回転施文されるもの。 4は覆土5の破片が接合したもので、ほぼ完形

である。突起は先端が薄くつぶされ､貼付の上端に横位の縄圧痕が加えられる。10の地文はRL斜行縄

文で、突起下の部分では回転方向を変えて羽状としている。 9は覆土5の1点と周辺包含層の破片が

接合したもの(図v 2下段)。突起下には貫通孔と、弧状および縦の橋状の貼付が施され、貼付には

縄線が加えられる。口唇直下外面に縄の刻みが施される。 5 ･11は縄文のみが施されるもの。 5は覆

土5の接合したもので、ほぼ完形である。突起は4か所で、 3種類の形態がある。図の左右の突起は

球形に近い。 11は結束第2種羽状縄文が施される。口唇は外傾する角形で、縄の刻みが加えられる。

胎土には小礫が多い。 6は無文のもの。覆土5の破片が接合した。鉢形で、頚部がややくびれ口縁は

外反する。器壁が厚く、胎土には砂粒が多い。 12は口唇直下に横位の粘土紐が貼付され、貼付と口唇

の間に沈線が加えられるもの。口唇断面はやや内傾する切出状。 （柳瀬）

石器 4点を図示した。全て覆土出土遺物である。石材は全て安山岩である。

13はすり石である。拳大の円礫を素材としている。正面と下端に、不整形なすり面が認められる。

また、上下両端には敲打痕が観察され、複合的機能を有した石器と考えられる。

14は扁平打製石器原材である。扁平礫を素材としている。側縁は自然面で、下縁に対し直交方向に
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倉知川右岸遺跡

設定されている。加工は主に下縁の両面に連続的に施されている。 これにより形成される下縁の稜線

は、側面及び下面から観察した場合、概ね直線的である。 また中央部を除き、断面がV字状を呈す。

中央部のみは複数回の加筆の痕跡があるものの、剥離には至らずに厚さを残し、断面形がU字状を呈

す。断面V字形の目的形状に至らなかったことが原因して、原材のまま遺棄された可能性がある。

15．16は北海道式石冠である。 15の体部の整形敲打は軽微であるが、 16は全身敲打により、石冠状

に整形している。 15はすり面が著しく正面側に傾き、鉢巻状の加工部まで食い込んでいる。すり面の

縦断面は強く湾曲している。すり面縁辺には、幅4cmを超える大型の剥離面が観察される。下方から

の加撃が原因し、裏面の下端すり面から右側縁にかけて大きく欠損している。 16は左右両端の欠損部

が接合している。右接合部のすり面に対し、本体と左接合部すり面は連続して磨り減りが進行し、右

接合部との間に段差が生じている。右接合部が破損した後も続けて使用され、左側部の破損が原因し

て廃棄されたことが考えられる。本体及び左接合部は、右接合部に比べ、 より、すり面が湾曲し、正

面側に偏っている。 （坂本）

土製品17は土玉。正面観は長方形を呈し、断面はやや扁平。長軸方向に貫通孔をもつ。全面に刺突

が施される。

なお、焼成粘土塊としたものはH 6などから出土しているものと同様の、軽石に類似するもので

ある。H－6の項で詳述している。 （柳瀬）

時期出土遺物、周辺の遺構等から縄文時代中期中葉と考えられる。 （新家）

H-6 (図Ⅳ-19～26、図版10･40･70･71．94．95)

位置C・D21．22規模((5.80)/(5.10))×((4.50)/(4.00))×0.49平面形態楕円形

立地地形調査区南西側の平坦面に位置する。 5m東側にはH－5がある。住居南西側は調査区外に

およんでいる。H 6北西側で、ほぼ同規模と思われる住居跡H－8を切っている。 2軒の切り合い

関係は、H－6北側の風倒木による攪乱のため明確に把握できなかったが、調査区境界線の土層観察

により、新旧を断定した(図Ⅳ-19)。 またこのH 6と平面上重なる焼土F－9、土坑P-87はH－

6より新しいものである。

確認・調査調査区C21･22のⅦ層調査中に丸く大きな黒色土を検出した。土層観察用のベルトを設

定し、周囲を掘り下げ、平坦な床面と明瞭に立ち上がる壁を確認し、住居跡と判断した。

覆土11層に分層した。 V層主体のものが多い。 F－9は6層の上に位置する。 11層はP-87の覆土

1と対応する。

構造床は水平かつ平坦である。住居東側でⅦ層が周囲より落ち込んでいる部分があり、 ここではⅦ

層を掘りきらずに床面が作られている。 この落ち込みは、住居よりも古い風倒木に起因する自然地形

と考えられる。掘り込み面はVb層中である。

伴う炉や焼土はなかったが、住居より新しいと考えられるP-87の覆土に焼土様の層があり、 この

住居の焼土が混ざりこんだ可能性がある。

小ピット (HP-1～19) 覆土調査終了後、構築床面･壁･住居外を数回精査し、黒色土の落ち込

みを全て半裁して断面を観察した。その結果19基の柱穴状ピットを確認した。覆土はいずれも1層

で、 V層とⅧ層が混ざり合った褐色土である。HP 18．19はP-87に切られている。住居内南西側

の柱穴はH－8と重なっており、どちらの住居に伴うか判断しかねたが、H－8で扱った。

遣物出土状況土器768点、石器97点、土玉1点、焼成粘土塊88点、礫等113点、計1,067点出土してい

る。縄文時代中期前半のⅢ群A類土器が、覆土･床･付属施設から766点出土し、大多数を占める。床
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図Ⅳ-20 H-6 (2)

面で取り上げた土器片にはP-87の覆土から出土した土器片と接合したものもある。どちらの遺構に

伴うものかは判断しかねた。ただP-87付近以外のH－6の床面からは、 まとまった土器片の出土は

あまり見られなかったので、両遺構間で接合した土器はP-87で掲載した。 これらの遺物は、H－6

とP-87がほぼ同時に埋没した際に流れ込んだ可能性もある。 また、覆土と床から多数の焼成粘土塊

が出土している。 （新家）

掲載遺物

土器17点図示した。 1 ． 4 ･ 9 ･ 12～17は主に床面から、 2 ． 3 ． 5～8 ･10．11は主に覆土から

出土したもの。 1 ． 2は'Ⅱ群A－2類、 3～17はⅢ群A－3類である。

1は突起部の破片。口唇は外傾する切出状で撚糸圧痕が加えられる。撚糸圧痕が加えられる縦位の

貼付間に、半裁竹管状工具による押引が施される。出土層位は床面であるが、他の床面出土遺物がⅢ

群A－3類であることから判断すると、混入の可能性がある。 2は底部間近まで残存する。外傾する

切出状の口唇に、横に連続する鎖状の粘土紐が貼付される。地文は斜行縄文で、口縁直下などで不規

則な羽状をなす部分がある。

3は沈線が施されるもの。覆土の1点と主に周辺包含層のものが接合した。40mほど離れた包含層

N23区のものとも接合した。突起は先端が平たくつぶされ、基部には横位の貼付が加えられる。口唇

はやや角形で外傾し、箆状工具の縦位の刻みが加えられる。胴部には横環する3本組の沈線と波状の

沈線が3段施され、突起下の位置では3本組沈線にl～2本の沈線が加わって菱形をなす。 6～8は

貼付が施されるもの。6は無文の粘土紐による文様が施されると思われるもの。6bは50m以上離れた

包含層112区の破片と接合した。同一個体ではあるが、未接合の破片が床面から出土している。波頂

部付近の貼付は内面にまで及び、内面にはさらにつまみ状の貼付が加えられる。波頂部から右下にか

68
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1V遺構と遺構出土の遺物

けて、 J字形の貼付が剥落した痕がある。口唇には粘土紐が貼付された痕跡が明瞭で、縄による斜位

の刻みが加えられる。 7は突起部の破片で、貫通孔の下位に縦・横の貼付が施され、貫通孔周辺と貼

付上に刺突が加えられる。8は突起部に環状の貼付が加えられる。地文はRL斜行縄文で､貼付上にも

施される。 9は突起先端部。上面観は円形で、周縁に撚糸圧痕が施される。

4 ･10～12は縄文のみが施されるもの。 4は床面からまとまって出土したものと覆土3のものが接

合した。胴部下半から底部付近で、ゆがみが著しい。 10はP-87と接合している。角形の口唇に縄文

が回転施文される。結束第2種羽状縄文が施される。 11は丸形の口唇端部に縄の縦位の刻みが加えら

れる。 12は肥厚し外傾する口唇端部に縄の斜位の刻みが施される。

13は口唇部に2条の粘土紐が貼付されるもの。貼付間には縄の斜位の刻みが加えられる。斜行縄文

地に沈線が施される。 14は平行沈線間に半裁竹管状工具によると思われる押引が施されるもの。口唇

断面は角形で、磨耗して不明瞭であるが縦位の刻みが加えられる。

5は魚骨回転文が施されるもの。覆土の5点と、H－5覆土および主に20m範囲の包含層のものと

が接合した。60mほど離れたM9区のものとも接合している。口縁の4か所に把手状の貼付が施され

る。口唇は外傾する角形で、箆状工具の縦位の刻みが加えられる。原体はニシンタイプより大きく、

サケタイプより小さいもののようである。

15～17は小形のものでいずれも床面から出土している。 15は縄文地に貼付が施されるもの。突起は

貼付で成形され、内面には三角形の隙間が残る。 16． 17は無文のもので、 16は突起部、 17は胴部～底

部である。 （柳瀬）

石器21点を図示した。出土層位は21．24．26～32．34．36．38が床面で、他は覆土である。石材は

18．20～29が頁岩、 19が玄武岩、 30･31が緑色泥岩、 32～38が安山岩である。

18は石嫉である。体部が木葉形を呈する有茎の鍼で、カエシが不明瞭である。

19は石槍である。やや細身で厚手の形態である。H－8の石槍（図Ⅳ 29 4） と同一母岩で、 こ

のほか同一母岩視される調整剥片が、床面、覆土などから6点、石槍の基部破片がP-87から1点出

土している。

20．21は錐形石器である。 20は素材の突出した末端部に軽微な調整を加え錐状尖頭部を形成してい

る。尖頭部末端は磨耗により平坦化している。 21は有茎石鑛の形態を呈するが、尖頭部が磨耗してい

るため錐形石器と分類した。横断面は分厚い凸レンズ状を呈す。

22～27はスクレイパーである。 22～25は片側縁に連続的な小型剥離調整が施され、対する片側縁に

大型で粗雑な両面調整が加えられるものである。連続的な調整を受けた側縁辺は、側面から観察する

と直線的である。また、 22．23の裏面には光沢が認められ、刃部として機能したことが考えられる。

対する粗い加工を受けた縁辺は横断面がV字状に整形されており、器体調整と考えられる。 25は平面

短冊形で、連続的な縁辺調整が施されるものである。 26．27は不規則で粗雑な調整剥離により縁辺が

加工されるものである。 26の加工縁辺平面は外湾形を呈し、中央部の最も突出する範囲に小剥離がま

とまって観察される。 27の左側縁には微細剥離が連続し、縁辺平面は内湾している。 また、下面折れ

面に剥離を施し、さらに剥離面を打面として右側縁を剥離している。

28．29は石核である。 28は裏面を主な作業面として、周囲から求心的に剥離した後、裏面を打面と

して、周囲に剥離作業をおこなうものである。裏面の作業面は、周囲縁辺からの平坦剥離もしくは

周囲に設定された平坦面打面からの剥離と考えられるが、全てのネガティブバルブが失われている。

29は主に上下両設打面から正・裏面に作業をおこなうものである。節理が多く入るが、正面側が比較

的良好に作業が進行している。側面には正・裏面を打面とした剥離が観察される。 また、側面の自然

ズヲ
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倉知川右岸遺跡

面から亜角礫素材と推測される。

30．31は石斧である。 30は刃部が作出されていない石斧原材である。上下両端及び裏面中央部に敲

打痕が観察される。 31は両端が欠損しているが、基部側は剥離と敲打により丸みを帯びた形状に、刃

部側は裏面末端側からの複数回の剥離により刃部状の縁辺に整形している。再生を目的としたことが

推測される。

32～35は扁平打製石器、 36．37は扁平打製石器原材である。素材は32～34が扁平礫、 36が節理割れ

による剥片である。 35．37は剥片素材とみられる。 32～35のすり面は断面・側面方向からみて、おお

むね平坦且つ直線的に捉えられる。特に33．34のように、部分的にすり面が形成されたものを観察す

ると、すり面部が直線であるのに対し、非すり面部（調整縁辺部）は湾曲している。つまり、平坦面

に据えた場合、すり面部のみが接地する状況である。 36．37の下縁は連続的な調整により、断面V字

形の鋭利な稜が形成されている。下縁はすり面同様、側面方向からみて、おおむね直線的に捉えられ

る。平面形態は大まかに半円形で捉えられるが、台形に近いもの（32.33.36)、正三角形に近いもの

(34．37）がある。

38は北海道式石冠である。形状は正面からみて、左右非対象なアイロン形を呈する。すり面は裏面

側に傾いており、縦断面でみると外湾している。 また、すり面は細かな凹凸が激しく、擦り作業はあ

まりおこなわれていないと考えられる。器体は左側縁中部から右側すり面にかけて、袈裟切りされた

ように斜めに破損している。 （坂本）

土製品 3点図示した。 39は覆土から、 40．41は床面から出土したもの。

39は土玉。紡錘形で、貫通孔は長軸方向。長軸方向に並ぶ刺突が施される。 40．41は焼成粘土塊と

したもの。土器の胎土と同様な砂粒が含まれるため焼成粘土塊としたが、空隙が多いこと、形状に人

の手のような痕跡が認められないことから、軽石などの可能性もある。なお、出土した土製品とした

もののうち39の土玉以外は全て同様の「焼成粘土塊」である。 また同様のものは、重複あるいは近接

するH－5、 P-87、 F－9からも出土している。 （柳瀬）

時期出土遺物、周辺の遺構・遺物から、縄文時代中期中葉と考えられる。覆土堆積状況から、住居

廃棄後すぐにP 87が掘られたと思われる。 （新家）

H-8 (図Ⅳ-27～29、図版12･71 ．96)

位置C22･23規模((2.36)/(1.72))×((1.90)×(1.18))×0.60平面形態楕円形

立地地形調査区南西側の平坦面に位置する。南西側半分は調査区外に延びている。東側半分はH－

6に切られている。北側の風倒木攪乱により、明瞭な切り合いが観察できなかったが、調査区境界線

の土層観察から、H 6より古いと判断した。

確認・調査H 6調査中、調査区の境界線の壁際に別の住居と思われる床面を検出した。床面直上

で炭化物がH－6の輪郭外まで続いて出土しており、焼失した住居の可能性もある。風倒木により住

居の輪郭と床面のほとんどが壊されていたが、調査区境界線に沿って北西にトレンチを伸ばし、 また

包含層をⅧ層まで下げて、立ち上がりとおおよその輪郭をつかんだ。土層観察の記録は、調査区外の

法面と、 これに直交するベルトでおこなった。

覆土14層に分層した。 V･W･Ⅷ層で混成されており、堆積状況から判断すると、ある程度人為的

に埋め戻されたものである。 4層はH－6の6層と、 5層はH－6の9層とそれぞれ同層である。 14

層は床面の炭化物層である。

構造床面はほぼ水平で平坦である。Ⅷ層まで掘り込んで作られている。壁は緩やかに立ち上がる。

一
心



1V遺構と遺構出土の遺物

ま
葺
凶
緬
輻

H-8

、

、

、

、

’
二、

画

一

一

、

梅

一

倒

鋼

一

声

風

区

。Ｈ

Ｔ

Ｉ

Ｉ

‐

い

ｊ

査調

６

E
‐

◎

舅

、

、
A,~

爾

掛

孵

豊ｒ

~

｜

ｅ
脾
~
一

Ａ

一軒
~

~

~

~

~

／

一

、

、

’

１

、

‐
ｒ
‐
‐
１
１
１
１
１
’
１
’
１

、

、

、

1

、

、

~､口，

筑、、‐

型
示

／
I翠

重

‐
Ｉ
‐
’
１
１
１
Ｊ

／
、

鱒’ .’
、

／
｜

シ
Ｑ

Ｕ

ｎ

夕

日

心

一

’
ノ

A・ 81.6()、A~

、Ⅳa 、
／

6 ~~

1 5 2／§ 13
VⅢ4 810９

11
H－6 12

ー 一

ｍ

Ｏ４

４

０

１

８３
ＰＨ

HP-2 80.40mHP-1 HP-4 HP-5 80.40、 HP一6 80.40m HP-7 80.50,

両~画

可

30.40m

言下志、而一
H-8

王苞 華
一
墾
墾
狸

騨
帝

混入物

隅 l 10YR1 ､7/1１
’
２
－
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
岫
一
Ⅲ
一
吃
一
耐
一
Ｍ

0 1m
’ 1 1

鳳
一
黒
一
黒
一
黒
一
凧

黒

黒

10YR2／1

10YR1 .7／1~

埴壊土 堅中10YR1 .7／1
同層．Vb

埴壌土10YR2／1 中 堅

ノ
魂
２Ｒ

Ｒ

Ｙ

Ｙ

Ｏ

Ｏ

ド

鯉
坦圭 H－8HP

塾
鼎
一
黒
雨
雨

I その他
|層界判然･波状､Ⅷa＞Vc

l層界判然･波状一Ⅷ日＞Vc

雇界判然･平坦一Vb＋Ⅶ

層界明瞭･平坦､Vb／
刈
砲
狸

７
２
３
３

Ｒ
ｍ
ｍ
源

Ｙ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ HP－1 1 1 1黒裾l 10YR3/2

HP－21 1 1黒褐l 10YR3/2 1埴土 軟
一
軟
一
軟
一
軟
一
軟

HP－31 1

-農舟
10YR3/2 1垢士 鱈

HP－4

黒褐l lOYR2/2
黒 l 10YR2/1

些
鋤

Ｖ
一
Ｖ

豊
坦

坐
湘

暦界判然・波状

I 晒界8月畷・平坦．Ⅷs＞Vc＞園

明瞭･平坦、Vb＋Ⅶ、炭 HP－61 1 1黒渇I 10YR3/2
黒 砂壌土

ﾕ,』
匡寓10YR1 .7／1 強

|HP－7 1 1 1暗褐l lOYR3/3 1壌土の入る層

調査区域外

、
H－6A~~~~~ ~~ 、 A

一

心

、

一
Ｊ
声
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｄ
、

~

~~~~、、
l

、

、
／

一
Ｊ
／
／

Ｃ

、嵐倒木痕

、
、
、

、

ノ

｡’
〆 .､、
、

巴焼土

職炭化物

ノ

、

／
～～～一一一 +b2:｡ー一一一ラノー

／〆学

0 1m
｜ ’ I

Ｃ
ｌ HF-1 C′80.60m~

H－8HF－1

3 1黒褐1 1 0YR3/2 1砂壌土l中l 堅 ’

図Ⅳ－27 H-8 (1)
クワ
’′

埴土

~喧嘩土
と

砂壊土
~館壌±

~

層界判然･波状、Ⅷ日＞Vc

11然・波状、Ⅷa＞Vc

一
一
》
３

露
露

HP－5



倉知川右岸遺跡

雷臘
‐へ…

気
A’~□

▲

△

▲

口

一
応 ○△

~
〆 軍～

、
／

、
、

○

／

，

噌

凸

ノ

ｄ

〃

△

叱

狽

／

〈

回

心

／

Ｉ

、

ベ

ハ
マ

、
P87と接合(図IV-81 ○

、 、

、

、、
、

、
●、

、

○

α

ノ

ｐ

壽

℃

叱

ノ
▲

、
ｈ
１
１
ｉ
ｏ
ｊ
ｆ

、

ノ

○
_L

ID りqしu

‐
１
乢

／
一

H6と接合(図IV-24 l7）

覆土床面

土器 ○ ●

石器 △ ▲

礫 □ ■

／ Ⅲ;1I

A~ A' 81.20m
~

〃

▲

瞳
、

一

~
戸

▲

0 1m
’

図Ⅳ－28 H-8 (2)

掘り込み面はVb層の下である。

また、焼土lか所と柱穴状ピット7基を検出した。

焼土(HF-1) 住居東側床面に炭化材とともに焼土を検出した。 2層に分層した。図中の焼土1

層は、H－8の覆土1l層に‘0.5～1.5cmの焼土粒が混入しているもので､その場で焼けたとは考え

にくい。

小ピット (HP-1～7) 住居床面までの調査終了後、構築床面．壁．住居周辺を数回精査し、柱

穴の可能性のある落ち込みをすべて半裁して断面を観察した。その結果、床面および壁際に7本の

柱穴を確認した。住居床面の大部分がH－6と重複しており、輪郭が不明瞭な点から、H－6の柱

穴の可能性もある。HP-5の覆土は2層、それ以外はl層に分層した。いずれもⅧ層とVc層が主

体の黒～暗褐色土である。

遺物出土状況土器44点（全てIII群A類)、石器22点（台石・石皿が5点)、礫等4点、計70点出土し

ている。炭化物は調査区境界際の床面からまとまって出土し、調査区外へ続いていた。焼土や炭化材

の上から出土した遣物の中にはP-87出土の遺物と接合したものもあり（図Ⅳ 81-2)、住居埋没時

の流れ込みとみられる。 （新家）

掲載遺物

土器 2点図示した。 1は床面、 2は風倒木痕から出土したもの。 1はⅢ群A－2類、 2はⅢ群A
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倉知川右岸遺跡

3類。

lは馬蹄形圧痕が加えられるもの。無文地に、撚糸圧痕が加えられる貼付による文様が施される。

出土層位は床面であるが、他の床面出土土器はⅢ群A－2類であることから判断すると、混入の可能

性がある。 2は突起部の破片で、 P-70坑底出土のもの（図Ⅳ－78-2) と同一個体である。貫通孔

と、縄線の加えられる貼付が施される。口唇は外傾する切出状で、縄の斜位の刻みが加えられる。

（柳瀬）

石器 7点を図示した。出土層位は4 ． 6 ． 8 ． 9が床面で、他は覆土である。石材は3 ． 5が頁岩、

4が玄武岩、 6 ． 7 ． 9が安山岩、 8が砂岩である。

3は石鍼である。有茎でカエシが不明瞭なもので、先端部は丸みを帯びている。

4 ． 5は石槍である。 4は複数の遺構(H-6 ． 8， F-9)から出土した3点の破片が「折れ面」

で接合し、 また調整剥片が2点接合する。破損は、潜在割れ及び右側縁中央部からの剥離が器体に入

り込んだことが原因と推定できる。加工は幅2cm以上の大型でやや粗い平坦剥離を主とし､連続的な

小剥離は先端部に観察される。遺構内もしくは遺構付近での、若干の剥離作業が想定されるが、大ま

かな整形途中で破損したと推測される。H－6出土の石槍（図Ⅳ－24-19) と同一母岩で、 このほか

同一母岩視される調整剥片が、H－6の床面、覆土から6点、石槍の基部破片がP-87から1点出土

している。 5は剥片を素材としている。折れ面に接する右側縁下部の階段状剥離の加鑿が器体に入り

込み欠損している。

6は扁平打製石器である。扁平礫を素材としている。周縁を加工し、三角形状を呈する。すり面は、

断面・側面方向からみて、おおむね平坦且つ直線的である。すり面幅は1cm前後と広い。

7は北海道式石冠原材である。下面は敲打により平坦に整形されている。扁平礫素材で、鉢巻状加

工部が不明瞭のため、扁平打製石器にも類似するが､下面に幅3cmを超える平坦面を設定することか

ら北海道式石冠の原材と判断した。

8は砥石である。石質は徹密で、すり面は非常に滑らかである。すり面は若干の凹凸はあるが、お

おむね平坦である。

9は石皿である。すり面が平滑なものである。下部末端から6cmほどの範囲が最もすり痕が顕著

で、上部に向かい徐々に弱くなる。 （坂本）

時期出土した遺物および周辺の遺構と遺物から、縄文時代中期中葉と判断される。 （新家）

H-7 (図Ⅳ－30･31、図版11･71 ･96)

位置F・G11･12規模(2.76/2.54)×((2.38)/2.14)×0.42平面形態楕円形

立地地形調査区東端、無名の沢に続く急斜面に位置する。

確認・調査調査区F12でVb層の調査中、黒褐色土のまとまりを確認し、斜面下方向及び直交する

土層観察用のベルトを設定し、ベルトに沿ってトレンチ調査をおこなった。床面と壁の立ち上がりを

確認し、竪穴住居跡と判断した。

覆土l1層に分層した。主体は軽石･ローム粒の混入する黒色土・黒褐色土である。斜面下側の7～1l

層が堆積した後、斜面上側の1～6層が堆積しているため、埋め戻しの可能性がある。 また竪穴のほ

ぼ中央、覆土中位にレンズ状に薄く焼土（3層）が堆積する。

構造床面は北西側でⅧ層を約50cm掘り込み､斜面下に向かって傾斜している。壁は急斜度に立ち上

がる。柱穴は検出しなかったが、北壁際の床面において、隅丸方形で北側がオーバーハングする深さ

約30cmのピット (HP-1)を検出した。

8(）
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倉知川右岸遺跡

遺物出土状況遺物は土器17点、石器5点、礫3点の計25点出土している。覆土の分類別出土点数は、

土器（Ⅲ群A類16点)、石器（扁平打製石器1点、北海道式石冠1点、加工痕のある礫1点）で、床面

では土器（ⅡI群A類1点)、石器（石錐1点、Rフレイク1点）である。 （菊池）

掲載遺物

土器 3点図示した。 3は床面から、 1 ． 2は覆土から出土したもの。 1はⅢ群A－2類、 2はⅢ群

A－3類、 3はⅢ群A類である。

1は無文の粘土紐と半裁竹管状工具の押引が施されるもので、包含層J9区付近から同一個体が出

土している （図V-14-42)｡ 2 ．3は縄文のみのもの。 2は覆土と、包含層K9区・G16区のものが

接合した。丸形の口唇端部に縄の縦位の刻みが加えられる。 3は羽状縄文が施される頸部の破片。

（柳瀬）

石器 3点を図示した。出土層位は4が床面で、ほかは覆土である。石材は4が頁岩、 5 ． 6が安山

岩である。

4は錐形石器である。縦長剥片を素材とし、末端部に軽微な調整を加えて、突出部を形成している。

5は扁平打製石器である。扁平礫を素材とし、上下縁辺を主に整形している。すり面は断面．側面

方向からみて、おおむね平坦且つ直線的に捉えられる。下面からみると、下縁右側が裏面側に湾曲し

ており、湾曲部はすり面が発達していない。また、すり面縁辺には小剥離が観察される。作業の進行

とともに加えられた調整、 もしくは作業によって剥落したものと考えられる。

6は北海道式石冠である。器体がほぼ中心軸で半割するように欠損している。右側部のすり面が、

左側部に比べ、著しく裏面側に偏っており、破損後も右側部を継続使用したことが考えられる。 また、

裏面側に施された鉢巻状加工部が、破損部を境に右側まで及んでいない。鉢巻状加工の途中で破損し

たことが考えられ、使用開始後も、鉢巻状加工を含めた器体調整が必要に応じておこなわれたと推測

される。 （坂本）

時期出土遺物より縄文時代中期前半の竪穴住居跡と考えられる。 （菊池）

H-9 (図Ⅳ－31 ･32、図版13･41．71･96)

位置 1 ･J9規模(2.46/2.18)×(－／－)×0.70平面形態円形または楕円形

立地地形無名の沢に続く急斜面の下部に位置する。無名の沢に近接。

確認．調査 J9区に先行して行った1 9区の包含層調査終了後、 J9区との境界の土層断面により

掘り込みの可能性を確認した。 J9区を注意深く掘り下げたところ、Ⅶ層上面付近で、黒色土のまと

まりと、 1mほど離れた場所にF-10を検出した。黒色土は斜面の上方では境界が明瞭であったが、

斜面の下方では不明瞭であった。 I 9区との境界に沿ってベルトを設定し、覆土の掘り下げを行った。

床面が地形の傾斜よりも明らかに水平に近く、台石・石皿が出土したことから、土層7が床面を覆っ

ているものと推測し、竪穴住居跡と判断した。

覆土主にVb層主体の黒色～黒褐色土で、自然堆積である。

構造床面は、斜面上方ではⅧ層、下方ではVb層相当の土層b･Ⅶ層を掘り込んで構築され、斜面と

同方向にやや傾斜している。立ち上がりは緩やかで、壁はやや開く。竪穴外で柱穴状ピットが1基検

出され、周辺に他の遺構が分布していないことから、H－9に伴うものと判断した。炉は検出されて

いない。

遺物出土状況土器16点、石器4点、礫2点、計22点出土した。内訳は、覆土のものは土器7点（Ⅲ

群A類)、石器1点（フレイク)、床面出土のものは土器9点(III群A類)、石器3点（石皿1点、フレ

82
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1V遺構と遺構出土の遺物

イク2点)、礫2点である。床面出土のフレイクは台石・石皿に接合する。

掲載遺物

土器 2点図示した。 1は覆土、 2は床面から出土したもの。 1はⅢ群A－2類、 2はⅢ群A－3類。

lは覆土の1点と周辺包含層の破片が接合したもの。結束羽状縄文が施される。口唇は肥厚して外

形する角形で、斜位の貼付が施される。貼付には撚糸圧痕が加えられるが、無文の部分もある。 2は

浅い沈線による文様が施されるもの。口唇は外傾する切出状で、棒状工具による斜位の刻みが加えら

れる。 （柳瀬）

石器 3は台石・石皿である。出土層位は床面、石材は安山岩である。盤状礫片を素材とし、自然面

側の平坦面中央部に滑らかなすり面が認められる。すり面は素材の形状に影響され、若干の凹凸が観

察されるが、平滑な面として認められる。 （坂本）

時期縄文時代中期前半の竪穴住居跡である。 （柳瀬）

H-10 (図Ⅳ 33、図版14．71)

位置G15･ 16、H16規模(2.70/2.37)×(2.48/2.20)×0.10平面形態円形

立地地形無名の沢に続く急斜面際遺構集中範囲の北西側に位置する。周囲にはH－2、フラスコ状

土坑、配石遺構などがまとまって検出されている。

確認・調査調査区G16でのVb層までの掘削作業時､暗褐色土のまとまりを検出した｡暗褐色土プラ

ンに、土層観察用のベルトを設定し、ベルトに沿ってトレンチ調査をおこなった。ベルトの断面観察

により、堆積状況、Ⅷ層上面に形成された焼土（炉） と柱穴状ピットを確認した。ベルト部分を残し

周囲をⅦ層まで掘り下げて円形のプランを検出し、竪穴状の遺構であることを確認した。床面検出後、

柱穴状ピット、炉などの付属施設の調査をおこなった。

覆土覆土は5層に分層した。覆土の堆積は①～③の堆積単位にまとめられる。なお、遺物取り上げ

層位は、 「覆土」で一括している。

①上位の堆積。暗褐色土l層で構成。覆土中央部の狭い範囲に主に堆積していた。周辺遺構の掘上

土と考えられる。

②上位から下位の堆積｡黒色土2～4で構成。3層は20cm前後のやや厚い堆積である｡Ko-gやロー

ムブロックの含有は少量で、自然堆積と考えられる。

③HP 16直上に堆積する黒褐色土5層で構成。HP-16の覆土の可能性があり、堆積時期は覆土4

層より新しく、 3層よりも古い。

構造床面はⅧ層のロームまで掘り込まれ、南側半分が高く、北側半分が低く構築されている。南北

床の高低差は5cmほどで、両者の床面はほぼ、水平、平坦に作られている。壁は掘り込みが浅く、比

較的緩やかな立ち上がりであった。

炉は住居の中央部東側寄りに近接して2基確認された（炉1．2）。炉1は地床炉、炉2は立石を伴

う地床炉である。立石は立方体状のものが炉の東側に配置されていた。立石は5cmほどの深さで埋め

込まれ､床面から上部へは15cmほどが露出する状態であった。立石の上端は折れにより平面となって

いた。風化状況から、折断は住居構築時以前に施されたものと判断した。焼土化した範囲は炉lが25

Cnl､炉2が40cmほどである。両者の上部には､炭化物粒と焼土粒を含有する灰褐色土の堆積が50～70

cInほどの範囲で確認された。炉1 ･ 2は同時期に並存し使用されたものと考えられる。

柱穴状ピットは19基確認された。柱穴状ピットは住居の壁沿いを巡るように配置されている。径10

CIn前後の小型のものは12基あり(HP-4～15)、南北軸に対し西側の壁面を主範囲として、連続的に
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1V遺構と遺構出土の遺物

構築されている。径20cmを越える大型ものは3基あり(HP-1～3)、東側と西側の床面に配置され

ている。また、径10～20cmのものは2基あり(HP-17･19)、それぞれ大型のものに近接するように

配置されている。

柱穴状ピットで、深さが20cmを越えるものは5基、 10～20cmのものは7基で、多くは住居南西側

(斜面地形の高い側)に位置していた。 この内、壁沿いに構築された小型ピットのほとんどは、内側に

傾くように形成されている。深さが10cm前後のものは東側（斜面地形の低い側）に位置している。

HP 16は住居の中心付近に位置するが、住居埋没後に覆土から構築されたものである。

これら付属施設の状況は次のようにまとめられる。柱穴状ピットは斜面高位側の壁を主範囲に、内

側へ傾く深いピットが半周以上に巡る。 また、斜面高位側の床面に深いピットが形成される。そして

斜面低位側の床にやや浅く大型のピットが配置される。よって斜面高位側の壁沿いにはピットが連続

し、低位側の壁沿いにはピットはみられない。主柱穴はHP-1～3の3基と判断した。炉は斜面の低

い側寄りに配置され、立石も同方向側に位置する。出入り口を示す明確な痕跡はみられないが、柱穴

状ピットの配置が疎である東側（斜面低位側）に位置するものと推測できる。HP-18は細長い形状

で、壁から壁外にかけて構築されている。あるいは、出入り口施設に関連するものかもしれない。

周辺地形に対する柱穴状ピットと炉の配置の関係、炉の構造などで、H－2と共通性が認められる。

遺物出土状況土器19点、石器5点、礫等を含めれば計28点が出土している。床面・付属施設からは

土器（Ⅳ群A類7点)、石器（両面調整石器1点、 フレイク1点）が出土している。 （坂本）

掲載遺物

土器 2点図示した。 1は炉と覆土の破片が接合したもの、 2は覆土から出土したもの。いずれもⅣ

群A類。

1は主に3本組沈線による文様が施される。 2本組の部分もある。平縁で、口縁部にはS字状の沈

線と平行沈線が施される。 2は重複するP-69から出土したものと同一個体（図Ⅳ－77-1)である。

破片の上端に2本の沈線が施される。胎土には砂粒が非常に多い。 （柳瀬）

時期床面及び炉出土の土器から、縄文時代後期前葉の住居跡と考えられる。炉跡から採取した炭化

物を試料として放射性炭素年代測定をおこない、 3620yBP=t40 (補正年代）の結果が得られた。

（坂本）

4土坑

P-1 (図Ⅳ-34、図版41)

位置 J･K39規模(1.05/0.87)×(0.64/0.40)×0.42平面形態楕円形

立地地形調査区北西側寄りの緩斜面上に位置する。

確認･調査包含層V層を調査中、Ⅳ層(B-Tm)が長径約80cmのリング状に検出された。 トレンチ

を入れて断面観察したところ、V層の上位から掘り込まれた土坑であり、Ⅵ層が1Ocmほど掘り込まれ

ていることがわかった。

覆土 3層に分層した。下からVa層、Ⅳ層の順に半円状に落ち込み、さらにⅣ層のくぼみにⅢ層が堆

積していた。 このことから、埋め戻しのなかった、人為的な土坑と判断した。

遺物出土状況坑底近くからは出土していない。覆土と周辺からⅣ群A類の土器片が6点出土してい

る。覆土のものは流れ込みと考えられる。 （新家）

掲載遺物

土器 1は覆土と周辺包含層が接合したⅣ群A類。小形のものの底部付近で、沈線が主に横位に施さ
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1V遺構と遺構出土の遺物

(柳瀬）

(新家）

れる。胎土に小礫が多い。

時期掘り込み面から、縄文時代後～晩期に作られたものであろう。

P-2 (図Ⅳ-34、図版15･41)

位置029規模(1.14/0.96)×(0.62/0.44)×0.14平面形態楕円形

立地地形調査区中央部の尾根状地形上に位置する。同尾根上にP-15がある。

確認・調査Ⅶ層上面で､Vb層と類似する黒色土の楕円形のまとまりを検出した｡遺構と想定してト

レンチ調査を行ったが、黒色土はⅧ層上面までであること、Ⅵ．Ⅶ層が黒色土と同様に窪んでいるこ

となどから遺構ではないと判断し、029区を平面的に掘り下げた。10cmほど掘り下げた段階で、黒色

土のまとまりの北端で、土器が1個体つぶれた状態で出土したことから、改めて遺構と判断した。

覆土主にVb層に類似する黒色土からなる。自然堆積と思われる。

構造検出できたのは坑底付近のみで、浅い皿状である。坑底はⅦ層中～Ⅷ層上面に構築されており、

やや凹凸があり、皿状に窪む。立ち上がりは緩やか。

遺物出土状況 III群A類土器45点が出土した。 うち5点は覆土から出土したもの、 40点は坑底でまと

まって出土したものである。

掲載遣物

土器 lは坑底からまとまって出土したⅢ群A－3類。突起lか所を欠損する。無文で、 4か所の突

起をもつ。残存する3か所突起のうち、図正面の1か所は山形のもの、図左右の2か所は棒状で、上

面が平坦に整形されるもの。口縁付近には輪積み痕が顕著に残る部分がある。外．内面と突起の破損

面に炭化物が付着する。

時期坑底出土の遺物から、縄文時代中期前半のものである。土坑と判断したが、上記の通り土居か

らは土坑と認定しがたいことから、風倒木痕などの落ち込みに、土器を安置あるいは廃棄したもので

あろう。 （柳瀬）

P-3 (図Ⅳ-35)

位置M19規模(0.65/0.48)×(0.59/0.46)×0.20平面形態円形

立地地形調査区やや東寄りの緩斜面上に位置する。

確認・調査Ⅷ層を調査中、径約60cmの円形の黒色土を検出した。断面の観察により、Ⅷ層が15cm

ほど掘り込まれた中にV、Ⅵ、Ⅶ層が混在して落ち込んでいることがわかった。

覆土 3層に分層した。黒色土1層の中に暗褐色土の塊である2層と3層が混在する。それぞれの層

界は判然としている。人為的に埋め戻されたと推測できる。

遺物出土していない。

時期縄文時代に属する可能性がある。 （新家）

P-4 (図Ⅳ-35、図版15･96･97)

位置M・N19規模(0.65/0.48)×(0.56/0.38)×0.21平面形態楕円形

立地地形調査区やや東寄りの緩斜面上、 P－3のすぐ北側に位置する。

確認・調査Ⅶ層を調査中、大きさが20cmほどの礫の一部を検出。Ⅷ層上面まで下げたところ、その

周りにさらに2点の礫が出土し､礫の周囲に径約50cmの範囲で黒色土がみつかった。この時点で半裁

し断面を観察した。壁の立ち上がりは比較的明瞭で、Ⅷ層が20cmほど掘り込まれていた。
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Ⅳ遺構と遺構出土の遺物

覆土 2層に分層した。両層間の層界は明瞭で、自然堆積の可能性もある。

遺物出土状況坑底から安山岩の台石・石皿片が3点出土している。 （新家）

掲載遺物

石器 3点、 2個体を図示した。両者とも、出土層位は坑底、石材は安山岩である。

1．2は石皿である。 1は厚手の亜角礫を素材としている。正面上部に径14cmほどの不整円形のす

り面が観察され、特に中央部付近は滑らかとなっている。 2のすり面付近の表面には若干の凹凸が認

められるが、それに影響され、すり面は複数の小範囲に分かれて発達している。すり面は平滑なもの

として捉えられる。 （坂本）

時期周辺の遺構・遺物から、縄文時代中～後期と考えられる。 （新家）

P-5 (図Ⅳ-36、図版72)

位置M12規模(0.62/0.50)×(0.58/0.46)×0.29平面形態円形

立地地形無名の沢寄りの緩斜面に位置する。

確認・調査Ⅷ層上面で検出、半裁して土坑と判断した。

覆土Vb層に類似する黒色土。土層1 ． 2の差はわずかで、埋め戻しの可能性がある。

構造竪穴状の土坑である。坑底はⅧ層を掘り込んで構築され平坦。立ち上がりは急で、壁は垂直に

近い。

遺物出土状況覆土からIⅡ群A類土器が2点出土している。

掲載遺物

土器 1は覆土から出土したIII群A類の底部。

時期出土遺物から縄文時代中期前半と考えられる。 （柳瀬）

P-6 (図Ⅳ-36)

位置Q6 規模(0.74/0.51)×(0.66/0.48)×0.16平面形態円形

立地地形調査区東端、無名の沢に続く緩やかな斜面に立地する。無名の沢までの距離は8mほど

で、比高は約4mであった。付近にはP－7～9が隣接する。

確認・調査調査区Q6のⅧ層上面検出作業時に、暗褐色の円形の落ち込みを検出した。半裁掘削に

より、覆土堆積状況を確認しながら坑底まで掘り下げ、浅い土坑であることを確認した。

覆土 3層に分層した。上位にKo-gを主体とする暗褐色土のl層、中位にKo-gが若干まじる黒褐色

土の2層、下位にロームブロック主体の3層が堆積する。P－6周辺の土層は、Ⅲ層からⅦ層までが

混在する、暗褐色から黒褐色土の斜面堆積となっている。 1層は人為的埋め戻し土、 2 ． 3層は人為

的埋め戻し、 もしくは流入土と推測される。

構造坑底は平坦で、やや斜面下側に傾斜している。掘り込みは浅く、壁の立ち上がりは比較的緩や

かである。

遣物出土状況遺物は出土していない。

時期周囲の遺構と遺物から、縄文時代中期前半の可能性がある。 （坂本）

P-7 (図Ⅳ 36、図版15･97)

位置Q8 規模((1.10)/0.69)×(0.62/0.31)×(0.18) 平面形態楕円形

立地地形調査区東端の無名の沢に続く緩やかな斜面に立地する。 P－6～9と隣接する。
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1V遺構と遺構出土の遺物

確認・調査Ⅶ層上面で礫と黒色土のまとまりにより確認。半裁法で調査した。

覆土黒色の1層、にぶい黄色の2層に分層した。土居1はVc層に近いもので、自然堆積層とみられ

る。

構造浅く掘り込んだ後、土層2で形状を整え、礫を据えたものと考えられる。坑底はほぼ平坦で、

壁は緩やかに立ち上がる。

遣物出土状況土器1点（Ⅲ群A類)、石器2点（台石・石皿)、礫2点が覆土から出土。礫は亜角礫

で、台石を含め全て土層2上面から出土。 （福井）

掲載遺物

石器 1は台石・石皿である。石材は安山岩である。半割した角礫を素材としている。すり面は、正

面の中でも凹凸が少なく平坦な部分に限定される。すり面の範囲は幅14cmほどで､平滑なものと捉え

られる。 （坂本）

時期遺物から縄文時代中期前半の土坑とみられる。 （福井）

P-8 (図Ⅳ-37、図版15)

位置Q8 規模(0.84/0.58)×(0.62/0.54)×0．26平面形態不整形

立地地形調査区東端の無名の沢に続く緩やかな斜面に立地する。 P 6～9と隣接する。

確認・調査Ⅶ層上面で黒色土のまとまりにより確認。半裁法で調査した。

覆土最下層の土層3にはロームブロックが多く含まれ、人為堆積である。土居2は自然堆積とみら

れるが、大形礫が含まれていた。

構造坑底がやや南側に傾斜している。壁は緩やかに立ち上がる。

遺物出土状況土器1点（Ⅳ群A類)、石器1点（フレイク)、礫1点が覆土から出土。

時期縄文時代後期前葉の土坑とみられる。 （福井）

P-9 (図Ⅳ-37)

位置P･Q8規模(0.92/0.36)×((0.38)/0.35)×0.66平面形態円形

立地地形調査区東側、無名の沢に続く急斜面上に位置し、 P 6 ･ 7 ･ 8に隣接する。

確認・調査調査区Q8でV層調査中、断面において覆土の堆積を確認した。半裁して掘り下げ、坑

底と壁の立ち上がりを確認した。

覆土 6層に分層した。 1 ． 2 ． 5 ． 6層はVb層の流入、 3 ･ 4層は壁の崩落である。

構造坑底はⅧ層を約20cm掘り込み、ほぼ平坦である。壁はやや開いて立ち上がる。

遺物出土状況出土していない。

時期周辺の遺構より縄文時代中期前半と考えられる。 （菊池）

P-10 (図Ⅳ 37、図版15･97)

位置R11 ･ 12規模(0.40/0.32)×(0.36/0.22)×0.16平面形態円形

立地地形調査区東側の緩斜面に位置し、 P－6～9に隣接する。

確認・調査Ⅶ層上面において黒褐色土のまとまりを確認し、北側を半裁した。

覆土黒褐色土1層である。

構造坑底はⅦ層下位まで掘り込まれ平坦である。壁は東西方向にやや開いて立ち上がる。

遺物出土状況覆土から北海道式石冠と北海道式石冠原材の2点が出土した。 (菊池）
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1V遺構と遺構出土の遺物

掲載遺物

石器 2点を図示した。両者とも出土層位は覆土、石材は安山岩である。

lは北海道式石冠、 2は北海道式石冠原材である。 1のすり面は若干裏面側に傾いている。右側の

すり面縁辺には小型・中型の剥離がまとまってみられる。 2は鉢巻状加工部が、正・裏面で独立して

いる。裏面は下方からの加筆により、大きく剥離されている。 また、正面側下縁には小型剥離が連続

している。 （坂本）

時期出土遺物、周辺の遺構から縄文時代中期前半と考えられる。 （菊池）

P-11 (図Ⅳ 38、図版15)

位置050規模(1.04/0.92)×((0.92)/0.86)×0.42平面形態円形

立地地形倉知川に続く斜面際の平坦面に位置する。

確認・調査Ⅶ層上面で、礫を含んだ黒色～褐色土のまとまりとして、 P-12とともに検出。 トレン

チ調査により土坑と確認した。壁を掘り過ぎてしまったため、北半の形態は不明である。

覆土主に黒色～褐色土。ロームやKo-gが混入する。礫が安置されていることから、埋め戻しの可能

性がある。

構造竪穴状の土坑。坑底はⅧ層を掘り込んで構築されており、ほぼ平坦。立ち上がりは急で、壁は

垂直に近い。南半では坑底付近がややオーバーハングする。坑口付近で、検出面よりも15cmほど上位

で礫が1点出土しており、 P-11に伴うものと判断した。掘り込み面はこの礫の出土位置付近と考え

られる。

遺物出土状況礫が2点出土している。検出面および坑口付近からそれぞれ1点ずつ出土した。

時期周辺より出土した遺物から、縄文時代後期前葉あるいは後葉と思われる。埋め戻しの可能性が

あることと、礫が安置されていることから土坑墓の可能性がある。 （柳瀬）

P-12 (図Ⅳ-38、図版16)

位置O･P50規模(1.14/0.97)×(－／－)×0.66平面形態円形または楕円形

立地地形倉知川に続く斜面際の平坦面に位置する。

確認・調査Ⅶ層上面で、黒～黒褐色土のまとまりとして、 P-11とともに検出した。 トレンチ調査

により土坑と確認した。北東側は調査区域外となっているため、全体の形態は不明である。

覆土主に黒色～黒褐色土からなり、部分的にKo-gが多く混入する土居が堆積する。覆土上面付近に

礫が安置されており、埋め戻しの可能性がある。

構造竪穴状の土坑。坑底はⅧ層中に構築されており、皿状にやや窪む。立ち上がりは概して急であ

るが、東側では緩やか。壁は垂直に近い。坑底付近はややオーバーハングする部分がある。

遺物出土状況礫が3点出土している。 うち図左側の1点は土層5上面から、右側の2点は覆土上面

よりわずかに上位のVb層（取り上げ層位はV1層）から出土した。

時期周辺から出土した遺物と掘り込み面から、縄文時代後期前葉あるいは後葉と考えられる。埋め

戻しの可能性があることと、礫が安置されていることから土坑墓の可能性がある。 （柳瀬）

P-13 (図Ⅳ-38)

位置N11 ･12規模(0.85/0.49)×(0.84/0.48)×0.31平面形態円形

立地地形無名の沢側急斜面の上の台地上に位置する。
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1V遺構と遺構出土の遺物

確認･調査包含層Vb層調査中、 Vb層よりも黒い土が径約80cmの円形に検出され、その中から土

器片数点が出土した。円形プランのほぼ中央を通るラインで半裁して断面の観察をおこなった。立ち

上がりは明瞭で、掘り込み面はV層中、Ⅷ層が20cm弱掘り込まれていた。

覆土 4層に分層した。いずれの層も主体は黒色土のV層である。各層の層界は判然とし、 また、ほ

ぼ平坦に堆積しており、自然堆積と思われる。

遺物出土状況覆土上部から土器（Ⅲ群A類7点)、礫1点が出土している。

時期掘り込み面や周囲の遺構・遺物から、縄文時代中～後期に作られたものであろう。 （新家）

P-14 (図Ⅳ-39、図版97)

位置N27規模(1.10/0.65)×(1.05/0.60)×0.41平面形態円形

立地地形調査区のほぼ中央の台地上に位置する。

確認・調査Ⅵ層調査後、Ⅶ層上面で径約1mの黒色土の円形プランを検出。半裁して断面を観察し

たところ、Ⅷ層までの掘り込みと、明瞭な壁の立ち上がりを確認した。掘り込み面はV～Ⅵ眉中と考

えられる。

覆土 4層に分層した。 1 ． 2層は黒色土のV層主体、 3層は壁のⅥ層が崩落したか、 または埋め戻

されたものと考えられる。 4層はⅦ層が主体で、 これも埋め戻しと考えられる。

遺物出土状況覆土から北海道式石冠1点、礫1点が出土している。 （新家）

掲載遣物

石器 lは北海道式石冠である。石材は安山岩である。やや扁平な板状礫を素材としている。すり面

は裏面側に傾いている。すり面中央部には敲打による凹みが観察される。 （坂本）

時期掘り込み面や出土遺物から、縄文時代中～後期と思われる。 （新家）

P-16 (図Ⅳ-39、図版41 ．72．97)

位置G・H16･17規模(2.41/0.80)×((1.32)/(0.76))×0.18平面形態不明

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲の北西端に位置する。周囲にはH-10、 P-64、

S-14、 F－5などが隣接する。

確認・調査調査区G17のⅧ層検出作業時に、楕円形を呈する黒色土プランを検出した。調査区G16

に黒色土が残存していたため、 17ラインに土層観察用のベルトを設定し、プランの範囲を確認した。

また､G16･17のⅧ層上面で検出した黒色土を掘削し、2～5cmほどの浅い卵形の掘り込みを確認した。

覆土 5層に分層し、①～④の堆積単位に区分した。なお、遺物取り上げ層位は全て「覆土」 とした。

①上位の層。Vb'層とa層で構成される。遺構埋没からある程度の時間が経過した後堆積したもの

と捉えられる。a層はローム粒を多く含むことから、隣接遺構の掘上土の可能性がある。

②中位から下位の層。黒色土1層で構成される。遺構内の広範囲に厚く堆積し、粘性が強い。

③下位の層。楕円形の浅い掘り込みの覆土及びその周囲に堆積する土で、黒色土1層で構成され

る。

④壁際の層。黒褐色土2 ． 3層で構成される。崩落、流入土と考えられる。

構造坑底は、Ⅷ層を1～3cmほど掘り込んで構築されている。坑底には長径1.1mほどの卵形を呈

す浅い掘り込みがみられる。壁はやや緩やかに立ち上がる。

遣物出土状況土器103点(IⅡ群A類6点、Ⅳ群A類97点)、石器8点（フレイク7点、敲石1点)、礫

21点、計132点出土している。縄文時代後期前葉の土器が多く認められる。遺物は全て覆土から出土し

Qグ
ー’
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1V遺構と遺構出土の遺物

ている。 （坂本）

掲載遺物

土器 6点図示した。いずれも覆土から出土したⅣ群A類である。

1～3は沈線が施されるもの。 1は渦巻状の沈線が施される。覆土と周辺包含層が接合し、同一個

体ではあるが未接合の破片も多く出土している。 2は口縁に8の字になると思われる貼付が加えられ

る。 3は口唇の外・内面にまたがる楕円形の環状と直線状の貼付が加えられる。 4は磨消縄文が施さ

れるもの。小形の鉢の破片と思われる。 5は櫛歯状沈線が施されるもので、突起部の口唇に指頭圧痕

が加えられる。包含層J11区･010区のものと接合した。 6は台部分。 3か所の切れ込みが加えられ

る。 （柳瀬）

石器 7は敲石である。石材は安山岩である。上端部および右側縁部に敲打痕がみられる。下部が欠

損しているが、棒状礫が素材と考えられる。

時期遺物出土状況から、縄文時代後期前葉と考えられる。 （坂本）

P-15 (図Ⅳ-40、図版16．98)

位置L29規模(0.78/0.50)×(0.71/0.53)×0.32平面形態円形

立地地形調査区中央部の尾根状地形上に位置する。同尾根上にP－2がある。

確認・調査Ⅶ～Ⅷ層で黒褐色～暗褐色土のまとまりとして検出した。 トレンチ調査で、土坑である

ことと、台石・石皿の出土を確認した。

覆土主に黒色～暗褐色土からなり、土層3～5は台石・石皿埋納の際の、土層1 ． 2は石皿埋納後

の埋め戻しと思われる。

構造竪穴状の土坑。坑底はⅧ層を掘り込んで構築され、やや凹凸がある。立ち上がりは緩やかで、

壁はやや開く。

遣物出土状況土器1点、石器2点、計3点出土している。土器は覆土から出土したが、小片である

ため分類は不明である。石器はともに坑底から出土した台石・石皿である。いずれも使用面を上に向

けた状態で、下の台石・石皿（図Ⅳ－40－1）は坑底に食い込むように、上の台石・石皿（同2）は

裏面の窪みが下の台石・石皿の角に組み合うようにして出土した。人為的に埋納されたものと考えら

れる。 （柳瀬）

掲載遺物

石器 2点を図示した。両者とも出土層位は坑底、石材は安山岩である。

1 ． 2は台石・石皿である。両者とも、盤状礫の広い平坦面の中央部にすり面が観察される。 lの

すり面は楕円形を呈しており、平滑なものである。周囲には敲打痕が散発的にみられる。 2は滑らか

で僅かに凹む顕著な円形すり面が中央部付近にみられ、平坦なすり面が左側縁に続いている。 （坂本）

時期周辺から出土している遺物から、縄文時代中期前半の遺構である。台石・石皿の埋納を目的と

した土坑である。 （柳瀬）

P-17 (図Ⅳ－41 ･42、図版16．98)

位置F･G19．20規模(2.68/1.62)×(1.98/1.58)×0.74平面形態楕円形

立地地形調査区南側、尾根部分の遺構集中区の東側に位置する。

確認・調査調査区G19でVb層調査中､黒褐色土のまとまりを検出し、Gラインに沿ってベルトを設

定し掘り下げた。黄褐色土上に炭化物集中を検出し坑底と考えたが、さらにベルトに沿ってトレンチ

99



倉知川右岸遺跡

P-15
+L3,

嵐
A’ 79.30mA

／
4，

5

～。

Ｂ
’ B' 79.30m

~

急、 1m0

P-15

／今
／

＝
混入物

+M3,

篭ﾐ公

pj
~

･谷

巾

rn
P

~ ~

ト

I i,．

~ ~ ~

C句Fn
G句令巳

年
？
。
‐
：
Ｐ
Ｉ
肝
叱

〆ﾟ君

一 一

し

0 10cm
’ 1 1 2

図Ⅳ－40 P-15

ZOO

4

5

黒褐

にぶい

10YR3／1

10YR5/3

埴渥土

壌土

中

＋やI

樫し

すこぶる

堅

軟

ローム多

Ⅶ+Ⅷ

豐重且



1V遺構と遺構出土の遺物

調査をおこなったところ、約20cm下位に堅く締まったロームを確認し、 これを坑底と判断した。

覆土19層に分層されたが、大きく2つに分けられる。

①上位の堆積 1層～12層でVb層の流入と考えられる黒褐角＋聿体の堆積

②下位の堆積13層～19層でⅧ層の人為的埋め戻しと考えられる黄褐色土主体の堆積

構造坑底はⅧ層を40～50cm掘り込み、ほぼ平坦である。長軸方向にベンチ状の段が造られており、

南東側の段にステップ状の掘り込みがある。坑底の壁際に沿って炭化物集中と焼土を検出し、炭化種

子同定の結果、多量のクリを検出した（Ⅵ章2節)。 また②の上面に広範囲の炭化物集中を検出した。

遺物出土状況遺物は土器15点、石器5点、礫1点の計21点が出土している。覆土の分類別出土点数

は、土器(III群A類13点)、石器（スクレイパー1点、フレイク1点、扁平打製石器1点、台石.石皿

2点、礫1点）で、坑底では土器（Ⅲ群A類2点）である。台石・石皿（図Ⅳ 42－5）のすり面の

直上に扁平打製石器（図Ⅳ－41-3)が乗った状態で出土した。 （菊池）

掲載遺物

土器 2点図示した。いずれも覆土から出土したもので、Ⅲ群A－3類と思われる。

1は沈線が施されるもの。 2は縄文のみの口縁部。口唇は角形で縄文が回転施文される。 （柳瀬）

石器 3点を図示した。全て出土層位は覆土、石材は安山岩である。

3は扁平打製石器である。不整楕円形の扁平礫を素材とし、長軸方向の両端を打ち欠いている。す

り面は断面・側面方向からみて、おおむね平坦且つ直線的に捉えられるが、右側で極僅かに外湾曲す

る。すり面縁辺には小剥離が不規則にみられる。すり面幅は1cmを超える広いもので、右側外湾曲部

では2cm以上を測る。

4 ． 5は石皿である。両者とも、礫の広い平坦面に楕円形に凹むすり面が形成されている。すり面

は、平坦面と直交するように接する左側面付近に位置し、側面縁辺に対しすり面の長軸は直交方向に

なっている。縁辺側に接する方が緩やかにせり上がり、反対側は深く強くせり上がる。すり面は中央

から深い側にかけてが、最も滑らかな範囲となっている。 また楕円形すり面の周囲には平坦なすり面

が観察される。 4は正裏両面に4か所の楕円形すり面が形成されている。 （坂本）

時期出土遺物から縄文時代中期前半と考えられ、 また坑底の炭化物集中の放射性炭素年代測定より

4370士40yBP (補正年代）の結果が得られた。土坑墓の可能性がある。 （菊池）

P-18 (図Ⅳ-43、図版98)

位置 J ･K15規模(0.86/0.74)×(0.74/0.62)×0.28平面形態楕円形

立地地形調査区南東側、無名の沢際の遺構集中区より北側に位置し、 P-31･46に隣接する。

確認・調査調査区K15でⅧ層上面において、黒色土のまとまりを確認し、北東側を半裁した。

覆土 4層に分層された。黒色土(lig)、暗褐色土(2E)はVb層の流入、黄褐色土(3層） と褐

灰色土（4層）は崩落と考えられる。

構造坑底はⅧ層を20～30cm掘り込み、平坦である。壁は急斜度で立ち上がる。

遺物出土状況遺物は覆土で土器（Ⅲ群A類2点)、坑底で台石・石皿と礫が各1点ずつ出土してい

る。 （菊池）

掲載遺物

石器 1は石皿である。出土層位は坑底、石材は安山岩である。礫平坦面の中央部付近に、不整円形

の平滑なすり面が観察される。すり痕は顕著で非常に滑らかである。 （坂本）

時期出土遺物から縄文時代中期前半と考えられる。 （菊池）
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倉知川右岸遺跡

P-19 (図Ⅳ－43･44、図版41･72･99)

位置G14規模(2.04/1.88)×(2.22/1.49)×0.46平面形態隅丸方形

立地地形調査区南東側、無名の沢に続く急斜面の際に立地する。斜面際遺構集中範囲の中央部南側

に位置し、 P-49．53．57、 S－6などが隣接する。

確認・調査B調査試掘坑で遺構の存在が確認されていた。南西北東方向にベルトを設定し、Ⅶ層

上面まで周囲を掘り下げて楕円形のプランを検出、土坑であることを確認した。ベルト観察により、

覆土堆積状況と構築面を確認後、覆土の掘り下げをおこない、坑底を検出した。坑底には2基の柱穴

状ピットを確認した。

覆土10層に分層した。覆土は①～③の堆積単位にまとめられる。なお、遺物取り上げ層位は、「覆土」

(1～6 ． 8層)、 「覆土3｣ (9E)、 「床面直上」 (7層）に分けている。

①上位の層。暗褐色～黒色土の1～6層で構成。流入土などを含む自然堆積、掘上土のなどの投げ

込みが考えられる。壁際に分布するもの（3～6層） と中央部にレンズ状に堆積するもの（1 ．

2層）があり、前者から後者への堆積過程が推測される。

②中位の層。黒褐色～黒色土の6'～8層で構成される。 6'･7層は壁際に、 8層は遺構全体を覆う

ように厚く堆積している。短期間に埋め戻されたものと考えられる。

③坑底直上に薄く堆積する9層で、坑底を全体的に覆っていた。ロームブロックを多く含み、人為

的に堆積したものと考えられる。

構造坑底はほぼ水平な平坦面になっている。壁はやや緩やかに立ち上がり、西側では坑口が広がる。

付属施設は2基の柱穴状ピットが坑底の中央部と南東側に構築されていた。ピットは径10～20cmで、

深さは、 10cm未満と浅い。

遺物出土状況土器68点(IⅡ群A類31点、Ⅳ群A類37点)、石器8点(石核1点、フレイク4点、石斧

1点、台石・石皿1点、加工痕ある礫1点)、礫3点、計79点出土している。土器はいずれも覆土上位

から中位上面の出土で、中位以下に包含されていた遺物は石斧（坑底） と礫のみであった。 また、 B

調試掘坑内から、層位不明の礫10点が出土した。重量は2～4kgのものが6点、 7～9.1kgが2点、

14kgが1点、 30kgが1点である。 P-19に関係する可能性がある。 （坂本）

掲載遺物

土器 4点図示した。いずれも覆土から出土したもので、 1はⅢ群A類、 2～4はⅣ群A類。

1は小形のもので、結束のない粗雑な羽状縄文が施される。包含層K･L16区と接合した。 2は沈

線が施される壷形土器の口縁。平行沈線間に、 （（状沈線が加えられる。 3は縄文のみのもの。縄文は

横走気味で、粒は不明瞭。 4は無文の底部である。 （柳瀬）

石器 3点を図示した。出土層位は6が坑底直上で他は覆土である。石材は5が頁岩、 6が緑色泥岩、

7が安山岩である。

5は石核である。剥片を素材とし、腹面側に3回程度の剥離を施している。素材剥片剥離以前に素

材を生産した石核から剥離された剥片が2点接合している。

6は石斧である。両刃直刃でやや偏刃となっている。器体上半部が欠損しているが、短冊形を呈し

たとみられる。折れ面縁辺部の一部は、敲打と研磨により潰されており、再生を試みたと理解される。

7は台石・石皿である。膨らみを有す正面側に敲打痕が観察される。敲打痕は、頂部が最も顕著で

ある。

時期縄文時代中期前半もしくは後期前葉と考えられる。土坑墓の可能性がある。 （坂本）
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P-20 (図Ⅳ－45･46、図版17･42･72･99)

位置G・H15規模(1.56/1.58)×(1.50/1.69)×1.34平面形態円形

立地地形調査区南東側、無名の沢に続く急斜面の際に立地する。斜面際遺構集中範囲の中央部に位

置し、H－2 ．10、 P-66･89、 S－3などが隣接する。また、 P-90と切り合い関係を持つ。

確認・調査Vb層下部からⅦ層掘削時に､円形を呈する黒色土のまとまりを検出した｡北西一南東方

向で半裁掘削を開始し、覆土中に焼土、大形礫の配置を確認した。堆積状況を確認後、層位毎に遺構

全体を坑底まで掘り下げた。

覆土覆土は15層に分層したが、①～④の堆積単位にまとめられる。遺物取り上げ層位は、覆土1 (1

~10層)、覆土2 (11～15層）及び「覆土」に分けた。 「覆土」は「覆土1」 と「覆土2」に分層する

前の取り上げ層位で、両層位の遺物が含まれている。

①上位の層｡黒色～黒褐色土1～10層で構成される。厚さ5～20cmの土層がレンズ状に堆積してい

る。壁崩落土を伴う流入土などの自然堆積層と考えられる。また、 2層の上面では焼土(PF-1)

が検出されている。

②中位の層｡黒色土11 ･12層で構成される。11層はロームブロックを若干含有する20～30cmの厚い

堆積で､12層上面で確認した礫を覆っている。12層はローム粒を多く含有する30～40cmの厚い堆

積で、上面には10～60cm大の礫が環状に配置されていた。両者とも短期間になされた、人為的埋

め戻し堆積と考えられる。
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1V遺構と遺構出土の遺物

③下位の層。黒色～黒褐色土13．14層で構成される。 14層中にはロームブロックがラミナ状にみら

れ、 14層の堆積はさらに細かく3分層される。

④坑底直上の層で、にぶい黄褐色土15層で構成される。下部には黒色土の混じりがみられる。壁崩

落土の可能性もあるが、壁面周囲にへばりつくように検出されたため、人為的に貼り付けられた

ことも考えられる。

構造フラスコ状のピットである。坑底は、ほぼ水平、平坦に作られている。壁はオーバーハングす

るように立ち上がり、中場を形成して広い開口部へ続く。

坑底壁際にロームを貼り付けた可能性がある。 また、埋め戻し行為の後、大型礫を環状に配置し、

再び埋め戻しをしている。坑口付近の覆土中には焼土がみられるが、埋め戻し・礫配置と一連の行為

であるかは判別できなかった。

遺物出土状況土器134点（Ⅲ群A類14点、Ⅳ群A類120点)、石器16点(Rフレイク1点、フレイク13

点、扁平打製石器1点、台石・石皿1点､)、礫31点、計181点出土している。坑底からは被熱した安山

岩製のフレイクが1点出土している。 （坂本）

掲載遺物

土器 7点図示した。いずれも覆土から出土したⅣ群A類。

1 ． 2 ． 4 ． 5は沈線が施されるもの。 1は小形で、 4か所の突起上に棒状工具の斜位の刻みが加

えられる。胴部には、 2段の並行沈線間に、対向する弧状の沈線が加えられる。沈線は2本組。 2は

覆土と周辺包含層が接合した壺形土器。 4 ． 5は口縁部破片。 5は突起部の破片で、突起は剥落する。

3は磨消縄文が施されるもの。覆土の1点と周辺包含層が接合した。突起部口唇には棒状工具による

刻みが加えられる。磨消縄文には無節LとLRの2種の原体が用いられ､縁取りの沈線は太い。6は縄

文のみの胴部。横走気味の無節の縄文が施される。 7は無文の底部である。 （柳瀬）

石器 8は扁平打製石器である。出土層位は｢覆土2」、石材は安山岩である。下面左側のすり面は左

側でせり上がるように若干湾曲している。下面右側は不規則な調整により稜が形成されているが、ジ

グザグとしている。

時期覆土2の出土遺物から、縄文時代後期前葉の土坑墓と考えられる。 （坂本）

P-21 (図Ⅳ-47～50、図版17．42･43．73．99)

位置 115規模(1.73/0.98)×(1.22/1.10)×1.04平面形態楕円形

立地地形調査区南東側、無名の沢に続く急斜面の際に立地する。斜面際遺構集中範囲の北側に位置

している。

確認・調査調査区115のVb層掘削中に、暗褐色の不整なプランと20～30cmの礫を検出した。遺構

の存在が予測されたためトレンチ調査をおこない、土坑の存在を確認した。南東一北西方向にベルト

を設定して周囲をⅦ層まで掘り下げ遺構プランを検出した。

土坑はベルトに沿って半裁掘削し、覆土の堆積状況を確認した。覆土中からは、白色粘土塊、ベン

ガラ状赤色粒子、焼骨片や個体土器のまとまりなどを順次確認した。

覆土20層に分層した。①～④の堆積単位にまとめられる。遺物取り上げ層位は、 「覆土」及び、 「覆

土1｣ (1～5 ． 6 ． 8～10層)、 「覆土2｣ (5′・ 7 ･ 7'層)、 「覆土3｣ (11～15層．16層の一部)、 「床

直上」 （16層の一部・17層） に分けた。 「覆土」は覆土l～3に分層する前の取り上げ層位で、各層位

の遺物が含まれている。

①上位の層。黒色土l～3層で構成される。 2 ． 3層中からは炭化物粒が検出された。レンズ状の

Z[ﾉ9
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堆積であり、自然堆積層と判断できる。

②坑口部壁際の層。黒～黒褐色土6 ． 8～10層で構成される。ロームブロックやKo-gを多く含有

し、壁面崩落を含む自然堆積層と判断できる。

③中位の層。黒色土4～5' ・ 7 ． 7'層で構成される。土層断面図には記録されていないが、 4 ． 5

層上面には、厚さ3cmほどの白色粘土の層がみられ、同じ堆積単位にまとめられる。特徴的な含

有物として、 4層ではベンガラ状赤色粒子が散在し、 5 ． 7層では、魚類、小動物などの焼骨片

が多くみられた。 3個体のまとまった土器は、 4 ． 5層の上面で出土している。③の堆積は特徴

的な土層を含む人為的堆積と推定される。

④下位の層。 11～15層で構成される。 11 ． 13～15は、ロームブロック、Ko-gを多量に含有し、壁崩

落土、埋め戻し土などが考えられる。

⑤床面直上の層。 16．17で構成される。 17は流入土とみられる。

構造フラスコ状のピットである。坑底は、ほぼ水平、平坦に作られている。壁はオーバーハングす

るように立ち上がり、広い開口部へ続く。坑口は南東方向へ広がり、同方向には、階段状の中場が形

成されている。

埋め戻し土上部には焼骨片がみられ、ニシン・サケの椎骨、アビくらいの大きさの鳥類の骨であっ

た。被熱、複数種が混在した状態から、何らかの加工を受けていたと推測される。坑口上部には、ベ

ンガラ状赤色粒子が散布され、更にその上部に白色粘土が蓋のように位置する。

遺物出土状況土器274点（ⅡI群A類13点、Ⅳ群A類261点)、土製品3点(焼成粘土塊2点、鐸形土製

品1点)、石器26点（スクレイパー2点、Rフレイク2点、 フレイク22点)、石製品1点、礫22点、計

326点出土している。完形に近い土器（Ⅳ群A類）が、覆土1 （白色粘土直下、 4．5層上面）で2個

体、覆土3(13E)でl個体出土した。また、床面直上からⅣ群A類土器が1点出土している。石器・

土製品・石製品は全て覆土からの出土である。石製品は軽石製で、板状に加工されたものである。

（坂本）

掲載遺物

土器13点図示した。すべて覆土から出土したⅣ群A類で、他遺構や周辺包含層と接合したものもあ

る。

1 ． 2 ． 7 ． 8は沈線が施されるもの。 1は3本組沈線による渦巻状の文様が施されるもの。 2は

2か所の突起をもつと思われる壷形土器。胴部上半には、 2本組の縦位の沈線で区画した間を弧状の

3本組沈線で結ぶ文様が施されるが、やや不規則である。 7は頚部が強く屈曲する小形の鉢の破片。

胴部には3本組沈線で横位に展開する文様が施される。 3は磨消縄文が施されるもの。覆土から出土

した4点と、 P-35覆土の1点および周辺包含層のものと接合した壺形土器。 3か所の突起をもち、

突起部口唇には棒状工具による刻みが加えられる。突起下には円環状貼付が3つ縦に並ぶ。展開図の

アミ部分は縄文が施される部分。 8は口縁部文様帯のみのもの。

9は縄文地に8の字状の貼付が加えられるもの。H－2から出土したもの（図Ⅳ－11-12) と同一

個体である。覆土の2点と、 P-34覆土の3点および周辺包含層のものとが接合した大形の深鉢。平

縁で、貼付は8か所と思われる。縄文は細かく、横走気味。胎土には砂粒が非常に多い。 10～12は縄

文のみのもの。 10は小形土器の口縁部。 11は棒状工具による刻みが加えられる突起をもつ。全体に磨

耗しており縄文は不明瞭だが、無節で、部分的に不規則な羽状をなす。下半は無文。 12は口縁部に複

数段の折り返しをもつ。無節の縄文が横走気味に施され、角形の口唇端部には縄文が回転施文される。

覆土の3点と周辺包含層が接合し、 25mほど離れた014区のものとも接合している。
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1V遺構と遺構出土の遺物
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1V遺構と遺構出土の遺物

4は無文のもの。小形で、 4か所の突起をもつ。 5 ･ 6 ･13は無文の底部。 6の胎土には小礫が多

い。 13の底部内面には、渦巻状をなすと思われる沈線が描かれる。胎土には小礫が多い。 （柳瀬）

石器14はスクレイパーである。出土層位は覆土、石材は頁岩である。剥片末端の縁辺両面に、不連

続的で軽微な剥離が施されている。使用により生じた剥離の可能性もある。 （坂本）

土製品15は覆土から出土した鐸形土製品である。紐部付近の破片。 （柳瀬）

時期覆土堆積状況を含む構造的特徴と遺物出土状況から、縄文時代後期前葉の土坑墓と考えられる。

また、坑口の白色粘土から採取した炭化物を試料として放射性炭素年代測定をおこない、 3650yBP=t

40 （補正年代）の結果が得られた。 （坂本）

P-22 (図Ⅳ-51、図版16)

位置F17規模(1.88/1.48)×((1.43)/1.10)×1.16平面形態不整楕円形

立地地形調査区南東側、無名の沢に続く急斜面の際に立地する。斜面際遺構集中範囲の西端に位置

している。 P-27と切り合い関係を持ち、 また、 P-28･59が隣接する。

確認・調査B調査試掘坑で遺構の存在が確認されていた。灰黄褐色～にぶい黄褐色のプランが隣接

したため、 これにまたがるようにベルトを設定し、 トレンチ調査をおこなった。土居の堆積状況から、

B調査検出遺構を含め、 3基の土坑が確認された(P-22･27．28)。 このうちフラスコ状を呈する2

基(P-22･27)が切り合い関係を有していた。ベルト観察により、覆土堆積状況と構築面を確認後、

遺構周囲をⅥ層上面まで掘り下げて土坑のプランを検出した。半裁掘削により層位毎の覆土の掘り下

げをおこない、坑底を検出した。

覆土覆土は14層に分層した。図Ⅳ-51の13～26層がP-22の覆土である。①～③の堆積単位にまと

められる。取り上げ層位は、坑口部のVb層を「坑口」 とし、他はすべて覆土とした。

①上位の堆積。 13～16層で構成される。 14層がロームブロック主体のにぶい黄褐色土、 13･15･16

層が黒～黒褐色土である。流入土および掘上土の投げ込み堆積と推測される。

②中位の堆積｡17～22層で構成される。17～20は大形のロームブロックを含む黒～黒褐色土で、18･

19はローム主体のにぶい黄褐色土である。主に天井部、壁の崩落による堆積と考えられる。

③下位の堆積。 23～26層で構成される。 23．25はロームブロックを含有する黒色土、 24はロームブ

ロック主体土、 26はKo-g主体の土である。埋没開始直後の流入土とみられる。

①．②の堆積はP-27の覆土に切られており、 P-27がP-22の一部を破壊して構築されたと捉え

られる。よって両者の新旧関係はP-22が古くP-27が新しいと判断できる。

構造フラスコ状の土坑である。坑底は、ほぼ水平・平坦に作られている。壁はオーバーハングする

ように立ち上がり、上部から坑口部で広がりをみせる。坑口は北側へ広がり、同方向には、階段状の

中場が形成されている。覆土には崩落土とみられる分厚い堆積があり、本来は壁のオーバーハングが

強くせり出し、天井部を形成していたと推測される。

遺物出土状況土器11点(III群A類5点、Ⅳ群A類6点)、石器5点（フレイク4点、加工痕ある礫1

点)、礫4点、計20点が出土。堆積単位③以下に包含されていた土器はIII群A類のみである。

時期遺物出土状況から縄文時代中期前半と判断される。自然堆積により埋没していることから貯蔵

穴等が考えられる。 （坂本）

P-27 (図Ⅳ－51･52、図版18･43･100)

位置F17規模(1.74/2.00)×(1.56/1.49)×1．07平面形態不整楕円形

ZZ5



倉知川右岸遺跡

立地地形調査区南東側、無名の沢に続く急斜面の際に立地する。斜面際遺構集中範囲の西端に位置

している。P-22と切り合い関係を持ち、 また、 P-28．59が隣接する。

確認・調査調査区F17のVb層掘削中に灰黄褐色～にぶい黄褐色のプランが検出された。 これにま

たがるようにベルトを設定しトレンチ調査をおこなった。B調査検出遺構を含め3基の土坑が確認さ

れた(P-22．27．28)。 このうちフラスコ状を呈する2基(P-22｡27)が切り合い関係を有してい

た。ベルト観察により覆土堆積状況と構築面を確認後、周囲をⅥ層まで掘り下げ土坑のプランを検出

した。半裁掘削により層位毎の覆土の掘り下げをおこない、坑底検出後遺構全体を掘り下げた。

覆土 8層に分層した。図IV-51の5～12層がP-27の覆土である。①～③の堆積単位にまとめられ

る。遺物取り上げ層位は、坑口部のVb層を「坑口」 とし、他はすべて覆土とした。

①上位の堆積。オリーブ褐色～にぶい黄褐色土5～7層で構成される。ロームブロックが多量、Ng

ブロックが若干含有されていた。 6～7層中にはPF-1～3が検出された。各焼土は間層を挟ん

だ層位的な上下関係があり、ある程度の時間差をもって形成されたと理解できる。

②下位の堆積｡褐色～にぶい黄褐色土8～11層で構成される。ロームブロックが密集し、Ngブロッ

クが若干含有される。

③坑底直上の堆積。黒色土12層で構成される。

①・②は壁・天井部の崩落、 もしくはローム主体土が黒色土を介在せず分厚く堆積することから、

短期間になされた人為的埋め戻し土の可能性がある。①の堆積は4層に切られ、さらにP-28は4層

を掘り込んで構築されている。 よって両者の新旧関係はP-27が古く、 P-28が新しいと判断でき、

P 22を含めた三者の関係は、古いほうからP-22→P-27→P-28と捉えられる。

構造フラスコ状の土坑である。坑底は、ほぼ水平・平坦に作られている。壁はオーバーハング、 も

しくは垂直に立ち上がり、上部から坑口部で広がりをみせる。坑口は北西側へ広がる状況が確認でき

た。本来は壁のオーバーハングが強くせり出し、天井部が形成されていたと推測される。

遣物出土状況土器22点、石器6点、礫4点、計32点出土している。土器の出土は坑口・堆積単位①

のみで、Ⅲ群A類（7点） とⅣ群A類（15点）がある。 また、焼土PF-1～3からは、Ⅳ群A類土器

が出土している。石器は覆土からフレイク3点、台石・石皿1個体、坑底からはスクレイパーが1点

出土している。図示していないが、石皿は平坦なすり面を持つものである。 （坂本）

掲載遺物

土器 2点図示した。いずれも覆土から出土したもので、 1はIⅡ群A－2類、 2はⅢ群A－3類。

1は無文の粘土紐による文様が施され、半裁棒状工具による押引が加えられるもの。覆土の1点と、

40mほど離れた包含層K9区周辺のものとが接合した。P-27から出土した破片のみ磨耗が激しい。

平縁で、外傾する切出状の口唇には、無文の斜位・楕円形の貼付と半裁棒状工具による押引が加えら

れる。貼付には撚糸圧痕が加えられる部分もある。文様帯下端は波状の貼付により区画される。 2は

無文の底部である。 （柳瀬）

石器 3はスクレイパーである。出土層位は坑底、石材は頁岩である。背面両側縁に連続的な調整を

施している。腹面側側縁には微細剥離痕が観察できる。末端部側が欠損しているが、 これは素材剥離

段階の潜在割れが原因している。

時期縄文時代後期前葉の可能性がある。切り合い関係からP-22よりも新しいと判断できる。PF-

1～3は後期前葉以降であろう。土坑墓もしくは貯蔵穴と推測される。 （坂本）
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P-27の遺物
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1V遺構と遺構出土の遺物

P-28 (図Ⅳ 51 ･52、図版74)

位置F17規模(0.76/0.57)×(0.62/0.42)×0.32平面形態楕円形

立地地形調査区南東側、無名の沢に続く急斜面の際に立地する。斜面際遺構集中範囲の西端に位置

している。 P-22･27．59が隣接する。

確認･調査調査区F17のVb層掘削中に黒褐色のプランが検出された。 トレンチ調査をおこない土坑

と判断した。覆土堆積状況確認後、半裁掘削により坑底まで検出し、遺構全体を掘り下げた。

覆土 3層に分層した。 l～3層はいずれも黒褐色土でKo-gを含有している。壁崩落､流入などの自

然堆積と考えられる。遺物取り上げ層位はすべて「覆土」とした。

構造坑底は緩やかに窪んでいる。壁は急斜な立ち上がりである。

遺物出土状況覆土からⅣ群A類土器が2点出土している。 （坂本）

掲載遺物

土器 1は覆土から出土したⅣ群A類。縄文地に沈線が施される。 （柳瀬）

時期出土遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。 また、土層の切り合い関係からP-27より新し

いと判断できる。 （坂本）

P-23 (図Ⅳ-52、図版18)

位置H17規模(1.17/1.20)×(0.96/0.94)×0.62平面形態不整円形

立地地形調査区南東側、無名の沢に続く急斜面の際に立地する。斜面際遺構集中範囲の北西端に位

置している。

確認・調査調査区H17のⅧ層上面精査時、オリーブ褐色～黒褐色のまとまりを検出した。半裁掘削

により覆土の堆積状況を確認し、坑底まで検出した。覆土中に構築された柱穴状ピットの調査の後、

遺構全体の覆土を掘りあげた。

覆土 1～10層に分層。①～③の堆積単位にまとめられる。遣物取り上げ層位は全て「覆土」 とした。

①上位の層。オリーブ褐色土1層で構成。ローム主体土で、掘上土の投げ込みと推定される。

②中位の層。黒褐色～褐色土2～5層で構成される。各層にはロームブロックが多く含有され、人

為的投げ込み、 もしくは流入土の可能性がある。

③下位の層。暗オリーブ褐色～黄褐色土6～10層で構成される。 8～10層は薄い水平堆積である。

各層ともローム主体の土で人為的埋め戻し土とみられる。

構造遺構上部(坑口部)が削平されているが、 フラスコ状土坑と捉えられる。坑底は、およそ水平・

平坦に作られている。壁はほぼ垂直に立ち上がり、北～西側ではオーバーハングしている。 また、覆

土1層より上位から構築された、径15cm、深さ約30cmの柱穴状ピットがみられた。土坑埋め戻し後

の付属施設であるかは不明である。

遺物出土状況遺物は覆土中から礫2点が出土している。

時期時期を判断できる出土状況はみられないが、隣接するフラスコ状土坑群と同様に縄文時代後期

前葉の土坑墓と推測される。 （坂本）

P-24 (図IV-53、図版16)

位置F13規模(1.08/0.69)×(0.75/0.45)×0．42平面形態楕円形

立地地形調査区無名の沢側の急斜面上部に位置する。

確認・調査Ⅶ層調査後、Ⅷ層上面に黒色土の楕円形のプランを検出。半裁して断面を観察した。壁
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の明瞭な立ち上がりとⅧ層が30cm近く掘り込まれている様子を確認した。

覆土 4層に分層した。各層の層界はほぼ平坦で、自然堆積と考えられる。

遺物出土状況覆土から土器2点（Ⅳ群A類)、礫が1点出土している。

時期出土した遺物から、縄文時代後期前葉と考えられる。 (新家）

P-25 (図Ⅳ-53、図版74･99)

位置F13規模(0.86/0.76)×(0.58/0.50)×0.13平面形態楕円形

立地地形調査区無名の沢側の急斜面上部に位置する。 2m北東にはP-24がある。

確認・調査Ⅷ層上面まで掘り下げた際長さ40cm強の石皿と、長さ約30cmの礫が斜面上に並んで

検出された。石皿の周辺の土が黒色土だったので半裁したところ、黒褐色土が約6cmの厚さで平坦に

落ち込んでいた。礫石器の配置や、坑底が平坦な点などから、人為的な土坑であると判断した。

覆土Ⅵ層主体のl層。埋め戻されたものかは不明。

遺物出土状況土器2点（Ⅲ群A類)、石器2点（敲石1点、台石・石皿1点)、礫1点が出土してい

る。石器は坑底から出土している。 （新家）

掲載遺物

土器 1は覆土から出土したⅢ群A類。複節の斜行縄文が施される。 （柳瀬）

石器 2点を図示した。両者とも、出土層位は坑底、石材は安山岩である。

2は敲石である。石質はやや徹密である。礫の突出した端部に、 まとまった敲打痕が観察される。

3は石皿である。素材平坦面に楕円形に凹むすり面が2面形成されている。すり面は左側面に近接

し、側面縁辺に対しすり面の長軸は直交方向になっている。すり面は、左側縁に近接する方が緩やか

にせり上がり、反対側はやや急にせり上がる。急にせりあがるすり面は、緩やかに立ち上がる平坦な

すり面へと連続する。下位すり面は上位に比べ強く凹んでいる。すり面は中央から深い側にかけてが、

最も滑らかな部分となっている。楕円形すり面の周囲には平坦なすり面が観察される。 （坂本）

時期出土遺物から縄文時代中期前半と推測される。 （新家）

P-26 (図Ⅳ-54、図版18．43．74)

位置 J14規模(0.91/0.95)×(0.74/0.92)×0.88平面形態円形

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲の北東側に位置する。P－76より新しい。SP-56

との新旧関係は判断できなかった。

確認・調査周辺に広く分布する造成土の下位で、円形の黒色土のまとまりとして検出した。 トレン

チ調査によって土坑と確認後、 トレンチに沿ったベルトを設定し、平面形を確認するために周囲を5

CInほど掘り下げた。造成土を切って構築されている。

覆土ロームブロック･Ko-gが多く混入する黒褐色土。土層1 ．2の差異はわずかで、ほぼ単層の埋

め戻しと考えられる。遺物の取り上げ層位は、 「覆土」 (Vb'層)、 「覆土2」 （土層1 ． 2)である。

構造円形のフラスコ状土坑。坑底はⅧ層中に構築されており、ほぼ平坦で、円形を呈する。坑口は

崩落のためか、ややゆがんだ楕円形。立ち上がりは急な部分と丸みをもつ部分があり、壁はオーバー

ハングし、坑口付近では開く。

遺物出土状況土器32点(III群A類4点、Ⅳ群A類28点)、石器2点（フレイク)、礫・礫片2点、計

36点出土した。すべて覆土から出土したものである。 「覆土2」 （土層1 ． 2）上面から小形土器が出

土した。図示した2点以外は埋め戻し時の混入と思われる細片である。
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1V遺構と遺構出土の遺物

掲載遺物

土器 3点図示した。 1は覆土2上面、 2 ． 3は覆土から出土したもの。いずれもⅣ群A類。

1は突起をもつ無文の小形土器である。 2 ． 3は沈線が施されるもの。 2は3本組沈線により、 S

字状あるいは波状の不規則な文様が施される。覆土と周辺包含層が接合し、同一個体ではあるが未接

合の破片も多い。 3は非常に細い2～3本組の沈線が縦横に施される。P-35．39から同一個体が出

土している （図Ⅳ 59－4 ．図Ⅳ－62－1）。

時期出土した遺物から、縄文時代後期前葉の遺構である。覆土が埋め戻しであることと土器の出土

状況から、土坑墓と考えられる。 （柳瀬）

P-30 (図Ⅳ－54･55、図版19･74･ 100)

位置H13規模(1.26/1.22)×(1.16/1.16)×0.84平面形態円形

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲、東寄り南端に位置する。

確認･調査Vb層下位で、軽石を多く含むにぶい黄褐色土と黒褐色土のまとまりとして検出。土坑を

想定して半裁した。半裁の結果土坑墓と想定されたことから、セクション面で試料を採取し、リン酸・

カルシウム含有量に関する土壌理化学分析を行った（Ⅵ章2節)。

覆土土層l～4は色調がやや明るい、にぶい黄褐色～黒褐色の土層、土層5～8は黒色の土層で、

いずれもKo-gやローム粒が多く混入する｡埋め戻しと考えられる｡検出時に目安となったのは土層1

～4層。 4層はその断面形態から、木柱であった可能性もある。遺物の取り上げ層位は、 「覆土1」 （土

層1 ． 2）、 「覆土2」 （土居4）、 「覆土3」 （土層5～8）である。

構造円形のフラスコ状土坑である。坑底はⅧ層中に構築され、やや凹凸がある。立ち上がりは急な

部分と丸みを帯びる部分がある。壁はオーバーハングし、坑口付近で開く。

遺物出土状況土器135点（Ⅲ群A類37点、Ⅳ群A類98点)、石器3点（つまみ付きナイフ1点、フレ

イク2点)、礫64点、計202点出土している。すべて覆土から出土したもの。礫のうち57点は、 1個体

の礫がひび割れたものである。長径78cln、重さ48.3kgで、土層8上面から出土した。ひび割れ部が密

着した状態であったことから、土坑の埋め戻し後に劣化したものである。 これ以外の遺物は、埋め戻

し時の混入と思われる。

掲載遺物

土器 2点図示した。いずれも覆土から出土したⅣ群A類。

1は渦巻状の沈線が施されると思われる胴部破片。 2は突起部が剥落した口縁部破片である。折り

返し口縁で、縄文が施される。 （柳瀬）

石器 3はつまみ付きナイフである。出土層位は覆土、石材は頁岩である。素材打面側につまみ部を

作り出している。縁辺の加工は大・小型の剥離が混在する不規則なもので、縁辺は粗雑な鋸歯状であ

る。裏面側縁辺には、平坦剥離が不連続に認められるが、すべてのネガティブバルブが背面側の縁辺

調整により除去されている。 （坂本）

時期出土遺物から、縄文時代後期前葉の遺構である。覆土が埋め戻しであることと礫の出土状況か

ら、土坑墓と考えられる。 （柳瀬）

P-31 (図Ⅳ-55)

位置K14規模(2.08/1.82)×(1.62/1.50)×0.32平面形態不整楕円形

立地地形調査区南東側、無名の沢際の遺構集中区より北側に位置し、 P-18･46に隣接する

7ワQ
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倉知川右岸遺跡
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1V遺構と遺構出土の遺物

確認・調査調査区K14でⅧ層上面において、灰黄褐色土のまとまりを確認し、北西側を半裁した。

覆土 5層に分層された。主体は灰黄褐色土（1．2層） とKo-gがブロックで混入した褐色土(3層）

であり、人為的埋め戻しによる堆積と考えられる。

構造坑底はⅧ層を20～30cm掘り込み、平坦である。壁は急斜度で立ち上がる。南側の一部が住居の

基礎による攪乱を受けている。

遺物出土状況出土していない。

時期周辺の遺構から縄文時代中期前半と考えられる。 （菊池）

P-32 (図Ⅳ-55、図版74)

位置E23規模(0.54/0.42)×(0.48/0.38)×0.16平面形態円形

立地地形調査区南端の尾根部分の遺構集中区に位置し、H 6 ･ 8に隣接する。

確認・調査調査区E23でⅦ層上面において、黒色土のまとまりを確認し、北側を半裁した。

覆土少量の軽石が混入した黒色土1層である。

構造坑底はⅧ層を約10cm掘り込み、東側でやや上がる。壁は急斜度で立ち上がる。

遺物出土状況遺物は覆土で土器（ⅡI群A類4点)、フレイク2点の計4点が出土した。 （菊池）

掲載遣物

土器 1は覆土から出土したⅡI群A 3類。突起部の破片で、丸形の口唇に縄による縦位・斜位の刻

みが加えられる。貫通孔がある。 （柳瀬）

時期出土遣物と周辺の遺構から縄文時代中期前半と考えられる。 （菊池）

P-33 (図Ⅳ 56)

位置F18規模(1.10/0.96)×(1.06/0.94)×0.10平面形態円形

立地地形調査区南東側、無名の沢際の遺構集中区の西端に位置し、 P-22．27に隣接する。

確認・調査調査区F18でⅧ層上面において、褐色土のまとまりを確認し、北東側を半裁した。

覆土少量の炭化物と軽石が混入した褐色土（1層） と灰黄褐色土（2層）である。

構造坑底はⅧ層を浅く掘り込み、平坦である。

遺物出土状況出土していない。

時期周辺の遺構から縄文時代後期前葉の可能性がある。 （菊池）

P-34 (図Ⅳ－56･57、図版19･43･44･74･100)

位置 114規模(1.26/1.18)×(0.99/1.16)×0.88平面形態円形

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲の中央北東側に位置する。

確認・調査造成土掘り下げ後円形の黒色土のまとまりとして確認。西側半分がベルトとして残して

あったため、それに沿って半裁した。

覆土土居l～6までは軽石粒を含み、配石に伴う造成土と類似しているため自然堆積とみられるが、

土層6は上下層と比較して黒味が強く、有機質に富む状況であった。土層7 ． 8は色調は異なるもの

のロームブロックの混入などから人為堆積土とみられる。

構造坑底はほぼ平坦で、円形を呈する。坑口は崩落のためかややゆがんだ楕円形。壁面は底部にい

くに従い広がるいわゆるフラスコ状土坑。構築前に周囲はⅦ層まで達するような造成がなされ、その

後造成面より掘り込まれている。
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1V遺構と遺構出土の遺物
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倉知川右岸遺跡

遺物出土状況土器165点、石器6点、礫・礫片23点が出土。土器・石器のほとんどが、上層のVb層

からの出土である。覆土から出土したのは土器（Ⅲ群A類7点、Ⅳ群A類21点)、石器（フレイク） 3

点、礫･礫片20点。 Vb層出土石器にはスクレイパー1点、石皿1点が含まれる。Vb層出土としたⅣ

群A類の土器はほぼ1個体で、石皿・大形礫とともに坑口北側から出土しており、 この土坑に伴うも

のとした。覆土中の礫は、覆土中位より下位から出土している。 （福井）

掲載遺物

土器 4点図示した。いずれも覆土あるいはVb層から出土したⅣ群A類。他遺構や周辺包含層と接

合したものがある。

1～3は沈線が施されるもの。1は覆土およびVb層から出土したものと、P-39覆土の1点および

周辺包含層のものとが接合した。 40mほど離れたP11区のものとも接合している。口縁から胴部上半

はほぼ全体が、胴部下半から底部は一部のみ残存している。大形の深鉢。平縁で、 8か所に8の字状

の貼付が加えられる。胴部には3本組沈線により、上段では弧状に重なる、下段では波状に横環する

文様が描かれ、波状沈線間には2本組の()状沈線が加えられる。 2は覆土から出土した1点と、H－

6 ．P-36覆土および周辺包含層のものとが接合した壷形土器。胴部～底部付近の半分程度が残存し

ている。縄文地に沈線が施される。文様は8単位程度と思われ、 2本組沈線による横U字を組み合わ

せてS字状とした文様を8か所程度配し、その間は羽状の沈線で充填される。沈線は太めで浅い。縄

文は沈線が描かれる範囲のみに施される。胎土には小礫が多い。 3は突起付近の破片で、口唇端部に

棒状工具による刻みが加えられる。胴部には2本組沈線で、格子目と思われる文様が施される。

4は沈線が施される口縁部。SP-214からも同一個体が出土している(図Ⅳ－101 4)。なお、覆土

の3点がP-21のものと接合しており、H－2からも同一個体が出土している(図Ⅳ-11-12、同49-

9）。 （柳瀬）

石器 5は石皿である。石材は安山岩。すり面は素材礫の平坦面全面に広がる平滑なものであるが、

下部付近と上部右側の欠損部付近には緩やかな凹みが認められる。被熱している。 （坂本）

時期縄文時代後期前葉で、人為的に埋められていることから土坑墓と推測される。 （福井）

P-35 (図Ⅳ－58･59、図版19･44･74･100)

位置H・ I13･ 14規模(1.14/1.39)×(1.11/1.32)×1.10平面形態円形

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲の北東側に位置する。

確認・調査造成土掘り下げ後円形の黒色土のまとまりとして確認。南半分がベルトとして残ってい

たため、それに沿って半裁した。

覆土土層1～3は、配石に伴う造成土が自然に流れ込んだもの。土層4 ． 5は、黄褐色を呈するも

ので、土坑埋積時に意図的に散布したものとみられる。土層6 ． 7は土層1～3に類似するが、土層

4 ． 5の存在から人為堆積土と考えられる。土居8 ． 9はロームブロックを主とするもので、坑口を

補強するために貼り付けたものであろう。土層12はⅦ層のブロック。土層13．15はⅧ層のブロック。

土層10･ 11 ･ 14･ 16は黒褐色～黄褐色を呈すが、軽石の粒径が大きいものも多く人為堆積土とみられ

る。

構造坑底はほぼ平坦で、円形を呈する。坑口もほぼ円形。壁面は底部にいくに従い広がるいわゆる

フラスコ状土坑。構築前に周囲はⅦ層まで達するような造成がなされ、その後造成面より掘り込まれ

たとみられる。

遺物出土状況土器154点（Ⅲ群A類35点、Ⅳ群A類119点)、石器18点(Rフレイク1点、フレイク14
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点、北海道式石冠1点、扁平打製石器1点、台石・石皿1点)、礫・礫片17点が覆土から出土。礫は主

に覆土中位から出土している。 また坑底付近から白色粘土の塊も出土した。 （福井）

掲載遺物

土器 7点図示した。いずれも覆土から出土したもので、周辺包含層と接合したものもある。 lはⅢ

群A 2類、 2～7はⅣ群A類。

lは無文の粘土紐による文様が施されるもの。平縁で、切出状の口唇に、撚糸圧痕が加えられる波

状の貼付が施される。

2～6は沈線が施されるもの。 2は覆土の2点と、包含層F14･K13区などやや広範囲のものが接

合した。25mほど離れたD16･19区とも接合している。大形の深鉢。2/3ほどが残存する。 5か所の突

起には8の字状の貼付が加えられ、貼付は内面にまたがる。胴部上半には三本組沈線により大きな渦

巻状の文様が描かれ、隙間に三角形文と円形文が充填される。渦巻状文の位置は突起に対応する。 3

～6はいずれも小形のものと思われる。 3はK10区から同一個体が出土している （図V-38-151)。

2本組沈線による渦巻状の文様が施される。口唇には刻みが加えられる。 4はP-26･39から同一個

体が出土している(図Ⅳ－54－3、同62-1)。沈線は非常に細い。 5は折り返し口縁部の破片。折り

返し上に沈線が施される。 6は格子目状の沈線が施される。 7は櫛歯状沈線が施されるもの。鉢の破

片と思われる。なお、覆土の1点がP-21のものと接合している （Ⅳ－48-3)｡ (柳瀬）
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1V遺構と遺構出土の遺物

石器 8は扁平打製石器である。石材は安山岩である。下面左側がすり面、右側が加工稜線となって

いるが、下縁辺は連続した直線状を呈する。すり面は断面・側面方向からみて、おおむね平坦且つ直

線的である。すり面縁辺には連続的な小剥離が認められる。 （坂本）

時期縄文時代後期前葉、人為的に埋められていることから土坑墓とみられる。 （福井）

P-36 (図Ⅳ－60･61、図版20･75･100)

位置 113規模(1.04/1.49)×((0.95)/1.45)×1.32平面形態円形

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲の北東側に位置する。 P-68より新しい。

確認・調査造成土掘り下げ後不整形の黒色土のまとまりとして確認。南側にベルトがあったため長

軸を基準にできなかったため、ほぼ南北方向の線を基準に半裁したところ、 2基の土坑が重複したも

のであることが分かった。

覆土土層1～3は、配石に伴う造成土が自然に流れ込んだもの。土居5はロームブロック、軽石が

多く含まれ、土坑埋積時に散布されたものとみられる。土層6～8 ･ 11･16･20．23は黒色～黒褐色、

土層9 ． 10． 12～15･ 17～19．21 ．22．24はロームブロックを多く含む層で、互層となっていること

から人為堆積土とみられる。ただ、土層20．24はP 68覆土の流れ込みも含まれる可能性がある。

構造坑底はほぼ平坦で、円形を呈する。坑口もほぼ円形。壁面は底部にいくに従い広がるいわゆる

フラスコ状土坑。構築前に周囲はⅦ層まで達するような造成がなされ、その後造成面より掘り込まれ

たとみられる。

遺物出土状況土器45点(III群A類9点、Ⅳ群A類36点)、石器3点(Uフレイク1点、石核1点、敲

石1点)、礫・礫片13点が覆土から出土。 （福井）

掲載遺物

土器 2点図示した。いずれも覆土から出土したⅣ群A類。

1は3本組沈線による渦巻文様が施されるもの。 2は沈線が施される口縁部。なお、覆土の1点が

P-34のものと接合している （図Ⅳ－57-2)｡ (柳瀬）

石器 2点を図示した。石材は3が頁岩、 4が安山岩である。

3は石核である。不規則に打面と作業面を転移しているが、主に上下の打面から剥離している。

4は敲石である。鶏卵状の礫を素材とし、下端部に最も顕著でまとまった敲打痕がある。 （坂本）

時期縄文時代後期前葉で、人為的に埋められていることから土坑墓とみられる。 （福井）

P-68 (図Ⅳ－60．61、図版22･102)

位置 113規模(0_92/1.34)×((0.64)/(0.90))×1.11平面形態円形

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲の北東側に位置する。P 36より古い。SP-22と

の関係は判別できなかった。

確認・調査造成土掘り下げ後不整形の黒色土のまとまりとして確認はしていたが、 P-36と同一と

考えた。南側にベルトがあり長軸を基準にできなかったので、 P-36側をほぼ南北方向の線を基準に

半裁したところ、 2基の土坑が重複したものであることが判明した。 P 68はP 36調査後、南側の

ベルトに沿うように半裁した。

覆土土層1は、配石に伴う造成土が自然に流れ込んだもの。土層2より下位は人為堆積土とみられ

るが、土層2～7は黄褐色～褐灰色、土居10は黒色、土居11．12はロームブロックを主とする土層。

構造坑底はほぼ平坦で、円形を呈する。坑口は崩落のためか歪んだ隅丸方形を呈する。壁面は底部
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P-36の遺物
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にいくに従い広がるいわゆるフラスコ状土坑。構築前に周囲はⅦ層まで達するような造成がなされ、

その後造成面より掘り込まれたとみられる。

遺物出土状況覆土より土器（Ⅳ群A類） 24点、石器5点（フレイク1点、扁平打製石器3点、石皿

1点）が覆土中位から出土している。 （福井）

掲載遺物

石器3点を図示した。石材は全て安山岩である。

l～3は扁平打製石器である。裏面を覆い尽くすように加工している。 1は左側欠損部が、無名沢

側斜面出土の破片と接合している。接合破片部下面は幅の狭いすり面と加工稜線で構成され、使用開

始問もない段階で破損したと考えられる。接合部と本体部ではすり面に8mmほどの段差が生じてお

り、左側部欠損後も継続使用されたと理解できる。 2は両側縁をノッチ状に加工している。すり面は

断面・側面方向からみて、平坦且つ直線的である。すり面縁辺の小剥離は裏面側のみに観察される。

3は下面調整縁辺に部分的に小型すり面が認められる。器体破損などが原因し、使用頻度が低い段階

で廃棄された可能性がある。 （坂本）

時期縄文時代後期前葉、人為的に埋められていることから土坑墓とみられる。 （福井）

P-37 (図Ⅳ-61、図版20)

位置G･H14規模(0.92/0.92)×(0.87/0.83)×0.68平面形態円形

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲、中央付近に位置する。SP-153と重複し、これよ

り新しい。

確認・調査Ⅶ層上面で、ロームのまとまりとして検出した。西半部が15ラインのメインセクション

ベルトにかかっていたため、それに沿ってトレンチ調査を行い、土坑と確認した。メインセクション

ベルトをセクション面とし、半裁した。半裁の結果土坑墓と想定されたことから、セクション面で試

料を採取し、 リン酸・カルシウムの含有量に関する土壌理化学分析を行った（Ⅵ章2節)。

覆土若干の色調の違いがあるが、すべてローム主体で、埋め戻しである。遺構外の土層a～a''は、

遺構集中範囲内に分布する造成土である。

構造円形のフラスコ状土坑である。坑底はⅧ層中に構築され平坦｡立ち上がりは急で､壁はオーバー

ハングし、坑口付近は開く。埋土の状況から短時間で埋め戻されたと判断できること、上場・中場・

下場の形状がいずれもほぼ円形で、均整がとれていることから、崩落等はなく、構築時の形態を保っ

ているものと考えられる。周辺には造成土が分布し、 P-37はこの中位から掘り込まれている。

遺物出土状況出土していない。

時期掘り込み面と周辺の遺構・遺物の検出状況から、縄文時代後期前葉の遺構である。覆土が埋め

戻しであることから、土坑墓と考えられる。 （柳瀬）

P-38 (図Ⅳ-62)

位置 112規模(1.41/0.86)×(0.57/0.77)×0.41平面形態楕円形

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲の北東側に位置する。SP-59．60より古い。

確認・調査Ⅶ層上面で黒色土のまとまりとして確認。半裁法で調査した。

覆土土層1は他の土坑の掘上土とみられる土層。土層2 ． 3は配石に伴う造成土が自然に流れ込人

だもの。土層4 ． 7は褐色、土層5 ． 6は黒色の土居が堆積している。自然堆積と思われる。

構造平面形や掘り込みは明瞭ではない。
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倉知川右岸遺跡

遺物出土状況土器3点（Ⅲ群A類1点、Ⅳ群A類2点)、礫5点が覆土から出土。

時期縄文時代後期前葉の土坑とみられる。 (福井）

P-39 (図Ⅳ-62、図版75)

位置 J13･ 14規模(1.32/0.94)×(0.64/0.39)×0.19平面形態楕円形

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲の北東側に位置する。

確認・調査Ⅶ層上面で黒色土のまとまりとして確認。

覆土配石に伴う造成土が堆積しているが、堅く、人為堆積の可能性がある。

構造坑底はほぼ平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。

遺物出土状況覆土よりⅣ群A類の土器4点が出土している。 （福井）

掲載遺物

土器 1は覆土から出土したⅣ群A類である。 P-26･35から同一個体が出土している （図Ⅳ－54

3、同59－4） と同一個体。突起には箆状工具による刻みが加えられる。胴部には細い沈線が縦横に

描かれる。なお、覆土の1点がP-34のものと接合している （図Ⅳ－57 1)｡ (柳瀬）

時期縄文時代後期前葉の土坑とみられる。 （福井）

P-40 (図Ⅳ－62．63、図版20．75･100)

位置 112規模(1.04/0.91)×(1.00/0.88)×0.73平面形態円形

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲の北東側に位置する。

確認・調査Vb層調査時に黒色土のまとまりとして確認。半裁法で調査。

覆土土居1は軽石粒を含み、配石に伴う造成土と類似しており自然堆積とみられる。土層2は黄褐

色の土層がU字形を描くように堆積し、土坑埋積時に散布したものとみられる。土層3以下はローム

ブロックの混入などから人為堆積土とみられる。

構造坑底はほぼ平坦で、円形を呈する。坑口もほぼ円形。壁はほぼ垂直に立ち上がる。

遺物出土状況土器246点（ⅡI群A類19点、Ⅳ群A類227点)、石器9点（スクレイパー1点、フレイク

7点、台石・石皿1点)、礫15点が覆土から出土している。いずれも覆土中位からの出土。特に土器は

土層2から多く出土している。 （福井）

掲載遺物

土器 5点図示した。いずれも覆土から出土したⅣ群A類。

1 ． 2は渦巻状の沈線が施されるもの。 1は壺形土器の肩部。 2は3本組沈線による渦巻状文様が

施される。 3 ． 4は口縁～頸部にのみ沈線が施されるもの。 3は、横環する2段の3本組沈線の問に、

短い縦位の3本組沈線が加えられる。沈線は太い。 4は同一個体片が多く出土したが、破片の磨耗が

著しく接合できなかった。頚部に平行沈線とそれを縦断する蛇行沈線が描かれる。全面に横走気味の

縄文が施される。 5は縄文のみのもの。覆土の1点と周辺包含層のものとが接合した。折り返し口縁

で、縄文は折り返し部より下位に施される。突起は上端が平坦に整形され、 8の字状貼付が剥落した

痕跡がある。複節縄文が斜行～横走気味に不規則に施される。 （柳瀬）

石器 6はスクレイパーである。石材は頁岩である。素材は背面が平坦で腹面が膨らみを持つ剥片で

ある。腹面側末端部を調整し、外湾形を呈す鋭利な縁辺を作出している。背面側縁辺の中央部には小

剥離がまとまって認められる。 （坂本）

時期縄文時代後期前葉で、人為的に埋められていることから土坑墓とみられる。 （福井）
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倉知川右岸遺跡

P-41 (図Ⅳ-64)

位置E21規模(1.02/0.85)×(0.51/0.43)×0.10平面形態楕円形

立地地形調査区やや南側緩斜面上のH－6付近に位置する。

確認・調査Ⅶ層を調査中、黒色土の細長いプランを検出した。半裁の結果、厚さ5cmほどの黒色土

の落ち込みであるとわかった。底は平坦で、人為的な土坑と判断した。

覆土v層主体のl層。

遺物出土状況坑底から炭化物と土器（ⅡI群A類) 1点、礫1点が出土した。焼土等は検出しておら

ず、 この場で焼けたものではないと考えられる。

時期周辺の遺構・遺物より、縄文時代中期前半～後期前葉と考えられる。 （新家）

P-42 (図Ⅳ-64)

位置L32規模(0.84/0.54)×(0.72/0.33)×0.30平面形態楕円形

立地地形調査区ほぼ中央の緩斜面上に位置する。

確認・調査Ⅶ層調査後、Ⅷ層上面に黒色土の円形プランが検出された。半裁し、断面を観察したと

ころ、Ⅷ層が20～30cm程掘り込まれているのが確認できた。

覆土 2層に分層した。黒色土主体の1層にⅥ．Ⅶ層起源の2層が若干混在する。

遺物出土していない。

時期・性格周辺に遺構はないので明らかではないが、周囲の包含層出土の遺物から、縄文時代中期

前半～後期前葉の可能性がある。 （新家）

P-43 (図Ⅳ－64･65、図版20．44･75．100)

位置E19･20規模((1.68)/(1.51))×(1.60/1.34)×0.24平面形態円形

立地地形調査区ほぼ中央の緩斜面上、H－5の北に位置する。北側の一部が攪乱を受けている。

確認・調査Ⅶ層調査中､大きな礫が3点まとまって出土し、その周辺に径1.5m程の円形のプランも

検出された。礫が断面にかかるように半裁し、断面を観察。底が平坦で壁の立ち上がりが明瞭な人為

的な掘り込みであると判断した。

覆土黒色土主体のl層。Ⅷ層を10cmほど掘り下げている。

遺物出土状況土器は覆土から27点、坑底から8点出土している。全てⅢ群A類である。覆土中、土

坑内東南寄りで、大礫1点と石皿2点が重なって出土した。 （新家）

掲載遺物

土器 4点図示した。 3 ． 4は床面から、 1 ． 2は覆土から出土したもので、他遺構や包含層と接合

したものもある。いずれもIII群A－3類。

2は魚骨回転文が施されるもの。覆土から出土した2点と周辺包含層のものとが接合した（図V－

2 下段)。同一個体で未接合の破片は30mほどのやや広範囲から出土している。胴部中ほどが張り出

し、頸部がややくびれる深鉢。外面に張り出す棒状の突起をもち、縦位の魚骨圧痕が加えられる。口

唇は角形で、端部に細い沈線様の文様が加えられる。魚骨の回転による可能性もある。図右は接合し

ない口縁部破片で、片口状の凹みをもつ。口唇直下から底部付近までニシンタイプの魚骨回転文が施

される。 1 ． 3は縄文のみのもの。 1は突起部に楕円形の環状貼付が加えられ、貼付上にも縄文が施

される。 3は突起が剥落した口縁部。 1 ･ 3ともに口唇は外傾する切出状で、縄による斜位の刻みが

加えられ、胴部には斜行縄文が施される。 4は坑底から出土した1点と、 P-47覆土および周辺包含
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1V遺構と遺構出土の遺物

層のものが接合した。沈線による文様が施されるもの。突起の形状に沿って細い粘土紐が外・内面に

貼付され、突起下には横位の隆起帯が加えられる。口唇は外傾する切出状で撚糸による斜位の刻みが

施され、突起の両脇および突起間の中間点に、撚糸の圧痕が加えられた縦位の貼付が2～3本組で加

えられる。胴部には主に3本組沈線による直線的な文様が施される。地文はLR斜行縄文で､部分的に

RL斜行縄文がみられる。 （柳瀬）

石器 5は石皿である。石材は安山岩である。素材礫の平坦面に、すり面と敲打痕が観察される。周

囲は打ち欠き整形されている。すり面は、平坦面中央部付近に平滑化した顕著な範囲が認められ、そ

の周囲に比較的軽微なものが広がる。敲打痕は下部左側に主にまとまっている。 （坂本）

時期出土遺物から縄文時代中期前半と考えられる。 （新家）

P-44 (図Ⅳ-66、図版20．76．101)

位置C20規模(1.37/1.11)×(1.28/1.09)×0.33平面形態円形

立地地形調査区ほぼ中央の緩斜面上、調査区外付近のH 5とH－6の間に位置する。

確認・調査Ⅷ層調査中、黒色土の円形プランを検出した。半裁して断面を観察した結果、底が平坦

で両脇の立ち上がりが明瞭な土坑であると判断した。

覆土 2層に分層した。いずれも黒色土主体である。覆土とV層が似ており、 V層中での遺構の確認

ができなかったが、掘り込み面はV層中であったと考えられる。Ⅷ層を10cmほど掘り下げている。

遣物出土状況土器27点（Ⅲ群A類26点、Ⅳ群A類1点） と台石・石皿1点が出土している。Ⅲ群A

類土器は覆土と坑底から出土している。台石・石皿は「覆土2」から出土している。 （新家）

掲載遺物

土器 2点図示した。1は坑底と覆土のものが接合したIII群A－2類､2は覆土から出土したⅢ群A－

3類。 1は馬蹄形圧痕が加えられるもの。口唇は丸みをもつ切出状で撚糸圧痕が加えられる。口縁部

には無文地に撚糸圧痕と馬蹄形圧痕が施され、撚糸圧痕が加えられる貼付帯で区画される。 2は丸形

の口唇に縄による斜位の刻みが加えられる。胴部は縄文地に3本組の平行沈線が施される。 （柳瀬）

石器 3は台石・石皿である。石材は安山岩である。器体を大きく欠損している。扁平礫の平坦面に、

散発的な敲打痕と軽微なすり面が広がっている。 （坂本）

時期出土遺物から縄文時代中期前半と考えられる。 （新家）

P-45 (図Ⅳ 66)

位置 J13･14規模((1.30)/1.22)×(0.64/0.59)×0.22平面形態楕円形

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲の北東側に位置する。

確認・調査Ⅶ層上面で黒色土のまとまりとして確認。

覆土配石に伴う造成土が堆積しているが、堅く、人為堆積土の可能性がある。

構造坑底はほぼ平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。

遺物出土状況遺物は出土していない。

時期P-39と構造が類似しており、縄文時代後期前葉の土坑とみられる。 (福井）

P-46 (図Ⅳ-67、図版76)

位置 J14規模((0.84)×(0.74))×(0.69/0.64)×0.21平面形態楕円形

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲の北東側に位置する。

Z4I



倉知川右岸遺跡

P-44 」
臣

~ｇ・
品
・
く

～

日
一

禧
●
▲
■

り甦
○
△
□

鐸
醸
礫

1
_L

ID21

藝’
0 1m

B B' 80.20,~~

U

○ ○○ ○

.~8 -ニン
P－44

｜ ’ 土色 ｜土性L粘り｜堅電度’ 混入物 その他
’ 1 1 黒 l 10YR2/1 1埋土｜ 中 ’ 堅 ｜

’ 2 1 黒 ’ 10YR1.7/1 1砂壌土｜ 中’ 堅 ’

蕊潟 ~

§鐵熱
署署擬ツ

0 10cm
1 1

、

~

P-45

-h,!

嵐
0 10cm

｜ ，

柚、手鈎入狸盛牽亟Ｌ岻社十任十

５
１

４Ｐ

A A’ 77.00m

1 I

〈
、

0 1m
’ 1 1

図Ⅳ－66 P-44･45

/42

1

３

開褐

褐灰

鳳褐

10YR3／1

10YR4/1

10YR3／1

埋土

“土|弱
填土

弱

弱

すこぶる

堅

すこぶる

ーｸｺ､

聖

パミス極小･小15％

パミス極小･小5％、ロームプロック

20％

パミス極ﾉ|､･小3％、ロームブロック
5％

~



1V遺構と遺構出土の遺物

P-46

霧
Jl5他と接合

0 1m
+k!'

＝

P－46

その

1

2 1灰昔褐I 10YR4/2 1埴埴土｜弱’ 堅 ｜ロームフロツク40％

／ 1
0 10cm

P-47
Ｅ
（
〕
ｑ
房
・
く ’

七

割筆’ 菖含≧
0 1m

図Ⅳ－67 P-46･47
Z43

土色 1土性I粘り｜堅密

鼠I10YR1－7／1 1埴埋土I弱’ 軟 ｜バミス極小･小7暁



倉知川右岸遺跡

確認・調査Ⅶ層上面で黒色土のまとまりとして確認。

覆土配石に伴う造成土と類似した土層が堆積しているが、 しまりが弱く、自然堆積か人為堆積かは
判別できなかった。

構造坑底はほぼ平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。

遺物出土状況土器23点（Ⅲ群A類21点、Ⅳ群A類2点)、石器2点（フレイク）が覆土から出土して

いる。 （福井）

掲載遺物

土器 2点図示した。いずれも覆土から出土したIII群A－2類で、周辺包含層と接合している。

1は主に撚糸圧痕による文様が施される。突起の頂部には三角形の環状貼付とその内側に撚糸圧痕

が加えられ、そこから粘土紐の貼付が垂下する。丸みをもつ切出状の口唇から胴部にかけて撚糸圧痕

が矢羽状に施されており、横環する貼付帯で区画される。文様帯内に横位に施される貼付には馬蹄形

圧痕が、他の貼付には撚糸圧痕が加えられる。 2は結束羽状縄文のみが施される。肥厚し外傾する口

唇には縄の縦位の刻みが加えられる。 （柳瀬）

時期縄文時代中期前葉の土坑とみられる。 （福井）

P-47 (図Ⅳ-67)

位置E･F24･25規模(2.66/2.18)×(2.16/2.14)×0.46平面形態不整円形

立地地形調査区南東側、尾根部分の遺構集中区西端に位置する。

確認・調査調査区F25でVb層調査中､軽石の混入した黒褐色土のまとまりを検出した｡25ラインに

沿ってベルトを設定しトレンチ調査をおこない、坑底と壁の立ち上がりを確認した。

覆土黒褐色土、暗褐色土、黒色土の3層に分層され、 Vb層の流入による自然堆積である。

構造坑底はⅦ層下位に造られ、北側にやや傾斜している。壁は急斜度で立ち上がる。

遣物出土状況覆土よりⅢ群A類1点が出土している。なお、覆土の1点がP-43のものと接合して

いる （図Ⅳ－65－4）。

時期周辺の遺構より縄文時代中期前半と考えられる。 （菊池）

P-48 (図Ⅳ 68、図版76)

位置H14規模(1.08/0.70)×(0.85/0.51)×0.25平面形態楕円形

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲、中央付近に位置する。 P-49と近接し、直接の

重複関係はないが、検出状況の観察からP-49より新しいと判断した。

確認・調査Ⅶ層上面付近で黒褐色土のまとまりとして、 P-49とともに検出。土坑と想定し、 P-

49との新旧関係を確認後、半裁して確認した。

覆土全般にVb層主体で、Ko-gが多く混入する。周辺に分布する造成土の流れ込みと思われ、自然

堆積である。

構造楕円形で皿状の土坑。坑底はⅧ層中に構築され、平坦。立ち上がりは緩やかで、壁は開く。

遺物出土状況覆土から土器が3点(III群A類1点、Ⅳ群A類2点）出土している。

掲載遺物

土器 1は覆土から出土したⅣ群A類。横走気味の縄文が施される。

時期出土遺物から、縄文時代後期前葉の遺構と考えられる。 （柳瀬）
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P-49 (図Ⅳ－68．69、図版20･76)

位置G･H14規模(1.24/1.25)×(1.03/1.23)×0.77平面形態円形

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲、中央付近南寄りに位置する。 P-48と近接し、

検出状況の観察からP-48より古いものと判断した。

確認・調査Ⅶ層上面で、主に黒～灰黄褐色土のまとまりとして、 P-48とともに検出した。土坑と

想定して半蔵し、確認した。

覆土土居1は造成土に類似する。覆土の上位の土層2～4はローム主体あるいはロームが多く混入

するためやや明るい色調を呈し、覆土の中位の土層5は黒色でロームブロックを含む。覆土の下位の

土居6 ． 7は坑底付近のローム主体の土居で、その差異は黒色土とロームの比率の差のみである。土

層1は流れ込み、土層2以下は埋め戻された土層と考えられる。遺物の取り上げ層位は、 「覆土」 （土

層l～4）、 「覆土5」 （土層5）である。

構造ほぼ円形のフラスコ状土坑。坑底はⅧ層中に構築され平坦。立ち上がりは丸みをもつ部分と、

急な部分がある。壁はオーバーハングし、坑口付近は開く。坑口ではやや楕円形を呈するが、坑口と

壁の屈曲部の形態が対応していることから、構築時の形態をほぼ保持しているものと思われる。

遺物出土状況土器5点（Ⅲ群A類1点、Ⅳ群A類4点)、石器1点（スクレイパー)、礫3点、計9

点出土している。いずれも土居5より上位から出土した。埋め戻し時の混入と思われる。

掲載遺物

土器 2点図示した。 lは覆土と包含層が接合したIII群A－2類、 2は覆土から出土したⅣ群A類。

lは覆土の1点と、30mほど離れた包含層M13区周辺の破片が接合した。2/3以上の破片が残存し、接

合した。撚糸圧痕の加えられる粘土紐と、それに沿った撚糸圧痕、および馬蹄形圧痕が施される。 2

は覆土から出土したⅣ群A類。無文の底部付近。 （柳瀬）

石器 3はスクレイパーである。石材は頁岩である。背面側右側縁にやや軽微な調整が認められる。

（坂本）

時期出土遺物から、縄文時代後期前葉の遺構である。土坑墓と考えられる。 （柳瀬）

P-50 (図Ⅳ-68)

位置H14規模(0.78/0.71)×(0.67/0.64)×0.24平面形態やや不整な卵形

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲、やや東寄りに位置する。SP-28･135･170と重

複する。SP-28より古く、SP-135･170との新旧関係は不明である。

確認・調査Ⅶ層上面で主に黒褐色土のまとまりとして、SP-28とともに検出した。当初1基の土坑

と想定し半蔵したところ、SP-28と重複し、 これより古い土坑と確認した。

覆土ロームやKo-gを多く含む土層1 ･3．4と、 Vb層に類似する土居2からなる。層界が不規則

なため、埋め戻しの可能性がある。

構造不整卵形を呈する、竪穴状の土坑。坑底はⅧ層中に構築され、平坦。立ち上がりは急で直角に

近く、壁は垂直に近い。

遺物出土状況覆土からⅣ群A類土器3点が出土している。

時期出土遣物から、縄文時代後期前葉の遺構と考えられる。 （柳瀬）

P-51 (図Ⅳ-70～72、図版21．76･101)

位置H12．13規模(1.04/1.36)×(1.02/1.26)×1.77 (坑底ピットを含め1.84)
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P-49の遺物 ／

図Ⅳ－69 P-49 (2)
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平面形態隅丸長方形

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲､南東側に位置する。SP-29･199と重複し、新旧

関係は不明。

確認・調査Va層調査後の造成土の上面で､黒色土のまとまりとして検出し、土坑と想定した。北半

が、 Iラインに沿って設定したメインセクションベルトにかかっていたため、 これに沿って土坑のセ

クシヨンラインを設定し、平面形を確認するため南半を平面的に掘り下げた。周辺には造成土が厚く

堆積しており、 これをほぼ掘りきったⅧ層上面付近で平面形を確認した。半裁して南半の覆土を掘り

下げたところ、坑口は狭く、深さが1.5m近くあり、作業が困難であった。そのため、南半部の坑口の

平面形､遺物出土状況､および重複するSP-29の記録をとった後､南半部を広げる形で0.8×1.4mほ

どの作業用のトレンチを設定した。トレンチの深さはⅨa層であるNgの軽石層上面とした。トレンチ

の底としたⅨa層上面でロームの平面形が確認され、覆土には混入物を含まないロームの土層力§存在

することを確認した。

半裁した段階で、土坑墓であることが想定されたため、セクション面で試料を採取し、 リン酸・カ

ルシウムの含有量に関する土壌理化学分析を行った（Ⅵ章2節)。試料採取後、北半部のメインセク

ションベルト部分を南半部と同レベルまで掘り下げた後、北半部覆土を掘り下げた。土層15上面で不

明瞭な焼土を検出した。焼土周辺では肉眼で焼骨片が確認できたため、土壌ごと採取してフローテー

ション処理を行ったところ、多数の炭化材片と、烏類・魚類の焼骨片が検出された（Ⅵ章2節、Ⅶ章

5節)。 また、 この炭化材を試料として放射性炭素年代測定を行った（Ⅵ章1節)。坑底から、小ピッ

ト状の窪みが検出された。

覆土23層に分層した。大きく以下のように分けられる。

①土居1～3 造成土に類似した土層。流れ込みの可能性がある。

②土層4 ． 5 混入物の多い黒褐色～暗褐色土。

③土層6～8 主にローム主体で、縦方向に堆積する土居。

④土層9～12･15･ 16･ 18･20混入物の多い黒～黒褐色土。土層9と土層12は同一内容。

⑤土居13･14･17．19混入物を含まないKo-gおよびローム。

⑥土層21～23坑底付近を覆うロームおよびNg火山灰主体層。

②～⑤では､混入物の多い黒～黒褐色の土層と､混入物を含まないロームやKo-gの層が互層をなし

ており、埋め戻しと考えられる。

土層14．17は混入物を含まないロームである。Ⅸ層を掘り込んでいる部分では明瞭に確認できるが、

Ⅷ層を掘り込んでいる部分では、わずかに遺構覆土のほうがしまりが弱い程度の差異しかなく、ほと

んど区別できない。また、土居15上面の焼土は他から持ち込まれたものと推測される。

なお、遺物の取り上げ層位は、 「覆土1」 （土層l～3）、 「覆土2」 （土居4 ． 5）、 「覆土3」 （土層

7 ． 8）、 「覆土4」 （土層9以下）である。

構造隅丸長方形のフラスコ状土坑である。坑底は、Ⅷ層およびⅨa層を掘り抜き、Ⅸb層中に構築さ

れている。Ⅸb層が火山灰層であるためやや不安定だが、非常に平坦である。立ち上がりは急で、壁

はオーバーハングし、坑口付近でやや開く。坑口は不整な隅丸長方形で、東側は崩落した可能性があ

る。坑底で小ピット状の窪みが検出された。覆土は土坑自体の覆土から続くものであったため、柱穴

などではなく、土坑と同時に埋められたものと考えられる。また、土層14･ 15'は壁に貼り付くように

堆積している混入物を含まないロームであること、 これらに続く15層上面から焼土が検出されたこと

から、埋め戻しの過程で意図的に、土層14を壁、土層15上面を坑底とする土坑状の形態に整形された
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可能性がある。 これを想定した場合の平面図を図IV-70上段右端に示した。

遺物出土状況土器101点（Ⅲ群A類13点、Ⅳ群A類88点)、石器10点（石錬1点、スクレイパー1点、

Rフレイク1点、 フレイク4点、敲石1点、台石・石皿2点)、礫・礫片18点、計129点が覆土から出

土している。台石・石皿と礫の一部以外は埋め戻し時の混入と思われる。人頭大程度の礫は、主に土

層10～17から出土している。 また11の石皿は、土坑上部の壁際から、使用面を内側に向け、壁に立て

かけられたような状態で出土した。埋め戻しの過程で形成された「土坑」に伴う可能性がある。

掲載遺物

土器 6点図示した。いずれも覆土から出土したもので､包含層と接合したものもある。 1はⅢ群A

2類、 2～6はⅣ群A類。

1は突起部の破片で、つまみ状の貼付と貫通孔が施される。丸形の口唇直下に沿うように粘土紐が

貼付され、口唇端部から粘土紐にかけて斜位・波状の貼付が加えられる。突起下に粘土紐と撚糸圧痕

による文様が施されるようである。貼付には撚糸圧痕が加えられる。周辺包含層から突起部を含む未

接合破片が多く出土している。

2～4は沈線が施されるもの。 2は覆土から出土した1点と主に周辺包含層のものとが接合した。

30mほど離れた包含層P9 ･11区のものとも接合している。折り返し口縁で、折り返し部に沈線が加

えられる。口唇は角形、突起には縦位の棒状貼付が加えられる。文様は2本組の沈線で描かれ、突起

から垂下する沈線間が弧状の沈線で結ばれる。 3は覆土から出土した1点と主に周辺包含層が接合し

た。 25mほど離れた包含層N12区のものとも接合しており、同一個体であるが未接合の破片はさらに

広範囲から出土している。壺形土器の口縁部と胴部。無文地に、横位に展開する波状沈線が描かれる。

4は口縁部付近で、縄文地に縦位の蛇行沈線が描かれる。 5は口縁部で、縄文地に並行沈線とそれを

縦断する蛇行沈線が描かれ、斜位の平行沈線もみられる。 6は無文の鉢形土器。口縁がやや内湾する。

（柳瀬）

石器 5点を図示した。出土層位は7が「覆土2」、 8 ･10が「覆土5｣、 9が「覆土4」、 l1が「覆土

3」である。石材は7～9が頁岩、 10． 11が安山岩である。

7は石鍼である。三角形有茎で、カエシが明瞭である。

8はスクレイパーである。背面側両側縁にやや不規則な調整を加えている。腹面側左側縁には部分

的に剥離が認められ、側縁は不整な波形となっている。

9はRフレイクである。背腹両面の側面と打面側に粗い剥離が認められる。石核の可能性もある。

10は敲石である。楕円形礫の長軸両端に敲打痕が観察される。

11は台石・石皿である。扁平礫の平坦面に浅く凹んだ楕円形すり面が観察される。すり面は左側縁

に近接し、すり面の側縁側は緩やかに縁辺に続き、反対の中央部側は、比較的明瞭な立ち上がりをみ

せる。すり面長軸は左側縁に対しおおむね直交方向である。 （坂本）

時期出土遺物から縄文時代後期前葉覆土が埋め戻しであることなどから土坑墓と考えられる。覆

土の状況から、埋め戻す際に再び土坑として整形された可能性がある。なお、土層15上面の焼土から

採取した炭化物を試料とした放射性炭素年代測定では、補正年代で3630±40yBPの値が得られた。

（柳瀬）

P-52 (図Ⅳ-72)

位置H13規模(0.65/0.57)×(0.50/0.35)×0.13平面形態楕円形

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲、中央付近南側に位置する。SP-27と重複し、こ
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1V遺構と遺構出土の遺物

れより古い。

確認．調査Ⅶ層上面で､黒褐色土のまとまりとしてSP-27とともに検出した。当初1基の土坑と想

定し半裁したところ、SP-17に切られる土坑と確認した。

覆土Vb層に類似しており、自然堆積と思われる。

構造楕円形の皿状の土坑。坑底はⅧ層をわずかに掘り込んで構築されており平坦。立ち上がりは緩

やかで、壁は開く。

遺物出土状況出土していない。

時期周辺の遺構・遺物の検出状況から、縄文時代後期前葉の可能性がある。 （柳瀬）

P-53 (図Ⅳ－72･73、図版21･45．76･101)

位置G13･14規模(0.98/0.83)×(0.85/0.79)×0.50平面形態楕円形

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲、西寄り南端に位置する。

確認・調査Ⅶ～Ⅷ層上面で、ローム・焼土層を含む黒褐色土のまとまりとして検出。黒褐色土範囲

の北側際には、扁平な円形の礫が立っていた。土坑を想定して半裁し、土坑と確認した。断面の記録

後、完掘作業中に立石の下位付近で、セクション面では見られなかった混入物を含まない土層8が検

出された。遺体層の可能性を想定し、試料を採取してリン酸・カルシウム含有量に関する土壌理化学

分析を行った（Ⅵ章2節)。さらに、 この黒色土の下位で、坑底上に純粋なKo-gが検出された。榿色

を意識し、意図的に置かれたものと考えられる。

覆土 9層に分層した。土層1は流れ込みの可能性があるが、土層2以下は埋め戻しと考えられる。

主に黒褐色土からなり、断面図B－B'では混入物の多い土層と少ない土居が互層をなしている。上層

では焼土・ロームがそれぞれ層状に堆積している｡焼土はKo-g主体層が焼けたもので、これに覆われ

て出土した土器底部が二次焼成を受けていないことから､他から持ち込まれたものと考えられる。ロー

ムは白色味が強く、Ⅷ層とは異なるものと推測される。いずれも意図的に堆積されたものと考えられ

る。遺物の取り上げ層位は、 「覆土1」 （土居1)、 「覆土2」 （土層2)、 「覆土3」 （土層3)、 「覆土4」

(土居5以下)である。なお、焼土層を採取しフローテーション処理を行ったところ、多数の炭化材片

とサケと思われる椎骨片が検出された(Ⅵ章2節、Ⅶ章5節)。 またこの炭化材を試料として、放射性

炭素年代測定を行った(VI章1節)。

構造楕円形を呈し、坑口に立石を伴うフラスコ状土坑。坑底はⅧ層中に構築され、やや丸みがある。

立ち上がりは緩やかで丸みがある部分が多く、壁はおおむねオーバーハングし、坑口付近で開く。全

体に不均整な形態である。北側に浅い張り出しが検出され、立石を設置するためのものと推測される。

立石は張り出しの西側に沿うように設置される。

遺物出土状況土器70点（Ⅲ群A類1点、Ⅳ群A類69点)、石器10点（スクレイパー1点、Rフレイク

2点、フレイク5点、砥石1点、台石・石皿1点)、礫7点、計87点が覆土から出土した。Ⅳ群A類土

器のうち26点は底部付近のみの1個体（図Ⅳ－73－2）で、土層3上層から、焼土である土層2に覆

われて出土した。スクレイパー（同3） ・砥石（同4） ・礫の1点は土居7から出土した。立石には台

石・石皿を用いている。

掲載遺物

土器 2点図示した。いずれも覆土から出土したⅣ群A類。 1は櫛歯状沈線が施されるもの。 2は底

部付近のみ。焼土に覆われて出土したものだが、二次焼成は認められない。 （柳瀬）

石器 3点を図示した。石材は3が頁岩、 4が砂岩、 5が安山岩である。
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1V遺構と遺構出土の遺物

3はスクレイパーである。右側縁平面は外湾形を呈する。調整縁辺は鋭利である。背面の右側縁お

よび腹面の両側縁に光沢が観察される。光沢は右側縁中央部付近に顕著である。背面側の光沢は、調

整剥離面の外側に認められる。

4は砥石である。正面側は縦方向に走る線状痕・条痕が連なっており、中央部付近が最も凹んでい

る。裏面側は平坦なすり面で、左側縁付近には顕著に平滑化した範囲が認められる。

5は台石・石皿である。扁平礫のやや膨らみを有す平面に、顕著な敲打痕がまとまって認められる。

敲打痕は素材の平面部をほとんど覆う。 （坂本）

時期出土遺物から、縄文時代後期前葉の遺構である。立石を伴うこと、覆土が埋め戻しであること

と遺物の出土状況から、土坑墓と考えられる。なお、覆土上位の焼土から採取した炭化物を試料とし

た放射性炭素年代測定では、補正年代で3550±40yBPの値が得られた。 （柳瀬）

P-54 (図Ⅳ-74、図版22･76．102)

位置F13． 14規模(1.14/0.98)×(1.06/0.69)×0.66平面形態楕円形

立地地形無名の沢に続く急斜面の縁に位置する。

確認･調査F13区Ⅷ層上面で、F14区に続く黒色土のまとまりを検出した。F13． 14区の境界に沿っ

てトレンチ調査を行ったところ、検出時の黒色土範囲よりも小さい土坑と確認した。 トレンチに沿っ

たベルトを設定し、平面形の確認のためF14区を掘り下げたのち、半裁して調査を行った。

覆土主に混入物の多い黒色～暗褐色土からなり、Ko-gやローム主体層が部分的に見られる。埋め戻

しと考えられる。 a～dはいずれもVb層よりKo-gやロームを多く含んでおり、斜面堆積あるいは遺

構掘上土などの二次堆積と考えられる。遺構集中範囲で見られる「造成土」 とは分布が離れているこ

とから、別の堆積物と考えられる。

構造竪穴状の土坑。坑底はⅧ層中に構築されており、丸みを帯びる。立ち上がりは、東側はやや急、

西側はやや緩やか。壁はやや開くが、西側ではオーバーハングする部分がある。周辺に見られる二次

堆積土を切って構築されている。

遺物出土状況土器31点（Ⅲ群A類27点、Ⅳ群A類4点)、石器1点（スクレイパー)、礫2点、計34

点出土した。坑底から出土した礫2点以外は、覆土から出土したものである。坑底の礫2点は、被熱

して赤化していた。

掲載遺物

土器 2点図示した。いずれも覆土から出土したⅢ群A類。 1は底部近くの破片。上半に斜行縄文が

施される。 2は張り出しの強い底部破片。 （柳瀬）

石器 3はスクレイパーである。石材は頁岩である。調整縁辺は鋭利で、平面・側面形は直線的であ

る。腹面側に微細剥離が不連続的に観察される。 （坂本）

時期覆土から出土した遺物から、縄文時代後期前葉の可能性があるが、Ⅳ群A類土器のうち3点ま

でが覆土上面付近からの出土であり、縄文時代中期前半の可能性もある。 （柳瀬）

P-55 (図Ⅳ-74、図版77)

位置 114規模(0.83/0.64)×(0.72/0.57)×0.51平面形態楕円形

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲の北東側に位置する。SP-76との関係不明。

確認・調査Vb'層調査時に黒色土のまとまりとして確認。配石遺構の精査用に設定したベルトにか

かっていたので、それに沿って半裁した。
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1V遺構と遺構出土の遺物

覆土配石に伴う造成土の下位に、黒色のしまりの弱い土層が堆積していた。

構造坑底はほぼ平坦で、壁は曲線を描きながら立ち上がる。

遺物出土状況Vb層よりⅢ群A類の土器1点が出土している。 （福井）

掲載遺物

土器 lはVb層から出土したⅢ群A 2類。突起部の破片で、貫通孔、撚糸圧痕の加えられる粘土

紐・円形貼付、竹管状工具の刺突が施される。 （柳瀬）

時期出土した遺物は縄文時代中期前半だが、周囲の遺構の時期から後期前葉の土坑とみられる。

（福井）

P-56 (図Ⅳ-75)

位置 J13規模(1.02/0.41)×(0.75/0.27)×0.41平面形態楕円形

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲の北東側に位置する。SP-69との新旧関係は捉え

られなかった。

確認・調査Ⅵ層上面で黒色土のまとまりとして確認。配石遺構の精査用に設定したベルトにかかっ

ていたので、それに沿って半裁した。

覆土土居1 ． 2 ． 5は配石に伴う造成土に類似する。土層3及び土層4の上部にはロームブロック

が見られ、その下位は堅く、人為堆積の可能性がある。

構造小柱穴状の掘り込みと浅皿状の掘り込みからなる。

遺物出土状況覆土より礫が1点出土している。

時期周囲の遺構の遺物から縄文時代後期前葉の土坑とみられる。 （福井）

P-57 (図Ⅳ-75)

位置G14規模((0.81)/0.40)×(0.92/0.26)×0.44平面形態円形

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲、中央付近南寄りに位置する。

確認・調査Ⅶ層上面で、黒～黒褐色土の不明瞭なまとまりとして検出。土坑を想定して、セクショ

ン面を設定した後、南半部を10clnほど掘り下げて平面形を確認した後、半裁した。

覆土主にKo-gが多く混入する黒～褐色土からなる。ほぼ純粋なKo-gからなる土居4が上位にあ

ることから、埋め戻しと考えられる。

構造椀状の土坑。坑底はⅧ層中に構築され小さく平坦。立ち上がりは緩やかで、壁は直線的な部分

が多く、開く。東側にやや段がある。南半部は掘り下げてあるが、本来的には坑口も円形を呈するも

のと考えられる。

遺物出土状況出土していない。

時期周辺の遺構・遺物の検出状況から、縄文時代後期前葉の可能性がある。 （柳瀬）

P-58 (図Ⅳ-75)

位置H13規模(1.10/1.04)×(0.97/0.89)×0.21平面形態楕円形

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲、南東寄りに位置する。

確認・調査造成土調査後のⅧ層上面で、黄褐色土のまとまりとして、隣接するP-77などとともに

検出した。土坑と想定して半裁したところ、地形に沿って傾斜する坑底を検出した。Ⅷ層との境界が

明瞭であること、覆土が基本土居とは異なることから、土坑と判断した。
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1V遺構と遺構出土の遺物

覆土ローム主体で、埋め戻しと考えられる。

構造坑底はⅧ層中に構築され、やや傾斜するが平坦。立ち上がりは急で、壁はやや開く。

遺物出土状況覆土から、土器7点(III群A類3点、Ⅳ群A類4点）が出土している。

時期覆士出十の遺物と、周辺の遺構・遺物の検出状況から、縄文時代後期前葉の可能性がある。

（柳瀬）

P-59 (図Ⅳ-75、図版22)

位置F16･17規模(0.99/0.60)×(0.98/0.79)×0.54平面形態円形

立地地形調査区南東側、無名の沢に続く急斜面の際に立地する。斜面際遺構集中範囲の西端に位置

している。 P-22･27･28， F－6が隣接する。

確認・調査調査区F16のⅦ層上面精査時に、暗褐色～黒褐色の円形のまとまりを検出した。半裁掘

削により、覆土堆積状況を確認して掘り下げた。坑底を検出し土坑であることを確認した。南側では

構築面の一部を確認することができた。

覆土 8層に分層した。①～③の堆積単位にまとめられる。

①上位の堆積。黒色土1 ･ 2層で構成される。自然堆積土と捉えられる。

②中位～下位の堆積｡暗褐色土Ko-g主体の3層と、黒褐色土4～6層で構成される。前者は壁など

の崩落土、後者は人為的投げ込み土と捉えられ、投げ込みは3層を間に挟み、複数回おこなわれ

たと考えられる。

③下位、壁際の層。 7 ． 8層で構成される。坑底直上の壁際を巡るように分布する。壁崩落土、 も

しくは人為的に設置された可能性がある。

覆土の堆積過程は、次のように理解できる。坑底壁際にローム主体土が設置される、 もしくは、壁

が全体的に崩落する。人為的投げ込み土が複数回に渡り堆積する。その後、流入土などの自然堆積に

より土坑が埋没する。

構造フラスコ状土坑である。坑底は、ほぼ水平、平坦に作られている。壁は垂直もしくは急角度で

立ち上がり、部分的にオーバーハングする。本来は壁全体がオーバーハングしていた可能性がある。

遺物出土状況遺物は出土していない。

時期構築面から縄文時代中～後期に作られたと推測される。焼土F－6より古いと判断できる。

（坂本）

P-60 (図Ⅳ-76)

位置F16規模(1.26/0.84)×(0.76/0.52)×0.26平面形態楕円形

立地地形調査区南東側、無名の沢に続く急斜面の際に立地する。斜面際遺構集中範囲の西側に位置

している。 P-61･62･74、 S 4が隣接し、 P-61とは切り合い関係を有する。

確認・調査調査区F16のVb層掘削中に黒褐色～暗褐色の不整形プランを検出した。プランの長軸

にベルトを設定し、Ⅷ層まで周囲を掘り下げ、複数の円形・楕円形プランを検出した。各プランに必

要なベルトを補い、ベルト部分を残して掘削をおこなった。結果、土坑4基(P 60～62．74) を確

認した。内、東側に位置する楕円形の土坑をP-60として認定した。

覆土 9層に分層した。図Ⅳ-76上段の土層断面図1のl～5層と、土層断面図3の1～5層がP-

60覆土である。断面図lの5層と断面図3の1層は同一層である。覆土の堆積は①．②にまとめられ

る。
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倉知川右岸遺跡

①上位の堆積。断面図1の1～4層である。若干Ko-gが混じる黒褐色土で構成され、自然の流入土

と考えられる。

②中位から下位の堆積。断面図3の1～5層で構成される。ローム主体の土で、短時間でなされた

人為的埋め戻し土と推測される。

構造坑底は、ほぼ水平、平坦に作られている。壁は急角度で立ち上がる。

遺物出土状況 1層から被熱礫が1点出土している。

時期P 61 ．62より新しいと判断できるため、縄文時代後期前葉以降と考えられる。 （坂本）

P-61 (図Ⅳ 76、図版22)

位置F16規模((0.62)/0.38)×(0.64/0.54)×0.40平面形態不整円形

立地地形調査区南東側、無名の沢に続く急斜面の際に立地する。斜面際遺構集中範囲の西側に位置

している。 P-60･62･74、 S－4が隣接し、 P-60とは切り合い関係を有する。

確認・調査調査区F16のVb層掘削中に黒褐色～暗褐色の不整形プランを検出した。プランの長軸

にベルトを設定し、Ⅷ層まで周囲を掘り下げ、土坑4基(P-60～62･74)を確認した。内、中央部

に位置する円形の土坑をP-61として認定した。

覆土 4層に分層した。土層断面図1の7 ． 9～11が該当する。①．②の堆積単位にまとめられる。

①上位の層。黒色土7層で構成される。 P-61がP-74と同時に破壊された後に堆積した、自然堆

積土と考えられる。

②中～下位の層。灰黄褐色土9 ． 10層、にぶい黄褐色11層で構成される。短期間でなされた人為的

埋め戻し土と考えられる。

構造坑底は緩やかに窪んでいる。壁は比較的緩やかな立ち上がりである。

遺物出土状況土坑中央部、坑底直上から、長さ30cmを越える大形礫が出土している。

時期縄文時代後期前葉の可能性がある。 P-60より古いと判断できる。 （坂本）

P-62 (図Ⅳ-76)

位置F16規模(0.68/0.21)×(0.62/0.22)×0.64平面形態不整円形

立地地形調査区南東側、無名の沢に続く急斜面の際に立地する。斜面際遺構集中範囲の西側に位置

している。 P-60･61 ．74、 S－4が隣接し、 P-60とは切り合い関係を有する。

確認・調査調査区F16のVb層掘削中に黒褐色～暗褐色の不整形プランを検出した。プランの長軸

にベルトを設定し、Ⅷ層まで周囲を掘り下げ、土坑4基(P-60～62･74)を確認した。内、北側に

位置する円形の土坑をP-62として認定した。

覆土 6層に分層した。土層断面図lの6層、土層断面図2のl～6層がP-62覆土である。①～③

の堆積単位にまとめられる。なお、断面図1の6層と断面図2の4層は同一層である。遺物取り上げ

層位は「坑口」 と「覆土」に分けた。土層の説明は断面図2を用いた。

①上位の堆積。黒～黒褐色土1 ･ 2層で構成。Ko-gが若干混じる。自然堆積と考えられる。

②中位の堆積。黒褐色土3 ． 4層で構成される。 4層は写真で確認すると、径l～2cmのロームブ

ロックが混じる土とKo-gが若干混じる土に分層でき、自然と人為の堆積があるとみられる。

③下位の堆積。にぶい黄褐色～褐色土5 ． 6層で構成。ローム主体土で、埋め戻し土と捉えられる。

構造中場を持つ、柱穴状の土坑である。坑底は径20cmほどと狭く、壁は急角度に立ち上がる。南側

に中場平坦面が広がり、坑口に向かいやや緩やかに立ち上がる。
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倉知川右岸遺跡

遺物出土状況 1 ． 2層から、礫とⅣ群A類土器が1点ずつ出土している。

時期縄文時代後期前葉の柱穴と考えられる。 P-60より古いと判断できる。 (坂本）

P-74 (図Ⅳ 76)

位置F16規模(0.49/0.37)×(0.49/0.26)×0.14平面形態円形

立地地形調査区南東側、無名の沢に続く急斜面の際に立地する。斜面際遺構集中範囲の西側に位置

している。 P-60～62、 S－4が隣接する。

確認・調査調査区F16のVb層掘削中に黒褐色～暗褐色の不整形プランを検出した。プランの長軸

にベルトを設定し、Ⅷ層まで周囲を掘り下げ土坑4基(P-60～62･74) を確認した。内、南側に位

置する円形の土坑をP-74とした。

覆土土層断面図1の8層が覆土である。ロームブロックが多く混じる土で、人為堆積と考えられる。

構造坑底は平坦である。壁は比較的緩やかに立ち上がる。上部はP-61と同時期に破壊されたと考

えられる。

遺物出土状況覆土中からⅢ群A類土器1点、礫1点が出土している。

時期縄文時代中期前半の可能性がある。 （坂本）

P-63 (図Ⅳ-76)

位置G16規模(0.94/0.78)×(0.86/0.74)×0.30平面形態隅丸方形

立地地形調査区南東側、無名の沢際の遺構集中区西側に位置する。P-64に隣接し、SP-32に切ら

れている。

確認・調査調査区G16でⅧ層上面において、黒褐色土のまとまりを確認した。SP-32を調査後、北

側を半裁した。

覆土 5層に分層された。 Vb層を起源とする炭化物・ローム粒が混入した黒色土系(1 ． 2･4E)

とⅧ層を起源とする黄褐色土系（3 ． 5層）で、周囲の掘上土の流入による堆積と考えられる。

構造坑底はⅧ層を約30cm掘り込み、平坦である。壁は急斜度で立ち上がる。

遺物出土状況覆土からⅢ群A類1点が出土している。

時期周辺の遺構から縄文時代中期前半の可能性が強い。 （菊池）

P-64 (図Ⅳ-76)

位置G16規模(0.78/0.72)×(0.70/0.60)×0.14平面形態楕円形

立地地形調査区南東側、無名の沢際の遺構集中区西側に位置する。P-63に隣接し、SP-32に切ら

れている。

確認･調査調査区G16でⅧ層上面において、黒褐色土のまとまりを確認した。SP-32を調査後、北

側を半裁した。

覆土黒褐色土(1層)、黒色土(2Ig)、Ko-g (3Ig)の堆積である。 1層は周囲の掘上土の流入に

よる堆積、 2 ． 3層は崩落である。

構造坑底はⅧ層を浅く掘り込み、東側にやや傾斜している。壁は急斜度で立ち上がる。

遺物出土状況出土していない。

時期周辺の遺構より縄文時代中期前半の可能性が強い。 （菊池）
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1V遺構と遺構出土の遺物

P-66 (図Ⅳ-76)

位置H16規模(0.78/0.68)×(0.76/0.66)×0.16平面形態円形

立地地形調査区南東側、無名の沢際の遺構集中区北側に位置する。

確認・調査調査区H16でⅧ層上面において、黒色土のまとまりを確認し、北東側を半裁した。

覆土 5層に分層される。下位よりローム粒が混入した黒褐色土（5層） ・暗褐色土（4層)、中位に

ローム粒が混入したにぶい黄褐色士（3層)、上位に暗褐色土（2層） ・黒色土（1層）の堆積であり、

周囲の掘上土の流入による堆積と考えられる。

構造坑底はⅧ層を10～20cm掘り込み、ほぼ平坦である。壁は急斜度で立ち上がる。

遺物出土状況覆土からⅣ群A類3点が出土した。

時期出土遺物、周辺の遺構から縄文時代後期前葉と考えられる。 （菊池）

P-67 (図Ⅳ-77)

位置 113規模(1.17/1.09)×((0.64)/(0.44))×0.19平面形態楕円形

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲の北東側に位置する。

確認・調査Ⅷ層上面で黒色土のまとまりとして確認。

覆土配石に伴う造成土と類似した土層が堆積しているが、硬い部分と軟らかい部分があり、自然堆

積か、人為堆積か判別できなかった。

構造坑底はほぼ平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。

遺物出土状況覆土よりⅣ群A類の土器2点が出土している。

時期縄文時代後期前葉の土坑とみられる。 （福井）

P-69 (図Ⅳ-77、図版77)

位置H15規模(1.12/0.62)×(0.87/0.62)×0.50平面形態不整円形

立地地形調査区南東側、無名の沢に続く急斜面の際に立地する。H-10の床面内、南西壁際に位置

する。

確認・調査H-10の床面精査時に黒色土の円形のプランを検出した。半裁掘削をおこない、覆土の

堆積を確認しながら坑底を検出し、土坑であることを確認した。H－10覆土中からの掘り込みは確認

できなかったが､H-10床面と同レベルのP-69覆土の堅密度は軟であった。そのため、同覆土がH－

10の床面を形成していたとは考え難く、H-10廃絶後にP-69が構築されたと判断した。

覆土 5層に分層した。①．②の堆積単位にまとめられる。遺物取り上げ層位は「覆土1」 （1～3

層)、 「覆土2」 （4～5層） に分けた。

①上位の層。黒色土を主体としたl～3層で構成される。自然堆積土と考えられる。

②中位～下位の層。暗褐色土4層で構成される。ロームブロックを多量に含有する土で、30cmを越

える厚い堆積である。短期間でなされた人為的埋め戻し土と推測される。

構造ビーカー状の土坑でフラスコ状土坑に類する。坑底は平坦で、およそ水平である。壁は急角度

で立ち上がり、上部で大きく広がる。

遺物出土状況覆土l、覆土2上面でⅣ群A類の土器が2点出土している。 また、覆土2からは両面

調整石器が1点出土している。 （坂本）

掲載遺物

土器 1は無文の底部近くの破片。胎土には砂粒が非常に多い。H-10から同一個体が出土している
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1V遺構と遺構出土の遺物

(図Ⅳ－33 2）。

時期縄文時代後期前葉以降と考えられる。土坑墓の可能性がある。

(柳瀬）

(坂本）

P-71 (図Ⅳ-77)

位置 113規模(0.72/0.74)×(0.53/0_47)×0.30平面形態楕円形

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲の北東側に位置する。

確認・調査Ⅷ層上面で黒色土のまとまりとして確認。

覆土ロームブロックを多く含む硬い土居で、人為堆積土とみられる。

構造坑底はほぼ平坦で、壁はやや緩やかに立ち上がる。

遺物出土状況遺物は出土していない。

時期周囲の遺構の遺物から縄文時代後期前葉とみられる。 (福井）

P-72 (図Ⅳ-77)

位置 1 ． J13規模(0.81/0.71)×(0.38/0.29)×0.16平面形態楕円形

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲の北東側に位置する。

確認・調査Ⅷ層上面で黒色土のまとまりとして確認。

覆土配石に伴う造成土と類似した土層が堆積しているが、堅く、人為堆積土の可能性がある。

構造坑底はほぼ平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。

遺物出土状況遺物は出土していない。

時期周囲の遺構の遺物から縄文時代後期前葉の土坑とみられる。 （福井）

P-70 (図Ⅳ-78、図版22･45･77･102)

位置C･D19規模(0.64/0.75)×(0.58/0.72)×0.42平面形態円形

立地地形調査区ほぼ中央の緩斜面上に位置する。H－5に近接する。

確認･調査Ⅷ層まで掘り下げたところで土器が2/3個体ほどまとまって出土した。 またその周囲に黒

色土が円形に検出された。半裁して断面を観察したところ、Ⅷ層が30cmほど掘り込まれ、底が平坦で

壁も明瞭に立ち上がることから、人為的土坑と判断した。

覆土 3層に分層した。黒色土主体の2層にⅥ．Ⅶ層起源の1 ． 3層が混在する。埋め戻しの可能性

がある。

遺物出土状況坑底・覆土から土器91点（Ⅲ群A類)、石器1点（扁平打製石器）が出土。 （新家）

掲載遺物

土器 2点図示した。 1は覆土からまとまって出土したもの、 2は坑底から出土したもの。いずれも

III群A－2類。

1は突起周辺にのみ貼付が施されるもの。口縁付近の3/4ほどを欠失する。突起はlか所のみ残存。

外傾する切出状の口唇には縄による縦位の刻みが加えられる。胴部～底部にかけて磨耗が著しい。内

面は底部以外全面に煤が付着する。 2は突起付近に貼付が加えられるもの。H－8から同一個体が(図

IV-29-2)、H 6から同一個体であるが未接合の破片が出土している。胎土が非常に脆く、拓影作

成が不可能であった1点は写真のみ掲載した（図版77 2c)。貫通孔と、その周囲には縄の圧痕が加

えられる粘土紐の貼付が施される。地文は結束第2種羽状縄文。 2cは突起部の破片で､縄の圧痕が加

えられる環状の貼付が施される。内面には、図Ⅳ 81-1に類似する貼付がある。 （柳瀬）
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1V遺構と遺構出土の遺物

石器 3は扁平打製石器である。石材は安山岩である。折断・敲打等により、長方形に整形している。

下面中央部は内湾する調整縁辺で、両側がすり面となっている。 （坂本）

時期出土した遺物から縄文時代中期前半と思われる。 （新家）

P-75 (図Ⅳ-79)

位置 1 ･ J11規模((0.66)/(0.50))×(0.60/0.41)×0.20平面形態楕円形

立地地形無名の沢に続く急斜面上に位置する。

確認・調査 111のⅦ層を調査後、 JllのⅧ層を下げた際Ⅷ層上面で、数点の遺物と黒褐色の円形

のプランが検出された。 111はこれより先にⅧ層最終面まで下げてしまっており、プランの南西部分

を欠いてしまった。断面観察により立ち上がりを確認し、人為的な土坑と判断した。

覆土黒褐色土主体のl層。掘り込み面は上部を殆ど掘り下げてしまったため判別できなかった。

遺物出土状況覆土から土器6点（Ⅲ群A類3点、Ⅳ群A類3点)、石器2点（スクレイパー1点、北

海道式石冠1点)、礫2点が出土している。

時期出土遺物や周辺の遺構・遺物から、縄文時代中期前半～後期前葉と考えられる。 （新家）

P-76 (図Ⅳ-79、図版77･102)

位置 J14規模((0.66)/(0.60))×(0.64/0.55)×0.20平面形態楕円形

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲の北東側に位置する。 P－26より古い。

確認・調査Ⅷ層上面で黒色土のまとまりとして確認。

覆土配石に伴う造成土が堆積しているが、硬く、人為堆積土の可能性がある。

構造坑底はほぼ平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。

遺物出土状況土器2点（Ⅲ群A類1点、Ⅳ群A類1点)、石器1点（石鎌）が覆土から出土した。

（福井）

掲載遺物

土器 lは覆土から出土したⅣ群A類。小形で、無文の底部破片。 （柳瀬）

石器 2は石鍍である。石材は頁岩である。長身細身の三角形有茎のものである。 （坂本）

時期縄文時代後期前葉の土坑とみられる。 （福井）

P-77 (図Ⅳ-79)

位置H14規模(0.70/0.64)×((0.44)/(0.40))×0.12平面形態楕円形？

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲、南東寄りに位置する。P-35と重複し、 これよ

り古い。

確認・調査造成土調査後のⅧ層上面で黄褐色土のまとまりとして、隣接するP 58などともに検出

した。土坑と想定して半裁し、調査を行った。

覆土ローム主体の1層である。埋め戻しと考えられる。

構造坑底付近のみの検出で、かつP 35に切られている。楕円形あるいは円形を呈する竪穴状の土

坑と思われる。坑底はⅧ層中に構築されており、平坦。立ち上がりはやや急。

遺物出土状況出土していない。

時期周辺の遺構・遺物の検出状況から、縄文時代後期前葉の可能性がある。 （柳瀬）
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1V遺構と遺構出土の遺物

P-78 (図Ⅳ 79)

位置G14規模((0.70)/(0.51))×（－／－）×0.11平面形態不明

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲、南西寄りに位置する。

確認．調査Ⅶ層下位～Ⅷ層上面で検出した。西側をB調査時の試掘坑に切られていたため、その壁

面をセクション面とした｡掘り込みがⅧ層上面までであること、覆土がVb層に類似することから自然

地形である可能性もあるが、坑底付近にあたる検出面で扁平礫が水平に出土したことから、土坑と認

定した。

覆土Vb層に類似する1層。

構造坑底はⅧ層上面に構築されている。

遣物出土状況坑底付近にあたる検出面から、礫が1点出土している。

時期周辺の遺構．遺物の検出状況から、縄文時代後期前葉の可能性がある。 （柳瀬）

P-79 (図Ⅳ-80)

位置H14規模(0.68/0.61)×(0.56/0.49)×0.08平面形態楕円形

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲、中央付近に位置する。

確認・調査Ⅷ層上面でSP-127とともに検出した。当初1基の土坑を想定して半裁したところ、

SP-127に切られることを確認した。

覆土ロームの混入が多く、埋め戻しと考えられる。

構造坑底はⅧ層上面に構築され、平坦である。

遺物出土状況出土していない。

時期周辺の遺構・遺物の検出状況から、縄文時代後期前葉の可能性がある。 （柳瀬）

P-84 (図Ⅳ-80、図版23)

位置 1 ･ J13規模(0.65/0.54)×(0.46/0.36)×0．18平面形態楕円形

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲の北東側に位置する。

確認・調査Ⅷ層上面で黒色土のまとまりとして確認。

覆土配石に伴う硬い造成土が堆積しており、人為堆積土の可能性がある。

構造坑底はほぼ平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。

遺物出土状況遺物は出土していない。

時期周囲の遺構の遺物から縄文時代後期前葉の土坑とみられる。 (福井）

P-87 (図Ⅳ-80～82、図版23･45．46･77． 102)

位置C21、 C･D22規模(1.66/1.46)×(1.02/1.00)×0.54平面形態楕円形

立地地形調査区南西側の平坦面、H－6の覆土中に位置する。

確認・調査H－6調査中、床面に黒色土の長径1m以上の楕円形のプランを検出した。半裁して断

面を観察した結果、H－6の床面を50cm程掘り込んで作られた土坑であることがわかった。またP－

87の坑底面からH 6のものと思われる柱穴様の小ピットが1基検出された(HP-19)。

覆土12層に分層した。 1 ･ 2層はH－6の覆土8 ･11層と同居と考えられる。 5層の焼土はH－6

の炉の焼土が混ざり込んだものかもしれない｡また､微量の炭化物が9層下と12層下に薄く筋状に入っ

ているのが見られた。土層観察の結果P-87は、H－6の廃棄後H－6が埋没する前に床面を掘り込

Z69
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1V遺構と遺構出土の遺物

んで構築されたと思われる。

遺物出土状況土器199点（Ⅲ群A類)、焼成粘土塊2点、石器15点（石槍1点、ピエス・エスキーユ

1点、フレイク8点、敲石2点、扁平打製石器1点、北海道式石冠1点、台石･石皿1点)、礫13点が

出土している。図示した土器のほとんどは覆土の上位から出土したものや、H－6の床面で取り上げ

たもので、 P-87が埋没する際にまとまって流れ込んだ可能性もある。 （新家）

掲載遺物

土器 6点図示した。いずれも覆土から出土したもので、近接・重複するH-5 ･ 6 ． 8の破片と接

合したものもある。すべてⅢ群A－3類。覆土の上・中・下位にわたって接合している。

1～3は粘土紐による文様が施されるもの。いずれも縄文地に粘土紐が貼付される。 1は粘土紐に

縄線が加えられるもの。覆土中～下位と、H 6床面および覆土のものが接合した。突起内面には横

J字形の貼付が施される。丸形の口唇には縄による斜位の刻みが加えられる。胴部には粘土紐による

弧状の文様が施され、縄線が加えられる。胎土には海綿骨針が含まれる。

2 ． 3は粘十紐が無文のもの。 2は覆土上～中位とH－8床面のまとまりが接合した。上面が円形

を呈する棒状突起をもつ。突起上面は中央を窪めて環状に整形され、周縁に撚糸圧痕が加えられる。

突起下には横位の貼付が施され、無文のものと撚糸圧痕が加えられるものがある。外傾する切出状の

口唇に、撚糸による縦位の刻みが加えられる。 3は覆土上～中位とH－6覆土のものが接合した。突

起下に垂下する貼付が施されるもの。突起は山形で、半裁竹管状工具による貫通孔がある。 5条ほど

の横位の粘土紐が剥落した痕跡があり、貼付の際についたものと思われる爪の圧痕がみられる。丸形

の口唇には縄による斜位の刻みが施される。突起下に垂下する粘土紐の上下端には環状貼付が加えら

れる。粘土紐には縄線が加えられるものと無文のものがある。底部は張り出しが大きい。

4 ． 5は縄文のみのもの。 4は覆土上位のまとまりと、H－5 ． 6覆土のものとが接合した。胴部

下半がやや張り出す器形。外傾する切出状の口唇に縄の斜位の刻みが加えられる。口縁部は結束羽状

縄文、胴部は斜行縄文。 5は丸形の口唇外面直下に撚糸の斜位の刻みが加えられる。

6は張り出しの明瞭な底部破片。なお、覆土出土の焼成粘土塊としたものは、H－6のものなどと

同様、軽石等の可能性がある。 （柳瀬）

石器 3点を図示した。石材は7が玄武岩、 8 ． 9が安山岩である。

7は石槍である。尖頭部側が欠損している。調整はやや粗雑で、側縁は波形となっている。H－6

出土の石槍（図Ⅳ－29－4） と同一母岩である。

8は扁平打製石器である。器体の半分ほどが欠損している。縁辺調整により、下端部の厚みを大き

く減じており、すり面は幅が狭く細長いものとなっている。

9は北海道式石冠である。長幅に対し厚さが大きく、すり面幅も広い。すり面は若干裏面側に傾い

ている。正面側右側縁下端が、下方からの加筆により大きく剥離している。 （坂本）

時期掘り込み面および出土遺物から、縄文時代中期前半と考えられる。 （新家）

P-88 (図Ⅳ-83)

位置 136規模(0.70/0.50)×(0.64/0.47)×0.35平面形態円形

立地地形調査区中央よりやや倉知川寄りの緩斜面上に位置する。

確認・調査Ⅶ層を調査後､Ⅷ層上面に黒～暗褐色の径50cm強の円形プランを確認｡半裁して断面観

察したところ、Ⅷ層を30cmほど掘り込んだ土坑であるとわかった。

覆土 5層に分層した。いずれもV・Ⅶ層が起源である。

ア‐7

1／上
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1V遺構と遺構出土の遺物
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倉知川右岸遺跡

遺物出土状況坑底から礫が1点出土している。

時期縄文時代に属すると推測される。 (新家）

P-89 (図Ⅳ－83･84、図版23．45･77． 103)

位置H・ I14．15規模(2.70/2.07)×(2.52/2.00)×0.64平面形態円形

立地地形調査区南東側、無名の沢に続く急斜面の際に立地する。斜面際遺構集中範囲の北西端に位

置し、 P-20･34･79、 S－3などが隣接する。

確認・調査調査区115のVb層掘削作業時､黒褐色のプランを確認した｡遺構の存在が予測されたた

め、 Iライン方向にベルトを設定し、 トレンチ調査をおこなった。竪穴状の掘り込みと、遺構範囲、

堆積状況を確認した後、遺構全体を床面直上まで掘り下げた。当初は住居として調査をすすめたが、

規模が2m程度で小さいこと、 P-17に構造が類似すること、炉跡が存在しないことから、土坑とし

て認識した。床直上土では土坑墓の検討を目的とした、 リン酸およびカルシウム含量測定のための土

壌試料採取をおこなった。また、床面からは炭化物ブロックが検出されたため、サンプルを採取し、

フローテーション作業をおこなった。

覆土11層に分層した。①～④の堆積単位にまとめられる。遺物取り上げ層位は、 「覆土｣、 「覆土l」

(1層)、 「覆土2」 （2～6'層)、 「覆土3」 （7～10層）に分けた。 「覆土」は覆土1～3に分層する前

の取り上げ層位で、覆土1 ． 2層の遺物が含まれている。

①上位の層。黒褐色土1層で構成される。自然もしくは人為的な堆積と考えられる。

②中位層上面の焼土に関係する堆積。褐色～暗褐色土2～4層で構成される。

③中位の層。暗褐色～黒褐色土5～6'層で構成される。各層とも20cmを越える厚い堆積で、ローム

とKo-gのブロックが含有されている。人為的な埋め戻し土と推測される。

④下位の層。にぶい黄褐色～暗オリーブ褐色土7～10層で構成される。床面直上土の8層はやや暗

色であった。ロームやKo-gを主体とする土で､短期間になされた人為的な埋め戻し堆積と推測さ

れる。

後述するように、遺構の時期は縄文時代中期前半と考えられ、 また覆土3 （堆積単位④）出土の土

器はⅢ群A類のみであった。①～③（1～6'層） には後期前葉の土器が包含されていることから、後

期以降の堆積と判断できる。 よって、④は中期前半になされた埋め戻し、③は後期前葉以降の人為的

堆積、②は後期前葉以降に、 P-89の埋没過程の窪みを利用して形成された焼土、①は後期以降の堆

積と理解することができる。

構造坑底はほぼ水平・平坦に構築されている。壁は垂直に近い急斜な立ち上がりで、中部から坑口

にかけて広がる。遺構構築面はVb層の中位に認められる。

北壁には径20cm前後、深さ25cm前後の柱穴状ピットが2基(PP-1．2)隣接して構築されてい

る。PP-2は縄文時代中期前半より、新しい時期に構築された可能性がある。また、壁外30cmほど

の範囲に、柱穴状ピット9基(SP-107～111･123･124･127･215)が、周囲を巡るように位置する

が、 P-89に関係するものかは判別できなかった。

遣物出土状況土器165点（Ⅲ群A類82点、Ⅳ群A類83点)、石器8点（スクレイパー1点、フレイク

5点、台石・石皿2点)、土玉1点、石製品1点、礫10点、計185点出土。覆土3 （堆積単位④）出土

の土器はⅢ群A類のみである。覆土2からは石皿（図Ⅳ－84－5）が出土し、ほぼ同居順で検出され

た焼土と関係する可能性がある。土玉、石製品は坑口付近から出土している。 （坂本）

掲載遺物

Z〆型
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土器 4点図示した。 1 ． 2は覆土2から、 3 ． 4は覆土から出土したもの。 1は同一個体の未接合

破片が覆土1からも出土している。 1はIⅡ群A－2類、 2～4はⅣ群A類。

1は縄文地に粘土紐による文様が施されるもの。外傾する切出状の口唇には粘土紐が貼付される。

胴部の粘土紐の交点には円形貼付が加えられ、 ともに撚糸圧痕が加えられる。 2は渦巻状の文様が施

されるもの。 6か所の突起をもち、突起頂部には指頭状の圧痕の加えられる貼付が施される。胴部に

は、渦巻状の文様とその隙間を埋める三角形文が3本組沈線で描かれる。 3は8の字状の貼付が施さ

れる口縁部破片。貼付は内面にまたがる。 4は小形土器の突起部。無節の縄文が横走気味に施される。

（柳瀬）

石器 5は台石・石皿である。石材は安山岩である。礫の平坦面に楕円形に凹むすり面を有すもので、

すり面は平坦面中央部の左側面寄りに、長軸が側面と直交する方向で位置している。すり面は左側面

側で緩やかに、反対側ではやや急角度に立ち上がる。楕円形すり面の周囲には平坦なすり面が広がっ

ている。 （坂本）

土製品 6は覆土から出土した土玉。球形で、竹管状工具による刺突列が施される。包含層から出土

したもの（図V-67-3 ･ 4) と類似する。 （柳瀬）

時期覆土3から出土した遺物をもとに判断すると、縄文時代中期前半である。坑底から採取した炭

化物を試料におこなった放射性炭素年代測定では、 4460yBP=t40 (補正年代）の結果が得られてい

る。覆土の堆積状況から、土坑墓と推測される。 （坂本）

P-90 (図Ⅳ-85)

位置G･H15． 16規模(0.69/0.54)×((0.56)/(0.46))×0．19平面形態円形

立地地形調査区南東側、無名の沢に続く急斜面の際に立地する。斜面際遺構集中範囲の北西端に位

置し、H-10、 P-20と切り合い関係を有する。

確認・調査H 10、 P-20の壁精査中に黒色土のまとまりを検出した。調査区115をⅧ層まで掘り

下げて円形プランを検出し、土坑であることを確認した。

覆土 2層に分層した。ローム粒、Ko-gが散在する黒色土が主体で、自然堆積と考えられる。

構造坑底は東側に向かって緩やかに傾斜している。壁の立ち上がりも緩やかである。

遺物出土状況遺物は出土していない。

性格縄文時代後期前葉以前と考えられる。切り合い関係からH-10、 P-20よりも古いと判断でき

る。 （坂本）
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倉知川右岸遺跡

5 石組炉

S-1 (図Ⅳ-86、図版24)

位置N49規模((1.14)/-)×(－/-) (1.23×0.61×0.06) 平面形態不整楕円形

立地地形倉知川に続く斜面際の平坦面に位置する。

確認・調査Vb層上面付近で､列状に並ぶ礫を検出｡その脇に周囲よりわずかに赤味がかる土壌を検

出し、不明瞭ながら焼土と判断した。礫は扁平な角～亜角礫を用いている。焼土付近からは堅果類と

みられる炭化物が肉眼で確認された。 1mほど離れて炭化物の集中範囲が検出され、S－lに伴うも

のと判断した。 この土壌についてフローテーション処理を行い、焼土周辺の堅果類とみられるものと

ともに、選別および同定を行った（Ⅵ章2節)。

時期周辺の遺物出土状況から、縄文時代後期後葉の可能性が高い。 （柳瀬）

S-2 (図Ⅳ 86、図版24)

位置K49規模(0.62/0.46)×（－/) (0.32×(0.16)×0.04) 平面形態円形？

立地地形倉知川に続く斜面際の平坦面に位置する。

確認・調査Va'～Vb層上面で､半円形に巡る礫を検出。その内側に、若干赤味がかった土壌が分布

しており、不明瞭ながら焼土と判断した。礫は、角～亜角礫を用い、扁平なものと厚みのあるものが

ある。

時期周辺の遺物出土状況から、縄文時代後期後葉の可能性が高い。 （柳瀬）

S-11 (図Ⅳ 86、図版25)

位置H48規模(0.64/0.39)×(0.54/0.40) 平面形態．字形

立地地形調査区西端、倉知川に続く斜面際の平坦面に位置する。

確認・調査調査区H48でVb層上部を調査中に、10～30cmの被熱礫のまとまりを検出した。盤状の

礫5点が西側に開いた．字形に配置され、やや北側に傾斜して埋め込まれていた。

時期構築面、周辺の遺構と出土遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。 （菊池）

S-3 (図Ⅳ-87、図版103)

位置H15規模(0.82/0.45)×((0.54)/(0.37)) (0.36×0.31×0.05) 平面形態円形？

立地地形調査区南東側、無名の沢に続く急斜面の際に立地する。斜面際遺構集中範囲の中央部北側

に位置している。 P-66．89， F－7が隣接する。

確認・調査Va層下部からVb層上部を掘削中、大きさ20cm前後の被熱礫のまとまりを検出した。

礫6点が半円状に配置されており、内側からは焼土が検出された。礫は円・亜角礫を用いている。埋

め込まれた礫の上部7cmほどが被熱しており、被熱範囲が使用当時地面から露出していた部分と推

定される。 また、南東側の礫が横倒しで確認されたことから、南側は礫が抜き取られたと考えられる。

遺物出土状況石組に台石・石皿が1点利用されていた。

掲載遺物

石器 1は台石・石皿である。石材は安山岩である。石組に利用されていたもので、上下両端が折断

されている。上部折れ面の縁辺はすり面と連続するように磨耗しており、石器としての利用時に折断

整形した可能性が高い。すり面は右側縁側にみられ、上部には若干半円形に凹んだ顕著なすり痕範囲

が認められる。

Z7B
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倉知川右岸遺跡

時期周辺の遺構と出土遺物から、縄文時代後期前葉に属すると推定される。 (坂本）

S-4 (図Ⅳ 87、図版24･103)

位置F15･16規模(0.83/0.48)×(0.70/0.46) 平面形態楕円形

立地地形調査区南東側、無名の沢に続く急斜面の際に立地する。斜面際遺構集中範囲の西側に位置

している。H－2、 P-60･61･74、 S－5が隣接する。

確認･調査調査区F15のVa層下部からVb層上部を掘削中に、大きさ20～40cmの被熱礫のまとま

りを検出した。台石・石皿1点と礫7点が、楕円形に配置されており、内側径40cmほどの範囲から

は、炭化物粒が検出された。礫は主に盤状､柱状の亜角礫を用いている。埋め込まれた礫の上部5～10

Clnほどが被熱しており、 この範囲が使用当時地面から露出していた部分と推定される。

遺物出土状況石組に台石・石皿が1点利用されていた。

掲載遺物

石器 1は台石・石皿である。石材は安山岩である。器体は大きく欠損している。石質は多孔質なも

ので、孔の径が5mm前後のものが顕著である。すり面は著しく凹んでいる。

時期周辺の遺構と出土遺物から、縄文時代後期前葉に属すると推定される。 （坂本）

S-5 (図Ⅳ-87)

位置F-16規模(0.54/0.50)×(0.26/-) (0.35×0.26×－） 平面形態不明

立地地形調査区南東側、無名の沢に続く急斜面の際に立地する。斜面際遺構集中範囲の西側に位置

している。H 2、 P-60･61･74、 S－4が隣接する。

確認・調査調査区F15のVa層下部からVb層上部を掘削中に､被熱礫1点と焼土を検出した｡礫は

焼土の南東側に直立した状態で確認され、焼土側に被熱痕跡がみられたことから、石組炉と判断した。

また、検出層序もS－4と同じである。本来配置されていた礫の多くは抜き取られたものと推測され

る。

時期構築面、周辺の遺構と出土遺物から、縄文時代後期前葉に属すると考えられる。 （坂本）

S-6 (図W 87、図版24)

位置G13･14規模(0.73/0.49)×（－/-) (0.29×0.30×0.12) 平面形態円形？

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲、中央付近南端に位置する。 P-19と重複し、 こ

れより新しいと思われる。

確認・調査Vb層中位で､半円形に巡る礫と、その内側の焼土粒が少量分布する範囲を検出した。礫

は亜角～亜円礫で、厚みのあるものである。

時期周辺の遺構・遺物の検出状況から、縄文時代後期前葉のものと思われる。 （柳瀬）

S-7 (図Ⅳ-87、図版25)

位置 116規模(0.67/0.47)×(0.63/0.44) (－×－×0.06) 平面形態円形

立地地形調査区南東側、無名の沢に続く急斜面の際に立地する。斜面際遺構集中範囲の北側に位置

している。 P-23が隣接する。

確認．調査調査区116のVa層下部からVb層上部を掘削中に、大きさ20～30cmの礫のまとまりを

検出した。礫7点が環状に配置され、部分的に弧状の礫が利用されている。石組の内側からは焼土ブ

Z80
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倉知川右岸遺跡

ロックと炭化物粒が検出された。礫は盤・柱状の角礫、亜角礫、円礫を用いている。埋め込まれた礫

の上部5～10cmほどが被熱しており、 この範囲が使用時地面から露出していた部分と推測される。

時期周辺の遺構と出土遺物から、縄文時代後期前葉とみられる。 （坂本）

S-8 (図Ⅳ-88、図版25)

位置 J12規模(0.84/0.57)×(0.58/0.42) (0.34×0.31×0.04) 平面形態楕円形

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲の北東側に位置する。

確認・調査Vb層上面で焼土と礫により確認｡焼土の周囲に14点の礫が巡る、石組炉。フレイク1点

が伴う。

時期周囲の遺構の遺物から判断して縄文時代後期前葉の石組炉とみられる。 （福井）

S-9 (図Ⅳ-88、図版24)

位置F･G14規模（－／－）×（－/-) (0.38×0.26×0.09) 平面形態不明

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲、西寄り南端に位置する。P-78と重複し、 これ

より新しいと思われる。

確認・調査造成土と思われる土居の中位で礫と焼土を検出。礫は亜角～亜円礫で、被熱している。

時期周辺の遺構・遺物の検出状況から、縄文時代後期前葉のものと思われる。 （柳瀬）

S-10 (図Ⅳ-88、図版25)

位置H12規模(0.73/0.42)×（－/-) (0.42×(0.24)×0.18) 平面形態円形

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲から、南東側にやや外れた斜面に位置する。

確認・調査 Iラインに沿って設定したメインセクションベルトの掘り下げ中、造成土あるいは斜面

堆積土の上位で、ほぼ円形にめく、る礫と、内側の焼土を検出した。礫は亜角～亜円礫で、若干被熱し

ている。

この周辺は緩斜面がやや急斜面に変化する部分で、掘上土が散在していた。 S-10は、北側をロー

ム主体の掘上土に直接覆われており、 また焼土である土層1は、下位の土層aとは異なる、ローム質

の土壌が被熱したものである。 このことから、 S-10は、掘上土を切って構築され、別の掘上土に覆

われているものと推測される。

時期周辺の遺構・遺物の検出状況から、縄文時代後期前葉の遺構と思われる。 （柳瀬）

S-12 (図Ⅳ-88)

位置H・ I18規模(1.32/-)×(1.24/-) 平面形態不整形

立地地形調査区南東側、無名の沢に続く急斜面際の上部、狭い平坦部に立地する。斜面際遺構集中

範囲の北西側に位置している。

確認・調査調査区116のVa層下部からVb層上部を掘削中に、大きさ10～30cmの礫まとまりを

1.2mほどの範囲で検出した。不規則な配置であったが､被熱礫であることから石組炉が破壊されたも

のと判断した。

時期検出面、周辺の遺構と出土遺物から、縄文時代後期前葉に属すると推定される。 （坂本）
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S-13 (図Ⅳ-88、図版25)

位置D17規模((0.82)/(0.46))×((0.68)/(0.56)) 平面形態円形？

立地地形調査区南東側、無名の沢に続く急斜面際の上部付近に立地する。斜面際遺構集中範囲から

南西側に6mほど離れて位置している。

確認・調査調査区D17のVb層上部を掘削時に、大きさ20～30cmの礫まとまりを検出した。礫4点

が半円形に配置されていた。斜面地形の影響により、Vb層下位はⅧ層となっており、礫はローム中に

埋め込まれていた。石組の内側からは、ロームブロックを含有する土が検出された。南側部分は礫が

抜き取られたと推測される。

時期周辺の遺構と出土遺物から、縄文時代後期前葉に属するとみられる。 （坂本）

S-14 (図Ⅳ-88)

位置G・H16規模((0.58)/(0.46))×((0.50)/(0.36)) (0.30×0.28×0.10) 平面形態不明

立地地形調査区南東側、無名の沢に続く急斜面の際に立地する。斜面際遺構集中範囲の北西端に位

置し、H-10、 P-16などが隣接する。P-16とは層位的上下関係を持つ。

確認・調査調査区H16のVb層上面精査時に被熱礫2点を検出した。Vb層上部を掘り下げると、礫

の南東側に径30cmほどの焼土を検出したため、石組炉と判断した。

時期P-16より新しいと判断できる。検出面、周辺の遺構と出土遺物から、縄文時代後期前葉に属

すると考えられる。 （坂本）

S-15 (図Ⅳ-88)

位置F15規模(0.58/0.49)×(0.28/0.18)(0.25×0.21×0.04) 平面形態不整形

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲の南西側に位置する。

確認・調査Vb相当層で焼土と礫により確認。半完形の土器が見られたことから、半裁したところ、

Ⅶ層上面で黒色土のまとまりがみられた。 P-29として調査したが、Ⅶ層からの掘り込みは北西側で

浅く、 Vb相当層での掘り込みも明瞭でなかった。 （福井）

掲載遺物

土器 lはS-15に隣接して出土したⅣ群A類。胴部下半から底部付近で、上部に斜行縄文が施され

る。 （柳瀬）

時期縄文時代後期前葉の石組炉としたが、土坑の可能性もある。 （福井）

6焼土

F-1 (図Ⅳ-89、図版26)

位置p･Q26規模1.24×－×0.04平面形態不明

立地地形調査区中央付近北東側、尾根状地形からやや下った緩斜面に位置する。

確認・調査Ⅳ～Va層上面付近で検出した。北東側は調査区域外に広がっている。 この周辺には

B-Tmの明瞭な堆積がみられなかったので、直接の対比はできなかったが、ほぼ同じ層順にあると推

測した。中央付近が若干窪んでいたため、下位に遺構の存在を想定しトレンチ調査を行ったが、遺構

は検出されず、風倒木による攪乱を確認した。焼土層下位の境界が明瞭なため、風倒木根の窪みに廃

棄されたものと推測される。

時期検出層位から判断すると、B-Tm降下の10世紀前後の可能性がある。 （柳瀬）
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F-2 (図Ⅳ-89、図版26)

位置042規模0.47×0.37×0.07平面形態卵形

立地地形調査区の北西側、倉知川寄りの平坦面に位置する。

確認・調査Vb層上面付近で検出した｡焼土の色調は明褐色を呈する。042区は周辺グリッドと比較

して、つまみ付きナイフ･Rフレイク・フレイクなどの剥片石器類や敲石が多く出土しており、 また、

隣接する043区からは大形の石皿（図V-65-185)が出土している。 F－2はこれらと関係がある可

能性がある。

時期周辺の遺物出土状況から、縄文時代後期前葉あるいは後葉の可能性が高い。 （柳瀬）

F-3 (図Ⅳ-89、図版26)

位置047規模0.38×0.34×0.09平面形態不整楕円形

立地地形倉知川に続く斜面際の平坦面に位置する。

確認・調査Va'～Vb層上面で、 F－4とともに検出。焼土の色調は明赤褐色を呈する。

時期周辺の遺物出土状況から、縄文時代後期後葉の可能性が高い。 (柳瀬）

F-4 (図Ⅳ-89、図版26)

位置N48規模0.47×0.45×0.04平面形態楕円形

立地地形倉知川に続く斜面際の平坦面に位置する。

確認・調査Va'～Vb層上面で、 F－3とともに検出。焼土の色調は明赤褐色を呈する。周辺から

は、Ⅳ群C類土器や敲石、すり石、石皿、石斧の破片や、石斧製作に関係する緑色泥岩のフレイクな

どがややまとまって出土した。焼土を残しながらVb層の掘り下げを行ったところ、Ⅶ層上面で、F一

4を囲んで、正方形に配置されそうな柱穴状ピット3基(SP 8～10)が検出された。掘り込みの存

在を想定し、隣接していた土石流堆積物の調査のためにNライン・49ラインに沿って設定されたベル

トの壁面を観察したが、掘り込みは確認されなかった。 このベルトをⅦ層上面まで掘り下げたところ、

さらに2基の柱穴状ピットが検出され、柱穴状ピットがF－4を中心とした正方形をなす4基と、そ

こから西に張り出す1基からなることを確認し、位置関係からF－4とSP 7～11が伴うものと判

断した。掘り込みを伴わない建物が存在していたものと考えられる。

時期周辺の遺物出土状況から、縄文時代後期後葉の可能性が高い。 （柳瀬）

F-5 (図Ⅳ-90)

位置G16規模0.40×0.28×0.05平面形態不整楕円形

立地地形調査区南東側、無名の沢に続く急斜面の際に立地する。斜面際遺構集中範囲の西側に位置

し、H-10、 P-16･63～65･69が隣接する。

確認・調査Vb層掘り下げ時に検出した｡半裁掘削により堆積状況を確認した｡焼土粒が細かく混じ

る状態で、堅密度はやや軟であった。北側にはベンガラ状粒子のまとまりがみられた。

時期周辺の遺構と出土遺物から縄文時代後期前葉の可能性がある。 （坂本）

F-6 (図Ⅳ 90)

位置F16規模0.28×0.20×0．04平面形態不整楕円形

立地地形調査区南東側、無名の沢に続く急斜面の際に立地する。斜面際遺構集中範囲の西端に位置
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している。 P-28･59が隣接し、 P-59とは層位的上下関係がある。

確認．調査Va層下部からVb層上部掘り下げ時に検出した。F－6下部には、Vb層を挟んでp－

59が構築されている。

時期堆積順序からP-59よりも新しいと判断され、縄文時代後期前葉とみられる。 （坂本）

F-7 (図Ⅳ-90)

位置 115規模0.38×0.34×0.07平面形態円形

立地地形調査区南東側、無名の沢に続く急斜面の際に立地する。斜面際遺構集中範囲の中央部北側

に位置している。P-66･89、 S－3が隣接する。

確認・調査調査区115のVb層上部面精査時に検出した｡焼けしまった焼土ブロックが､堅密度軟の

黒褐色土中に多く含有される状態であった。焼土が形成された後、人為的攪乱を受けたことが考えら
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れる。

時期周辺の遺構と出土遺物から縄文時代後期前葉の可能性がある。 (坂本）

F-8 (図Ⅳ-90、図版26)

位置L8 規模0.36×0.30×0.03平面形態不整形

立地地形無名の沢に続く急斜面上に位置する。

確認・調査Ⅷ層上面で焼土を確認。サブトレンチを入れて断面を観察した。

特徴焼土はⅧ層が被熱したもの。風倒木の根が盛り上げたⅧ層の盛り上がり頂部に位置する。

時期層位から判断すると、早期の可能性が高い。 （福井）

F-11 (図Ⅳ 90、図版26)

位置 113規模0.49×0.42×0.07平面形態不整楕円形

立地地形無名の沢に続く急斜面際の遺構集中範囲の中央付近東側、配石遺構の内側に位置する。配

石遺構の礫に隣接している。

確認・調査周辺に広く分布している造成土の中位付近で検出した。Ko-gが多く混入している周辺

の造成土よりも若干赤味が強い程度である。配石遺構と何らかの関係があると推測される。

時期周辺の遺構・遺物の検出状況から、縄文時代後期前葉の遺構と考えられる。 （柳瀬）

F-9 (図Ⅳ 91、図版26)

位置C･D21規模0.95×0.48×0.08平面形態楕円形

立地地形調査区南西側の平坦面にあるH－6の覆土中に位置する。

確認・調査H-6の覆土を調査中に暗褐色土のまとまりを検出した。最初H－6にともなう炉等の

施設を想定したが、断面の観察により、H－6の床面あるいは生活面よりも高いレベルに位置するこ

とがわかった。H－6が自然に埋没していく過程で、 この場で火が使用された痕跡と推測される。

遺物出土状況土器小片5点(III群A類)、焼成粘土塊13点、石器4点（石槍1点、フレイク2点、石

斧1点)、礫14点が出土している。なお、焼成粘土塊としたものは、H－6のものと同様、軽石などの

可能性がある。

時期・性格層位的にH－6より新しいことから、縄文時代中期前半以降と考えられる。 （新家）

F-10 (図Ⅳ-91、図版26)

位置 J9 規模0.74×0.66×0.09平面形態不整楕円形

立地地形無名の沢に続く急斜面に位置する。H－9と隣接する。

確認・調査Ⅵ層相当面で、H 9とともに検出。周辺には他に遺構が存在しないため、互いに関連

する可能性がある。 F 10周辺はわずかに凹んでおり、自然地形の凹みを利用したものとみられる。

時期隣接するH－9の時期から、縄文時代中期前半の可能性がある。 （柳瀬）
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倉知川右岸遺跡

7 柱穴状ピット （図Ⅳ-92～101、図版27･77･103)

概要

柱穴状ピットは230基検出された。 このうち208基は、調査区南東側、無名の沢側の遺構集中範囲に

分布している。

遺構集中範囲に分布するものの大部分は、他の遺構同様に後期前葉に属し、配石遺構をはじめとす

る遺構群と関係があると推測される。配石遺構・竪穴住居跡・フラスコ状土坑などに近接するものに

は、遺構に伴う木柱・柱穴・墓標などに使用された、あるいは礫の抜けた痕跡などと想定されるもの

もある。 このほかに建物をなすような、明瞭な配置を判別することはできなかった。覆土は、ローム

やKo-gが多く混入することから埋め戻しと判断されるものや、Ⅷ層とは異なる色調のロームが認め

られるものがある。 また、造成土やVb層に類似するものもみられる。

遺構集中範囲以外では、K～M12～14区に16基、N48区付近に5基がまとまって分布し、R13区に

1基が位置する。 L12．13区に位置するSP-16･18･19．21の4基は早期前半、N48区周辺の5基は

後期後葉のものである。 この2か所のまとまりは、建物を構成していたと推測される。

以下、各柱穴状ピットの特徴的な内容について述べることとする。 （柳瀬）

SP-5…土器1I1群A類13点出土。

SP-7～11…7～10が方形に、 11が西側にやや外れて配置される。 F－4に伴う （図Ⅳ-89)。

SP-12…覆土上層は純粋な粘土。地山であるⅧ層のロームとは異なる。粘土で蓋をするように埋め戻

された可能性がある。

SP-16・ 18． 19．21…覆土がローム質であること、 SP-21覆土と周辺のⅧa層からI群A類がまと

まって出土していることから判断して、早期前半に属するものである。方形に

配置される。

SP-27…P 52を切って構築。覆土の上層はローム主体層で、ロームで蓋をするように埋め戻された

可能性がある。

SP-28…P-50を切って構築。

SP-30…配石と重複する。関係不明。

SP-37…覆土下半埋積土の様相。

SP-38･ ･柱アタリの土居1と根固めの土層2 ･ 3からなる。

SP-40…SP-39を切る。

SP-48･ ･ ･H-2の南壁に沿って分布しており、同遺構の付属施設の可能性がある。

SP-56…P-26と関係あるが、新旧は不明。覆土は造成土と類似。P-26の墓標の可能性がある。

SP-62…立石に挟まれる位置で､掘り込みも存在を確認したⅧ層から50cm近くあり、造成土からの掘

り込んだ場合さらに20cmほどの深さが加算されることとなる｡土層を見ても直径1Ocmほど

の棒状のものを立てるために小穴を掘り込んだ後、ロームブロックを多く含む土層で根固め

をしているように考えられることから、配石に伴い木柱が立てられていた痕跡とみることが

できる。

SP-30．34～36･39･40･57～61．63～76･

78～84．86．87．94･193･227･228･231．232…覆土は造成土と類似。

SP-58．69･70…上位に礫。

SP-63…P-36の墓標の可能性。

SP-74…立石を伴う。立石は台石・石皿。
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1V遺構と遺構出土の遺物

SP-77…台石・石皿2点出土。

SP-85…．字形配石の長軸の配置が切れた部分近くに位置する。掘り込みも存在を確認したⅧ層から

50cm近くあり、造成土からの掘り込んだ場合さらに20cmほどの深さ加算されることとな

る｡土層を見ても直径10cmほどの棒状のものを立てるために小穴を掘り込んだ後､ロームブ

ロックを多く含む土層で根固めをしているように考えられることから、配石に伴い木柱が立

てられていた痕跡とみることができる。

SP-94…P-34との関係不明。 P-34の墓標の可能性がある。

SP-107～111 ． 123･124･127･215…P-89の壁周囲に分布し、同遺構の付属施設の可能性がある。

SP-117・ 118． 122…H－2の南壁に沿って分布し、同遺構の付属施設の可能性がある。

SP-127…P-79を切って構築。

SP-193･227…人為堆積土と判断される。

SP-216･217･218…SP-218が古く、 216･217が新しい。

SP-229…直径10cmほどの棒状のものを立てるために小穴を掘り込んだ後､ロームブロックを多く含

む土層で根固めをしているように考えられることから、木柱が立てられていた痕跡とみる

ことができる。

掲載遺物

土器 4点図示した。 lはSP-21とその周辺のⅧ層から出土したI群A類。 4か所の突起をもつ平底

土器と思われる。突起下はやや肥厚し、縦位の棒状をなす。内面調整は貝殻条痕によると思われる。

2～4はⅣ群A類。 2はSP 22から出土。 3はSP-156から出土したもので、H－2から同一個体が

出土している(図Ⅳ 11-9)。磨消縄文が施される突起付近の破片で、口唇上に指頭状の圧痕が加え

られる。 4はSP-214から出土した口縁部。 P 34から同一個体が出土（図Ⅳ－57-4)｡ (柳瀬）

石器 4点を図示した。 5はSP-33、 6はSP-97、 7はSP-60、 8はSP 77から出土している。

5 ． 6はスクレイパーである。石材は頁岩である。 5の調整縁辺は鋭利に加工され、裏面側には明

瞭な光沢が発生している。背面右側縁には不規則な平坦剥離がみられるが、腹面側の連続的な調整に

より背面側剥離面のネガティブバルブが切られている。 6は背面左側縁に軽微な剥離が連続し、対す

る右側縁にやや大型で粗雑な調整が加えられるものである。左側縁の背面と腹面のなす角度は30度前

後と鋭角で、腹面側には光沢も観察される。右側縁のやや粗い加工部縁辺は、断面がくの字状を呈す

る。

7は石斧である。石材は緑色泥岩である。両刃、円刃に近い偏刃で、平面は溌形を呈す。横断面形

は、正面側が丸みを帯び裏面側が平坦な半円状となっている。刃部には衝撃剥離痕とみられる長軸方

向からの小剥離が3枚程度観察され、全て磨耗している。器体は、正面側からの力により、ほぼ中央

部で破損している。

8は台石・石皿である。石材は安山岩である。素材礫の平面部に敲打痕が円形にまんべんなく広が

る。敲打面は平坦になっている。上半部が被熱している。 （坂本）

8 その他

掘上土（図Ⅳ－102)

遺構集中範囲付近で11か所の掘上土を確認した。おもに遺構集中範囲の外縁に位置しており、緩斜

面から急斜面に変化するあたりに多い。ローム質で、規模は大きいもので長さ3mほど、小さいもの

は長さ数十Cnlである。厚さは最大で20cmになる部分がある。このうちH12区および116区のものを
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1V遺構と遺構出土の遺物

_L
IE16X-1

A' 77.50m~~A~／ Ⅷ

X－1

土色 土性粘り堅密度 混入物

， 灰白 ’oYR8'’ 埴土 弱すぎるﾈｽﾐ類の骨.ｶﾀﾂﾑﾘの殻
2 褐灰 10YR6/1 埴土弱 軟
3暗赤褐 I0YR3/2 埴土 弱 軟

4 黒 10YR1 .7/1 埴土 弱 軟 パミス粒7%
5 褐灰 10YR4/1 埴土弱 軟 カタツムリ殻

‘ 褐灰 ，oYR5,， 埴土弱 軟猫:ﾘ鰹s-Tmﾌﾛｯｸ･土扇‘
・ 黒縄 ’0YR3''“土弱す費る
・ 黒櫓 10YR3/2 埴土 弱'躍る

その他

全体に組維状組織みられる

1が風化したような状態

Va＞土周1

基本的にVa眉十土層1 ，流れ込
みの可能性

ヘｍ
ｌ

ｌ（
Ｕ
ｌ

木根跡

図|IV-103 X-1

図示した。

H12区の掘卜十からはl個体のⅣ群A類土器と土偶の破片が出土しており、 また112区の掘上土の

わずかに上位からは、Ⅳ群A類土器がつぶれた状態で出土している。 このことから掘卜十の所属時期

は、遺構集中区の遺構と同様に、後期前葉と判断される。また、遺構集中区の外縁に分布することか

ら、掘上土は集中区の遺構構築に伴って形成されたものと推測される。 （柳瀬）

X-1 (図Ⅳ-103、図版37)

位置D16規模(1.17/080)×0.19

立地地形無名の沢に続く急斜面際の平坦面に位置する。

確認・調査Ⅲ層掘り下げ後、乳白色の灰状の堆積物として確認した。範囲を確認し、地形に沿うよ

うに半裁し、堆積状況を確認した。 また、層毎にサンプルを採取した後、堆積物を水洗選別した。

覆土灰状の堆積物は、 1I1層とv層の間にみられた。上位からネズミ類の骨、陸棲貝類を多量に含み

繊維状の構造が見られる灰白の土居、褐灰色を呈する土層、赤褐色を呈する土居、褐灰色で陸棲貝類

を含む土層に分けられた。 また斜面側に二次堆積した部分ではⅣ層(B-Tm)のブロックが見られた。

灰状堆積物の下位には木根の痕跡が確認されたことから、 この堆積物は木の洞か、根脇の凹みのよう

なところに形成されたとみられる。

時期時期はB-Tm降灰以前のV層上部が堆積した時期とみられる。①ネズミ類の骨が多く含まれる

点、②急斜面際の見晴らしのよい立地にある点から動物の糞の集積とみられる。糞を集積するする動

物はタヌキ以外に考えられない。調査期間中に調査区周辺を踏査した際、現在のタヌキのため糞を観

察した。その状況とも近似していた。 （福井）

2α3



V包含層出土の遺物

V包含層出土の遣物

1 概要

包含層出土遺物は総数74,393点で、土器62,657点、石器5,030点、土製品35点、石製品26点がある。

土器は縄文時代中期前半の円筒上層式～サイベ沢Ⅶ式のⅢ群A類が30,968点、後期前葉のトリサキ式

を中心とするⅣ群A類が30,784点出土し、大多数を占めている。 この他にも早期前半I群A類、前期

後半II群B類、後期中葉Ⅳ群B類、後期後葉Ⅳ群C類が出土している。

石器は石鍼、スクレイパー、敲石、扁平打製石器、北海道式石冠、台石・石皿が多数出土し、その

多くが中期前半もしくは後期前葉に遣されたものと考えられる。

各分類・器種の分布範囲の説明には、地形および土器の分布状況によって便宜的に区分された地区

名称(1-1～Ⅲ－2区） を用いて説明することとする （図Ⅱ1-1)。

遺物の分布は主に、 I区：無名の沢に続く斜面と斜面の際、 II区：尾根状地形部分、Ⅲ区：倉知川

に続く斜面際の、大きく三つの範囲にまとまる。とりわけI－1区(無名の沢側斜面際)、 1－2区(無

名の沢側斜面)、 II 1区(尾根状地形南東側）に多数が分布する。 1－2区には後期前葉、 II 1区

には中期前半の遺構群が検出されており、包含層遺物はこれら遺構群を形成した集団が主に遣したこ

とが考えられる。 また、 1－2区ではⅡI群A類とⅣ群A類が、折り重なるように混在した状態で出土

しており、無名の沢斜面への廃棄行為が考えられる。 （坂本）

2 土器

包含層からは、表面採集等を含めて62,657点の土器が出土している。内訳は、縄文時代早期のI群

では、A類：貝殻文が施されるものが172点、前期のII群では、 B類：円筒土器下層式が284点、中期

のⅢ群では、A類：前半のものが30,968点、 B類：後半のものが71点、後期のⅣ群では、A類：前葉

のものが30,784点、 B類：中葉のものが43点、 C類：後葉のものが332点、続縄文時代のⅥ群は1点、

分類不明が2点である。Ⅲ群A類・Ⅳ群A類がそれぞれ出土点数の5割近くを占めている。Ⅵ群の1

点は土石流堆積物から出土したものである。

土器の分布は、遺物全体の分布と同様調査区のほぼ全域に及ぶが、なかでもI～1I1区に偏っている

特に1－1 ． 2区およびII-1区に集中しており、遺構の集中範囲と共通する。 I区ではⅢ群A類・

Ⅳ群A類が多量に出土しており、 I－l区ではⅣ群A類が、 1－3区ではⅢ群A類が多い。 1－2区

ではⅢ群A類・Ⅳ群A類が混在している。

II区ではⅢ群A類が多く出土する。特に同時期の遺構が分布するII-1区に集中している。 11区の

うち25～33ラインは出土点数が少ないが、 11-2 ･ 3区に集中がみられる。Ⅱ－2区とⅡ－3区の中

間ではⅡ群B類がややまとまっている。 また、 11区とIⅡ区の間の沢状地形部分は遺物の分布の少ない

範囲だが、 II群B類がややまとまって出土している。

Ⅲ区ではⅢ群A類・Ⅲ群B類・Ⅳ群A類・Ⅳ群C類が出土している。南西側ではⅡI群A類・Ⅳ群A

類が多く、Ⅲ群B類も少数出土している。Ⅲ－1区ではⅣ群A類が集中する。北西側のⅢ 2区の周

辺ではⅣ群C類が多く出土している。

分類ごとには以下のような濃淡を示している。 IⅡ群A類・Ⅳ群A類はともに多量に出土しており、

Ⅲ群A類は1－2区の斜面とII-1区に特に集中するが、調査区のほぼ全域で多く出土している。Ⅳ

群A類も調査区のほぼ全域で出土するが、 1-1･2区に集中する度合が強い。 I群A類･II群B類．
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V包含層出土の遺物
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V包含層出土の遺物

IⅡ群B類・Ⅳ群B類・Ⅳ群C類は、少数が比較的狭い範囲にまとまって出土している。

I群（図V－l、 V－4－l～8， V-70、図版46．78)

概要172点出土した。すべてA類：貝殻文が施されるもの。個体数は10個体程度。貝殻腹縁による文

様が施されるもの、無文のもの、条痕文が施されるものがある。このうち4個体の器形を復原し、 こ

れを含めた8個体を図示した。底部が確認できたのは平底1個体であるが、尖底土器と共通する文様

をもつ個体もみられることから、尖底になるものもあると推測される。層位別には、 Va層から1点、

Vb層から13点、Ⅷa層から157点、排土・表採のもの1点である。 I群A類土器の本来的な包含層は

Ⅷa層であるため、Va層およびVb層から出土したものは、木根などによる自然攪乱や遺構構築によ

り掘り上げられた混入と推測される。なお、以下に使用するI群A類の文様等の表記は、中野B遺跡

Ⅳ（北埋調報130)に拠った。

分布状況調査区南東側の1-1 ･ 2区にまたがった範囲、無名の沢へ続く斜面の際に沿って分布す

る。

掲載土器 1 ． 2 ． 5は貝殻の「腹縁の一部分を幅狭く綴密な間隔で連続押捺」した「連続移動文」

が施されるもの、 3 ． 6は貝殻の「腹縁部の曲線を利用してロッキング移動」した「連続波状文」が

施されるもの、 4 ． 7 ． 8は無文あるいは条痕文が施されるものである。

1 ． 2 ． 5は角形の口唇の外・内面の角に刻み状の、貝殻腹縁の連続移動文が加えられる。いずれ

も底部は欠失するが、尖底と推測される。 1は波状口縁で、波頂部間にやや小さい副突起が設けられ

る｢副突起付波状口縁｣。口縁部には口縁の形態に沿った並行沈線が描かれ、その上から棒状工具を器

面に対して直角に突き刺す「円形刺突」が加えられる。棒状工具は断面円形である。並行沈線間には

斜位の連続移動文が充填される。波頂部からは円形刺突の列点が垂下する。口縁内面には、連続移動

文施文時に押捺されたと推測される「爪痕」がみられる。胎土には砂粒が多く含まれ、繊密。外・内

面とも丁寧に調整される。割れ目には、外傾する輪積み痕が顕著にみられる部分がある。内面には煤

が付着する部分がある。 2も副突起付波状口縁である。口縁～胴部は無文。胎土には砂粒が多い。調

整はやや粗雑で、凹凸が残る。内面には貝殻条痕がみられる部分がある。 5は4か所の突起をもつ波

状口縁。口唇直下に口縁の形態に沿った沈線が横環し、円形刺突が加えられる。沈線の直下には連続

波状文が施される。

3 ． 6は貝殻腹縁の連続波状文が施されるもの。 3は胴部～底部で、平底である。全面に密に連続

波状文が施される。腹縁部の背面あるいは内面を研磨して櫛目状にした原体を用いている。胎土はキ

メ細かく、砂粒を含む。内面には貝殻条痕が顕著である。 6は平縁で、口唇は先細りの丸形。口唇直

下から連続波状文が施される。胎土には砂粒が多い。 3と同様平底になると推測される。

4は無文のもの。平縁で、口唇は先細りの丸形。外・内面に条痕がみられる。胎土はキメ細かく、

砂粒を含む。 6と口唇形態が共通しており、平底と推測される。 7 ． 8は明瞭な条痕がみられるもの。

貝殼による可能性もある。内面にも条痕が認められる。口唇はいずれも角形。胎土には砂粒を含む。

II群（図V－5－9～13, V-70、図版78)

概要284点出土した。すべてB類：円筒下層式に相当するもの。個体数は10個体前後である。縦位や

斜位の撚糸文が施される平縁のものが大部分で、多軸絡条体が施されるものも1個体みられる。また、

これらとは異なる、突起をもち、 J字形の貼付と縄端の圧痕などが施されるものが1個体ある。層位

別には、 Va層から6点、 Vb層から273点、Ⅵ層から3点、Ⅶ層から2点である。 このうちl個体の
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器形を復原し、これを含む5個体を図示した。図示したものとその同一個体は合計で250点ほどで、点

数としては大半を占める。

分布状況調査区中央の尾根状地形部分、 11-2 ． 3区の中間付近と、 II区とIⅡ区の間の沢状地形部

分に分布する。N37区の140点、 L37区の26点は、それぞれ大部分が同一個体であった。

掲載土器 9 ． 11は撚糸文が施されるもの、 10は単節縄文が施されるもの、 12は多軸絡条体が施され

るもの、 13は突起をもち、 J字形の貼付が施されるもの。

9 ･ 10は口縁部の狭い範囲に縄線による文様が加えられるもの。 9は胴部に縦位の撚糸文が施され、

口唇断面は先細りの丸形。沢状地形部分のN37区でまとまって出土したが、胎土が脆く磨耗していた

ため接合が困難で、器形の復原はできなかった。 10は胴部に結束第1種羽状縄文と縦走する単節縄文

が施される。口縁部には3条の縄線が横環する。内面は磨かれる。 l1は横走気味の撚糸文が施される

ワ77
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底部。 llaには底面にも撚糸文が施される。 12は多軸絡条体が施される底部。内面．底面は磨かれる。

9～12はいずれも胎土に繊維を多量に含む。

13は突起をもち、貼付が施されるもの。突起の上面は平坦に整形される。口唇は角形で、突起上面

を含めて縄文が回転施文される。縄線が加えられたJ字形の貼付が突起から垂下する。口縁部には縄

線と縄端圧痕列が横位に施される。口縁部文様帯は肥厚することで胴部と区画される。

Ⅲ群（図V 2， V－6～29 14～108, V-70･71、図版47～60･78～84)

31,039点出土した。内訳は、A類：前半のものが30,968点、B類：後半のものが71点である。A類

にはA 2類：円筒上層b･c式に相当するものと、A－3類：サイベ沢Ⅶ式･見晴町式に相当するも

のがある。B類としたものは、撚糸文や櫛歯状工具による条痕文が縦位に施されるものである。

Ⅲ群A類（図V－2， V－6～28-14～101， V-70、図版47～60, 78～83)

概要30,968点出土した。出土土器の5割近くを占める。A－2類：円筒上層b･ c式に相当するも

のと、A－3類：サイベ沢Ⅶ式・見晴町式に相当するものがある。 このうち、A－2類32個体、A－

3類25個体の器形を復原し、 これらの大半を含むA－2類32個体、A－3類57個体を図示した。細分

の対象としたものは掲載遺物のみである。そのため出土点数の比較はできないが、復原できた個体数

から判断すると、A－2類がより多く出土しているものと推測される。なお、復原したもののうち、

図示していない、A－2類の11個体、A－3類の4個体については、写真および掲載土器一覧表に記

している。

分布状況 IⅡ群A類の分布は調査区のほぼ全域に及ぶが、特に、 1 2 ･ 3区およびII区に集中して

いる。掲載土器から判断すると、A－2類とA－3類では分布傾向が異なる。A 2類はそのほとん

どが1-1 ･ 2区の周辺に集中しており、 II区とⅢ区の間の沢状地形からも少数出土している。A一

3類はII区に多くみられ、特に11 1 ･ 2 ． 3区に集中している。調査区南東側、無名の沢へ続く斜

面からも少数出土している。

掲載土器14～46はⅢ群A－2類、 47～101はⅢ群A－3類である。

Ⅲ群A－2類（図V－2， V－6～15-14～46、図版47～55, 78～80)

IⅡ群A－2類には、撚糸圧痕が加えられた粘土紐による文様、粘土紐に沿って施される縄線、馬蹄

形圧痕やそれに類する半裁竹管状工具などによる刺突・押引などが施される。口唇には、撚糸圧痕が

刻み状に施されるものと、撚糸圧痕が加えられる波状の粘土紐が貼付されるものが多い。文様は無文

地に施されるものが多いが、縄文地に施されるものもある。地文は結束第1種羽状縄文が圧倒的多数

を占め、結束第1種斜行縄文、縦位の結束第1種羽状縄文が少数みられる。地文のみのものや、口唇

の撚糸圧痕・貼付のみのもの、無文のものも少数みられる。口縁は4か所の弁状突起をもつ波状口縁

が多く、平縁もある。器形は、多くが直線的な筒形で口縁が大きく外反するが、胴部がやや張り出す

ものや、器高が低く頚部が強くくびれる壷形に近いものもある。底部はやや張り出すものが多い。脚

付のものが2個体ある。胎土は繊維を含むものが多いが、ほとんど含まないものもある。他に砂粒・

軽石粒・海綿骨針などを含むこともある。内面は丁寧に磨かれるものが多い。

14．15は突起の上端がM字形を呈し、一条の粘土紐で文様帯が区画されるもの。いずれも馬蹄形圧

痕と縄線が施される。 14は口唇が角形で、口唇端部から口唇直下にかけて羽状の撚糸圧痕が加えられ

る。 15は地文に縦位の結束第1種羽状縄文が施される。突起間の中央の口唇上には、楕円形の環状貼

付が加えられ、口唇と同様に羽状の撚糸圧痕が施される。

16～19･22．34～37は口唇に刻み状の撚糸圧痕が施されるもの。 16．17． 19･22･34･35は、撚糸
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圧痕のある粘土紐による文様と、馬蹄形圧痕あるいはそれに類する文様が施されるもの。 16．17．22

は粘土紐の貼付が突起周辺に限られるもの、 19．34は横位にも展開するもの。 16は狭い文様帯内に屈

曲の緩い馬蹄形圧痕が施される。 17は、図には現れていないが、突起のlか所に馬蹄形圧痕が加えら

れている。 22は馬蹄形圧痕と、二種類の半裁竹管状工具による刺突が施される。馬蹄形圧痕が施され

るのは図の正面のみ。突起下の文様構成は、正面と、正面以外の3か所では異なる。突起は図右側の

lか所のみ弁状、他は山形。突起間の中央の口唇に山形の貼付が加えられる。 35は非常に小形で平縁

のもの。粘土紐の貼付とそれに沿った縄線、馬蹄形圧痕が施される。地文は縦位の結束第1種羽状縄

文。 36は縄線による文様のみが施されるもの。突起部口唇の撚糸圧痕は3本組みで、文様帯の縄線と

同じ原体を用いていると推測される。18．37は縄文のみのもの。18は器高72cmを測る大形のもの。突

起上端に粘土紐の貼付が加えられる。 37は口唇が尖り気味で外面に肥厚し、肥厚部に刻み状の撚糸圧

痕が施される。

20．21．23～27．38～41．43は口唇に波状などの貼付が加えられるもので、 20．21･23～25･38～41

は貼付に撚糸圧痕などが加えられるもの。 41 ．43以外は、撚糸圧痕が加えられる粘土紐による文様と、

馬蹄形圧痕あるいはこれに類する半裁竹管状工具・箆状工具などによる刺突・押引が施される。粘土

紐による文様は横位に展開するものが多い。文様帯は横環する2本の貼付帯で区画されるものが多く、

21 ．23．27はその下位にさらに波状を基調とする貼付帯が加えられる。 26．27．43は貼付が無文のも

のである。

20．21．23は、粘土紐とそれに沿った縄線、馬蹄形圧痕あるいはそれに類する文様が施されるもの。

20･21は馬蹄形圧痕が施される、小形のもの。 21は底部が小さく胴部が張り出し、頚部がくびれる器

形。突起には貫通孔がある。馬蹄形圧痕を施す際の爪痕と推測される痕跡がみられる。 23は半裁竹管

状工具による刺突が施される。突起には貫通孔があり、上端の左右はつまみ状に肥厚する。胎土には

小礫が多い。

24．25．38～40は、撚糸圧痕などが加えられる粘土紐と、馬蹄形圧痕あるいは半裁竹管状工具の刺

突が施されるもの。縄線は施されない。 24は平縁で、口縁直下につまみ状の貼付が加えられる。馬蹄

形圧痕が施される。粘土紐上の撚糸圧痕は撚りの異なる2本組で、矢羽根状を呈する。 25は器形がゆ

がんでいるため、図の正面側が背面側よりも極端に低い。突起には貫通孔がある。 2種類の半裁竹管

状工具による刺突・押引が施され、施文の際の爪痕が見られる。口唇の貼付は緩やかな波状で、突起

間中央ではさらに弧状の貼付が加えられて、楕円形を呈する。 38～40は半裁竹管状工具による押引が

施される。 38の粘土紐には爪による刻みが加えられる。突起には貫通孔と、その左右につまみ状の貼

付が施される。文様帯には粘土紐が主に横位に施され、その間に半裁竹管状工具による押引列が加え

られる。 39は大形のものの破片。口唇には撚糸圧痕が加えられる斜位の貼付が施される。突起の左右

端には縦位の把手状の貼付が施される。文様帯の粘土紐には、撚糸圧痕の加えられる部分と、無文の

部分がある。粘土紐間に半裁竹管状工具による押引列が加えられる。 40は切出状の口唇端部の下端に、

撚糸圧痕が加えられる粘土紐が貼付される。口唇端部には半裁竹管状工具による押引が加えられる。

突起下の粘土紐交点には縦位の橋状貼付が施される。 41は縄文のみのもの。口唇端部に、撚糸圧痕が

加えられる鎖状の貼付が施される。上部が二股の橋状貼付が加えられ、その上端が突起となる。

26．27．43は粘土紐が無文のもの。 26は底部が小さく、胴部が強く張り出し頚部がくびれる、壺形

に近い器形。口縁内面の2か所に、対向する横U字形の貼付が加えられる。半裁竹管状工具による押

引が施される。地文は結束のない羽状縄文。 27は器形がゆがんでいるため、上から見ると楕円形を呈

し、図の正面側と背面側で突起の位置がずれている。突起には貫通孔があり、上端中央に貼付が剥落
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した痕跡がある。箆状工具による押引が施される。貼付は剥落部分が多い。 43は文様帯をもたないも

の。口唇に無文の波状貼付が施される。突起に貫通孔と、その左右につまみ状の貼付がある。

42は無文面に、無文の粘土紐と半裁竹管状工具による押引が施されるもの。口唇には撚糸圧痕や貼

付は施されない。H－7から同一個体が出土している （図Ⅳ－30-1)。

44．45は縄文地に粘土紐による文様が施されるもの。 44は平縁で、縄文が施される口唇端部に鎖状

の貼付が加えられる。文様帯には弧状を基調とした粘土紐による文様が施され、貼付にはいずれも縄

文が施文される。貼付は剥落部分が多い。地文は結束第1種羽状縄文で、重複して施すことにより、

一見結束第1種斜行縄文風となる。底部付近は無文となる。 45の貼付には撚糸圧痕が加えられる。突

起には貫通孔がある。口唇は、直下に粘土紐が貼付されることにより肥厚し、角形を呈する。地文は

結束第1種羽状縄文。

46は縄文のみのもの。平縁で、口唇端部には縄文が回転施文される。全面に結束第1種羽状縄文が

施され、底部付近のみ無文となる。

28は4か所の橋状貼付をもつもの。平縁で、貼付上端が突起をなす。橋状貼付には、横位の馬蹄形

圧痕と半裁竹管あるいは棒状工具による斜位の刺突が2つずつ、縦に並べて施される。口唇断面は切

出状で、半裁竹管状工具による押引列が加えられる。胴部には結束第1種羽状縄文が施され、底部付

近は無文となり、底部はやや張り出す。底面には網代と思われる圧痕が認められる。胎土には海綿骨

針を多く含む。

29～31は無文のもの。 30は手握ねの小さな椀形のもの。 31は皿状を呈するものである。口縁部に6

か所、円形の貫通孔が施される。調整がやや粗雑で、輪積み痕の残る部分がある。口唇調整の際の粘

土が外面にかぶさっている。

32．33は脚付のもの。 32は三脚付の深鉢。胴部には結束第1種羽状縄文が施され、不規則ながら脚

部にも続く。脚は3本で、下端で環状に結ばれる。 33は脚部の下端が板状である。板は方形を呈する

と思われ、その四隅と中央に計5本の脚があるものと推測される。四隅に位置する脚のうちの2本と

中央の脚の基部が残存する。四隅の脚の外面には、一方には縄文地に棒状工具による圧痕が、他方に

は2本組の撚糸による圧痕が施される。脚上端の剥落状況から、 32と同様の丸底の本体がのるものと

推測される。

写真掲載としたものは、おもに地文のみが施されるものである。①・②は口唇に撚糸圧痕が施され

るもの。①は口唇に羽状の撚糸圧痕が施され、その直下に馬蹄形圧痕が加えられる。②は縄文のみの

もので、平縁に、刻み状の2本組撚糸圧痕が施される。③～⑥は口唇に、撚糸圧痕が加えられる波状

の貼付が施されるもの。③は突起をもち、無文地に、撚糸圧痕のある粘土紐とそれに沿った縄線、半

裁竹管状工具による押引が施される。橋状貼付をもつ。④～⑥は縄文のみのもの。⑥の粘土紐の圧痕

は箆状工具による。⑦・⑧は切出状の口唇に縄文が回転施文されるもの。⑨・⑩は先細りの口唇間際

まで縄文が施されるもの。⑪は無文のもの。

III群A－3類（図V－2， V-16～28-47～101、図版55～60．80～83)

Ⅲ群A－3類には、無文の貼付による文様をもつものと、沈線による文様をもつものがある。どち

らも縄文地に施される。 4か所の突起をもつものが多く、平縁のものは少ない。突起の形状には棒状

のもの、山形ものが多いが、形状の異なる二対の突起をもつものもある。突起周辺には貼付が加えら

れることもある。口唇は丸形・外傾する切出状などで、端部に縄や棒状工具による刻みが加えられる

ものが多い。 また、口唇直下に貼付帯を加えることにより切出状に形成するものが複数みられる。地

文は結束のない斜行縄文が多く、縄端の結目による圧痕がみられるものがある。 また、少数ではある
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図V-6 包含層の土器(3)
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図V-8 包含層の土器(5)
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が、結束のある縄文や、結節部の回転がみられるものもある。魚骨回転文も少数みられる。底部はや

や張り出すものが多い。器形は胴部がやや張り出し、頚部が若干くびれるものが多いが、直線的なも

のもある。胎土には少量の繊維、砂粒を含むものが多い。海綿骨針や軽石粒などを含む場合もある。

また、東北地方の影響を強く受けたと推測されるものが2個体出土している （図V-21･22-66･

67)。

47．48．68～70は粘土紐の貼付による文様が施されるもの。地文には結束や結節がみられる。 47は

まとまって出土したものである （図V-2 2段目)。大形で、口縁部を欠失する。文様は4単位で、

そのうちのlか所では、貼付間を埋めるような沈線が施され、底部付近まで続いている。他の部分で

は地文の縄文が密に施されているが、沈線が施される部分では無文の部分が広くみられる。 48．69．

70は2本組の粘土紐により凸レンズ状の文様が施されるもの。 48．70は口唇直下に貼付帯が加えられ

る。 48は棒状突起lか所のみが残存している。口唇の貼付帯上には沈線が加えられ、それと交差する

やや斜位の撚糸による刻みが施される。突起には横位の撚糸圧痕が施される。 69の突起は先端を欠失

するが、弁状と推測される。突起下に橋状貼付が剥落した痕跡がある。丸形の口唇に、 2本組の撚糸

による縦の刻みが加えられる。 70は山形突起が1か所残存する。口唇直下に、文様を構成するものよ

り太い貼付帯が加えられる。口唇は角形で、口唇端部と口唇直下の貼付帯に、縄による斜位の刻みが

加えられる。突起直下と文様帯の下位に、貼付の剥落した痕跡がある。 68は縦位の鋸歯状と、それを

結ぶ横位の貼付が施される。口唇は丸形で、縄の縦の刻みが加えられる。

49～55･71～78は沈線による文様が施されるもの。 50･53．71･72の地文には、結束・結節あるい

は縄端の結目がみられる。

49･50．71～74は2～3本組の凸レンズ状沈線が施されるもの。 49･72は棒状突起、 73は山形突起、

50は二種二対の突起をもつ。 49は突起に横位の粘土紐が巻きつけられる。突起先端は欠失する。口唇

は角形で、突起周辺では粘土紐が貼付され、肥厚する。口唇端部と肥厚部には縄文が回転施文される。

胴部には凸レンズ状の沈線と、その下位に十字形の変形したような沈線が施される。地文には条の端

部がU字形に繋がった部分があり、原体の端部を屈曲させて施文したと推測される。 50は緩やかな山

形突起と大小4つの小突起からなる突起をもつ。突起の下位には撚糸圧痕が加えられる貼付が施され

る。山形突起には貫通孔がある。口唇は、直下に貼付帯が加えられることにより段をもつ明瞭な切出

状をなし、端部に撚糸による縦の刻みが施される。図の左右の突起では、突起上にも撚糸圧痕が施さ

れる。 71は「三つ山」 と思われる突起をもつ。突起下には左右一対の貼付が剥落した痕跡がある。口

唇は、直下に貼付帯が加えられることにより肥厚する角形をなす。端部には縄の斜位の刻みが加えら

れる。 72は棒状突起の上面が環状に整形され、外周に刻みが加えられる。突起には粘土紐が横位に巻

きつけられ、突起下に橋状貼付が加えられる。口唇は、直下に貼付帯が加えられることにより段をも

つ明瞭な切出状をなす。箆状工具により、口唇端部には縦に、貼付には斜位に刻みが加えられる。胴

部の沈線は半裁竹管状工具による。 73は小形のもの。突起下に貼付の剥落痕がある。角形の口唇に縄

文が回転施文される。 74は外傾する切出状の口唇に縄による斜位の刻みが加えられる。地文は結束第

1種羽状縄文。

51．52．75．76は直線的な沈線が施されるもの。 51 ．52は山形突起をもち、突起下に弧状の貼付が

加えられる。 51は突起に貫通孔がある。口唇直下に貼付帯が加えられ、丸形の口唇には縄による斜位

の刻みが、口唇直下と突起下の貼付には箆状工具による斜位の刻みが加えられる。波状沈線と多条の

平行沈線が描かれる。地文は結束第1種斜行縄文。 52は接合していない口縁部について図上で復原し

た。口唇は角形で箆状工具による斜位の刻みが加えられる。半裁竹管状工具による2本組の沈線が施
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される。地文は結束のある斜行縄文。底部は明瞭に張り出す。 75は半裁竹管状工具による2本組の沈

線で、方形区画が描かれる。突起は剥落している。丸形の口唇には縄による縦の刻みが施される。突

起下の沈線交点には高さのない貼付が加えられる。全体の3/4以上が残存している。76は小形で、口縁

部に並行沈線が施されるもの。切出状の口唇に箆状工具による斜位の刻みが加えられる。

53は図上の正面でのみ不規則な沈線が施される。突起は、把手状の貼付により緩やかな山形をなす。

突起下には横位の貼付が加えられ、図上の正面では刻みが加えられる。口唇は、直下に貼付が加えら

れることで肥厚し、角形を呈する。口唇端部には箆状工具による縦の刻みが施される。地文は斜行縄

文で、縄端の結目の圧痕がみられる。器表面は剥落部分が多い。 54は魚骨回転文の土器、北海道式石

冠などとともにまとまって出土したもの（図V－2 下段）で、突起先端以外のほぼ全体が残存する。

突起部下に刻みのある横位の貼付とそれを囲む凸レンズ状沈線が施される。口唇は丸形で縄の縦の刻

みが加えられる。 55は不規則な凸レンズ状の沈線が施される。山形突起2か所が残存し、一方には縄

文と沈線の加えられる橋状貼付が、他方には縄線の加えられる横位の棒状貼付が施される。文様帯は

上下を3本組の横環沈線で区画され、横に並ぶ凸レンズ状沈線が2段施される。下段は弧状沈線とな

る部分もある。地文は斜行縄文で、突起部のみ回転方向を変えることで、羽状をなす。

77は斜行縄文地に木葉形の沈線が施される胴部破片。 78は斜面の風倒木痕の窪みから1個体がまと

まって出土したものだが(図V-2 3段目)、胎土が脆弱で磨耗が著しかったため接合が困難で、器

形の復原はできなかった。山形突起と「二つ山」の突起をもち、山形突起には縦位の貼付が加えられ

る。口唇は角形で、棒状工具による斜位の刻みが施される。口縁に沿った2本組の沈線が横環する。

56～60．79～82は縄文のみのもので、突起周辺に貼付が加えられるもの。 56･80は平縁の4か所に

環状貼付を加えることにより突起状をなすもの。 56は切出状の口唇に縄文が回転施文され、一部に圧

痕となる部分もある。 80はやや肥厚する切出状の口唇に縄による斜位の刻みが加えられる。 57は二種

二対の突起をもつ。棒状突起は肥厚し、上面が楕円形の環状に整形される。突起下にボタン状の貼付

が加えられる。口唇は丸形で、縄による斜位の刻みが加えられ、突起部にも及ぶ。 58は2か所の棒状

突起が残存する。胴部下半が張り出す器形。突起上端は平坦に整形される。突起下に横位の貼付と橋

状貼付が加えられる。口唇直下に突起下貼付に続く貼付帯が加えられることにより、口唇断面は肥厚

する切出状を呈する。口唇端部には縄文が回転施文され、貼付上や突起上面にも施される。 81は「二

つ山」の突起下に、撚糸圧痕が加えられる環状貼付が施される。口唇端部は切出状で、縄による斜位

の刻みが加えられる。 82は3本の粘土紐を、口唇の外・内面にまたがって貼付することで突起をなす

もの。下位に横位の貼付が加えられる。口唇は角形で、図の左半では回転縄文が、右半では箆状工具

による縦の刻みが加えられる。 59･60･79は山形突起の周辺に貼付が加えられるもの。 59．79は貼付

に縄線が加えられる。 59の口唇は丸みのある切出状で、縄による縦の刻みが施される。 60は突起部に

貫通孔とボタン状突起が施される。口唇は角形で、箆状工具による縦～斜位の刻みが加えられる。図

の正面では、口縁が片口状に外傾する。 79は貼付を変えることで二種二対の突起をなすと推測される

もの。図の右の突起には凸レンズ状、左の突起には9の字状と並行する2条の貼付が施される。角形

の口唇に縄による縦の刻みが加えられる。地文は複節の斜行縄文で、貼付上および口唇にも同一原体

が用いられる。

61～65．83～85は縄文のみのもの。 83は貫通孔のある弁状突起をもつ。 84は丸形の口唇に半裁竹管

状工具による押引が加えられる。 85は斜面で1個体がまとまって出土したもの（図V－2 上段右)。

丸形の口唇に縄による縦の刻みが施される。 61は器面に無節Lの結節部分のみが回転施文される。 L

の斜行縄文が部分的にみられる。口唇は切出状で、箆状工具による縦の刻みが加えられる。器形のゆ
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図V-22包含層の土器(19)

がみが著しい。 62～65は縄文のみが施される小形のもの。 62は突起が3か所のもの。口唇には縄によ

る斜位の刻みが加えられる。突起部の縄文は胴部と回転方向を変えることにより、羽状をなす。 63の

縄文はやや横走気味。口唇は角～切出状で、縄による縦～斜位の刻みが加えられる。 64．65は斜行縄

文のみが施される。 65の口唇は角形で、縄文が回転施文される。

86～89は魚骨回転文が施されるもの。 86は口縁部に沿って1cmほどの幅で魚骨回転文が施される。

突起部には縦位の貼付が加えられる。口唇は角形で、端部に沈線様の文様が加えられる。 この沈線様

の文様も魚骨によるものの可能性もある。胴部には斜行縄文が施される。 87．88は地文として魚骨回

転文が施されるもの。 87は切出状の口唇端部に半裁竹管状工具による押引が加えられる。 88は底部間

際まで魚骨回転文が施される。 89a～eは同一個体のもの。口縁部から胴部上半に魚骨回転文が、胴

部下半には斜行縄文が施されるが、重複する部分もある。胴部上半には沈線文が描かれる。口唇は切

出状で、箆状あるいは棒状工具による斜位の刻みが加えられる。

90～93は貼付が施される突起部分の破片。 90の突起は著しく肥厚する。上面には縄文地に平行沈線

が施され、周縁には縄による刻みが加えられる。突起下は縦位のつまみ状の貼付と、それに直行する

横位の貼付が施される。 91の突起上面の貼付には縄線が加えられる。 92は突起上端の左右に楕円形の

環状貼付が施される。貫通孔がある。 93は環状の貼付を組み合わせ、立体的な花弁のような形をなす。

貫通孔が上下2か所ある。
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倉知川右岸遺跡
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V包含層出土の遺物
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図V-27包含層の土器(24)

94～99は口唇に沿った細い貼付が施されるもの、およびそれに類するもの。 94．95は口唇に貼付が

施されるもの。 94は山形の突起に沿った貼付と、突起の両脇に外・内面にまたがる貼付が施される。

口縁は丸形で、箆状工具による斜位の刻みが加えられる。貼付は剥落部分が多い。 95は突起頂部の左

右口唇に長楕円形の粘土紐が貼付される。頂部には外・内面にまたがる貼付が加えられる。口唇直下

にも粘土紐が貼付される。 96は沈線が施されるもの。口唇は切出状で、太い棒状工具による斜位の刻

みが加えられる。 97は口唇端部に、口唇に沿った沈線が加えられるもの。胴部には沈線が施される。

98は突起部の口唇が強く肥厚し、端部に太い沈線が加えられる。 99は大きな三日月形の突起をもつも

の。突起の形状に沿った貼付が外・内両面に施される。突起下には横位の貼付が加えられ、その両端

は外・内面にまたがる突起両脇の貼付と繋がる。切出状の口唇の上下端に口唇に沿って粘土紐が貼付

され、その間に縄の斜位の刻みが加えられる。胴部には斜行縄文地に沈線が施される。

100は口唇直下に折り返しあるいは貼付帯が巡る。平縁で、貼付により成形された突起をもつ。突起

には左右一対の貫通孔があり、外・内面にまたがる貼付が加えられる。突起下にも貼付の剥落した痕

跡がある。地文は斜行縄文で、折り返し・貼付上にも施される。

101は無文のもの。突起部の破片で、左右一対の貫通孔がある。口唇は丸形で、箆状工具による斜位

の刻みが加えられる。
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含知川右岸遺跡

66．67は東北地方の影響を強く受けていると推測されるもの。同一グリッドから出土している。双

方とも平縁で、口縁部はいわゆるキャリパー形あるいはそれを模したような形態を呈し、鋸歯状の文

様が施される。 66は直線的な器形で、口縁部の器壁がやや薄く、いわゆるキャリパー形を模したよう

な形態である。口縁部には2条の粘土紐が横環し、その問に鋸歯状の沈線が加えられる。 2条の粘土

紐を結ぶような橋状突起が5か所に施される。橋状貼付には横位と山形の粘土紐が加えられ、突起上

部の口唇上には外・内面にまたがる貼付が施される。胴部には斜行縄文地に、 2本組沈線で十字形が

描かれる。沈線は半歓竹管状工具の内・外面を併用していると推測される。 67はやや胴部がふくらみ、

口縁部はいわゆるキャリパー形を呈する。平縁で、無文の口縁部に鋸歯状の貼付が施される。貼付に

は縄線が加えられ、沈線で縁取られる。鋸歯状の頂部にさらに貼付が加えられる部分があり、突起状

を呈する。口唇は角形で、棒状工具による斜位の刻みが加えられる。胴部には斜行縄文地に、平行沈

線と、胴部をほぼ半周するようなU字形の沈線が施される。 66．67とも内面調整は丁寧で、胎土には

砂粒を多く含む。

写真掲載としたものは、おもに縄文のみのものである。⑫はまとまって出土したもの(図V－2 上

段左)。口縁を欠失する。結束第2種斜行縄文が施される。 IⅡ群A 2類の可能性もある。⑬は結束第

2種羽状縄文がまばらに施される。口唇は丸形で、縄による縦の刻みが加えられる。平縁で、外・内

面にまたがって貼付される粘土塊により小突起をなす。⑭は4か所の突起をもつ。二種二対の可能性

もある。突起の内側が凹んでおり、中央部が薄くなる。突起下に縄の刻みがあるつまみ状の貼付が施

される。口唇は丸形で、縄の縦の刻みが施される。地文は斜行縄文で結節がみられる。⑮は山形突起

をもつ。外傾する切出状の口唇に棒状工具の斜位の刻みが加えられる。

ⅡI群B類（図V-29-102～108， V-71、図版84)

概要71点出土した。撚糸や櫛歯状工具による条痕が縦位に施されるものである。地文のみのものと、

沈線が施されるものがある。口唇は丸形のものが多い。胎土には繊維・砂粒・小礫などが含まれる。

器形がわかるものでは、胴部が張り出し、頚部がくびれる。層位別には、Va層から20点、Vb層から

50点、Ⅵ層から1点である。 このうち7個体を図示した。

分布状況調査区北西側のⅢ区のうち、南西側にややまとまって分布する。 この他I区の広範囲に少

数が散在している。

掲載遣物 102～104は沈線が施されるもの、 105～108は地文のみのもの。地文は、107は櫛歯状工具に

よる条痕が、これ以外は縦位の撚糸文が施される。 102は胴部がやや張り出す器形。太い沈線による文

様が施される。 103は突起部の口唇がやや肥厚し、口唇直下に斜位の撚糸文が施される。 104の口縁に

は渦巻状の沈線が描かれる。 105は突起近くの破片。口唇直下に撚糸による縄線が加えられる。 106は

波状口縁の深鉢｡縦位と斜位の撚糸文が施される。107は櫛歯状工具による条痕が施される突起部の破

片。 108は底部である。

Ⅳ群（図V－3， V-30～48-109～240, V-71、図版61～68, 84～90)

31,159点出土した。内訳は、A類：前葉のもの30,784点、 B類：中葉のもの43点、 C類：後葉のも

の332点である。

Ⅳ群A類（図V－3， V-30～46-109～223, V-71、図版61～67, 84～90)

概要30,784点出土した。出土土器の5割近くを占める。層位別にはⅢ層1点、Ⅳ．Ⅳa層10点、 V層

1点、VaE12,012点、Vb層17,947点、Vc層7点、Ⅵ層140点、Ⅶ層2点である。本来的な遺物包含

層はVa・Vb層である。このうち34個体の器形を復原し、これらを含む115個体を図示した。なお、復

原したもののうち図示していない2個体については、写真および掲載土器一覧表に記している。
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倉知川右岸遺跡

無文地に沈線による文様が施されるものが多く、縄文地に沈線が施されるものもある。磨消縄文が

施されるもの、櫛歯状沈線が施されるものが少数みられる。 また、口縁部文様帯のみのもの、縄文の

みのもの、無文のものも多い。口縁には波状口縁と平縁があり、双方とも 「8の字」状の貼付が施さ

れるものがある。器形は、深鉢には直線的なものと、胴部の中～上位が張り出し、頚部がややくびれ

るものがある。鉢には直線的なもの、胴部が緩やかに張り出し頸部がややくびれるもの、胴部の張り

出し・頸部のくびれが強いものがある。器種は深鉢・鉢・壷があり、深鉢が最も多い。胎土には砂粒

が多く含まれる。外傾する輪積み痕が顕著に認められる。

分布状況Ⅳ群A類の分布は調査区のほぼ全域に及ぶが、特に1-1 ･ 2区に集中しており、その範

囲は後期の遺構集中区に重なる。他にⅡ1－1区周辺にもやや集中する一方、 II区の尾根状地形部分と、

その西側の沢状地形部分では分布が希薄である。

掲載遺物141．142は涌元式に相当するもの。 141は縄線による文様が施される。 142は折り返し口縁

のもの。無節の縄文地に、口縁部には並行沈線とそれを縦断する蛇行沈線が施され、その下位には蛇

行沈線と平行沈線が垂下する。

109～125．143～175･177～193は沈線による文様が施されるもの、 126～128･176は磨消縄文が施さ

れるもの、 129.194～199は櫛歯状沈線が施されるもの、 130～132.200～211は縄文のみのもの、 133･

212･213はタガ状の貼付が施されるもの、 134～140･214～222は無文のものである。

沈線による文様が施されるもの

109～111 . 143～152は渦巻状の沈線が施されるもの。 109のみ縄文地、他は無文地である。

109．111 ･ 143～148は渦巻状沈線を4～8か所に配し、その間を山形・ くの字状などの沈線や、円

形の沈線で充填したもの。 109は文様は1段で、 3本組沈線で描かれる。 111 ．143．144．146～148は

文様が2段施される。口縁には並行沈線が施され、 143ではそれを結ぶ((状沈線が、 144･146ではそ

れを縦断する蛇行沈線が加えられる。文様には143は2本組沈線が､他は単独の沈線が用いられる。143

は6か所の突起をもつと推測され、渦巻状文の位置は突起に対応している。突起には8の字状の貼付

が施され、上端は内面にまたがる。146は平縁に8か所と推測される8の字状貼付が加えられる。広範

囲から同一個体の破片が多く出土しているが､破片が不足しており接合できなかった。148の口縁は折

り返しで、折り返し上に並行沈線が施される。突起に隙間のない8の字状の貼付が加えられる。145は

これらと同様の渦巻状沈線が施されると推測される胴部破片。アミの部分には赤色顔料が付着してお

り、アミの濃い部分では赤色顔料が被熱により黒変している （口絵3)｡ 111は渦巻状沈線間に弧状の

沈線が加えられる。沈線は3本組で描かれる。口縁は折り返しで、折り返し上に長楕円形の沈線が加

えられる。突起は6か所で、渦巻状沈線の位置と対応する。外面には炭化物が付着しており、内面の

下半は黒色を呈する。器表は剥落が著しい。

110･149～152は小形で、 1段の渦巻状沈線が施されるもの。 149は縄文地、他は無文地である。

110.150は単独の沈線が、 151．152は2本組の沈線が用いられる。 110は突起・渦巻状文は3か所であ

る。口縁には並行沈線間に） （状沈線が加えられる。 149･150は口縁に8の字状貼付が加えられる。

149はJ字形を呈する環状の沈線を2つ組み合わせて渦巻状をなす｡環状沈線の内部に) (状沈線が加

えられる。 150は口縁に平行沈線が施され、 S字状の沈線がこれを縦断する。 151．152は2本組の渦

巻状沈線間にくの字状の沈線が充填される。151は口唇に刻みが加えられ、突起頂部では指頭状圧痕と

なる。

112･153～155･170は明瞭な縦位の区画があるもの。 112は環状の沈線が施されるもの。 4か所の突

起をもち、突起下を縦長の長方形沈線と、縦に並ぶ三角形沈線により区画し、区画内には横長の長方
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V包含層出土の遺物

形沈線が規則的に配置される。隣接する沈線間は隆起帯となる。口縁は折り返しで、折り返し上に並

行沈線が施される。器面の剥落が著しい。153は区画内にX字形の沈線と、隙間を埋める山形の沈線が

描かれる。 154は突起が剥落している。区画内には弧状の並行沈線が描かれる。 155は突起下が蛇行沈

線で区画され、区画内に不規則な沈線が描かれるようである。 170は区画内に、平行沈線間に) (状沈

線が加えられる文様が、斜位に連続して施される。突起には指頭状圧痕が加えられる。口縁部文様帯

には、並行沈線間に連続する山形沈線が加えられる。

113～116･123･124･156～162･173．174は区画をもたない、あるいは不明瞭であり、幅の短い文

様が、横方向に多数連続して施されるもの。 113は壷。 3か所の突起をもつ。口縁には突起間に長楕円

形の沈線が施される。頚部～胴部には、二重の長楕円形沈線、横に連続する弧状の並行沈線、並行沈

線と波状沈線などによる文様が描かれる。 114は弧状の並行沈線が多重に施され、魚鱗状を呈するも

の。沈線は半裁竹管状工具による2本組と推測される。

115．123･157． 158．174は山形の沈線が施されるもの。 115は突起が5か所。山形沈線が2段施さ

れる。図の正面では、弧状と縦位の沈線が不規則に加えられる。157は突起に8の字状貼付が加えられ

る。山形沈線の位置は突起に対応する。 123．158･174は小形の鉢。 158は突起に斜位の刻みが加えら

れる。 123は対向する山形に施された弧状沈線間に） （状あるいは楕円形の沈線が加えられる。 174の

突起は2か所と思われ、指頭状圧痕の加えられる貼付が施される。

116．159は蛇行沈線が施されるもの。いずれも折り返し口縁である。116は縄文地に、口縁の折り返

し上から連続する蛇行沈線が施される。下端は平行沈線と、連続する弧状沈線で区画される。沈線は

半裁竹管状工具による。 159は折り返し部に並行沈線が加えられ、その下位から蛇行沈線が描かれる。

突起には刻みが加えられる。 160は矢羽根状の沈線が施されるもの、 161は縦位の並行沈線が施される

もの。 156は沈線と竹管状工具の刺突による文様が施されるもの。 124.162･173は、平行沈線間に) (

状沈線が加えられた文様を単位とし、これが横方向に連続して施されるもの。162は折り返し口縁。沈

線は太めである。 124． 173は小形の鉢。 124の突起は2か所である。 173は折り返し口縁である。

125．162～169･171･172･175は横位に展開する文様が施されるもの、およびそれらとの共通点を

もつもの。 163． 164は横位に展開する曲線的な沈線が施される。 163は3本組沈線が用いられる。緩や

かな突起部には弧状と山形の沈線が加えられる。 164は突起頂部に指頭状の圧痕が加えられる。

165～167は、横環する平行沈線により文様が構成されるもの。口縁部文様帯で多用される文様を胴部

に施文している。 165は平行沈線を縦断する蛇行沈線が、 166.167は平行沈線を結ぶ) (状沈線が加え

られる。 167は縄文地。折り返し口縁で、突起には3つの指頭状圧痕が加えられる。 168．169．171．

172は太めの沈線による文様が施されるもの。 168は楕円形･弧状の沈線で文様が構成される。 169は壷

である。縦位の区画をもち、区画内に3本組の弧状の沈線と、その間を結ぶ） （状沈線が描かれる。

棒状工具による刺突が加えられる。171は口縁部に曲線状の沈線が描かれる。胴部には縦位の区画をも

つ。 172は、 170に類似する口縁部文様帯をもつ。

125.175は小形の鉢。平行沈線が施される。 125の口縁には8の字状貼付の一部が残存している。175

は縄文地で、竹管状工具による刺突が施される。

118･119･177～180は格子目状沈線が施されるもの。 180のみ縄文地。 118はつぶれた状態で出土し

たもの（図V 3 2段目）で、ほぼ完形に復原された。 177．178は口縁に8の字状貼付が、 180は突

起下にボタン状の貼付が加えられる。 119･179は、折り返し口縁で、格子目状沈線の上下端に区画を

もたない。

117は壷形土器の頸部。 4か所の橋状把手をもつ。頚部には隆起帯による文様が、胴部には沈線文が
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施される。アミの薄い部分は赤色顔料が付着する部分、濃い部分は赤色顔料が被熱により黒変した部

分である。赤色顔料は内面にも付着している。 120は縄文地に不規則な細い沈線が施されるもの。

121･122． 181～183. 185は口縁部文様帯のみのもの。 185には環状の、他には8の字状の貼付が加

えられる。 121．181･182･185は縄文地のもの、 122．183は無文地のもの。 121はまとまって出土した

もの（図V-3 3段目)。平縁で8の字状貼付は6か所である。 122は屈曲の強い鉢。折り返し口縁

で、貼付は2か所。口縁部文様帯の下位には横環する貼付帯が施される。 181の貼付は6か所で、外面

に炭化物が付着する。 182は折り返し口縁。 183は小形で、 4か所の突起に8の字状貼付が加えられる。

185は環状貼付が施され、口唇端部には沈線が加えられる。

184･186～192は口縁部の破片、 193は底部の破片。 184～188は突起部に貼付をもつもの。184はボタ

ン状貼付をもち、口唇に長方形状の圧痕が加えられる。 186は縄文地に縦に並ぶ環状貼付が加えられ、

突起頂部には指頭状圧痕が施される。 187は突起が棒状に近く、縦長の貼付に円形の刺突が加えられ

る。多段の折り返しをもつ。 188は小形で、突起部に棒状の貼付が加えられる。口縁部文様帯には並行

沈線と、棒状貼付を囲む縦長の凸レンズ状沈線が施される。突起の頂部には指頭状の圧痕が加えられ

る。 189は器壁力§厚く、太めの縄文が密に施される。 190は折り返し口縁で、折り返し上に沈線が施さ

れる。 191は口縁に沿った沈線が施される突起部。 192は縄文地に、並行沈線間に刻みが加えられた文

様が施される。 193は上げ底の底部。縄文地に沈線が施される。

磨消縄文・櫛歯状沈線が施されるもの

126～128.176は帯縄文が施されるもの。縁取りの沈線は太めである。 126は4か所の突起をもち、

突起下に縦位の区画が施される。区画内には磨消縄文により、X字形の文様が施される。突起部の口

唇は肥厚し、 5つの指頭状圧痕が加えられる。 127･128． 176は横位に展開する磨消縄文が施される。

127･128は突起は4か所で、口縁部文様帯も磨消縄文で構成される。 128は器面が部分的に磨耗してお

り、口縁部外面に炭化物が付着する。 176は小形の鉢。突起の形態は左右不均等である。

129． 194～199は櫛歯状沈線が施されるもの。縁取りの沈線は太めである。口唇直下は無文帯となる

ものが多い。 129はH12区掘上土からまとまって出土したもの（図V－3 上段右)。突起は5か所で、

頂部に刻みが加えられる。口縁部文様帯には平行沈線に） （状沈線が加えられ、突起下には竹管状工

具の刺突とそれを結ぶ沈線が施される。胴部には横位に展開する不規則な櫛歯状沈線が施される。194

･ 195は渦巻状文の間に山形文が充填されるもの。 195の口縁部文様帯は櫛歯状沈線で構成される。突

起部には刻みが加えられる。 196．197は横位に展開する文様が施される。文様の構成は128に類似す

る。 196の口縁部には平行沈線が施される。 197は緩やかな突起をもち、口縁部文様帯は櫛歯状沈線で

構成される。 198は無文帯をはさんで櫛歯状沈線が並行して施される。口縁形態に沿った波状をなす。

胎土には砂粒が多い。 199は小形の鉢と推測される。横位に展開する櫛歯状沈線が施される。

縄文のみのもの

130～132･200～211は縄文のみが施されるもの。縄文は無節あるいは単節で、横走気味の縄文と斜

行縄文がある。折り返し口縁が多くみられる。

130･131･201･203～205．208･209は単節の縄文が、 132･200･206は無節の縄文が施される。 ま

た、 131･132･200．203･205．206は横走気味の縄文が、 130･201･204．208は斜行縄文が施される。

202は複節の斜行縄文、 207は斜行する撚糸文、 209は単節の羽状縄文、 211は横走する撚糸文が施され

る。 130．132．203～208は折り返し口縁で、 205･206･208は多段の折り返しをもつ。

130は爪による不規則な圧痕が加えられる。 131は調整が粗雑で、突起部を形成した貼付の痕跡が残

る。 132は折り返し部に指頭の痕跡がある。外面に炭化物が付着する。 20()は突起部に内面にまたがる
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127

10cm
1

０
１

図V-33包含層の土器(30)

8の字状貼付が加えられ、貼付上にも縄文が施される。 201は小形の突起上に刻みが加えられる。 202

は縄文が密で、口唇は角形、器壁は厚い。 206は口唇に刻みが加えられる。 208は多段の折り返しが顕

著である。内面には明瞭な条痕がみられる。209･210は口唇直下に縄線が加えられる。209は1条。210

は5条で、口唇にも縄線が施される。 211は横走する撚糸文が施され、口唇直下は磨り消されている。

口唇には撚糸による縄線が加えられる。

133･212.213はタガ状の貼付帯が施されるもの。口縁部に2～3条の貼付帯が施され、貼付帯間は

無文となる。胴部と貼付帯上で原体の回転方向を変えることにより、羽状をなす。 133．212では縦位

の貼付が加えられる。口唇は角形で縄文が回転施文される。

無文のもの

134～140.214～222は無文のもの。 134～137は突起をもつもので、突起の数は、 134は4か所、 135

は2あるいは4か所、 136は3か所で、 137はlか所しか残存しないため不明である。134は突起の1か

所に刻みが加えられる。外・内面に炭化物が付着する。 135は折り返し口縁である。 136は胴部が張り

出す器形で、突起には3つの指頭状圧痕が加えられる。 138は平縁のもの。胎土に小礫が多く、外・内

面に炭化物が付着する。 139･140は口縁を欠失する。 139は小形のもの、 140は胴部が張り出す器形の

ものである。

214～216は口縁部。214･215は突起部に棒状貼付が加えられる。215は突起頂部が環状を呈するよう
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に指頭状圧痕が加えられる。内面には単節の斜行縄文が施される。216は横環する貼付帯に刻みが施さ

れるもの。破片の下端に沈線がみられる。器壁が厚い。 217は壺形土器の頚部。沈線と隆帯が施され

る。隆帯上に剥落痕があり、橋状把手が施されると推測される。218は多段の折り返しをもつもの。折

り返し部に指頭の痕跡がある。219は内面に条痕がみられるもの｡条痕は貝殻による可能性がある。220

は赤色顔料が付着する胴部の破片。アミの部分に赤色顔料が付着しており、アミの濃い部分は被熱の

ため黒変している （口絵3）。

221･222は底部。221は弱い上げ底で、底部が厚い。斜行縄文が施される。 222は小形の底部。

223は大津Ⅶ群に相当するもの。太いZ字状沈線が施される。

写真掲載の⑯・⑰は底部。⑯は無文のもの。⑰は横走縄文が施される大形のもの。⑯は外・内面に、

⑰は内面に炭化物が付着する。

Ⅳ群B類（図V－3， V-47-224･225， V 71、図版68)

概要43点出土した。個体数は5個体程度である。層位別にはVa層から3点、 Vb層から40点であ

る。 このうちL19･M18区から出土したものはそれぞれ同一個体である。 この2個体の器形を復原、
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図示した。

分布状況大部分がI区の際、 L19･M18区から出土している。

掲載遺物224は口縁が大きく開く鉢である。 5か所の緩やかな突起をもつ。口唇は角形で丁寧に整形

される。胴部中央に斜行縄文が施され、上下端は沈線で区画される。口縁部と底部は無文で、磨かれ

る。 225は斜行縄文が施される底部。縄文は底部際まで施される。

Ⅳ群C類（図V－3， V-47･48-226～240, V-71、図版67．68･90)

概要332点出土した。縄文のみのものが多く、沈線が施されるものは少ない。突瘤が加えられるもの

もある。口縁は平縁のものが多く、突起をもつものは少ない。口唇断面は切出状のものが多数を占め

る。地文は斜行縄文と、結束をもたない羽状縄文がある。器種は深鉢・鉢・壷あるいは注口・台付鉢

がある。輪積みの痕跡は内傾する。個体数は、口縁部破片などから計数すると30個体程度である。層

位別には、Ⅳ層から2点、 Va層から113点、 Vb層から62点、 Vl層から154点、排土･表採が1点で

ある。 このうち6個体の器形を復原し、 これらを含む15個体を図示した。

分布状況調査区北西側の1I1区のうち北西側に集中する。 この他I区に少数が散在している。

掲載遺物226．227．235～240は深鉢・鉢、 229～233は壷あるいは注口、 228．234は台付である。

235．236は沈線が施されるもの、 226は突瘤が施されるもの、 227．237は縄文のみのものである。

238～240は小形の鉢。 238は突瘤が施されるもの、 239．240は縄文のみのものである。

229･230は、壷あるいは注口の口縁部から頚部である。231は小形の壷あるいは注口の胴部で、沈線

による文様が施される。 232．233は剥落した注口部。 233はほぼ無文で、磨かれる。

228は台付の深鉢あるいは鉢である。 まとまって出土したもの（図V－3 下段左）だが、薄手で剥

落部分が多いため接合できなかった。 234は台付鉢の台部分である。

Ⅵ群（図V-48-241、図版90)

恵山式に相当するものが1点のみ出土し、図示した。050区の土石流堆積物中から出土したもので

ある。

241は平行沈線が施される口縁～頸部。磨耗が著しい。 （柳瀬）
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3 石器

包含層の石器は、表面採集・排土資料を含め、5,030点が出土している。内訳は、剥片石器類(石核・

剥片･原石を除く）で579点、 10,5009、石斧関連資料（石斧．擦り切り残片）で153点、 8,2789、礫石

器類で751点、 889,3379、原石・石核で70点、 10,8739、フレイク（全石材）で3,466点、 62,5999であ

る。石斧関係資料153点の内、 116点、 76%は、残存率半分以下の破片であり、個体数は集計点数より

大幅に少ないことが考えられる。

器種別で数量的に多いものとして、剥片石器類ではRフレイク（184点、 32％)、スクレイパー(156

点、 27％)、石鍼（107点、 18%)、礫石器類では扁平打製石器・扁平打製石器原材(215点、 29%)、北

海道式石冠・北海道式石冠原材(182点、 24%)、敲石(172点、 23%)がある。

主体的な石材は、剥片石器類では頁岩(510点、 88%)、石斧関連資料では緑色泥岩(78点、 51%)

と片岩（39点、 25％)、礫石器類では安山岩（695点、 93％）である。多くみられる器種と石材はほぼ

相関関係にある。 また、石器の生産・加工状況を示すフレイクの出土量は、安山岩(1,497点、 52,402

9) と頁岩(1,713点、 8,5479)が最も多い。概して安山岩のフレイクは大型のものが多く、安山岩製

石器の出土状況からみても、礫石器類の加工の際に産出されたものと考えられる。

石器全体の分布状況は、遺構、土器の分布状況と同様に、 I区：無名の沢に続く斜面と斜面の際、

II区：尾根状地形部分、Ⅲ区：倉知川に続く斜面際の大きく三つの範囲にまとまる。特に無名の沢付

近からは、全体の7割近くがまとまって出土している。また器種、形態によっては、分布に特徴がみ

られるものもある。

フレイク（図V-72～74)

フレイクは調査区全体に分布するが、石材別でみると分布の偏りが認められる。以下、出土量の多

かった5種類の石材のフレイクについて接合状況を含めた分布状況を述べる。

頁岩：全体で1,713点、8,5489が出土している。分布は調査区全体にみられるが､主なまとまりは、①

Ⅱ 1区、②1－1～2区にかけて、③1－3区、④Ⅱ1－1 ． 2区に認められる。特に②には全体の

7割以上が集中する。頁岩フレイクを含む剥離面接合資料は16個体あり、内13個体がI区、 3個体が

Ⅲ区に分布する。また、 I区分布の資料は1 1～2区にかけて分布するものがほとんどである。

安山岩：全体で1,497点、 52,4029が出土している。分布は調査区全体にみられるが、主なまとまり

は、 1－1～2区にかけての範囲、 11-1 ･ 2 ･ 3区、Ⅲ－1 ． 2区である。特にI区には全体の7

割以上が集中する。接合作業はおこなっていない。

メノウ：全体で86点、 6669が出土している。主な分布は1－1 ． 2区とⅢ 1 ･ 2区周辺である。メ

ノウフレイクを含む剥離面接合資料は7個体あり、全て1-1 ･ 2区に分布する。

凝灰岩：全体で58点、 3249が出土している。分布は1-1･ 2区にまとまる。剥離面接合資料は2個

体ある。

黒曜石：全体で47点、289が出土している。分布は1－1．2区とIII-1区にまとまる。特に調査区J

46には37点、 8割近くがまとまっている。接合資料は得られなかった。肉眼による石質観察では、漆

黒のもの、透明度の高いもの、細かな気泡や球穎が入るものなどの特徴が認められ、 3個体以上の母

岩が搬入されたようである。

石材別でみた分布内容を地区別に概観すると、次のように捉えられる。

1-1 ･ 2区：縄文時代後期前葉の遺構と土器が多く、 この時期に利用された区域である。各石材の

まとまった分布が認められ、メノウ・凝灰岩の大多数がこの地区から出土する。主石材である頁岩と

安山岩の出土量は他地区に比べ圧倒的に多く、 1－1 ． 2区付近での頻繁な石器加工作業が考えられ

265



倉知川右岸遺跡

る。ただし、 1－2区に関しては廃棄場の可能性がある。

1－3区：縄文時代中期前半の遺構と土器が多く、 この時期に利用された区域である。安山岩と頁岩

の分布が主である。加工作業は小規模なものであったと考えられる。

II-1区：縄文時代中期前半の遺構と土器が多く、 この時期に利用された区域である。安山岩と頁岩

が主に分布する。

Ⅲ－1 ． 2区：主に縄文時代後期前葉・後葉の土器が多く、 この時期に利用されたとみられる区域で

ある。頁岩、安山岩の他、 メノウ、黒曜石の分布が認められる。加工作業は小規模なものであったと

考えられる。

以上のような地区別の概観は、次のようにまとめられる。①縄文時代中期前半と後期前葉、無名の

沢に続く斜面に面した範囲で比較的頻繁な石器加工作業がおこなわれた。②加工作業によって産出し

たフレイクは、中期から後期の間に斜面に投げ捨てられた可能性がある。③Ⅱ．Ⅲ区においても、小

規模な石器加工の作業がおこなわれた。④中期、後期とも、主体的石材には頁岩と安山岩が利用され

たようである。後期前半になってメノウや黒曜石などの客体的石材が、少数ながら使用された可能性

がある。なお、 これらの解釈の前提には、土器・石器の分布が一次的廃棄（製作・直接使用集団によ

る廃棄）で、両者が共伴することがあげられる。

石鍼（図V 49 1～34, V-74、図版104)

概要石雛は包含層で107点が出土し、内34点を図示した。

器体残存状況は、完形もしくは器体全体の2/3以上が残存するもの103点、器体全体の2/3以下の欠損

品が3点、不明1点である。先端・基部末端を僅かに破損するものが半数以上みられる。

層位別の出土状況は、 Va層21点、 Vb層79点、Ⅷa層1点である。図示したものは1がⅧa層で、

他はVa・Vb層から出土している。

石材は頁岩92点、黒曜石11点、メノウ2点、安山岩2点で、頁岩が圧倒的に多い。図示した石器で

は6 ･ 19．21 ．26．34が黒曜石で、他は全て頁岩である。

アスファルト様のものが付着する石嫉は13点出土している。図では23．24．27～29･31･33が該当

し、有茎鍼である。 また、 7 ．10の木葉形雛には茶褐色のくすんだシミ状の付着物が認められる。付

着物の範囲は図中では塗り潰しで表現している。

各形態別の出土点数は（括弧内は図番号)、長身鎌1点(1)、三角形鐡凹基7点（2～5）、三角形錬

平基2点(6)、薄手木葉形嫉8点（7～11)、木葉形有茎鍍19点(13～21)、三角形有茎鍼51点（内、長

身のもの15点、短身のもの36点） （22～34)である。三角形有茎鍼が半数、木葉形有茎鐡が2割ほどを

占める。石嫉形態から判断して、主に縄文時代中期～後期にかけて多数の石鐡が遺跡に遣されたと推

定できる。

分布状況調査区全体に散発的に分布するが、 I区（無名の沢付近）に比較的多くみられる。 I区で

は調査区G13に4点、N7に3点がまとまり、石嫉の形態は、カエシが不明瞭な木葉形有茎のもので

共通する。 また、 III区（倉知川付近）では、調査区J46に6点がまとまって出土し、形態はカエシが

明瞭な三角形有茎のもので共通する。

掲載石器 1は長身で薄手のものである。入念な斜行剥離が施されている。先端部が欠損している。

2～5は平面三角形で凹基のものである。器体横断面は薄い凸レンズ状である。

6は平面三角形で平基のものである。基部縁辺は薄く作り出されている。

7～11は木葉形で最大幅が器体中央から基部側に位置するものである。器体横断面は薄い凸レンズ

状である。 7 ･ 8 ･ 10･ 11は先端部側縁辺が極僅かに内湾し、尖頭部の調整が細かく、入念である。
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12は菱形を呈するが、調整が粗く、器体中央部に厚みが残り、側縁辺が鋸歯状となっている。

13～21は、有茎でカエシ部分が不明瞭なものである。体部は木葉形を呈する。 13～16は長幅比（長

さ／幅）が2.5以上の細身長身のもの、 17～21は2.5以下の比較的幅広のものである。長身のものは、

茎部が器長のl/3以上を占めること､器体長軸に厚みを残すため横断面が厚い凸レンズ状となることが

特徴である。 14は被熱により、先端側から右半身の部分が黒褐色に変色しており、左半身から茎部に

かけて着柄されたまま被熱したと推測できる。 20は器体中央に厚みを残しながらも、茎部は細く薄く

作出されている。 21は全体に加工が粗く、茎部は厚みを残したままである。

22～34は有茎でカエシが明瞭なもので体部は三角形を呈する。茎部長は器長の1/3以下である。アス

フアルト様物質の付着が目立つ。アスファルト様物質は、主に茎部の根元付近に厚く付着している。

33．34は先端部にかけての側縁が緩やかに内湾し、先端部と茎部が細く丁寧に作出されている。 また、

器体は薄手である。

石槍（図V-50-35～38, V-74、図版104)

概要石槍は包含層で7点が出土し、内4点を図示した。

器体残存状況は、完形もしくは器体全体の2/3以上が現存するもの4点、器体全体の2/3以下の欠損

品3点である。

層位別の出土状況は、Va層が3点、Vb層が3点、Ⅷa層が1点である。図示したものは、35がⅧa

層、他はVa・Vb層から出土している。

石材は頁岩3点、黒曜石4点で、図では35．36が頁岩、 37．38が黒曜石である。

分布状況 1－2区およびII区尾根状部分の東側に散発的に分布している。

掲載石器35．36は木葉形で、基部は35が突出し、 36が平らかになっている。 35は上半部が厚く、下

半部が薄く加工されている。 36は全体的に薄く加工され、先端側の縁辺は直線的に作出されている。

37は有茎で、カエシは不明瞭である。加工は正面側に器体の厚みを残した粗いものである。石材は

細かい球穎が多く含まれる黒曜石で、 こうした石質が細かな加工を阻害したとみられる。 38は折れ部

付近の両側縁にノッチ状の加工がみられる。

両面調整石器（図V-50-39～46, V-74、図版104)

概要両面調整石器は包含層で20点・19個体が出土し、内8点を図示した。

器体残存状況は、完形もしくは器体全体の2/3以上が残存するもの16点、器体全体の2/3以下の欠損

品3点、不明1点で、完形品が多数を占める。

層位別の出土状況は、 Va層が4点、 Vb層が12点、Ⅷa層が2点で、図では41･44がⅧa層、他は

Va･Vb層から出土している。

石材は頁岩17点、黒曜石1点、 メノウ1点、安山岩1点で、頁岩が多い。図では43が黒曜石で、他

は全て頁岩である。

出土分布状況 I－l区からII 1区にかけて散発的にみられる。

掲載石器39～42は、下端部に加工もしくは素材形状を利用するなどして、へラ状の縁辺を設定した

もので、へラ状石器に分類できるものである。 この報告では出土点数が少数で実態が明瞭でないため、

両面調整石器とした。 39はやや胴部が膨らむ短冊形で、器体中央部に厚みを持つ。下端部は長軸下方

向からの剥離面により構成されている。左側縁は片面調整で縁辺が直線的に加工されているが、右側

縁は粗い両面調整で、側縁辺はジグザグとなっている。 40は下端部に最大幅を有す溌形である。下端

部には素材の薄手部分を設定している。 41はⅧa層出土である（図V-1)。粗い両面加工により側縁

を調整し、短冊形に整形している。素材の薄手部分を下端部に設定し、更に裏面側には長軸下方向か
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らの複数の剥離が施されている。 この剥離により、下端部縁辺は丸ノミ状を呈している。

43～46は不定形な両面調整石器である。 43は粗い加工が施されている。 44は縦長剥片を素材とし、

軽微な加工で木葉形に整形されている。下端が欠損して突出部分が形成され、その先端が磨耗してい

る。錐として機能した可能性がある。 45は左側縁がノッチ状に加工され、下端部が左寄りに突出する

ように整形されている。東北地方の後期前半にみられる噴状石器に形態が類似している。 46は主に左

側縁の折れ面を打面として加工が施されているが、剥離は打面付近で、ステップフラクチャー（階段

状剥離） もしくはヒンジーフラクチャー（蝶番剥離） を起こして止まっている。 これ以上の加工は困

難と判断され、遺棄されたと推測される。

つまみ付きナイフ（図V-51･52-47～66, V-75、図版105)

概要つまみ付きナイフは包含層で40点・39個体が出土し、内19点を図示した。

器体残存状況は、完形もしくは器体全体の2/3以上が残存するもの37点、器体全体の2/3以下の欠損

品1点、接合により完形になったもの2点（1個体）で、完形品が大多数を占める。

層位別の出土状況は、Va層が9点、Vb層27点、Ⅷa層1点で、図では47がⅧ層、他はVa･Vb層

から出土している。

石材は頁岩39点、泥岩1点である。図では61が泥岩製で、他は全て頁岩製である。形態は縦長のも

の38点、横長のもの2点である。アスファルト様物質が付着しているのは2点で、図の62．64が該当

する。また、シミ状の付着物が65にみられる。付着物はつまみ部付近にみられる。付着物の範囲は図

中では塗り潰しで表現している。

側縁付近に光沢が観察されるものは7点出土している。主に刃部裏面側に発生している。光沢は艶

やかで明瞭なものと、鈍い不明瞭なものがある。図示したもので光沢を有するものは48～50.53.55.

63で、光沢の範囲は「網掛け」によって示した。また、多数の裏面側縁辺には、微細剥離が不連続的

に観察される。

分布状況 1－2区から3区にかけて、 II-1区、 1I1区の各範囲に散発的に認められる。

掲載石器47～50は並行剥離によって背面側を覆い尽くすように加工したもので、縁辺はいずれも鋭

利である。 48の腹面右側縁下部が両面調整である他は、器体の加工は片面調整が主である。 49･50は

左側縁が外湾し、右側縁が緩やかに内湾する。調整は、左側縁が器体中心軸を超えるような大型の平

坦剥離、右側縁が連続的な小型剥離で構成されている。光沢は腹面左側縁に認められる。 また、器体

が強くねじれ湾曲している。

51～56は両側縁を連続的に加工し、主に直線的な縁辺を形成しているものである。裏面側縁中央付

近には微細剥離が認められる。 55のつまみ部は、器体の中心軸に対し左側に作り出されている。

57～60は側縁調整が軽微なものである。剥離は使用により発生したものも含まれる可能性がある。

61．62はつまみ部が突出するように作出されているものである。 62の裏面末端部には平坦剥離が施

されている。

63～65は横長のものである。 63．65は横長剥片を素材とし、打面部をつまみ部に、下端縁辺部を刃

部に設定している。 64は末端が切断された剥片を素材とし、素材左側縁をつまみ部、右側縁を刃部に

設定している。 63．64の刃部調整は、素材腹面側に施されている。 65の刃部は両面調整によって形成

され、へラ状となっている。 また、つまみ部も突出するように作り出されている。東北から北海道南

部の縄文時代中期から後期の遺跡にみられる、つまみ部を持つ小型のへラ状石器（大石平型：青森県

教育委員会1986）に類似するが、本遺跡では出土が1点で実態不明の為、つまみ付きナイフに含めた。

66は逆三角形を呈するもので、左側縁は両面調整となっている。
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V包含層出土の遺物

錐形石器（図V-52-67～73, V-75、図版106)

概要錐形石器は包含層で16点が出土し、内7点を図示した。

器体残存状況は、完形もしくは器体全体の2/3以上が現存するもの15点、器体全体の2/3以下の欠損

品1点である。

層位別の出土状況は、Va層8点、Vb層6点、Ⅷa層が1点で、図示したものでは、67がⅧa層(図

V-1)、他はVa･Vb層から出土している。

石材は全て頁岩である。調整加工は、 72を除き全て両面調整である。

分布状況 1－2区、 II-1区、Ⅲ－2区の3つの範囲に、大まかなまとまりが認められる。

掲載石器67は錐部末端が欠損している。 68～70は形態が石鑛に類似するものである。器体と尖頭部

の横断面が分厚い凸レンズ状を呈し、尖頭部がやや磨耗することから錐形石器に分類した。 71は細身

で、被熱により器体が欠損している。 72は機能部のみが加工されている。

スクレイパー（図V-52～55-74～100, V 75、図版106. 107)

概要スクレイパーは包含層で156点・ 148個体が出土し、内31点･27個体を図示した。

器体残存状況は、完形もしくは器体全体の2/3以上が現存するもの110点､器体全体の2/3以下の欠損

品29点、破損後再加工したもの10点、接合により完形となったもの5点、不明2点である。

層位別出土状況は、 Va層49点、 Vb層95点である。石材は頁岩142点、安山岩5点、メノウ4点、

凝灰岩3点、チャート1点、石英1点で、頁岩が圧倒的に多い。図示したものは全て頁岩製である。

側縁に光沢が観察されるものは40点出土している。つまみ付きナイフと同様に光沢は艶やかで明瞭

なものと、鈍い不明瞭なものが認められる。図で光沢を有するものは74．76～78．80～85．87．88．

90．91 ．93･94･97･98で、光沢の範囲は「網掛け」によって示した。なお、光沢の性格については、

野田生4遺跡出土のスクレイパーの金属顕微鏡を用いた観察（北埋調報171)によって、使用痕である

ことが確認されている。

分布状況①II-1区から1－3区にかけて、②II区周辺、③II区西側からIⅡ区にかけての3つの範

囲にみられる。②から③にかけては散発的な出土状況であるが、焼土F－1～4の付近にまとまって

いる。

掲載石器74～79は片側縁に連続的な調整剥離が施され、対する片側縁にやや大型で粗雑な調整が加

えられるものである。横長剥片素材の場合は、打面部と末端部が調整されている。連続的な調整剥離

とその裏面とのなす角度は60度前後の鋭角で、縁辺は直線的で鋭利に作り出され、光沢も観察される。

対するやや粗い加工部縁辺は、断面がくの字状となる特徴がある。前者は刃部調整、後者は器体調整

と考えられる。 75の刃部調整は腹面側に施され、背面側は自然面となっている。 76の光沢は刃部中央

部に発達している。 77の光沢は背面側の調整剥離面周縁にも観察される。 78の背面側の剥離は、薄く

大きさが不規則で、使用により発生した可能性がある。 これらの剥離は刃部中央部にまとまり、 また

光沢の発達も中央部で顕著である。 79は栂指形で、下端部にはへう状の縁辺を有し、へラ状部分には

シミ状の付着物が観察される。

80～89は縦長剥片を素材とした平面短冊形のもので、縦横3mm前後の縁辺調整剥離が連続的に施

されている。素材打面は長さlcm前後、幅2cm前後の大型の平坦打面が主である。80～86は両側縁

に、 87～89は片側縁に調整が施されている。側縁は直線的なものが主だが、 85．89はやや外湾、 86は

やや内湾している。光沢の範囲は長さ4cm前後、幅1cm前後で観察される。89の側縁調整は平坦剥

離で、腹面側に不連続的な剥離がみられる。 また、 89の素材打面は複剥離打面である。

90～92は剥片、横長剥片を素材とし、縦横3mm前後の縁辺調整剥離が連続的に施されているもの

2ﾇﾖ
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である。製品（刃部縁を石器長軸方向に据えた場合）の平面形態、側縁加工、光沢の点で、縦長剥片

素材のものと同じ特徴を有す。 90は素材打面周辺を平坦剥離によって調整し、横断面形がくの字状を

呈す点で、 74～79に類似する。

93．94は側縁加工が散発的なものである。 93は背面左側縁に散発的な剥離、背面右側縁に80度を越

える急角度の連続的な調整剥離が認められる。しかし、腹面側の微細剥離と鈍い光沢は左側縁側に観

察され、僅かながら磨耗も認められる。 よって、 93はほぼ無加工である左側縁を刃部として使用した

と捉えられる。 94にも側縁の散発的剥離の周囲に顕著な光沢が認められる。

95．96は縦長剥片を素材とし、調整縁辺ｶﾇ内湾するものである。腹面側には微細剥離が観察される。

また、末端部に加工を施し、錐状の突出部を作り出している。

97．98は平坦・平行剥離により背面側を覆い尽くすように加工するものである。上端部が右側に傾

くように整形されている。側縁辺は直線的且つ鋭利で、腹面側には顕著な光沢が観察される。 また、

98は背面側の二次調整面内にも光沢が認められる。

光沢に関しては刃部縁剥離面内には光沢が発生せず、その外側に発達する状況が認められた。 98の

ように調整剥離面内にも光沢が認められるものもある。 これらは、光沢発生後に剥離が生じ結果的に

光沢部分が除去されたものと推測される。

99は平坦剥離により左側縁が尖るように整形されたものである。

100は分厚い剥片を素材とし、背面側の両側縁に急角度調整を加えたものである。器体平面は左側へ

湾曲している。 4か所折断され、各折断面に対し複数回の剥離が行われている。剥離は側面を打面と

して折れ面へ施されるもの、腹面を打面として折れ面から側面に施されるものがある。再加工もしく

は、石核として小型剥片を剥離したことが考えられる。

ピエス・エスキーユ（図V-55-101～103, V-75、図版106)

概要ピエス・エスキーユは包含層で36点が出土し、内3点を図示した。

層位別の出土状況は、 Va層14点、 Vb層が21点である。

石材は頁岩31点、黒曜石2点、メノウ2点、砂岩1点で、頁岩が多い。図示したものでは102が黒曜

石で、 101．103が頁岩である。

分布状況 1－2区、 II-1区、 III-2区の東側の、 3つの範囲にまとまる。 III-2区の東側は焼土

F－2周辺である。

掲載石器101は上端部に平坦面を有し、裏面左側縁には樋状剥離が観察される。 102は下端部に平坦

面を有し、器体の長軸上に樋状剥離が観察される。背面左側の一次剥離面は扁平なバルブ（打瘤）で

あり、これは両極剥離で発生する特徴的なものであると観察される。よって、 101の素材自体も両極剥

離技法によって生産されたものと捉えられる。103は分厚い素材を用い、下端部に平坦面を有す。横方

向からの剥離も観察されることから、 90度転回して使用したことが考えられる。

石核（図V-55～56-104～111， V-76、図版107)

概要石核は包含層で65点が出土し、内8点を図示した。

器体残存状況は、完形もしくは器体全体の2/3以上が現存するもの51点、器体全体の2/3以下の欠損

品7点、接合により完形になったもの5点、破損後再び作業をおこなったものl点、不明1点である。

層位別の出土状況は、 Va層が17点、 Vb層が45点である。

石材は頁岩58点、黒曜石1点、メノウ3点、安山岩3点で、頁岩が圧倒的に多い。図では104が安山

岩で、他は全て頁岩である。

分布状況 1-1 ･ 2 ･ 3区、Ⅲ－2区にまとまってみられる。特に1－1から1 2区にかけて8

27型
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倉知川右岸遺跡

割以上が集中して出土している。

掲載石器104･105は背部自然面を打面とし、主に上下一定方向から剥片剥離作業をおこなうもので

ある。 104は最後に背部へ剥離を施し作業を終了している。 105は上下方向の作業後、左側面の節理面

を打面として、横方向からの剥離を行っている。裏面の剥離と正面作業面の剥離との新旧関係は判別

できなかった。

106． 107は打面と作業面を不規則に入れ替えながら作業を進行したものである。 2cm前後の小型

剥片が生産されている。

108･109は上下に剥離面打面を設定し、主に正・裏面に作業をおこなうものである。108には左右側

面にも正面側からの加鑿による剥離が観察される。しかし、剥離のほとんどはステップフラクチャー

(階段状剥離)、 ヒンジーフラクチャー（蝶番剥離）をおこした小剥離である。分厚い剥片を素材とし

ている。 109は作業面が正裏側面に及んでいる。 また、小型である。

110･ 111は広い平坦剥離面や自然面を打面とし、不規則な剥離方向で作業を展開するものである。

110は正面で一定方向からの比較的まとまった作業を行っている。

石斧（図V-56～58-112～127, V-76、図版108)

概要石斧（石斧原材含む）は包含層で152点･142個体が出土し、内19点･16個体を図示した。

器体残存状況は、完形もしくは器体全体の2/3以上が現存するもの17点、器体全体の2/3未満の欠損

品が124点、接合により2/3以上となったものll点(9個体)である。欠損品が多数を占め、器体の1/3

以上が破壊されているものが多い。個体数が多いのは接合しなかった小型の破片資料が多いためであ

る。基部が残存する資料は44点あり、実個体数は40～50個体程度と推測される。

層位別の出土状況は、Va層が24点、Vb層が107点、Ⅷa層が1点で、図示した石器では、114がⅧa

層、他はVa ・Vb層から出土している。

石材は緑色泥岩78点、片岩39点、泥岩19点、閃緑岩7点、砂岩4点、蛇紋岩3点、片麻岩1点でく

緑色泥岩が多い。図示した石器は、 116． 117･119･120･122･125～127が緑色泥岩、 112･121･123，

124が片岩、 114･115が蛇紋岩（従来「蛇紋岩」 と呼ばれていたもの)、 113が泥岩、 118が砂岩である。

114. 115については、肉眼観察から「日高ヒスイ」の可能性が指摘されたため、蛍光X線による産地

分析をおこなった。詳細についてはⅥ章3節に掲載している。

分布状況調査区全体に散発的に分布しているが､主なまとまりは､①1－1～2区にかけて､②Ⅲ－

2区、焼土F－2～4の周辺にみられる。また、①には片岩、②には緑色泥岩のフレイクと小破片が

比較的まとまって出土しており、 このふたつの区域での加工作業が推測される。G14区Vb層からは

石斧3点（図Ⅳ-57-118.119)がまとまって出土した（図版34)。

掲載石器112～115は片刃石斧である。 112は体部と刃部の稜線(以下、鎬）が明瞭に観察される。刃

部平面は緩やかな弧状である。正面刃部付近と裏面は入念な研磨を受けているが、正面上端部を中心

に再加工が施されている。113は直刃で器体が大きく損傷している。114は長さ4cmほどの小型石斧で

ある。鎬が両面に観察される。偏刃で直線的である。 115は全身を丁寧に研磨しているが、器体の凹凸

が激しい。

116～125は両刃石斧である。両刃石斧は器体全身を入念に研磨するものが多く、器体と刃部の研磨

が連続的である。

116～119は円刃で、刃部に最大幅を有する溌形のものである。片刃石斧に比べ器体はやや厚く、横

断面は主に楕円形を呈する。116は裏面刃部付近に円形の研磨範囲が認められるが､使用による衝撃剥

離痕を研磨補修したものであろう。

2両3
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V包含層出土の遺物

120～122は刃部平面が直線的で、胴部と刃部の幅がほぼ同じ短冊形のものである。いずれも胴半部

を欠損している。横断面はやや厚手の長方形を呈する。 120．121は偏刃である。

123～125は円刃で、平面が胴部中央付近に最大幅を有する細身の短冊形のものである。分厚く、横

断面は円形に近い。 125．126は側縁に擦り切り痕が観察される。

127は石斧原材である。調整剥片が接合している。側縁調整を施して溌形に整形しているが、この調

整剥離が器体を大きく破損させたため、刃部研磨されることなく遺棄されたと考えられる。

敲石（図V-58-128～137, V-77、図版109)

概要敲石は包含層で172点が出土し、内10点を図示した。

器体残存状況は、完形もしくは器体全体の2/3以上が現存するもの148点､器体全体の2/3以下の欠損

品が21点、不明3点である。

層位別の出土状況は、 Va層が37点、 Vb層が124点、Ⅷa層2点である。

石材は安山岩153点、砂岩10点、泥岩7点で、安山岩が圧倒的に多い。図では128･131が泥岩、 137

が砂岩で、他は全て安山岩である。

分布状況調査区全体に散発的にみられるが、 1-1 ･ 2区、 Ⅱ－1区、Ⅲ－2区周辺焼土F－2

～4、石組炉S－1 ． 2 ．11周辺の区域にまとまりがある。

掲載石器128～131は礫長軸の上下端部に敲打痕が観察されるものである。いずれも円形から楕円形

の分厚い礫を素材としている。 128は全身を研磨されている。また131も若干研磨を受けている。130は

縁辺部に敲打痕がまとまってみられる。

132は棒状礫の側縁に沿って敲打痕がみられる。敲打痕は上半部にまとまっている。

133～137は礫の広い平坦面に敲打痕が観察されるものである。 133･134は正面、 135～137は両面に

敲打痕がみられる。133は扁平溌形礫を素材とし、幅広い上端部側に円形にまとまった敲打痕が観察さ

れる。134.135は楕円形礫の中心部付近に敲打痕がみられる。135の敲打痕は上下に広がっている。136･

137は棒状礫の上半部､下半部に敲打痕のまとまりがみられるもので､素材幅が広い上端部の痕跡がよ

り顕著である。

すり石（図V-59-138～146， V-77、図版110)

概要すり石は包含層で35点・33個体が出土し、内10点･ 9個体を図示した。

器体残存状況は、完形もしくは器体全体の2/3以上が現存するもの27点、器体全体の2/3以下の欠損

品が4点、接合して完形近く復元されたもの4点である。

層位別の出土状況は、 Va層5点、 Vb層20点、Ⅷa層9点である。図では142～146がⅧa層で他は

Va･Vb層から出土している。

石材は安山岩32点、砂岩2点、かんらん岩1点で、安山岩が多い。図示したものでは144が砂岩で、

他は全て安山岩である。なお、図ではすり面を「網掛け」で示した。

分布状況 1－2区に主に分布している。調査区J ･K･L12～14分布のすり石はⅧa層出土のもの

で、その付近には縄文時代早期I群A類土器のまとまりが認められる （図V-1)。

掲載石器138～141は円形、長楕円形の礫を素材とし、平坦部にすり面が観察されるものである。す

り面は片面にみられ、非常に滑らかである。

142～146は分厚い長楕円形、 もしくは長方形礫の縁辺に沿って細長いすり面が観察されるものであ

る。 これらは出土層位と形態から、縄文時代早期に特徴的にみられる断面三角形のすり石と捉えられ

る。 142～145はすり面が1面、 146は2面観察される。すり面縁辺には小型の剥離面が断続的に観察さ

れる。 また144以外の4点には、すり面に軽微な敲打痕がみられる。 145はすり面の両端にまとまった

おI
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倉知川右岸遺跡

敲打痕が観察される。

扁平打製石器・扁平打製石器原材（図V-59．60-147～156, V 77．79、図版111)

概要扁平打製石器は包含層で182点・ 161個体が出土し、内l1点･10個体を図示した。

器体残存状況は、完形もしくは器体全体の2/3以上が現存するもの121点･ 118個体、器体全体の2/3

以下の欠損品33点・31個体、欠損後再使用された痕跡があるものl点、接合により完形近くまで復元

されたもの26点･ 10個体、不明1点である。残存状況が良好な資料は129個体となる。

層位別の出土状況はVa層34点、 Vb層138点である。石材は安山岩176点、砂岩4点、閃緑岩2点

で、安山岩が圧倒的に多い。図示したものでは151が砂岩で、他は全て安山岩である。

また、扁平打製石器原材が33点出土している。器体残存状況は、完形もしくは器体全体の2/3以上が

現存するもの21点、器体全体の2/3以下の欠損品が10点、接合してほぼ完形になったもの2点である。

層位別の出土状況は、 Va層が8点、 Vb層が24点である。石材は全て安山岩である。

全体の特徴として次の4点があげられる。①すり面は石器横軸と並走する直線的な平坦面で、縦断

面形を観察すると石器長軸に対しほぼ直交する。②すり面平面は、ほとんどが直線的と捉えられる。

③すり面縁辺には調整と捉えられる連続的な剥離と、剥落したような断続的な小型剥離が観察される。

④すり面には不明瞭ながらも敲打痕がみられる。なお、図ではすり面を「網掛け」で示した。

分布状況 1－2区から北側の斜面際にかけてと、 II-1区に、主なまとまりがみられる。

折れ接合の分布は特徴的なものである。折れ接合資料は全部で18個体あり、グリッド間接合するも

のは12個体みられる。内容はI区斜面際から斜面で接合するもの4個体、 I区斜面際同士で接合する

もの4個体、 II-1区付近で接合するもの3個体、 Ⅱ－2区付近で接合するものl個体である。 I区

斜面の分布が多い。破損品は、主に無名の沢斜面と中期中葉の竪穴住居群付近に廃棄されたことが推

測される。

掲載石器147～152は器体平面を半円状に整形しているものである。調整剥離は片面もしくは両面を

覆い尽すように施されている。すり面幅はlcmを超える広いもの(147･148･150) と、 0.5cm前後

の狭いもの（149． 151 ． 152)がある。 149は右側縁に破片が接合しているが、破片部にはすり面が形

成されていない。整形時に破損したが、そのまま本体を使用したことが考えられる。152のすり面は左

側にせりあがるように形成されているが、中央の直線的すり面と左側のすり面は断続している。

153～156は平面が台形もしくは長方形を呈するものである。調整はすり面縁辺にみられる他は、左

右端部に打ち欠きを加える程度であり、素材の形状を大きく変化させていない。すり面幅は半円状の

ものと同様に、 lcmを超える広いもの(154･155) と、 0.5cm前後の狭いもの(153･156)がある。

すり幅の差は、素材の形状と使用頻度に原因すると考えられる。

153は小型のもので、下縁のやや外湾した頂部に直線的なすり面が形成されている。 156は上下両縁

に左右に分かれたすり面が形成されている。上部縁の断続は中央部が若干内湾するためと考えられる。

下縁部は裏面側への調整加工により、中央部のすり面が除去されたことが推測される。

北海道式石冠・北海道式石冠原材（図V-60～62-157～168， V-78．79、図版112. 113)

概要北海道式石冠は包含層で179点・ 137個体が出土し、内18点･ 11個体を図示した。

器体残存状況は、完形もしくは器体全体の2/3以上が現存するもの48点・46個体、器体全体の2/3以

下の欠損品が72点・64個体、接合により完形近くまで復元されたもの47点・18個体である。欠損後、

再使用された痕跡があるものは12点・ 9個体で、破損とは判断し難いやや軽微な割れを含めれば、欠

損後再使用されたものは20点認められる。残存状況の良好な資料は73個体となる。他の器種に比べ破

損品の占める割合が非常に高い。
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倉知川右岸遺跡

層位別の出土状況は、Va層が29点、Vb層が140点である。石材は安山岩172点、閃緑岩3点、不明

4点で、安山岩が圧倒的に多い。図示したものは全て安山岩である。

また、北海道式石冠原材が3点出土している。器体残存状況は全て完形品である。層位別の出土状

況は、全てVb層である。石材は全て安山岩である。

全体的な特徴として次の2点があげられる。①すり面は正面・断面でみた場合、緩やかに湾曲し、

さらに縦断面形を観察すると石器長軸に対し斜交する。②すり面縁辺には使用により剥落したような、

断続的な小型剥離が観察される。なお、図のすり面は「網掛け」で示した。

分布状況調査区全体にみられるが、 1-2 ･ 3区、 II-l区に、主なまとまりが認められる。調査

区K17からは15点出土しているが、被熱等により破砕したもので、個体数は2個体程度である。

折れ接合の分布状況は特徴的なものである。折れ接合資料は全部で29個体あり、内、グリッド間接

合するものは20個体みられる。内容は、 I区斜面と斜面際で接合するものが9個体、 I区斜面同士の

接合2個体、 I区斜面際同士の接合4個体、 II区尾根状地形の接合5個体である。Ⅱ区は離れて接合

するものが多く、大きいもので45～50mの距離がある。これらは中期中葉の竪穴住居群と関係するこ

とが考えられる。 また、 Ⅱ－1区には、破損後も再利用された資料8点の内5点がまとまってみられ

る。 I区の斜面際と斜面の接合資料からは、破損品を斜面へ廃棄したことが推測される。

掲載石器157～165は平面が半円形を呈し、器体中央に鉢巻状の敲打が施されるものである。

157～163は石器の長さと厚さの比が2未満のものである。器体整形に関しては、 158． 159は丹念な

敲打をおこなっているが、157･161～163などは軽微な敲打もしくは無加工で､素材礫の丸みを帯びた

形状を利用している。

164． 165は石器の長さと厚さの比が2以上のものである。板状の礫を素材とし、表裏面は平坦であ

る。 164は敲打により入念に整形されているが、 165は左端部を扶り入るように整形するのみで、加工

は軽微である。 164は器体を半割するように破損して廃棄されている。

161～163はすり面が著しく正面側に傾き、すり面縁辺が、鉢巻状の敲打部に近接している。 161は右

端部破損後もさらに使用を継続し、すり面が大きく傾斜して擦り減った状況が理解できる。 162． 165

には短軸方向に展開する3面のすり面が認められる。また、 165は上面部に平滑な面を有するが、すり

面であるかは判別できなかった。

166．167は形態が特徴的なものである。 166は小型のものである。ほぼ無整形である。 167は上部に

フタコブラクダの背中の様な突起が認められる。突起は敲打により丁寧に作り出されている。 また、

167には2面のすり面が観察される。

168は北海道式石冠原材である。下端には敲打により平坦面が形成されている。この下端平坦面は縦

断面で観察すると、石器長軸に対しほぼ直交するように作られている。

砥石（図V-62-169～176, V 78、図版114･ 115)

概要砥石は包含層で20点・ 19個体が出土し、内9点･ 8個体を図示した。器体残存状況は、完形も

しくは器体全体の2/3以上が現存するものl1点、器体全体の2/3以下の欠損品が8点、不明1点である。

層位別の出土状況は、 Va層が12点、 Vb層が6点、Ⅷa層2点である。図示した石器は全てVa･V

b層出土のものである。石材は安山岩2点、凝灰岩1点、軽石5点、砂岩12点で、多孔質なものや粒子

の繊密なものなど、石質によって表面の状況が大きく異なる。図示したものでは169が泥岩、 170～172

が砂岩、 173･174が安山岩、 175．176が軽石である。なお、図のすり面は「網掛け」によって示した。

出土分布状況 1－2区、Ⅲ区の、沢沿いにまとまってみられる。

掲載石器169～172は粒子が細かく織密な石質のものである。169の表面は酸化が激しく、また細かく

と沼6
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凹凸し、節理面のようである。すり面は極狭い範囲である。171は中央に向かって滑らか且つ著しく凹

み、器厚の減じた中央部が破損している。 172は中央部が最も滑らかで、若干凹んでいる。

173･174は粒子がやや粗い石質のものである。 173は正面上部に敲打痕がみられる。 また、 173．174

とも、下部右側欠損部に向かって器体が薄手となる。

175．176は多孔質なものである。175は両面のすり面とも中央で著しく凹んでおり、最も薄手となっ

た部分から破損している。すり面は長楕円形を呈し、裏面の中央部には溝状の擦痕が長軸方向にまと

まっている。 176は正面･上面･側面がすり面となっている。各面とも一定方向に走る溝状の擦痕がま

とまり、中心部が最も凹んだ長楕円形のすり面を形成している。

173～175は、平面楕円形で裏面が平坦になるような一定形状に整形された可能性がある。

台石・石皿（図V-63～66-177～188, V-78、図版116.117)

概要台石・石皿は包含層で78点・68個体が出土し、内15点・12個体を図示した。器体残存状況は、

完形もしくは器体全体の2/3以上が現存するもの35点、器体全体の2/3以下の欠損品が29点、接合によ

り完形近くまで復元されたものl3点、不明1点である。破損品が多数みられる。層位別の出土状況は、

Va層13点､Vb層54点､Ⅷa層3点である｡図示したものでは177･181がⅧa層出土で､他は全てVa･

Vb層出土のものである。石材は全て安山岩である。なお、図のすり面は「網掛け」によって示した。

分布状況調査区全体に散発的に分布するが、 II-1区(縄文時代中期中葉の遺構群が分布する範囲）

には希薄である。主なまとまりは無名の沢沿い1－1区から1－2区にかけての範囲にみられる。台

石・石皿は石組炉や配石に利用されているため、一次廃棄後の移動・再利用、つまり二次的遺棄・廃

棄の可能性が考えられる。

掲載石器177～180は使用痕跡が敲打痕のみ観察されるものである｡286はややまばらな敲打痕のまと

まりが、帯状に観察される。 178～180は楕円形の敲打痕の広がりが観察されるもので、敲打面は平坦

になっている。

181はすり面が中央部に向かい湾曲するものである。擦痕は不明瞭である。

182～185は平滑なすり面が観察されるものである。すり面中央部に特に顕著なすり面が観察され、

周囲に移行するにしたがって、擦痕が弱くなる傾向がある。185は敲打を伴い、擦痕がやや不明瞭であ

る。

186～188はすり面が楕円形に凹むものである。すり面長軸方向の側縁に近い側が緩やかに、その反

対側がやや強くせり上がる。 また、長軸中央部からやや強くせり上がる側にかけての範囲が、最も擦

痕が顕著で滑らかな部分となっている。緩やかな立ち上がりは素材縁辺部に続き、強くせり上がる方

は、平坦なすり面に続く。186は楕円形のすり面が長軸方向を揃えて並列している。両すり面とも右側

が敲打によって、強くせり上がるように作り出されている。188はやや粒子が細く微密な石材で、すり

面が非常に滑らかである。また、凹みの周囲には平坦なすり面が広がっている。

接合資料（図版118)

接合資料は、剥離面接合資料32個体（144点)、折れ面接合資料106個体(274点）が認められた。剥

離面接合資料は石材が頁岩・メノウで、フレイクと石核の接合資料が8割近くを占める。 ここでは良

好に接合し、特徴的な剥片剥離技術を示す2個体の資料について記載する。なお、 これらは写真図版

にのみ掲載した。

接合資料29 スクレイパー1点、 Rフレイク1点、縦長剥片2点が接合している。凝灰岩製である。

平坦打面を設定し、一定方向から縦長剥片を連続的に剥離している。背面側が自然面に覆われること

から、剥離作業の初期段階と考えられる。打面は長さ1cm･幅2.5cmを越える大型のもので、バルブ

詔8
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(打瘤)、バルバースカー（打瘤裂痕）の発達が著しい。硬質の敲石を用いた直接打撃による剥離の可

能性がある。

接合資料35剥片20点、石核3点（個体数）が接合している。頁岩製である。部分的に空隙がみられ

るが、素材原石の形状を復元することができた。素材は拳大より若干大きい程度のやや扁平な亜角礫

である。自然面の平坦面を打面、稜線を作業面に利用して、剥離作業を開始している。縦長剥片を数

点剥離後、分厚い剥片を剥離し、 これを石核として剥片剥離をおこなっている。剥片素材の石核は、

4～5回の剥離の後、打面を90｡転移して逆方向から小型剥片を剥離し、最終的に剥片剥離の加撃が石

核を大きく破損させ、作業を終了している。一方、礫素材の石核は、分厚い剥片剥離後も、扁平礫の

両面に作業を進行している。ウートゥーラパッセ（内反剥離）により形成された作業面末端の平坦面

に打面を転移し、当初設定された自然面打面の逆方向から剥離を行っている。「作業面末端部と裏面側

とのなす角度」を「打面と作業面のなす角度」に利用したものであろう。最終的には、自然面打面か

らの剥離によって石核の1/3ほどが破損し、更に継続された作業によって石核が半割され､作業を終了

している。 1～4.5cmほどの小型の剥片を30点ほど生産しており、内、数点は石器素材に利用され、

遺跡外に持ち出された可能性がある。 （坂本）

4土製品（図V-67-1～17、 V 78、図版119)

概要35点出土した。土偶5点（2個体） ・土玉・鐸形土製品（2個体） ・三角形土製品・ ミニチュア

土器・焼成粘土塊・その他の土製品がある。 Va･Vb層および掘卜士から出土している。 これらのう

ち17点を図示した。 III群A類土器に伴うものと、Ⅳ群A類土器に伴うものがある。

分布状況調査区北西側、 1－1 ． 2区に集中する。遺構の集中範囲には少なく、集中範囲の外周に

分布している。

掲載土製品胎土・文様から判断すると、 1 ． 2 ． 5 ． 15･ 16はIⅡ群A類土器に伴うもの、 9～14･

17はⅣ群A類土器に伴うもの、 3 ． 4 ． 6～8はⅣ群A類土器に伴う可能性が高いものである。

ⅡI群A類土器に伴うもの

1 ． 2は土偶である。 「足」 と推測されるもの◎同一方向に傾いている。下面は平坦で、磨かれる。

上面の剥落面は平坦。三本組の縄線が施されることと、胎土に繊維と海綿骨針を多く含むことから、

III群A 2類土器に伴うものである。一対をなすものと推測される。 5は土玉。半分ほどの破片であ

る。横環する縄線が施される。 15． 16はミニチュア土器。 15は台付き土器の台部分。

Ⅳ群A類土器に伴うもの

9は土偶。板状で、表裏に沈線による文様が施される。 「股｣にあたる部分は、ひねるようにして成

形されている。上半部は、図V-34-129と同じ掘上土から出土した。 3 ･ 4 ． 6～8は土玉。 3 ． 4

は球形で、貫通孔と同方向に竹管状工具による刺突列が施される。 6～8は文様が施されないもので、

6は球形のもの、 7は楕円形を呈する扁平なもの。 8は図の左右・前後方向の2つの貫通孔をもち、

中央で交差している。 14のようなものの紐などの可能性もある。 10･11は鐸形土製品。同一グリッド

から出土した。 10は3点が接合したもの。紐部には貫通孔はない。 11は貫通孔をもつ鉦部を含む破片。

12．13は三角形土製品。無文の土器片を研磨し、三角形に整形している。 14は蓋状の土製品。板状で、

中央に紐あるいは把手状の貼付が剥落した痕跡がある。断面図に示したように、剥落部分に貫通孔の

痕跡を有する。裏面の中央付近はやや凹む。調整は粗雑で、凹凸やひび割れがみられる。17はミニチュ

ア土器。壷形で、胴部下半が張り出し、屈曲する。縄文地に沈線による文様が描かれる。口縁部に並

行沈線とそれを結ぶ） （状沈線が施され、その下位に細い弧状沈線が連続する。 （柳瀬）
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5 石製品（図V-68-1～7， V-78、図版120)

概要石製品は包含層で26点が出土し、内8点・ 7個体を図示した。層位別の出土状況は、Va層が11

点、 Vb層が14点である。石製品には自然作用によって形成されたと考えられる、穴あき石、碗状の

礫、スタンプ形の礫などを含んで分類している。石材は軽石10点、凝灰岩7点、安山岩3点、砂岩3

点、頁岩2点、黒曜石1点である。

出土分布状況 1－1区に主にみられる。縄文時代後期前葉の配石遺構・フラスコ状土坑群の周囲に

分布する。

掲載石製品 1～5は軽石を研磨した石製品である。出土点数は10点(9個体）で、出土位置は全て

配石･土坑群の周囲である。平面が方形から楕円形を呈するものが主で、厚さはlcm前後から2.5cm

を越えるものまでみられる。 1 ． 4には上下端や側面にも平坦面が形成されている。 5は板状に整形

したものの上端付近に穿孔している。

6は板状礫片を素材とし、下端側縁に刻線が施されるものである。出土点数は1点である。刻線は

側縁に対し直交方向に連続的に施されている。石鋸様の形態を呈し、側縁は正面・下面とも直線的で、

断面はV字を呈する。 また、正・裏面には下端側縁に沿って線状痕が観察される。石材は砂岩である。

7は剥片を素材に剥離加工したもので、背面側周縁にやや急角度に施されている。頁岩製である。

(坂本）
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表V－1 接合資料器種別点数

名
接合種類

器 種 総計
折れ面接合 剥離面接合 同一母岩非接合資料

両面調整石器 2 ２

つまみ付きナイフ ２ ２

スクレイバー 1月
ロリ ’ 16

R フ レ イ ク 25 25

U フ レ イ ク 1 1

フ レ イ ク 41 100 ３ 144

核石 ２ 16 18

石斧。石斧原材 '6 7 23

敲 石 14 14

す り 石 4 4

扁平打製石器 38 38

北海道式石冠 64 64

砥 石 1 1 1 1

台石 ・ 石皿 15 旧

石 製
ロ
叩 4 4

必公
小世、 計 252 126 3 381
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VI 自然科学的手法による分析結果

Ⅵ自然科学的手法による分析結果

1 放射性炭素年代測定

報告内容の説明

㈱地球科学研究所

14C年代"measuredradiocarbonage''

試料の14C/12C比から､単純に現在(1950年AD)から何年前(BP)かを計算した年代。

半減期はリビーの5568年を用いた。

補正14C年代"conventional radiocarbonage"

試料の炭素安定同位体比( 13C/12C)を測定して試料の炭素の同位体分別を知り

14C/12Cの測定値に補正値を加えた上で､算出した年代。

試料の 13C値を-25(%0)に標準化することによって得られる年代値である。

暦年代を得る際にはこの年代値をもちいる。

〃c雫石(j'BPノ

蒜正74C¥e

〃“ノ

試料の測定14C/12C比を補正するための13C/12C比。

この安定同位体比は､下式のように標準物質(PDB)の同位体比からの千分偏差(%o)

で表現する。

( 13C/12C)[試料]-( 13G/12C)[樗鑿］ × 1000613C(%0)=

｡, /3c(beﾉ777"

(13C/12C)[標準］

ここで、 13C/12C[標準]=0.0112372である。

暦年死 ： 過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動に対する補正により､暦年代を

算出する。 具体的には年代既知の樹木年輪の14Cの測定､サンゴのU-Th年代と

14C年代の比較により､補正曲線を作成し､暦年代を算出する。最新のデータベース（

"INTCAL98RadiocarbonAgeCalibration"Stuiveretal,1998,Radiocarbon40(3))

により約19000yBPまでの換算が可能となった｡＊

*但し､ 10000yBP以前のデータはまだ不完全であり今後も改善される可能性が高いので､補正前のデータの保管を推奨します。

′'Thecalendarcal ibrationswerecalculatedusingthenewestcal ibrationdataaspubl ished inRadiocarbon,Vol.40,
No.3, 1998usingthecubicsplinefitmathematicsaspubl ishedbyTalmaandVogel,Radiocarbon,Vol.35,No.2,pg
317-322, 1993:ASimplinedApproachtoCal ibratingC14Dates. ResultsarereportedbothascalBCandcalBP.
NotethatcalibrationforsamplesbeyondaboutlO,000yearsisstillverysubjective・ Thecal ibrationdatabeyond
aboutl3,000yearsisa''bestfit''compi lationofmodeleddataand,althoughan improvementontheaccuracyofthe
radiocarbondate, shouldbeconsidered i l lustrative. Itisveryl ikelythatcal ibrationdatabeyondlO,000yearswil l
changeinthefuture. Becauseofthis, itisveryimportanttoquotetheoriginalBPdatesandthesereferences in
yourpubl icationssothatfuturerefinementscanbeappliedtoyourresults.'′

~~

灘忘方法など弘二湾するデータ

測定方法 AMS : 加速器質量分析

Radiometric : 液体シンチレーションカウンタによるβ一線計数法

処理｡調製･その他 ： 試料の前処理､調製などの情報

acid-alkal i-acid : 酸一アルカリー酸洗浄

acidwashes :酸洗浄

acidetch :酸によるエッチング

none ：未処理

前処理

調製､その他

Bulk-LowCarbonMaterial :低濃度有機物処理

BoneCol lagenExtraction : 骨､歯などのコラーゲン抽出

Cel luloseExtraction :木材のセルローズ抽出

ExtendedCounting : Radiometricによる測定の際､測定時間を柾長する

BETAANALYTICINC.

4985SW74Court,Miami ,F| , U.SA33155

分析機関
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表VI-1-1 ｣4C年代測定結果
賦料データ I4C年代(yBP) 613C(permi I) 補正14C年代(yBP)

（Measur⑧dC14 aEe） （ConvBntionaI C14a亘臼）

Beta－174463 4340±40 -24.5 4350±40
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Ⅵ自然科学的手法による分析結果
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表Ⅵ－1-2 ｣4C年代測定試料一覧
暦年代

重量

（9）

14C年代

（yBP）

補正14C年代

（yBP）
出土遺物の時期採取層位 採取地点の性格試料番号 試料種類 測定法 採取地点測定番号
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縄文時代後期前葉 CalBC3790to3710炭化物 竪穴式住居跡掘り込み炉 4990±40 Ca BC37705020±40Beta-174464 KRA－2 AMS H－2
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縄文時代後期前葉 Ca BC2030to l920炭化物 竪穴式住居跡掘り込み炉 3620±40 CalBC19603630±40Beta-174466 KRA－4 AMS H－10
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倉知川右岸遺跡

2 土壌理化学分析、種実遺体選別・同定

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

倉知川右岸遺跡（北海道茅部郡森町字栗ヶ丘に所在）は、南西側の山地から続く緩斜面に位置し、

北西側を倉知川に、南東側を無名の沢によって区切られるとされる。 これまでの発掘調査により、無

名の沢側の斜面際から斜面にかけて縄文時代後期前葉の配石遺構・フラスコ状土坑・柱穴状ピットが、

尾根状地形部分の山側で縄文時代中期前半の竪穴住居跡などが検出されている。

今回、墓坑とみられる土坑について検証するために土壌理化学分析を、 また当時の植物利用につい

て検証するために遺構等から出土した炭化物の同定を行う。

（1） 墓坑の検討

①試料

墓坑と想定されている土坑の中で今回分析の対象とした土坑は、 P-30、 P-37、 P-51、 P-53、

P 89の5基である。

P-30は、径約120cm前後、深さ約80cm、覆土上部に大型の礫が認められる円形土坑であり、坑底

および礫直下の2か所が遺体埋納箇所として想定されている。 1～8層に分層された覆土の内、礫下

の8層から9点（試料番号1～9）の土壌試料を採取した。 この内、試料番号4 ． 9を除く7点につ

いて分析を実施する。

P-37は、径約90cm、深さ約70cmの円形土坑であり、坑底が遺体埋納箇所として想定されている。

1～3層に分層された覆土の内、 3層から2点（試料番号1 ． 2）、 4層から7点（試料番号3～

9）、その外側のa層から1点（試料番号10)、遺構脇の基本土層Ⅶ層から1点（試料番号11)、合計11

点の土壌試料を採取した。分析は、試料番号1 ． 3 ． 5 ． 7～l1の8点について実施する。

P-51は、調査区内で最も深い土坑で、底部に小ピットも確認され、内部にロームが貼り付けられ

て土坑として再整形されたような痕跡も認められるとされている。覆土は、10～30cm程度の礫が出土

しており、 この中に壁に立てかけるように設置された直径30cmほどの扁平な円形な礫も認められる

とされる。坑底と再整形された坑底が、遺体埋納箇所として想定されている。試料は、遺構覆土から

25点（試料番号l～25)、遺構脇の基本土層から26点（試料番号l～26)、合計51点を採取した。分析

は、遺構覆土から採取された試料番号1 ･ 2 ･ 4～12･14･18･20．21･23～25、遺構脇基本土層で

造成土とみられているb層･ C層から採取した試料番号4 ･ 6、合計20点について実施する。

P-53は、径約90～100cmの円形土坑であるが、一部張り出した部分がみられ、立石が検出され

る。また、覆土上部で土器底片が、下部で礫2点が出土している。坑底でKo-gが確認されており、こ

れを覆う黒色土は遺体が埋納された層位とみられている。 1～9層に分層された覆土の内、 5 ． 7 ．

8層および坑底にみられたKo-gより各1点、合計4点(試料番号1～4)の土壌試料を採取した。こ

れら全点について分析を行う。

P-89は、 4基検出された竪穴状土坑の中の1基であり、径約260cmを測り、上部に焼土が認めら

れている。覆土は、上部が黒褐色～暗褐色土、坑底付近がロームの強い灰黄褐色土よりなるとされ、

坑底付近が遺体埋納箇所として想定されている。試料は、遺構覆土坑底付近の灰黄褐色土から平面的

に24点（試料番号l～24） を採取した。 また、遺構脇の基本土層Ⅲ．Va･Vb'層の各層1点の計3点

を採取した。分析は、遺構覆土から採取した試料番号2 ． 3 ． 10． 11． 13～15･23･24、基本土層か

ら採取された3点、計12点について実施する。
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Ⅵ自然科学的手法による分析結果

②分析方法

今回測定する成分は、特に動物の体組織や骨に多く含まれるリン酸とカルシウムの含量測定を行う。

中でもリン酸は、土壌中に固定されやすいため、遺体が埋葬されると土壌中にリン酸の富化が認めら

れることから、遺体あるいは遺骨の痕跡を推定することができる。 また、 リン酸の供給源としては植

物体もあげられる。植物由来のリン酸成分が供給された場合、 リン酸含量よりも腐植含量が高くなる。

よって、植物体の影響を調べるために腐植含量も測定する。

リン酸は硝酸・過塩素酸分解一バナドモリブデン酸比色法、カルシウムは硝酸・過塩素酸分解一原

子吸光光度法、腐植はチューリン法でそれぞれ行った(土壌養分測定法委員会、 1981)。以下に各項目

の具体的な操作工程を示す。

試料を風乾後、軽く粉砕して2.00mmの師を通過させる(風乾細土試料)。風乾細土試料の水分を加

熱減量法(105℃、 5時間)により測定する。風乾細土試料の一部を粉砕し、 0.5mmjの節を全通させ

る （微粉砕試料)。

風乾細土試料2.009をケルダール分解フラスコに秤量し、硝酸約5mlを加えて加熱分解する。放冷

後、過塩素酸約lOmlを加えて再び加熱分解を行う。分解終了後、水で100mlに定容してろ過する。ろ

液の一定量を試験管に採取し、 リン酸発色液を加えて分光光度計によりリン酸(P205)濃度を測定す

る。別にろ液の一定量を試験管に採取し、干渉抑制剤を加えた後に原子吸光光度計によりカルシウム

(CaO)濃度を測定する。 これら測定値と加熱減量法で求めた水分量から乾土あたりのリン酸含量

(P205mg/g) とカルシウム含量(CaOmg/g)を求める。

また、微粉砕試料0.100～0.5009を100ml三角フラスコに正確に秤りとり、 0.4Nクロム酸･硫酸混

液10mlを正確に加え、約200｡Cの砂浴上で正確に5分間煮沸する。冷却後、0.2%フェニルアントラニ

ル酸液を指示薬に0.2N硫酸第1鉄アンモニウム液で滴定する｡滴定値および加熱減量法で求めた水分

量から乾土あたりの有機炭素量(Org-C乾土%)を求める。 これに1.724を乗じて腐植含量(%)を算

出する。

③結果

結果を表1に示す。以下、遺構ごとに結果を示す。

P-30覆土試料では、腐植含量が4.52～7.86%、 リン酸含量が2.28～3.90P205mg/g、カルシウム含

量が9.31～12.72CaOmg/gを示す。試料番号6で腐植含量・リン酸含量が高く、試料番号3でカルシ

ウム含量が高い。

P-37覆土および遺構脇の試料では、腐植含量が0.75～7.10%、 リン酸含量が0.34～3.62P205mg/

g、カルシウム含量が5.99～13.08CaOmg/gを示す。試料番号10で腐植含量･リン酸含量が高く、試料

番号11でカルシウム含量が高い。

P 51覆土およびb・c層試料では、腐植含量が0.55～6.90%、 リン酸含量が1.02～5.98P205mg/

g、カルシウム含量が6.76～11.84CaOmg/gを示す。基本土層の試料番号4で腐植含量が最も高く、覆

土採取の試料番号7でリン酸含量・カルシウム含量が高い。

P-53覆土試料では、腐植含量が1.36～6.48%、 リン酸含量が1.22～5.88P205mg/g、カルシウム含

量が6.04～9.24CaOmg/gを示す。試料番号3で腐植含量･リン酸含量が高く、試料番号4でカルシウ

ム含量が高い。

P-89覆土および基本土層試料では、腐植含量0.93～16.48%、 リン酸含量が0.44～5.52P205mg/

g、カルシウム含量が6.26～18.51CaOmg/gを示す。基本土層Va層で腐植含量･カルシウム含量が高

く、基本土層Ⅲ層でリン酸含量が高い。
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④考察

骨の主成分の一つであるカルシウムが土壌中に含まれる量は、5~99～18.51CaOmg/gであった。カ

ルシウムが土壌中に普通に含まれる量、すなわち天然賦存量は普通1～50CaOmg/gとされ（藤貫、

1979)、含量幅が大きい傾向にある。 これは、土壌中で移動･拡散しやすいことに由来する。今回の測

定値は、天然賦存量の範囲内にあり、 これを逸脱する試料がみられない。よって、カルシウムの含量

については補足的に扱うことにする。

リン酸含量は、 0.34～5.98P205mg/gまで変化する。 リン酸の天然賦存量については、Bowen

(1983)、Bolt&Bruggenwert (1980)、天野ほか(1991)、川崎ほか(1991)などの調査事例がある。

これらの事例から推定される天然賦存量の上限は約3.OP205mg/g程度である(なお、各調査例の記載

単位が異なるため、ここでは全てP205mg/gに統一している)。この観点からみると、P-89脇で採取

した基本土層Ⅲ層およびVa層のリン酸含量は､上記の天然賦存量の上限を大きく上回っている。ただ

し、下位に向かいリン酸含量が減少していることから、 ここでのリン酸の富化は施肥など後代の影響

に由来すると考えられる。一方、 P-37脇のⅦ層、 P-51脇のb ･ d層、 P-89脇のVb'層の測定値

から判断すると、本遺跡周辺の土壌が持つリン酸含量は、天然賦存量の上限値に近い約2～3P205

mg/g程度と推定される。これらの値を著しく越える土壌では､人為的影響など外的要因によるリン酸

成分の富化を指摘できると考えられる。

ここで、土壌腐植の影響を差し引いてもリン酸含量が高い試料を抽出するため、腐植含量とリン酸

含量の相関関係を調べ、次に最小二乗法による回帰直線を求め、正の方向に逸脱する試料を調べてみ

ることにした（図l)。 この図をみると、 まずP-89は、 リン酸含量が低く、遺構内での偏在もなく、

回帰直線よりも下位に位置する。 このことから、 P-89では、外的要因によるリン酸の富化を認める

ことができない。また、P-30･P-37ともリン酸含量が3.0P205mg/gを越える試料が存在する。し

かし、 P-30は、いずれの試料も回帰直線付近に位置し、遺構内での偏在も少ない。 P-37は、遺構

覆土外のa層から採取された試料でリン酸含量が高く、他試料のリン酸含量が極めて低い。これらの

ことから、 P-30･P-37におけるリン酸は、土壌腐植の影響を強く受けている可能性がある。 P－

89脇の基本土層111 ･Va層のリン酸含量を考慮すると、P-30およびP-37の内部には､後代の影響を

受けた土壌が混入していることも考えられる。いずれにしても、 これらの遺構では、動物遺体埋納を

裏付ける根拠を得ることができない。

一方、 P-51およびP-53では、同一遺構内でもリン酸含量が偏在しており、しかも回帰直線より

正の方向に逸脱する試料が存在する。しかも、その試料のリン酸含量は、 P-98脇の基本土層Ⅱ1･Va

層よりも高い測定値である。 このことは、両遺構の内部に土壌腐植以外に由来するリン酸が遺構内に

富化されていると考えられる。したがって、 P-51およびP-53とも遺体埋納施設として利用されて

おり、 P-51が遺構中位の再整形された坑底付近を中心に、 P-53が遺構底部付近に遺体が埋納され

ていた可能性がある。これらの点は、今後、残留脂肪酸の分布・偏在状況などを明らかにするなど(例

えば、小山、 1995)、多角的な調査を行った上で複合的に検証を試みたい。

（2） 植物利用状況

①試料

試料は、住居跡や土坑などの遺構覆土から、水洗選別等によって得られた229点である。試料は1～

117の通し番号が付されている。 このうち、試料番号107～110, 117の5点は発掘中に取り上げられた

試料、他は水洗選別によって得られた試料である。
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VI 自然科学的手法による分析結果

表Ⅵ－2－1 土壌理化学分析結果

土色 腐植含量(%） P205(Ⅲg/g）
黒 7．29 3．51

黒 4．82 2．58

黒 6．27 3．26

黒 6．72 3．46

黒 7．86 3．90

黒 5．55 3．36

黒 4．52 2~28

灰黄褐 155 0~71

にぶい黄褐 1． 11 0．54

にぷい黄褐 0.75 0．34

にぶい黄褐 1．55 0．72

にぷい黄褐 1 ．02 0．54

にぶい黄褐 128 0~64

黒 7~ 10 3．62

黒褐 3． 13 2．28

黒 3． 10 3． 16

黒 3．42 2．85

黒褐 2~77 1 ．95

黒褐 2．09 1 ．78

黒褐 3． 12 3．92

黒 452 5．98

黒褐 4．59 3．99

黒褐 1．95 1 ~55

黒褐 l ~68 1．42

黒褐 3． 17 2． 18

黒 2．68 2．35

黒 4~05 3．74

黒 4．22 3．24

黒褐 1 ．25 1 ．39

黒褐 180 1 ．67

暗オリーブ褐 195 1．45

黒褐 3．77 2．98

暗オリーブ褐 0．55 1 ．02

黒 6．90 3． 02

黒 4．55 2．92

黒褐 3．92 2．96

黒褐 1 ．86 1 ．22

黒 6．48 5．88

黒褐 1 ．36 2．35

黒褐 125 0．49

暗褐 0．97 0．76
暗褐 1 ，21 1 ．29

暗褐 1．56 1 ．25

暗褐 1．39 0．61

暗褐 145 0，61

暗褐 1．31 1 ．78

暗オリーブ褐 0．93 0~44

黒褐 2． 17 1 ．79

黒褐 9．54 5．52

黒 16．48 477

黒 5． 10 2．84

最小値 0．55 0．34

最大値 16.48 5．98

平均値 3．52 2．33

標準偏差 2．88 1 ．45

分散 8．27 2. ］ I
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VI 自然科学的手法による分析結果

水洗選別試料は未分類であり、土塊や炭化物などを多量に含む。試料の詳細に関しては添付資料の

情報を一部抜粋し、結果と併せて表に示す。

②分析方法

まず試料を双眼実体顕微鏡下で観察し、炭化物を抽出する。抽出された炭化物を種類毎に分類・同

定し、乾燥剤の入った瓶に保存する。

③結果

結果を表2に示す。試料中に含まれる炭化物のほとんどは炭化材である。 また、比較的多くの試料

から認められる菌核は、外生菌根菌の休眠体組織と考えられ、 1～数lnn]の黒色球状体である。種実

遺体は、非常に少なく、 クリ、オニグルミなど数種が検出されている程度である。 さらに保存状態が

悪いために、 「科」や「近似種」として同定される個体も多い。なお、テンツキ属近似種とアカザ科は

炭化していず、 また陸産微小貝類も加熱の痕跡が見られない。

この他、骨片や貝類が検出される。骨片は、魚類鰭疎片、椎骨片、小型獣骨片などである。 これら

の骨片は、いずれも白色～灰黒色を呈している。貝類は、マイマイ類といった陸産微小貝類などの他、

破片が検出される。さらに極めて保存の良い昆虫遺体は水洗作業等中に混入したと考えられ、同定・

分類の対象としていない。

以下、検出された種実遺体の形態的特徴を記す。

・オニグルミ （ﾉ"gﾉα"s班α刀(Is〃〃γ'"Maxim.subsp. s彪加〃m"〃(Maxim.)Kitamura) クルミ科ク

ルミ属

核の細片が検出された。数Inrn程度の破片で、完全に炭化しており黒色である。木質であるが、木

材にみられるような組織はない。子葉の入っていたくぼみ付近の破片とみられ、内側が湾曲している。

・クマシデ属近似種(cf.Caゆ加況s) カバノキ科

果実が検出された。炭化しており、黒色。全体の半分程度が破損しているが、推定される形状は涙

型で、大きさは4mm程度。果皮表面は平滑で、薄くて堅い。

・クリ (C"sｵα"g"C形"α加Sieb. etZucc.) ブナ科クリ属

炭化した果実片と子葉が検出された。果実片は3～5mm程度のものがほとんどである。薄くて湾

曲しており、内側に内果皮（いわゆる渋皮）が付着している個体もある。子葉は破片が多いが、完形

のものも存在する。完形のものは、 1.5cln程度。一面は扁平で、反対側は湾曲し、荒いしわ状の模様

が全体を覆っている。なお、試料の中には細片化し、同定根拠となる特徴に乏しい個体もあったが、

これらについてもクリの子葉として扱っている。

・キハダ(P""0"g""0匁α湘加γ2"scRuprecht) ミカン科キハダ属

核(内果皮)が検出された。炭化しており、半横広卵形でやや偏平。長さ5mm、幅3mm程度。種

皮は厚く硬い。表面には浅く細かい網目模様があり、ざらつく。

・ブドウ属(W"S) ブドウ科

種子が検出された。灰褐色、広倒卵形、側面観は半広倒卵形。基部の膳の方に向かって細くなり、

階状に尖る。長さ41nm、幅3mm程度。背面にさじ状の凹みがある。腹面には中央に縦筋が走り、そ

の両脇には楕円形の深く窪んだ孔が存在する。なお、腹面の一部のみ検出されているものは、他のブ

ドウ科との区別ができないことから、ブドウ科としてある。

・エゴノキ属近似種(cf.StWtzx) エゴノキ科

種子の破片が同定された。炭化しており、大きさは5mm程度。側面の一部とみられ、種皮は厚く

(1mm程度)硬い。表面はざらつき、縦溝が走ることから、エゴノキ属と思われるが、保存が悪いこ

つ7ワ
qJ坐'



倉知川右岸遺跡

とから、明瞭ではなく、近似種とした。

・イネ科(Gramineae)

炭化した胚乳が検出された。楕円形で、大きさはlmm程度。一端に「へそ」があり、U字形の窪

みとして確認できる。イヌビエなどの胚乳に似るが、 1個体しか検出されておらず、穎も残っていな

いことなどからイネ科とした。

・テンツキ属近似種(F"6γたり"s) カヤツリグサ科

果実が検出された。灰褐色、広卵形で、大きさは1.5mm程度。果皮表面は亀甲状の窪みが密に配列

し、ざらつく。

・アカザ科(Chenopodiaceae)

種子が検出された。黒色、円盤状でやや偏平。径1mm程度。基部は凹み、腰がある。種皮表面に

は鱗を取り囲むように微細な網目模様が同心円状に配列し、光沢が強い。

④考察

検出された試料のうち、オニグルミ、 クリ、ブドウ属は可食植物であり、当時の利用が推測される。

オニグルミは、微細な破片が2試料から検出されたにすぎない。一方、 クリは、 P-17、 S－1等か

ら検出される。クリは可食部位である子葉を含むが、出土量は少なく、多量の炭化材や焼土を伴って

いることから、生活残置の一部が燃料材と共に燃やされたなどが考えられる。クリとオニグルミは生

食可能で収量が多く、貯蔵も利く。 このため、古くから植物質食料として利用されてきた種類で、遺

跡からの検出例も多い(渡辺、 1984など)。現在の分布をみると、オニグルミは北海道全域に広く分布

し、 クリは道南の沿岸部に分布する(倉田、 1964)。おそらく、 これらは当時遺跡周辺で入手しやすい

有用植物のひとつであったと考えられる。特にクリは有用材で種実は食用にもなることから、古くか

ら管理・保護されてきたと考えられており、その歴史は縄文時代にまでさかのぼるともいわれている

(千野、 1983; 1991)。 また、青森県三内丸山遺跡では縄文時代にクリ林が作られ、栽培が行われてい

たとの指摘もある(安田、 1995)。本遺跡を含め、道内の遺跡出土するクリが採取によるものか、栽培

によるものかに関しては今後の課題である。なお、山田・柴内（1997） によると、 クリは、縄文時代

前期後半になって北海道の津軽海峡に面した地域に持ち込まれ、人間の関与のもとに時代とともに次

第にその分布域を北に拡大し、中期未までに北海道中央部西南の登別市付近に、後期中葉までに小樽

から石狩邸地帯までの北海道中央部に達したとされている。今回の結果は、 これに調和する結果と言

えよう。

ところで、道南の縄文時代後期の古植生変遷は、 ミズナラ林を中心としたものであったことが推定

されている （星野、 1998)。おそらく、本遺跡周辺には多くのミズナラが生育していたと考えられる

が、今回の試料には含まれていない。 ミズナラの種実は「あく抜き」をしないと食用にならない。渡

辺（1984）によれば、 ドングリのあく抜きの技術は、縄文時代中期にさかのぼる可能性を指摘してい

るが、北海道ではその技術がいつから存在したかが、今後の課題として残される。

クマシデ属、キハダ、エゴノキ属に関しては、周辺植生に由来すると思われ、燃料とした木材につ

いていた可能性もある。今回多量に炭化材が検出されたが、 これらは炉や焼土付近で量が多く、当時

の燃料材に由来すると思われる。 これらの樹種同定を行うことによって、当時の植物利用や周辺植生

に関する情報が得られるものと期待される。

検出されたイネ科に関しては、栽培されている雑穀類（アワ・ヒエなど） に比べて小型で細長く、

イヌビエなどの雑草類に似ることから、燃料材の一部であった可能性がある。だが、道南ではヒエ属

種実の検出は縄文時代前期にまで遡るとされ、 これらは栽培種とも野生種とも異なる形態を持つこと
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などから、栽培されていた可能性が指摘されている(吉崎、 1992)。今回は1点のみの検出であること

から詳細な議論はできないが、今後一か所から多くのイネ科炭化種実が検出されるなどすれば、植物

利用や栽培などの可能性が出てくることから、注目しておきたい。

未炭化の種実（アカザ科、テンツキ属近似種） は、現在でも周辺の山野にみられる種実であるが、

いずれも炭化していない。炭化していない種実は、低湿地遺跡でない限りは遺構内では残りにくく、

後代からの混入の可能性が高いことが指摘されている(吉崎、 1992)。おそらく、今回検出された種実

は、後代の落ち込みなどによるものと考えられ、当時の古植生を反映しているとは考えにくい。

また、マイマイ類といった陸産微小貝類は、遺構が埋積する過程において周辺から混入したと考え

られる。一方、出土した骨片は、白色～灰黒色を呈しており、焼骨である。検出された骨類は、魚類

鰭鰊片、椎体片、小型獣骨片などである。おそらく当時、本遺跡で利用されていたものの残津であり、

人為的に焼かれた後、遺構内に投棄された可能性がある。今後これら覆土中に含まれる動物骨片の種

類を調べることで、当時の動物利用の一端が明らかにされることが期待される。
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＋：破片などを含むため正確な個数が不明なもの多: 100個体以上の検出
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Ⅵ自然科学的手法による分析結果

表Ⅵ－2－2 （2）
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VI 自然科学的手法による分析結果

3 「ヒスイ」製遺物の産地分析
章科哲男（京都大学原子炉実験所）

(1) はじめに

玉類の観察は、一般的に肉眼観察で岩石の種類を決定し、それが真実のよう思われているのが実態

である。岩石製では玉類の原材料として硬玉、滑石、軟玉(角閃石)、蛇紋岩、結晶片岩、碧玉などが

推測される｡それぞれの岩石の命名定義に従って岩石名を決定するが、非破壊で命名定義を求めるに

は限度があり、若干の傷を覚悟して硬度、光沢感、比重、結晶性、主成分組成を求めるなどで、非破

壊で命名の主定義の結晶構造、屈折率などを正確には求められない。原石名が決定されたのみでは考

古学の資料としては不完全で、どこの産地の原石が使用されているかの産地分析が行われて初めて、

考古学に寄与できる資料となる。遺跡から出土する勾玉、管玉など玉類の産地分析というのは、玉類

の製品が何処の玉造遺跡で加工されたということを調査するのではなくて、何か所かあるヒスイ （硬

玉、軟玉） とか碧玉の原産地うち、どこの原産地の原石を使用しているかを明らかにするのが、玉類

の原産地推定である。玉類の原石の産地を明らかにすることは考古学上重要な意味をもっている。糸

魚川市でヒスイが発見されるまでは、中国、雲南、ビルマ説、発見後は、専ら国内説で、岩石学的方

法')および貴重な考古遺物を非破壊で産地分析を行った蛍光X線分析で行う元素比法2),3),4)が報告さ

れている。また、碧玉製管玉の産地分析で系統的に行った研究は蛍光x線分析法と電子スピン共鳴法

を併用し産地分析より正確に行った例5)が報告されている。石鍼など石器と玉類の製品はそれぞれ使

用目的が異なるため、それぞれの産地分析で得られた結果の意味も異なる。 （1）石器の原材産地推定で

明らかになる、遺跡から石材原産地までの移動、活動範囲は、石器は生活必需品であるため、生活上

必要な生活圏と考えられる。 (2)玉類は古代人が生きるために必ずしもいるものではない。勾玉、管玉

は権力の象徴、お祭、御守り、占いの道具、アクセサリーとして、精神的な面に重要な作用を与える

と考えられる。従って、玉類の産地分析で、明らかになるヒスイ製玉類の原石の分布範囲は、権力の

象徴としての玉類であれば、権力圏を現わしているかもしれない、お祭、御守り、占いの道具であれ

ば、同じような習慣を持つ文化圏が考えられる。石器の原材産地分析で得られない貴重な資料を考古

学の分野に提供することができる。

今回分析を行った北海道茅部郡森町に位置する倉知川右岸遺跡出土の縄文時代早期と中.後期の｢ヒ

スイ」製磨製石斧2個について産地分析結果が得られたので報告する。

（2） 非破壊での産地分析の方法と手段

原産地推定の第一歩は、原産地間を区別する人間で言えば指紋のような、その原産地だけにしかな

いという指標を見つけなければならない。その区別するための指紋は鉱物組成の組合せ、比重の違い、

原石に含有されている元素組成の違いなどにより、原産地同士を区別できなければ産地分析はできな

い。成功するかどうかは、 とにかく行ってみなければわからない。原産地同士が指紋でもって区別で

きたならば、次に遺跡から出土する遺物の指紋と原産地の指紋を比較して、一致しない原産地を消去

して一致する原産地の原石が使用されていると判定する。 ヒスイ、碧玉製勾玉、大珠、玉などは、国

宝、重要文化財級のものが多く、非破壊で産地分析が行える方法でなければ発展しない。石器の原材

産地分析で成功している4)非破壊で分析を行う蛍光X線法を用いて玉類に含有されている元素を分析

する。

遺跡から出土した大珠、勾玉、管玉などを水洗して、試料ホルダーに置くだけの完全な非破壊で産

地分析を行った。 ヒスイ製玉類は蛍光X線分析法で元素の種類と含有量を求め、試料の形や大きさの
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違いの影響を打ち消すために分析された元素同士で含有量の比を、 この元素比の値を原産地を区別す

る指紋とした。碧玉製玉類はESR法を併用するが試料を全く破壊することなく、碧玉に含有されてい

る常磁性種を分析し、その信号から碧玉産地間を区別する指標を見つけて産地分析に利用した5)。

（3） ヒスイの原産地

分析したヒスイ原石は、 日本国内産では(1)新潟県糸魚川市と、それに隣接する同県西頚城郡青海町

から産出する糸魚川産､ (2)軟玉ヒスイと言われる北海道沙流郡日高町千栄の日高産6)､ (3)鳥取県八頭郡

若桜町角谷の若桜産、 (4)岡山県阿哲郡大佐町の大佐産、 (5)長崎県長崎市三重町の長崎産であり、 さら

に(6)西黒田ヒスイと呼ばれている静岡県引佐郡引佐町の引佐産の原石、 (7)兵庫県養父郡大屋町からの

原石、 (8)北海道旭川市神居町の神居コタン産、 (9)岐阜県大野郡丹生川村の飛騨産原石、 また、肉眼的

にヒスイに類似した原石で玉類等の原材になったのではないかと考えられる(10長崎県西彼杵郡大瀬戸

町雪浦からの原石である。国内産のヒスイ原産地は、 これでほぼつくされていると思われる。 これら

原石の原産地を図1に示す。 これに加えて外国産として、 ミャンマー産の硬玉と台湾産軟玉および韓

国、春川産軟玉などのヒスイの分析も行われている。

（4） ヒスイ試料の蛍光X線分析

ヒスイの主成分元素はナトリュウム(Na)、アルミニュウム(Al)、珪素(Si)などの軽元素7)で、

次いで比較的含有量の多いカルシウム(Ca)、鉄(Fe)、ストロンチウム(Sr)である。 また、 ヒスイ

に微量含有されている、カリウム(K)、チタニウム(Ti)、クロム(Cr)、マンガン(Mn)、ルビジウ

ム(Rb)、イットリウム(Y)、ジルコニウム(Zr)、ニオビウム(Nb)、バリウム(Ba)、ランタニウ

ム(La)、セリウム(Ce)の各元素を分析した。主成分の珪素など軽元素の分析を行わないときには、

励起線源のX線が試料によって散乱されたピークを観測し、そのピークの大きさが主に試料の分析面

積に比例することに注目し、そのピークを含有元素と同じく産地分析の指標として利用できる。ナト

リュウム元素はヒスイ岩を構成するヒスイ輝石に含有される重要な元素で、出土した遺物が硬玉か否

かを判定するには直接ヒスイ輝石を観測すればよい。 しかし、 ヒスイ輝石を非破壊で検出できる方法

が確立されるまでは、蛍光X線分析でNa元素を分析し間接的にヒスイ輝石の存在を推測する方法に

たよる他ないのではなかろうか｡各原産地の原石のなかで､確実にNa元素の含有が確認されるヒスイ

産地は糸魚川、大屋、若桜、大佐、神居コタン、長崎の各原産地の原石でこれらは硬玉に属すると思

われる。Na元素の含有量が分析誤差範囲の産地は日高、引佐、飛騨の各産地の原石である。糸魚川産

原石のうち緑色系の硬玉に、肉眼的に最も似た原石を産出する産地は、他の硬玉産地よりも後述した

日高、飛騨、引佐の原石に見られる。各原産地の原石の他の特徴を以下に記述する。若桜産のヒスイ

原石はSrのピークがFeのピークに比べて相当大きく、 またZrの隣に非常に小さなNbのピークが

見られ､Baのピークも大きく、糸魚川産では見られないLa､Ceのピークが観測されている。このCe

のピークは大佐産と長崎産ヒスイ原石のスペクトルにも見られ、 これらCeを含有する原石の産地は、

糸魚川の産地と区別するときに有効な判定基準になる｡長崎産ヒスイは､Tiの含有量が多く、Yのピー

クが見られるのが特徴的である。日高産、引佐産、飛騨産ヒスイ原石は、Caピークに比べてTiと

K、またFeピークに比べてSrなどのピークが小さいのが特徴で糸魚川産のものと区別するときの判

断基準になる。

春川軟玉原石は、優白色の工芸加工性に優れた原石で、軟玉であるが、古代では勾玉などの原材料

となった可能性も考えられることから分析を行った。この原石には、Sr、Zrのピークが全く見られな
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いため、糸魚川産などのSr、Zrを含有する原石と容易に区別できる。また、長崎県雪浦のヒスイ類似

岩をヒスイの代替品として勾玉、大珠などの原材料に使用している可能性が考えられ、分析を行った。

この岩石は比重が2.91と小さく、比重でもって他の産地のものと区別できる。 また砒素(As)のピー

クが見られる個体が多いのも特徴である。

これら各原産地の原石は同じ産地の原石であっても、原石ごとに元素の含有量には異同がある。し

たがって、一つの原産地について多数の原石を分析し、各元素の含有量の変動の範囲を求めて、その

産地の原石の特徴としなければならない。

糸魚川産のヒスイは、白色系が多いが、緑色系の半透明の良質のもの、青色系、 コバルト系、およ

びこれらの色が白地に縞となって入っているものなど様々である。分析した糸魚川産原石の比重を調

べると、硬玉の3.2～3.4の範囲のものと、3．2に達しない軟玉に分類される原石もある。若桜産、大佐

産の分析した原石には、半透明の緑色のものはないが、全体が淡青緑かかった乳白色のような原石、

また大屋産は乳白色が多い。 このうち大佐産、大屋産の原石では比重が3.20に達したものはなく、 こ

れらの原石は比重からは軟玉に分類される。 しかし、 ヒスイ輝石の含有量が少ない硬玉とも考えられ

る。長崎産のヒスイ原石は3個しか分析できなかったが良質である。 このうち1個は濃い緑色で、他

の2個は淡い緑色で、少しガラス質である。日高産ヒスイの原石は肉眼観察では比較的糸魚川産のヒ

スイに似ている。 ミャンマー産のヒスイ原石は、質、種類とも糸魚川産のヒスイ原石と同じものが見

られ肉眼で両産地の原石を区別することは不可能と考えられる。分析した台湾産のヒスイは軟玉に属

するもので、暗緑色のガラス質な原石である。 これら各原産地の原石の分析結果から各産地を区別す

る判断基準を引き出し産地分析の指標とする。

（5） ヒスイ原産地の判別基準

原石産地の判定を行うときの判断基準を原石の分析データーから引き出すが、分析個数が少ないた

め、必ずしもその原産地の特徴を十分に反映したと言えない産地もある。表1に各原産地の原石の比

重と元素比量をまとめた。元素比量の数値は、その原産地の分析した原石の中での最小値と最大値の

範囲を示し、判定基準(1)とした。 ヒスイで比重が3.19未満の軽い原石は、硬玉ヒスイではない可能性

があるが、糸魚川産の原石で比重が3.19未満のものも分析を行った。大佐産のヒスイは比重が3.17未

満であった。したがって、遺物の比重が3.3以上を示す場合は判定基準(1)により大佐産のヒスイでない

と言える。日高産、引佐産の両ヒスイではSr/Feの比の値が小さくて、糸魚川産と区別する判定基準

(1)になる。表2の判定基準(2)にはCr、Mn、Rb、Y、Nb、Ba、La、Ceの各元素の蛍光X線ピークが

観測できた個体数を％で示した表である。例えば遺物を分析してBaのピークが観測されなかったと

き、その遺物は、若桜、大佐、長崎産のヒスイでないといえる。

図2はヒスイ原石のSr/Feの比の値とSr/Zrの比の値の分布を原産地ごとにまとめて分布範囲を

示したものである。●は糸魚川産のヒスイで、分布の範囲を実線で囲み、 この枠内に遺物の測定点が

入れば糸魚川産の原石である可能性が高いと判断する。□はミャンマー産のヒスイの分布で、その範

囲を短い破線で囲む。糸魚川の実線の範囲とミャンマーの破線の範囲の大部分は重なり両者は区別で

きないが、 ミャンマーと糸魚川が区別される部分がSr/Feの値(横軸)2.5以上の範囲で見られる。 こ

の範囲の中に、遺物の測定点が入ればミャンマー産と考えるより、糸魚川産である可能性の方が高い

と考えられる。▲は大佐産の、△は若桜産の、▽は大屋産のヒスイの分布を示している。

糸魚川と大佐、若桜、大屋のヒスイが重なる部分に遺物の測定点が入った場合、 これら複数の原産

地を考えなければならない。しかし、この遺物にBaの蛍光X線スペクトルのピークが見られなかった
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場合、表2の判定基準(2)に従えば糸魚川産または大屋産のヒスイであると判定でき、その遺物の比重

が3.2以上あれば大屋産でなくて、糸魚川産と推定される。■は長崎産ヒスイの分布で、独立した分布

の範囲を持っていて他の産地のヒスイと容易に区別できる。台湾産の軟玉はグラフの左下に外れる。

★印の日高産および＊印の引佐産ヒスイの分布の一部分が、糸魚川産と重なり区別されない範囲がみ

られる。しかし、Ca/Si比とSr/Fe比を指標とすることにより（図3)、糸魚川産ヒスイは日高産およ

び引佐産の両ヒスイと区別することができる。Na/Si比とMg/Si比を各原産地の原石について分布

を示すことにより（図4）、遺物がどこの原産地の分布内に帰属するかにより、硬玉か軟玉かの判別の

手段の一つになると考えられる。

（6） 倉知川右岸遺跡出土の石斧の分析結果

出土石斧の比重が2.9（アルキメデス法）で、硬玉より少し軽くまた、硬玉の主成分であるナトリウ

ムの含有量も非常に少ないことから軟玉系と推測される。 この石斧の分析できた含有元素の結果を表

3に示した。

この石斧の原産地を明らかにするために、 これら分析値を各原産地の原石の元素比量Sr/Fe対Zr/

Srの分布範囲と比較すると、石斧1は日高、飛騨、引佐の範囲に、石斧2は日高の範囲にのみ入り、

それぞれ入った産地のヒスイの可能性を示す(図2）。また、Sr/Fe対Ca/Siでは石斧1は日高、飛騨

で、石斧2は日高産の範囲にのみ入った(図3)。 またNa/Si対Mg/Siの判定図4では、石斧l、 2

とも日高､飛騨の重なる範囲に入っている。これら判定図と判定基準表1の比重の範囲およびBa元素

の有無などの条件を考慮して、全ての条件を満たした玉の産地として、 日高産ヒスイを使用した石斧

と同定し、結果を表4に示した。

（7） 結論

今回分析した倉知川右岸遺跡出土の石斧1， 2は比重が日高ヒスイでも、軽い部類に入り、比重に

重点をおいて厳密に判定すれば、比較的比重の重い宝石としての半透明様の日高ヒスイとは異なる。

判定図2， 3， 4で共通して入る元素比分布範囲は、石斧1は日高、飛騨ヒスイで、石斧2は日高産

地のみで､石斧lのNi/Feの含有量をみると､0.040で日高と飛騨産ヒスイの平均値からのズレは0.89

ぴと1.7ぴで、日高産ヒスイ系により近いと言える。これら判定条件に従えば、石斧1， 2は日高ヒス

イにともなって生成された変成岩と推測し、図1に示した。
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表VI-3-4倉知川右岸遺跡出土の「ヒスイ」製石斧の原材産地分析結果
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4 北海道森町倉知川右岸遺跡のタヌキ溜糞と推定された灰状堆積物から検出

された小哺乳類の同定および寄生蠕虫類虫卵検査について

浅川満彦・的場洋平・佐鹿万里子

〒069-8501

北海道江別市文京台緑町582-1

酪農学園大学野生動物医学センター／同・獣医学部寄生虫学教室（野生動物学）

序

財団法人北海道埋蔵文化財センターは、平成14年、北海道森町・倉知川右岸遺跡（主に縄文時代中

期前半～後期前葉）の埋蔵文化財発掘調査を行なっているが(北海道埋蔵文化財センター、 2003)、そ

の際に、遺跡の「無名の沢」に続く急斜面際の平坦面に、乳白色の灰状の堆積物の小哺乳類の歯・骨

および陸棲貝類を多量に含んでいた堆積層を認めた。 これは西暦1000年以前の比較的近年に堆積した

とされ、周辺状況からタヌキMﾉc花沌"だsp7'oLyo"0"esの溜糞跡と推定された（北海道埋蔵文化財セ

ンター、 2004)。我々は、その検証作業の一環として、堆積物に認められた小哺乳類の同定と寄生蠕虫

の虫卵検査を依頼されたので報告する。

材料と方法

1）小哺乳類の分類学的検討序で記した平坦面Ⅲ層除去後の乳白色灰状堆積物から、 2002年9月13

日および25日に採集された小哺乳類の歯および骨を検査材料とした。なお、 この検査材料は、土壌か

ら水洗選別によって抽出され、現地で採集日および作業単位別に保存された標本のうちの一部で、瓶

に保存された11サンプル、すなわち水洗選別作業番号70/L、 71/H、 72/H、 89/H、 89/L、 90/H、

91/H(2本あったので便宜上aおよびbとする)、 91/L、 92/H、 92/Lであった。 これらについて、

文献（藤巻ら、 1976 ；阿部、 2000 ；阿部ら、 1994)ならびに酪農学園大学野生動物医学センターおよ

び獣医学部寄生虫学教室（野生動物学）に保存されている哺乳類学標本を用い、実体顕微鏡下で形態

比較を行ない、必要に応じて顕微鏡写真撮影を行なった。

2）蠕虫類の寄生虫学的検討タヌキ寄生の蠕虫類の存在を確かめるために、前述した灰状堆積物の

うち、 30.39(電子天秤にて秤量）について虫卵検査を試みた。方法は、堆積物を水道水で溶かし、市

販の茶漉しを用いて沈澄を得､比重1.20の蕨糖液にて浮遊させ､浮遊した浮遊物を18mm×18mmのカ

バーグラスに付着させて、光学顕微鏡で観察するウイスコンシン法変法を用いた（今井ら、 2003)。

結果

1）小哺乳類の分類学的検討検討の結果、 3種類の哺乳類、すなわちハタネズミ亜科のタイリクヤ

チネズミαg""jo"owys7z(/bc""zzs(Sundevall､1846) (略号Cr)、ネズミ亜科のアカネズミA加αg"z"s

Sbecios"s (Temminck、 1844) (略号As)およびA."7ge"蛇況s (Temminck、 1844) (略号Aa)が同

定された（図版VI-4-1 1～6)｡ 11サンプルにおける各種の検出状況（略号で示す） と同定根拠

とされた体部は次のようなものであった:70/L (Cr、As、Aa:上･下顎骨および第三臼歯) ;71/H

(Cr、As、Aa:下顎骨および臼歯) ; 72/H(Cr、As、Aa:下顎骨および臼歯) ;89/H(Cr、As:下

顎骨および臼歯) ; 89/L (As:上顎骨) ;90/H(Cr、As :下顎骨および臼歯) ;91/H a (不明：堆

骨) ; 91/H-b (Cr、As:臼歯) ; 91/L (Asか？ ：臼歯) ; 92/H(Cr、As、Aa: _上･下顎骨)、 92/

L (Cr :下顎骨および臼歯)。
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蠕虫類の寄生虫学的検討島倉(1973)の図譜から、ユリ科（ヤブカンゾウやニッコウキスゲな

と考えられる花粉104～107"m×71～75"mが3個検出されたのみで、蠕虫卵は検出されなかつ

、

１

Ｊ

ノ

、

１

Ｊ

ノ

０

２

ど

た

考察

今回の材料が哺乳類の糞であるのなら、北海道で普通種のタイリクヤチネズミとアカネズミ属2種

を食べる肉食性哺乳類である可能性が高い。また、北海道における調査は少ないが、本州や国外に移

入されたタヌキでは､野ネズミ類が主要な餌資源の一部を構成していることが報告されているので(山

本、 1994 ;Kauhalaetal.、 1998)、タヌキの可能性もある。 しかし、タヌキとするならば、他の主要

な餌資源である昆虫や果実などの遺物も発見されるはずだが見つかっていない。消失した可能性もあ

るが、今回の結果だけをもって、タヌキの糞と特定することは出来なかった。

タヌキには多数の蠕虫類が普通に寄生するが（長谷川･浅川、 1999；的場ら、 2002)、野外の糞から

虫卵が検出されたとしても、形態からだけでは、その糞の動物種を特定することは難しい。まして、

過去の遺構について調査する場合は、かなりの困難さが予想される （たとえば、福本、 1998)。確か

に、虫卵密度が極度に高いと目される遺構では、寄生虫学的検査の応用もある程度、有効であろうが

(金原、 1997)、応用には前段の実験が必要である。たとえば、現生タヌキの溜糞における虫卵密度の

検討、数年～数十年経過した材料を用いた虫卵検出精度の比較、石灰質が浸透し糞石化した生試料の

調製技術の向上などである。特に、今回は現生試料の方法を用いた方法であったが、微小な考古学的

試料（たとえば、花粉や渦鞭毛虫など）の検査法の応用（日本第四紀学会、 1993)は検討の余地があ

る。

今回の結果で、検査試料をタヌキの溜糞とするのは根拠として十分ではなかった。出土した周辺状

況に加え、化学分析的な手法（日本第四紀学会、 1993）などを併用して、慎重に再検討すべきであろ

う。

北海道からは野ネズミ類の化石がまったく出土してない（太田･小林、 1984)。今回のように比較的

近年ではあっても、過去の材料の検討を蓄積させることは、北海道の哺乳類相の研究上、重要なこと

であろう。
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図の説明

図1～3 倉知川右岸遺跡の灰状堆積物から検出された小哺乳類の遺物（その1） （バー=5mm)。

1．水洗選別作業番号（以下、同様) 70L、アカネズミの上顎骨前部（左側面） と切歯。一見、ハツ

カネズミ〃"s沈況SC"〃sの切歯のごとく切れ込み（矢印）が深い標本

2. 70L、アカネズミの上顎骨左側臼歯列を含む骨片。第三臼歯（矢印）の摩滅面から3～10か月齢

と推測された個体。写真下の臼歯列は現生の比較標本（1982年野幌採集、仮番号No.222)

3. 71L、 ヒメネズミ （写真上左） とアカネズミ （同・下）の下顎骨およびヤチネズミの臼歯（同．

上右)。歯根を形成した臼歯の形態などから大小のネズミ亜科の骨と判定できる。ヤチネズミでは老

熟個体以外歯根は形成しない

図4～6 倉知川右岸遺跡の灰状堆積物から検出された小哺乳類の遺物（その2） （バー=5mm)。

4. 70L、 ヒメネズミ （写真中央）の左側下顎骨。比較標本として、現生のヒメネズミ （同･左: 1982

年野幌採集、仮番号No.324、推定10～18か月齢の個体） とアカネズミ （同・右: 1982年野幌採集、

仮番号No.147、推定lか月齢未満の個体；第3臼歯が萌出しかかっていることから、アカネズミは

幼若でもヒメネズミの老熟個体よりも、臼歯列が明らかに長大であることを示す）を示す

5. 70L、 ヒメネズミ （写真左）の左側下顎骨（図4と同じもの)。比較標本として、現生のハツカネ

ズミ （同・右: 1999年中国新彊採集、ASNo.1514 ;ハツカネズミの下顎骨はヒメネズミのそれより

明らかに小さい） を示す。

6. 70L、ヤチネズミ （写真左）の左側下顎骨。比較標本として、現生のヤチネズミ （同・右: 1983

年小樽市採集、仮番号OtamoiNo.21)を示す。
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Ⅶ成果と課題

ⅥI 成果と課題

1 遺構

（1） 配石遣構について

①倉知川右岸遺跡の配石遺構と遺構集中区

倉知川右岸遺跡で確認したのは、西側に開く．字形に礫を配した配石遺構で､短軸方向はN-20｡-

Eで2m､長軸方向はN-70o－Wで5mの規模である。配石は、長軸に角柱状の礫を東側に傾斜する

ように配置した立石が6個、長軸及び南北の両短軸に角柱状の礫を横位に配置したものが各2個、扁

平で円形の礫を水平に配置したものが短軸南側に2個、短軸北側に1個からなる。

このほかにコ字形の配石から東側に約2mの地点に水平配置礫が3個、立石が1個、西側に約3m

の地点に横位立石が1個見られた。さらに114． 115･H14･H15･G15区の礫も関連があるとみられ、

大きく方形の区画をなしていた可能性も考えられる(図1-6)。 また、その外周にも礫は点在し、石

組炉と共にフラスコ状土坑群を取り囲むような配置を呈する。

配石周辺では自然堆積層のVb層（黒色土)、Ⅵ層（漸移層)、Ⅶ層(Ko-g)が見られず、黒色土に

軽石粒やローム粒を多く含む人為的に攪乱された土層（｢造成土｣）が確認されたが、地形が大きく改

変された状況ではない（図1-9)。 また、 ．字形配石がある113区では、周辺のグリッドと比べると

H－2が位置するG15区と同じように局地的に遺物が少なかった。以上からすると、配石の設置に当

たっては、Vb層～Ⅶ層までを耕すように攪乱し､包含していた土器や石器などを極力除去するという

｢造成」を行っていたとみられる。 この「造成」は、遺構集中区において広く確認されたが、土層に含

まれる遺物の除去は．字形配石周辺に限られていた。 このように聖域確保とも取れる造成の後、礫の

位置を決め、礫設置坑を掘った後、礫が配置されたものと考えられる。

．字形配石には、 1本の木柱も伴っていたとみられる。木柱痕(SP-62)は長軸中央で立石に挟ま

れるように確認された。掘り込みを確認したⅧ層から深さ50cm近くあり、土層を見ると直径10cmほ

どの棒状のものを立てた後、 ロームブロックで根固めをしている。さらに木柱痕の西側（．字形配石

の内側）に隣接するように焼土が見られた。後述するように配石の内側から、木柱の方向には夏至の

日の出を望めた可能性がある。

この配石には､ほかにも小柱穴や不明瞭な土坑は重複するものの､フラスコ状土坑とは重複しなかっ

た（図1 5)。土坑同士が重複するものは、P-35とP-68だけであった。 したがって、 この遺構集

中区においては各土坑の場所は新たな土坑を掘り込む際に明瞭であったと推測される。 これら土坑の

覆土はいずれも埋め戻しによる人為堆積土とみられ、土坑墓と推定される。土器のほかに副葬品らし

いものは少なく、埋土中に台石・石皿を含む礫が配される状況が多かった。フラスコ状土坑の分布は、

G14、H13～15, 112～14、 J14区(I群） と、F16～17、G16、H17, 115区(II群）の2つに分けるこ

とができる。 I群の範囲は、 「造成土｣が分布する範囲にあたり、はじめに配石遺構とともに設定され

た区域と推定される。なお、P-69はH-10より新しいのでII群に含まれるものとした。また、 I群の

土坑は石組炉S－8 ． 10． 6 ． 9 ． 4 ． 5 ．14． 3を結んだ範囲に、 II群の土坑はS 7 ．12･13･15

を結んだ範囲に収まるように構築されたようである。 I群周囲の石組炉については､K14杭周辺に近代

の撹乱が存在し、他の石組炉の位置からすると、 この撹乱付近にもう1基の石組炉があった可能性が

ある。さらに、 I群の土坑は配列されたようにも見え、小柱穴やほかの土坑が密集しているのに対し、

II群の範囲には遺構の分布も散漫になる。

遺構集中区の西側にはH－2 ．10という竪穴住居跡が検出されている。H-10はH－2より長軸．

Q~QQ
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短軸ともlmほど規模が小さいが、構造は同じである。両住居跡は隣接しており上屋構造を考えると

並存ではなく、新旧関係があるものと推測される。小牧野遺跡でも環状列石外帯から30m離れて竪穴

住居跡が2軒確認されており、環状列石の維持・管理を行っていた集団の存在が考えられている。

以上をまとめると、今回倉知川右岸遺跡で確認された配石遺構と遺構集中区は、 「造成｣による聖域

確保の後、配石と石組炉で区画し、区画の中でフラスコ状を呈する土坑墓が構築された、 「区画墓｣の

一種とみられる。

②北海道における配石遺構の変遷から見た倉知川右岸遺跡

配石遺構、即ち墓とみられる土坑の坑口に組石や積石が残るものや、礫を列状に配することで区画

する列石は、北海道の縄文時代後期・晩期の遺跡の内60か所で確認できる。昭和63年まで類例は25g

跡を挙げるに過ぎなかったが、平成10年以降、発見ｶﾇ相次ぎ類例が増加した。 また西崎山環状列石、

忍路環状列石、地鎮山巨石記念物では範囲確認調査が行われ、過去に調査された配石遺構の再検討も

なされた。以下、時期別に類例、分布を見ていく。

後期前葉（天祐寺～大津･白坂3式期） ：前葉では遺跡毎に形態は多様性に富んでいる。列石は、松

前町東山遺跡、福島町豊浜遺跡、知内町湯の里5遺跡、上磯町館野遺跡、戸井町浜町A遺跡、八雲町

野田生l遺跡で確認されている。環状列石が多く、列状のもの、方形のものもある。組石は、松前町

大津遺跡、知内町湯の里1遺跡、森町石倉3遺跡、上台1遺跡、八雲町栄浜l遺跡で確認されている。

土坑上部に組石するものが多く、組石に立石を伴うもの、組石の下に砂利が伴うもの、土坑上部を縁

取るように円形に配石するものなどがある。

前葉後半のトリサキ～白坂3式期には組石をもつ土坑墓群に区画として列石を伴うものが出現する。

森町鶯ノ木5遺跡では環状列石に隣接して「竪穴墓域」が構築されている。八雲町浜松5遺跡の全貌

は明らかではないが、環状列石の南側に列状の列石が見られ、その間に土坑群が分布し、 さらに環状

の列石の北側には土坑群と組石を持つ土坑群が検出されている。函館市石倉貝塚は区画が環状盛土に

転化された例で、その内部に配石、土坑、掘建柱建物跡などが中央の広場を囲んで密集している。な

お、倉知川右岸遺跡の例はこの時期にあたる。

後期前葉の配石遺構の地理的分布は渡島半島津軽海峡沿岸から内浦湾沿岸の遊楽部川までである。

後期中葉（ウサクマイC･手稲･鯲澗式期) :中葉では組石をもつ土坑墓群に区画としての列石が伴

うものが多くなる。その内、ウサクマイC式期とされる森町鷲ノ木4遺跡では丘陵裾を列状の列石で

区画し、丘陵斜面に土坑群、尾根に組石を伴う土坑を配したものである。 また手稲式期とされる仁木

町モンガクB遺跡では、立石をもつ土坑を環状に配し、その内部に土坑を構築するものもある。

さらに手稲式期とみられる余市町西崎山l区の例は、土坑上部を縁取るように立石と置石を巡らせ、

その内部に敷石する組石複数を列石で区画したものである。ニセコ町滝台環状列石、北栄環状列石、

深川市音江環状列石北側、礼文町船泊遺跡でも同様の組石がみられる。ほかに、西崎山3区の例は、

土坑上部の立石を中心に敷石する日時計形の組石複数を列石と竪穴により区画するものである。余市

町西崎山2区、八幡山遺跡、譽察裏山遺跡でも同様の組石が見られる。なお、小樽市忍路環状列石は、

列石内部の様子が不詳であるが、恐らく複数土坑墓を有するものと考えられている。

統澗式期になると、方形の土坑の底面及び上面に敷石を施し、その周囲を立石などにより環状に区

画するものが盛行する。類例として函館市日吉遺跡、南茅部町臼尻小学校遺跡、八木B遺跡、八雲町

浜松2遺跡、小樽市地鎮山巨石記念物で確認されている。深川市音江環状列石南側もこれらに近い構

造をしているが、複数の土坑の周囲を「土堤」で区画している。なお、旭川市神居古潭ストーンサー

クルは、地慎山と音江北側との中間的なものであろう。
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Ⅷ成果と課題

ほかに列石だけのものは南茅部町磨光B遺跡で、集石状のものは小樽市忍路土場遺跡、南茅部町磨

光B遺跡で知られる。

後期中葉の地理的分布は、渡島半島から小樽・余市周辺、石狩川上流、礼文島へと広がりを見せる。

後期後葉（堂林･三ツ谷･御殿山式期） ：堂林式期になると石狩低地帯を中心に内陸部とオホーツク

海側では周堤墓が盛行する。そのうち、恵庭市柏木B遺跡、千歳市末広遺跡、斜里町朱円環状土離、

芦別市野花南環状土雛といった一部の周堤墓内の土坑墓上部において組石・積石が見られる。ただ、

それらは、周堤墓の類例にあっては新しい時期に属する。周堤墓の墓標については藤原氏（道埋文セ

ンター1999)によれば大半は、土坑墓の一端ないし両端に石柱や木柱が立てられもので、古い時期に

はなく、木柱→立石、土坑の内→外への変遷が捉えられている。一方で列石は斜里町オクシベツ川遺

跡、芦別市野花南熊の沢遺跡にみられ、数は少ないものの内陸部やオホーツク海側の周堤墓の地理的

分布と重なる。

末葉には、土坑上部を縁取るように礫を配した内側に積石がなされるものが北海道全域に広がる。

類例として乙部町小茂内遺跡、北檜山町生渕遺跡、新冠町緑丘遺跡、静内町御殿山遺跡、三ツ石町ホ

ロケ遺跡がある。集石状のものは、根室市初田牛20遺跡で確認されている。

晩期：蘭越町港大照寺遺跡、余市町大川遺跡、上磯町札苅遺跡、常呂町常呂川河口遺跡、富良野市

無頭川遺跡、芦別市滝里安井遺跡、虻田町高砂貝塚などで、土坑上部に積石がなされるものが盛行す

る。積石は砂利敷きとなるものもあり、恵山文化に引き継がれる。

以上、縄文時代後期・晩期の配石遺構の様相を概観した。 まとめると、後期初頭に多様な配石遺構

が渡島半島に現れるが、前葉のトリサキ式期の段階で土坑墓に区画として列石が伴うものが出現した

とみられる。ただ区画内部に墓域を形成するものは少なく、区画外側に隣接して墓域が形成されるも

のも存在する。それが、後期中葉では、分布を小樽・余市周辺、内陸部、礼文島へ拡大する形で立石

や土堤、竪穴などによる区画内部に組石をもつ墓域が形成されるようになる。さらに後期後葉では周

堤墓という区画墓が石狩低地帯を中心に盛行し、後期末葉～晩期にかけて積石墓が北海道の広い範囲

に広がる。

このように後期の特徴的な墓制の変遷の中にあって、倉知川右岸遺跡で確認された配石遺構と遺構

集中区は、 「区画墓」の初期のものと捉えることができる。

③倉知川右岸遺跡から見た日昇

三次元景観CG作成などが行えるコンピューターソフト「カシミール3D」を用いて、遺跡からの日

昇、 日没をシュミレーションしてみた。結果、 日没は背後の丘陵に日が没するため特に特徴的なこと

はなかったが、 日昇に関しては地形的に目標となる地点から日が昇る日が複数確認できた。具体的に

は、夏至（6．21）では地球岬付近、処暑（8．23）及び穀雨（4．20）では砂崎付近、春分(3･20)

及び秋分（9．23）では駒ケ岳山頂と砂崎の中間地点、霜降(10･23)及び雨水(2． 19)では駒ケ岳

山頂付近、冬至（12．21）では駒ケ岳と横津岳両山頂の中間地点から日が昇ることが確認できた。調

査をする中で感じた季節感からすると、 4月20日頃は霜が終わり、タンポポや山桜が咲き出す頃、 8

月23日頃は夏が終わり、大雨の降る頃、 10月23日頃は初霜が降り、雪虫が飛び始め、駒ケ岳や横津岳

が初冠雪する頃である。現状では植林された杉が存在し、遺跡からは必ずしもすべてを望むことはで

きなかった。また、．字形配石の短軸方向はN20｡Eで、西側は砂崎東側は乙部岳方面を向き、長軸

方向はN 70｡-Wで、南側は函館山方面、北側は湯ノ崎方面を向いている。 （福井）

335



倉知川右岸遺跡

I ’ $ ‘ﾄ ~ 1 l I I l E i l I , i l I &'･'. $ 1 1 ‘’ 【

藤1ぴ漆' ‘ ‘ 1”, ､ 需 ． 19ぽ ‘

描
逮65．
岳5.0,

？
ﾎﾞ鼠,‘ 鴫:1譲卵

｡@s@Ss":_ " …‐ …為？ ‐ "….…~M~ ｰ蝋､ ‘ ゞ _蜜，

”: “ ‘ ~ 佃3235:@、

．“:2雛叩鋼

,蝿 0-･ 勲 輔網

＃ ， 重 噂 ．鴫91譲卵

′@難0戟蜘~

“ 4 鳥
堵 ~ ~~

げ
嘩
鉢
げ
ぴ
守
睡
げ
ぴ
ぎ
ぴ

趣

費

鈴

迄

鯉

ご

ｎ

ｕ

１

８

り

ら

４

斗

負

潭

７

１

口

〕

、

Ｕ

晶
墨
Ｊ

鄙

一

一

一

一

一

一

寺

Ｆ

芯

~

~

呂

Ｅ

餅

』

鐸

、

や

命

'唾‘ ；

…←…

~､d匙■~
鳥簿

1．夏至の日昇

2．処暑及び穀雨の日昇（図は穀雨）

ザ

叩
釧
脚
心
■
舘
仙
喝
．
『
弔
皇
…
騨
呂
斗

塗

舛
蕊
ｒ
一
一

轤

謡

~

~

、
篝

群

と

択

蝿

ぴ

・

”

》

》

》

屑

浬

誕

器

写
、
淘
蓉
・

畔

《
鍔

溌

慰

宙

， “電一一 一‐ ~今.、5812:”

鯛:､280＠

蕊Ⅲ聯々 ■､許~ .､鱸’。 。■ ＃蕊…？】謝鍋､聯‘"慾

04忽露”

ゞ葛錨.〆 一ゞ 、43”:噸 ､ -: ~

悪
識鴬蝋尉~" ■ ~ ~; ~鳶

． 蝋鐸簿， 』 ~ “ ．
￥や

可七店

3．春分及び秋分の日昇（図は秋分）

確
響
》
》
癖
溌
鍛
一
癖

,’ 群､5837号”

。“:”:”
③05:178”
②053”:”
“857:@、

粍

~蕊
~

~
~

4．霜降及び雨水の日昇（図は霜降）

5．冬至の日昇
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Ⅶ成果と課題

（2） 縄文後期前葉の竪穴住居跡について

倉知川右岸遺跡では、無名の沢に面した斜面際の範囲で、後期前葉（トリサキ式期） に形成された

遺構群が確認された。そこには特徴的な2軒の竪穴住居跡があり、その周囲には配石遺構、フラスコ

状土坑、土坑、柱穴状ピット、石組炉、焼土などがある。 ここでは、 この2軒の住居跡(H-2、H-

10）の特徴をとりまとめ、類似例と比較検討したい。なお、出入り口構造については、 （成田2000)の

基準を参考とした。

①倉知川右岸遺跡の竪穴住居の構造

A)形状・規模円形および楕円形を呈する。長径は4m以下である。H-10は長径2.7mで､成人2

名が横臥したら床面をほぼ覆ってしまうほどの広さでしかない。

B)掘り込み・床掘り込みは構築面からおおよそ20cm、ロームを僅かに掘り込む程度である。H－

2の床面､斜面の低い側約3分の2の範囲は、脆弱なKo-g層の上部に貼り床が施されている。床

面はH－2が水平・平坦であるのに対し、H-10は明瞭な段差を有している。

C)炉立石を伴う地床炉である。立石は太い棒状で、上端は折断され平面となっている。炉の位置

は中央から斜面の低い側の壁寄りである。H-10は立石も出入り口側に配置される。

D)柱穴状ピット壁際を巡るように配された小型・丸棒状のもの（壁柱穴） と、床面に構築される

もの（主柱穴、支柱穴）に分けられる。壁柱穴は住居の内側に向かって傾斜する特徴があり、 ま

た斜面の低い側に分布しない部分がある。柱穴状ピットは斜面の高い側が深く、低い側が浅く構

築される傾向がある。床面に構築される主柱穴は3基もしくは4基で、各点を結んで形成される

形状は三角形・台形で、斜面の低い側が広い底辺となる。

E)出入り口構造明瞭な出入り口施設はみられないが、壁柱穴がない部分と捉えられる。この出入

り口と想定されるところには楕円形のピットが1ないし2基ある。 このピット長軸は、住居長軸

に並行している。

以上をまとめれば、平面が円形もしくは楕円形で、出入り口・立石・炉の順序で長軸上に配置され

ることが特徴として指摘できる。

②道南地域の後期前葉の竪穴住居

道南地域の後期前葉の集落跡は、八雲町コタン温泉遺跡、浜松5遺跡、栄浜1遺跡、森町濁川左岸

遺跡、登別市川上B遺跡等で報告されている。 これら遺跡の住居構造を以下の項目について観察した。

各遺跡の括弧内の数字は類例の住居軒数である。

A)平面形

・円形・不整円形40例･ ･…･コタン温泉遺跡(7) ・浜松5遺跡(8) ・栄浜1遺跡(3) ・濁川左岸遺跡(3)

川上B遺跡(19)

・楕円形14例………………コタン温泉遺跡(3) ・川上B遺跡(ID

・方形・長方形8例………川上B遺跡(8)

B)規模

･ 4m未満17例 ． ．…･……コタン温泉遺跡(3) ・栄浜1遺跡(2) ・川上B遺跡(12)

・ 4～4.5m未満15例･ ･ ･…コタン温泉遺跡(2) ･浜松5遺跡(1) ・栄浜1遺跡(1) ・濁川左岸遺跡(1)

川上B遺跡(10)

・4.5～5m未満13例．．…･コタン温泉遺跡(2) ･浜松5遺跡(3) ・栄浜l遺跡(2) ･濁川左岸遺跡(3)

川上B遺跡(3)

･ 5m以上28例…………コタン温泉遺跡(5) ･浜松5遺跡(6) ･栄浜l遺跡(2) ・川上B遺跡(15)

○○ワ
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C)炉形態

・石組炉51例･…………･ ･…コタン温泉遺跡(7) ･浜松5遺跡(9) ･栄浜1遺跡(5) ･濁川左岸遺跡(3)

川上B遺跡(27）

・地床炉26例………………コタン温泉遺跡(4) ・川上B遺跡(22）

D)炉配置

．ほぼ中央部11例･……･…･コタン温泉遺跡(3) ・栄浜1遺跡(1) ・濁川左岸遺跡(1) ･川上B遺跡(6)

・出入り口寄り4例………浜松5遺跡(4)

・中央から偏る34例…･ ･ ･…コタン温泉遺跡(7) ・浜松5遺跡(5) ・濁川左岸遺跡(3) ・川上B遺跡(19)

E)出入り口構造

・出入り口ピット4例…･ ･ ･浜松5遺跡(4)

・マウンド状構造1例･…･ ･浜松5遺跡(1)

。なし34例………･…．．……コタン温泉遺跡(6) ・浜松5遺跡(3) ・栄浜1遺跡(2) ・川上B遺跡(23）

F)壁深さ

･30cm以下51例…………浜松5遺跡(6) ・栄浜1遺跡(3) ･濁川左岸遺跡(4) ・川上B遺跡(38)

･40cm以上17例…………浜松5遺跡(3) ･栄浜1遺跡(1) ･川上B遺跡(13)

平面形は円形のものが多数で、他に楕円形などがある。川上B遺跡では方形のものもある。規模は

5m以上のものが多いが、 4.5m未満のものも多数存在する。 5m以上の大型住居はコタン温泉遺跡、

浜松5遺跡、川上B遺跡に多くみられる。出入り口構造が明瞭な例は浜松5遺跡のみで、他の遺跡は

入り口構造を持たないもので占められる。炉形態は石組炉が一般的で、配置は住居の中央部から壁側

に偏るものが多い。偏る方向は、周辺地形の斜面の低い側に寄って位置するものが4割ほど（浜松5

遺跡5例、濁川左岸遺跡3例、川上B遺跡5例）みられる。浜松5遺跡の入り口構造が明瞭な住居は、

炉が入り口側寄りに位置する傾向がある。壁の深さは30cm以下のものが多数を占める。

まとめれば、①平面円形で規模は小型(4m未満）から大型(5m以上）のものがある。②炉は石

組炉が多く住居の中央から壁・出入り口寄りに位置する。③入り口構造はないものが多い。④深さ30

Cnl以下の浅いものが多い。などが特徴としてあげられる。ほとんどの内容が倉知川右岸遺跡の住居の

特徴と合致する。また、倉知川右岸遺跡でみられた壁柱穴も浜松5遺跡（6 ． 8住居） に認められる。

倉知川右岸遺跡の住居は、道南の後期前葉の例と比較して同様な特徴を有しながらも、炉に立石を伴

うことが特異である。

道内における後期前葉の竪穴住居で、石組炉・地床炉に立石を伴う明確な出土例はない。浜松5遺

跡のトリサキ式期の住居では石組炉の出入り口側の礫が炉側に倒れかかるように斜めに置かれている

例がある。野田生1遺跡の報告者は、浜松5遺跡のような例が立石に発展した可能性を指摘している

(福井･北埋調報183集)。また、炉の近辺に配石される例が、濁川左岸遺跡の涌元式期の住居に複数認

められる。 これらは、出入り口構造が不明瞭であるが、炉から出入り口が想定される間の範囲に一対

となる板状礫の立石がみられる。 この立石が石組炉に関係するものか、出入り口構造に関係するもの

かは明らかではない。川上B遺跡CH-17では、炉には伴わないが､加工した棒状礫が床面に斜めに立

石する例がみられる。

倉知川右岸遺跡でトリサキ式期の住居に明瞭な立石炉が確認されたことからは、少なくとも浜松5

遺跡のような礫配置が立石に発展したのではないことが考えられる。

③道外の立石を伴う炉の類例（図Ⅶ－2）

立石を伴う炉の出土例を本州に求めると、青森県では六ヶ所村大石平遺跡(II区第3 ． 4 ． 5 ･ 8
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住居、Ⅳ－1区第5号住居、Ⅶ区第3号住居)、同沖附(2)遺跡（第3号住居)、同沖附(1)遺跡（屋外

炉)、八戸市田面木平遺跡(4 ･ 7 ･ 10･ 13･33号住居)、同丹後谷地遺跡（第28．36．58．59．63･

64．65住居)、同鶉窪遺跡(第1号住居)、同鴨平(2)遺跡(第2号住居)、岩手県では軽米町君成田Ⅳ遺

跡(F39住居)、同叺屋敷Ia遺跡(GI-1)、秋田県では森吉町姫ケ岱C遺跡（第2号)、同日廻岱

B遺跡(SI2005.2007･2025･2134)、同漆下遺跡(S1326･331･332．333･353)、上小阿仁村小袋岱

遣跡（屋外炉SR114･169、SNR122･132･145．147･151．159．175)など、東北北部地域で認めら

れた。大石平遺跡では立石を伴う炉のほかに、住居内の土坑に設置された立石がみられ、礫形状が倉

知川のものと同様に上部平坦な立方体状となっている。秋田県の類例は埋設土器炉に伴うことが特徴

的である。叺屋敷Ia遺跡以外は、全て後期初頭から前葉に属するものである。 また、全体的な特徴

として、立石の位置は出入り口側、 もしくは住居周辺地形の斜面の低い側に限定されることがあげら

れる。青森県では後期前葉に入り、中期中葉以降の石組炉が減少し、代わって地床炉・立石炉が多く

なる特徴が指摘されている （八戸市教育委員会1986 『丹後谷地遺跡』)。

青森県の後期初頭から前葉には、 4m未満の小型、 4.5m以内の中型の竪穴住居が多数現れること

が、大石平遺跡、田面木平遺跡、丹後谷地遺跡、牛ヶ沢(3)遺跡、中ノ沢西張遺跡、一ノ渡遺跡、妻の

神遺跡、鶉窪遺跡の例から確認されている（青森県教育委員会1985『大石平遺跡』)。そして4.5m以内

の小・中型、 5m以上の大型住居が、一つのグループに組み合わされて集落を構成すると指摘されて

いる （青森県教育委員会1986 『沖附(2)l)。

④道南地域の立石を伴う炉の類例（図Ⅶ－2 ． 3）

立石を伴う炉を有する住居の道南地域での類例は、木古内町新道4遺跡(CH-2)、戸井町釜谷2

遺跡（2 ． 3 ． 5 ． 8 ． 9 ．15．18．19．21．27～31．34．37．40･42･50号住居)、南茅部町磨光B

遺跡(H-1 ･ 2 ． 6)、南茅部町垣ノ島A遺跡(H-9)、八雲町野田生1遺跡(AH-3･4･ 5 ･

6 ･ 14、MP-3)などにあり、時期は後期中葉の統澗式期以降のものである。 とりわけ釜谷2遺跡、

野田生1遺跡はまとまった検出例である。以下、 これらの諸例について倉知川右岸遺跡と同様の項目

で比較していく。なお、釜谷2遺跡では、炉に伴う立石の呼称を、 「風除石」 としている。

また、立石を伴う炉は有しないが、統澗式期の住居が報告されている南茅部町臼尻小学校、八雲町

浜松2遺跡の例も比較材料に加える。

A)規模

長径4m以上のものが大多数を占める。 4m未満のものは野田生1遺跡(AH-20・MP-7)、釜

谷2遺跡（50号住居）にある。野田生l遺跡の4m未満の住居は、立石がなく出入り口構造が不明瞭

なものである。

浜松2遺跡(1～3号住居)、臼尻小学校遺跡(4．5号住居）の竪穴住居の規模は全て4m以上で

ある。

B)掘り込み・床

構築面が不明なものがあるが、釜谷2遺跡、磨光B遺跡、野田生l遺跡では、最大深で50cm以上掘

り込むものが多数を占める。 40cm未満のものは、釜谷2遺跡(34.37号住居)、野田生1遺跡(BH-

23、CH 29･30･33．41)にある。しかし、野田生l遺跡における壁高40cm未満の住居の炉は立石

を伴っていない。

床面は平坦なもので占められ、段差を有するものはみられない。

C)炉

床面中央から出入り口寄りに配置されるものが多数を占める。それ以外は住居周辺地形の斜面の低
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い側に位置する。形態は「立石十地床炉」と「立石十石組み炉」がある。後者は釜谷2遺跡（3．5．

19･27･31･40･50号住居）でみられる。 また、表Ⅶ－1に示した様に、立石の抜き取り行為を推定

できるものがみられる。

新道4遺跡の立石を伴う炉を有する住居はCH-2である。炉の傍ら、住居の出入り口側に楕円形

ピットがあるが、報告書中には立石・風除石などの記載はない。釜谷2遺跡の報告書（釜谷2）では

釜谷2遺跡の出土例と比較して、新道2遺跡CH-2の炉傍の楕円形ピットを立石抜き取り痕と判断

し、 「風除石の痕跡ある住居杜」 として扱っている。

D)柱穴状ピット

・主柱穴 4基で構成されるものが多い。野田生1遺跡では2基構成のものも多くみられる。主柱穴

の深さは、 10cm前後の浅いものから60cmを越える深いものまで様々である。また、主柱穴がないも

のも認められる。

2基構成 7例……釜谷2遺跡(50号住居)、野田生l遺跡(AH 2 ･ 4 ．13･14．17、MP-5)

3基構成 1例……野田生l遺跡(AH-16)

4基構成32例……釜谷2遺跡（2 ． 3 ． 6 ． 8 ． 13． 16． 18．19～21･23･25．27～31．34？ ．

37？ ・38･40～42･46･49号住居）

磨光B遺跡(H-2 ･ 6)

野田生l遺跡(AH-1 ･ 3 ･ 5 ． 7 ･ )

新道4遺跡(CH-2)

5基以上 1例……釜谷2遺跡（9号住居）

主柱穴なし5例……磨光B遺跡(1号住居)、野田生1遺跡(AH-10･ 11 ･ 18･20)

・壁柱穴立石を伴う炉を有し、且つ壁柱穴が巡るものは、釜谷2遺跡（8.29.30号住居)、磨光B

遺跡(H-2)でみられる。 これらはほぼ直立するように構築されるもので、倉知川右岸の斜めに傾く

ものとはやや異なる。なかでも、磨光B遺跡の焼失住居(H-2)については、壁に張り巡らした樹皮

を固定するためのものと報告されている。 また、壁外に小柱穴が巡るものが磨光B遺跡(H-1･3･

6）、野田生1遺跡(MP-1) にあり、 これらは上屋構造に関係するものと推測されている。

E)出入り口構造

溝状の出入り口ピットやマウンド状構造など、明瞭な出入り口施設が多数に認められる。

出入り口ピット……釜谷2遺跡（2 ． 3 ． 5 ． 8 ． 9 ．15．16．18･19･29･31．34･38･40･49号）

野田生l遺跡(AH-1 ．14･ 17･18、MP-3)

マウンド状構造……釜谷2遺跡（27号住居）

野田生l遺跡(AH-13、CH-30、MP-1･ 5)

両方あるもの．．……釜谷2遺跡(30号住居）

野田生1遺跡(AH-4･ 5 ･ 6 ． 12･15)

以上、道南地域後期中葉の立石を伴う炉を有す住居と、倉知川右岸遺跡の住居を比較して、幾つか

の共通点と小異点を認めることができた。住居の形状・柱穴などは共通点、住居規模・壁の深さ・出

入り口構造の有無・立石の抜き取り痕跡の有無などは異なる点として捉えられる。上記のように、 4

m未満の小型住居は、立石炉を有する後期中葉糀澗式期の住居にはほとんどみられない。しかし、後

期前葉の東北北部から道南地域では多数が存在し、東北北部地域では同時期住居形態の特徴の一つと

捉えられている。倉知川右岸遺跡でみられた小型の住居規模は、後期前葉の特色と考えられる。
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⑥まとめ

以上、検討結果をまとめると次の3点があげられる。

(ア）倉知川右岸遺跡の竪穴住居は道南地域・東北北部地域にみられる後期前葉の住居の特徴を有す。

(イ）立石を伴う炉は道南地域では後期前葉には存在し後期中葉で増加するものと考えられ、現在倉知

川右岸遺跡の例が最も古い。

(ウ）後期前葉の立石炉の類例は、道南部にはなく、東北北部地域に求めることができる。

倉知川右岸遺跡の立石を伴う炉は東北北部地域からの影響を受け、道南地域後期前葉の特徴を持つ

住居に作られたと考えられる。

「立石を伴う炉」の特徴をまとめると、①立石は炉の出入り口側もしくは斜面の低い側に位置する。

②炉は地床炉と組み合わされる例が道南地域、東北北部地域共に7割以上を占める。③抜き取り痕跡

を示すものは道南地方の後期中葉以降の住居でのみ報告されている。などがあげられる。

炉に伴う立石の性格について、釜谷2遺跡では立石の形状と配置、遺跡の立地条件から風除石と推

測された。しかし、野田生1遺跡では多様性に富む立石の形態と設置方法の出土例から、風除石には

否定的な見解が得られている。倉知川右岸遺跡を含めた各遺跡の立石は被熱しており、炉と共に機能

したことだけは確実である。 また、立石の位置は、出入り口側もしくは斜面の低い方の壁側にあるこ

とで東北北部．道南地域とも共通する。青森県の類例では、出入り口施設が存在する場合、斜面の低

い側に位置する特徴が指摘されており （成田2000)、出入り口．立石･炉の位置関係は規格性の強いも

のと考えられる。立石の性格については、遺跡の立地、住居内他施設との位置関係、立石の形態、炉．

出入り口施設形態の変遷などの細かな内容を検討し、時期差．地域差の中での共通点や異なる点を把

握した上で考察する必要があるだろう。今後の課題としたい。

倉知川右岸遺跡の配石遺構、竪穴住居、土坑の構築順序は明確には判断できないが、三者は同時期

に利用された可能性がある。 2軒の住居は近接しており、上屋構造を考えれば並存はなく、 1軒単独

で存在したと判断される。住居の細かな性格については不明だが、配石遺構・土坑に近接して単独で

建てられた、特徴的なものであることを指摘しておきたい。 （坂本）

（3） フラスコ状土坑

今回の調査では、フラスコ状土坑が18基検出された。すべて調査区南東側、無名の沢へ続く斜面の

際に広がる、縄文時代後期前葉の遺構集中区に位置している。 これらのフラスコ状土坑について、用

途および特徴を明らかにするために、分布・規模・形態・覆土の堆積状況・出土遺物などについて検

討する。

フラスコ状土坑の所属時期は、縄文時代後期前葉のものが15基、縄文時代後期の可能性があるもの

が2基、縄文時代中期のものが1基である。用途は、墓あるいは墓の可能性があるものが16基、貯蔵

穴が1基、不明が1基である。 このうち、縄文時代後期前葉に属する可能性があり、かつ土坑墓の可

能性がある17基を検討の対象とする。なお、規模・形態等の観察については、坑口は崩落の影響を受

けている可能性があるため、構築時の規模・形態を保持していると考えられる坑底を対象とした。

分布

フラスコ状土坑の分布は後期前葉の遺構集中区に収まる。遺構集中区の東端近くに配石遺構が位置

しており、P-40を除く16基は配石遺構の西側に位置する。これらはⅦ章1節で述べたように、大きく

二つの分布域を形成している。 I群は、遺構集中範囲の中でも特に遺構の密集する範囲に位置するも

ので、P-20．26．30･34･35･36･37･40･49･51･53･68の12基からなる。 II群は、 I群の北側～西
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側、遺構の分布が比較的少ない範囲に位置するもので、P-21･23･27．59．69の5基からなる。 I群

の分布は造成土の範囲と重複しており、石組炉S-8 ･10･ 6 ． 9 ･15･ 4 ･ 5 ．14･ 3を結んだ範囲

とも対応する。 II群は、同じくS-15 (あるいは4 ･ 5) ･ 13･ 12･ 7を結んだ範囲の中にある。

規模

規模はおおむね、小形：底径1.0m未満・深さ0.6m未満、中形：底径1.0～1.2m･深さ0.6～1.0m、

大形：底径1.21～1.6m･深さ0.7m以上、特大形：底径2.0m以上、に分けられる。大形のものは7基

で、 I群の中でも配石遺構に近接するものが多く、中形・小形のものはI群の周縁部とII群に分布し

ている。特大形はP-27のみで、 II区に位置する。なお、深さは、検出面の違いによる差を緩和するた

め、造成土の上面や中位において掘り込み面が確認できたものについても、Ⅶ層あるいはⅧ層上面か

らの深さを計測した。

形態と構造

坑底の形態は円形のものが11基、楕円形のものが5基、隅丸長方形のものが1基ある。 I群に属す

るものは隅丸長方形のP-51以外は円形で、 II群に属するものはすべて楕円形を呈する。

坑口部・壁の屈曲部の平面形態と坑底の形態を比較すると、坑底形態が円形のものは、坑口・屈曲

部もおおむね同心円状を呈する。 とりわけP-30．35･37･49では坑底・坑口・壁の屈曲部の形態が良

く対応しており、崩落がないあるいは少なく、構築時の形態をほぼ保持しているものと推測される。

一方、坑底形態が楕円形を呈するものは坑口も楕円形を呈する場合が多いが、互いに長軸方向が異な

るものもあり、全般に形態がやや不均整である。

断面形態は、以下の3つに分けられる。

①明瞭なフラスコ状を呈するもの：坑底と壁のなす角度が鋭角で、壁が強く屈曲して坑口が開く

か、あるいは壁は屈曲せず坑口が強くすぼまるもの。

②緩やかなフラスコ状を呈するもの：坑底と壁のなす角度がやや鋭角で、壁が緩やかに屈曲して

坑口が開くもの。

③円筒形に近いもの：坑底と壁のなす角度が直角で、壁の屈曲が弱いか、あるいはほとんどない

もの。

1 ･ II群ともにすべての形態がみられる。 I群では、明瞭なフラスコ状を呈するものは配石遺構に

近接しており、緩やかなフラスコ状を呈するものはI群全体に、円筒形に近いものは周縁部に位置す

る。 II群では、明瞭なフラスコ状を呈し大形のP-27が配石遺構から最も離れた位置に､緩やかなフラ

スコ状を呈するP-21が配石遺構よりに、円筒形に近い2基はその間に位置する。例外はあるが､配石

遺構に近接するものほど、フラスコ状の形態が明瞭である。

坑底はⅧ層に構築されるものが多く、 15基がこれに該当する。P-27はⅧ層を掘りぬいてⅨa層中

に、P-51はⅧ．Ⅸa層を掘りぬいてⅨb層中に構築される。Ⅷ層のローム層、Ⅸa層のNg軽石層は

堅固で、安定した坑底を構築できるが、Ⅸb層であるNgの砂粒大粒子の火山灰層は脆弱である。P－

51では、坑底から小ピット状の窪みが検出された。埋土は土坑本体の埋土と共通している。

覆土の堆積状況

覆土はすべてのものに、埋め戻しによる人為堆積土、あるいはその可能性のある土居が認められる。

埋め戻しは、覆土下半のみである場合と、土坑の上位まで及ぶ場合がある。埋め戻し層は、a:ローム

主体の層､b:黒～褐色土主体でロームやKo-g･Ngを多く含む層からなる。aとbが互層をなしてい

る場合と、どちらかの土層が土坑上位まで堆積している場合がある。互層をなす場合は、土を選択し

て埋め戻したものと推測される。
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覆土上位にみられる特徴的な土層覆土の中には、白色を呈する粘土あるいはローム、ローム質の黄

褐色土、土坑外から持ち込まれた焼土など、特徴的な土層がみられる場合がある。 これらは覆土の上

位に堆積している場合が多く、P 21･27･30．35．40･51･53の7基でみられた。 このうちP-30･

35．40･51･53の5基がI群に属するもの、P 21･27の2基がII群に属するものである。

P-21 :白色の粘土が埋め戻し土の上面を被うように検出され、その下位の土居に焼骨片やベンガ

ラ状粒子が含まれる。

P-27 : 3つの焼土が覆十卜位に形成される。

P-30:検出面の軽石を多く含むロームの直下に、焼土ブロックを含む層がみられる。

P-40 :ローム質黄褐色土が埋め戻し土の上面に、断面がU字形をなすように大きく窪んで堆積。

P-53 :白色味の強いロームと焼土が覆十卜位に堆積。

P-21･40.53など覆土上面に堆積したものは、埋め戻しの最終土層として選別して置かれた、ある

いは撒かれたものと推測される。 また焼土には他から持ち込まれたと考えられるものが多く、 これも

意図的に置かれたものであろう。

P-51では、混入物を含まないロームからなる、自然堆積のⅧ層との見分けが困難な土層が見られ

た。 この土層は縦方向に堆積しており、 これに接するように焼骨片を含有する焼土が検出されている。

このことから、P-51については､埋め戻しの途中で｢土坑状｣の形状を意図的に成形した可能性がある。

これら特徴的な土層が見られるもののうち5基には、土器の出土や配石が認められる。

土器と配石

副葬品と判断できる遺物が伴う例は少ない。一方、礫や台石・石皿が、意図的に配置された状況で

出土した例が多い。P 34．53では礫と土器がともに出土している。

土器副葬品と判断できる遺物が出土したのはP-20．21．26．34･40．53の6基である。すべて土器

で、底部破片が多い。P-20．26･34．40･53はI群に、P 21はII群に属する。 また、P 21･40･

53の土器は、特徴的な土層との関連がみられる。

土器底部は、P-20で1個体、P-21で3個体、P-53で1個体が出土している。また、石組炉S 15

に隣接して1個体が出土している。P-21の3個体のうちの1個体は、ほぼ完形の1個体、口縁から底

部までの多くの破片が残存する別の1個体とともに、埋め戻し土の上面に堆積している白色粘土の直

下から出土している。P-53でも同様に、坑口付近に堆積する焼土の直下から出土している。

P 34では坑口から礫とともに大形の鉢の破片が出土し、周辺の包含層から出土したものと接合し

た。P-26では小形土器が埋め戻し土の上面から、P-40では土器の細片が埋め戻し土の最上部に集中

1－〆ILI-I-1ナァ
L／~L・LIユーL／ハーo

このほか、P-21からは土製品･石製品が出土しているが、P-21周辺は遺構集中区の縁辺部にあた

り、土製品・石製品が多く出土する区域であるため、混入の可能性がある。

配石人為的に礫や台石・石皿が配置されたと判断される出土例は、P-20･27．30．34．35･36．51･

53の8基にみられる。P-27はII群に、それ以外はI群に属する。 またP-27．30･35･51･53は先述

した特徴的な土層がみられる土坑である。

P-20:覆土下位に礫が環状に配置される。

P-34:配石遺構で用いられる礫と近似する大きさのものが、坑口から複数個出土。

P-30 :長さ78cm、重さ48kgの大形の礫が覆土上位から出土。

P-51 :扁平で円形に近い台石・石皿が、覆土上位で壁際に立った状態で出土。

P-53 :やや扁平な台石・石皿が坑口の立石として用いられていた。
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表Ⅶ－2 フラスコ状土坑属性一覧
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Ⅶ成果と課題

まとめ

これらを総合すると、今回検出されたフラスコ状土坑は、覆土の堆積状況、遺物や礫の出土状況か

ら、土坑墓であると判断できる。分布はI群・ II群に分かれ、それぞれ以下のような特徴がある。

I群は、配石遺構から主に南西方向に、他の小土坑や柱穴状ピットなどとともに密集して分布する。

規模・形態は、中形で緩やかなフラスコ状を呈するものと、大形で均整のとれた、明瞭あるいは緩や

かなフラスコ状を呈するものが多い。中でも大形のものは配石遺構に近接している。副葬品が見られ

たのはP-20･26．34．40･53である。 このうち、P 40･53は位置・形態の点でI群の中では例外的

なものである。 このほかには、礫あるいは台石・石皿が配置されるものがあり、大形のものや明瞭な~

フラスコ状を呈するものに多くみられる。 I群に属するフラスコ状土坑は、比較的共通性がみられ、

その配置は、造成土・石組炉などによる区画や配石遺構との位置関係によって規制されている。

II群はI群の北側～西側に分布する。中形で緩やかなフラスコ状を呈するものと、小形で円筒形に

近いもの、大形で明瞭なフラスコ状を呈するものがある。形態は不均整なものが多い。副葬品や礫の

配置が認められるものは､複数個体の土器が副葬されたP-21のみである。P-21は今回検出されたフ

ラスコ状土坑の中でもとりわけ副葬品が多い｡P-27は極端に平面規模が大きく、配石遺構から最も離

れて位置している。 II群に属するフラスコ状土坑は、共通性が少なく、今回検出されたフラスコ状土

坑の中ではやや特異なものが多くみられる。 （柳瀬）

2 土器

土器は、遺構・包含層あわせて67,266点出土した。多数を占めるのはⅢ群A類：縄文時代中期前半

のものとⅣ群A類：縄文時代後期前葉のもので、それぞれ出土点数の5割近い。 このうちⅣ群A類土

器について、特徴を観察し、同時期の土器が出土している八雲町浜松5遺跡・青森市小牧野遺跡との

比較を行う。

(1) 出十十器の特徴

l)共通する特徴

今回出土したⅣ群A類土器は、そのほとんどがトリサキ式に含まれるものと考えられる。 これらに

共通して、次のような特徴が認められた。

器種深鉢・鉢・壷がある。深鉢が最も多い。

器形深鉢には直線的に立ち上がるものと、胴部上半がやや張り出し、頚部がややくびれて口縁が外

反するものがある。直線的な器形のものは比較的小形のものに多い。鉢は小形で、直線的な器形のも

のと、胴部上半が張り出し、頸部がくびれて口縁が外反するものがある。~壷は全体の器形がわかるも

のは少ないが、胴部の中ほどが張り出して頸部が明瞭にくびれるもの、胴部の上半が大きく張り出し

て頚部が極端にくびれるものがあるようである。前者は比較的小形のものに、後者は比較的大形のも

のにみられる。

口唇の形態丸形のもの、角形のものがある。丸形としたものには、面を意識して成形され、角形に

近いものもある。折り返し口縁のものは少なく、主に角形のものにみられる。口唇端部に縄文を回転

施文するものが少量ある。

口縁の形態波状口縁が多く、平縁はやや少ない。 「8の字状｣あるいはそれに類する貼付は、波状口

縁・平縁ともにみられるが、全体数は少ない。貼付は、波状口縁のものでは突起部に、平縁のもので

は6あるいは8単位で施される。貼付が外面のみに収まるものと、 8の字の上端が内面にまたがるも
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のがある。

地文無文のものと縄文が施されるものがある。胴部に文様をもつものは無文地のものが圧倒的に多

い。縄文は単節のものと無節のものがあり、複節のものや撚糸によるものがまれに見られる。条は斜

行するもの、横走するものがある。撚りの方向は単節ではLR、無節ではLが多い。縄文の有無による

施文手法・文様構成の違いは認められなかった。

胎土胎土は比較的織密で、砂粒を多く含むものが多い。角閃石と思われる黒色の結晶が多くみられ

る。

輪積み痕輪積み位置で割れが起こっている場合が多く、外傾する輪積みの痕跡が顕著に認められる。

2）胴部の文様の違いによる特徴の差異

胴部に施される文様の施文手法および構成の違いによって、以下の6つに細分した。 この分類によ

る特徴の差異を検討するため、口縁の形態・口縁部文様帯などについて比較する。

①沈線による文様が施されるもの

a 規格性のある渦巻状文が施されるもの

渦巻状文が4～8か所に配置され、その隙間が山形文・ くの字状文などで充填されるものである。

渦巻状文は、波状口縁の場合は突起に対応した位置に配される。沈線は3本組のものが多く、 2本組、

単独のものもある。 「渦巻｣の描き方は、外周から中心に向かって進み、中心で折り返して再び外周へ

向かうことにより渦巻状をなすものが多い。波状口縁と平縁があり、波状口縁の突起部の形態は尖り

気味である。頂部に指頭状圧痕の加えられる貼付をもつものがl例(P-89-2)ある。 8の字状貼付

をもつものがある。折り返し口縁をもつものはl例(包含層111)である。口縁部文様帯は、並行沈線

に（）状沈線が加えられるものが多く、並行沈線のみのもの、縦位の蛇行沈線が加えられるものは少

ない。無文地が多く、縄文地のものもある。包含層111やP-34-2は、渦巻の描き方が異なるが、渦

巻とその間を充填する文様の構成をとっているため、 ここに含めた。

b蛇行文・弧状文・山形文などが横方向に多数連続して施されるもの

区画をもたないものがほとんどで、単位となる文様が横方向に連続して施される。沈線は2～4本

組のものが多い。深鉢は、復原できたものはすべて波状口縁である。突起の形態はやや緩やかな山形

で、頂部に刻みが加えられるものもある。鉢は波状口縁と平縁があり、頂部に指頭状圧痕の加えられ

る貼付をもつものもある。 8の字状の貼付はみられない。折り返し口縁は1例(包含層116）で、折り

返し上から連続して蛇行沈線が垂下する。口縁部文様帯をもつものは少なく、並行沈線や長楕円形沈

線が施される。包含層112とP-21 2は区画をもつが、便宜的にここに含めた。

c横位に展開する文様が施されるもの

直線的な文様と曲線的な文様がある。直線的なものは、口縁部文様帯で用いられているような、並

行沈線間に（）状沈線や蛇行沈線が加えられる文様が胴部にも施される。同様の文様が斜位に施され

るものもある。曲線的なものは3本組の沈線が用いられ、後述する磨消縄文・櫛歯状沈線が施される

ものと共通するモチーフをもつ。深鉢には波状口縁・平縁があり、波状口縁の突起は緩やかな山形の

もの、指頭状圧痕が加えられる貼付をもつものがある。折り返し口縁のものはない。

②磨消縄文が施されるもの

横位に展開する曲線的な文様が施されるものが多いが､直線的な文様が施されるものも1例ある(包

含層126)。波状口縁で、突起は4か所のものが多く、 3か所のものもみられる。深鉢・壷の突起は山

形で、刻みが加えられるものが多い。折り返し口縁はない。縄文を縁取る沈線は、 3～4mmと太め

である。口縁部文様帯は、磨消縄文で構成されるものと沈線で構成されるものがある。突起下に環状
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の貼付が加えられるものがある。

③櫛歯状沈線が施されるもの

復原できたのはl個体のみで、横位に展開する不規則で曲線的な文様が施される。破片資料では、

渦巻状文が施されるもの、横位に展開する曲線的な文様が施されるもの、波状の並行文が施されるも

のがある。波状口縁と平縁がある。波状口縁の突起の形態は山形で、刻みや指頭状の圧痕が加えられ

るものがある。口縁部文様帯は沈線で構成されるものと櫛歯状沈線で構成されるものがある。折り返

し口縁はみられず、口唇直下の2cmほどが無文帯となることが多い。櫛歯状沈線を縁取る沈線は、磨

消縄文の場合と同様3～4mmと太めである。直線的な器形はみられず、口縁の外反の度合いが強い

ものがある。

④いわゆる粗製土器

格子目状沈線が施されるもの、口縁部文様帯のみが施されるもの、縄文のみのもの、無文のものが

ある。格子目状の撚糸文が施されるものは、破片が数点出土したのみである。

以上の細分したもののうち、①C ･②・③は、文様の施文手法は異なるが、文様構成．波状口縁の

突起の形態．装飾、沈線の太さなどの点で共通点が多く認められる。

（2） 出土状況

Ⅳ群A類土器は、主に図Ⅲ－1に示した1-1 ･ 2区およびⅢ区で多く出土している。 このうち、

器形がわかる個体は、 1-1 ･ 2区のうち遺構集中区の周縁部と、Ⅲ－1区から出土している。 これ

ら出土地点間あるいは出土地点内における、 (1)でみた細分による偏りは認められなかった。

（3） 他遣跡との比較

今回出土した土器の特徴を、八雲町浜松5遺跡・青森市小牧野遺跡から出土した同時期の土器と比

較する。

l)八雲町浜松5遣跡出十十器

8号住居杜の覆土から一括で、多数の復原個体が得られている。 これらを概観すると、以下のよう

な特徴が認められた。

A胴部に文様帯をもつものでは、沈線によるものがほとんどで、磨消縄文によるものはl個体の

み、櫛歯状沈線によるものはみられない。

B沈線による文様が施されるものでは、渦巻状文をもつものは少なく、単位となる文様が横位に

連続するものや、文様が横位に展開するものが多い。

C渦巻状文をもつものでは、 2本組あるいは3本組沈線のものが多い。波状口縁の突起の位置と

渦巻状文が対応しないものや、渦巻状文の間に充填される文様が簡略化されたものが目立つ。

D波状口縁の突起の形態は山形のものが多く、刻みが加えられるものもみられる。

E 口縁部の貼付は、環状のものや、 「8の字｣の上位にさらに貼付が加えられえるもの、 また貼付

が内面にまでまたがるものが目立つ。

F 口縁部文様帯は、平行沈線とそれを縦断する蛇行沈線によるものが多く、 （)状沈線が加えられ

るものは少ない。

2）青森市小牧野遺跡出土土器との対比

倉知川右岸遺跡と浜松5遺跡の土器について、小牧野遺跡出十十器に基づいて児玉大成が作成した

東北地方の十腰内I式の変遷図（児玉1999、青森市教育委員会2003) と対比する。

a 倉知川右岸遺跡出土の土器今回出土した土器のうち、①aについては、 2～4本組､特に3本

組の沈線が用いられるものが多いことから、 「小牧野遺跡4～5期」に相当すると考えられる。①c・

②．③については、文様が横位に展開すること、磨消縄文・櫛歯状沈線が施されるものがあることか
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ら、同「5期」に近いものと考えられる。

b浜松5遺跡8号住居趾出土土器横位に展開する文様が多いこと、渦巻状文が簡略化されてい

ることなどから、 「5期に近い様相」 と考えられる （大泰司・北埋調報175)。

まとめ

以上の検討から、今回出土したⅣ群A類については、以下のように位置付けられる。

①aについては「小牧野遺跡4～5期」に、①c･@･③については「小牧野遺跡5期」に相当す

る。同様に浜松5遺跡8号住居杜出土土器は｢小牧野遣跡5期｣に近い様相であることから、①aは浜

松5遺跡例より古いもの、①c・②･③はこれとほぼ同時期のものである可能性がある。①bについて

は、小牧野遺跡変遷図での例はみられないが、浜松5遺跡の出土例に含まれることから、①c･②．③

に伴うものと考えられる。さらに、浜松5遺跡8号住居牡出土土器について「トリサキ式の範嶬で新

しいものと判断」されていることから（大泰司前掲書)、倉知川右岸遺跡出土土器については、 トリサ

キ式のうち新しいものと、それよりやや古いものがあると言える。しかしながら、 トリサキ式につい

ては、今回の例を含め、共伴関係を層位的に確認できる資料が少ないのが現状である。今後、層位的

資料の増加を待って、 さらに検討したい。 （柳瀬）
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3 石器

(1) 出土点数・重量・石材

石器は遺構･包含層等をあわせ5,552点が出土した。遺構出土は522点、包含層出土は5,030点で、 こ

のうち製品（使用もしくは加工されたもの）は1,686点、約30%を占める。

器種別で多数出土したものは、剥片石器類では石鍼(114点･製品の7%)、スクレイパー(181点・

11％)、Rフレイク (209点・ 12%)、礫石器類では敲石(189点・ 11%)、扁平打製石器(201点・

12％)、北海道式石冠（200点・ 12%)、台石・石皿(121点･ 7%)がある。円筒土器文化に特徴的に

伴う扁平打製石器と北海道式石冠が多数みられることが指摘できる。

製品の石材は、剥片石器では頁岩が、礫石器では安山岩が9割以上を占める。フレイクは3,775点が

出土している。フレイクの石材は頁岩（1858点･96179) と安山岩(1624点･571709)が多数を占め

る。安山岩フレイクは主に扁平打製石器・北海道式石冠・敲石の、製作・使用の際に発生したものと

捉えられる。

（2） 器種別の特徴

以下、属性観察結果により認められた、各器種の特徴について述べる。 また、特にスクレイパー、

扁平打製石器、北海道式石冠、台石・石皿については、機能方法に関しての分析をおこなった。

石鍼

形態に多様性が認められるが、特に有茎木葉形鍼（22点･ 19%) と有茎三角形鍼(53点･46%)が

多く出土している。土器の出土状況と照し合せて、主に縄文時代中期から後期にかけて多数が遣され

たと推定できる。アスファルト状物質の付着する資料は13点みられ、全て三角形有茎鍼である。

両面調整石器

溌形・短冊形を呈す末端へラ状のものがみられる。 これらは縄文時代早期および後期に特徴的にみ

られる箆状石器に類似している。

つまみ付きナイフ

縦型が大多数を占める。刃部調整はI類：並行剥離により薄い縁辺を形成するもの、 II類：連続的

縁辺加工によるもの、Ⅲ類：軽微な加工のものがある （図Ⅶ－8 1)｡ 1 ．II類には加工縁辺の裏面

に光沢が観察されるものが7点ある。 また、つまみ部にアスファルト様物質の付着する資料が2点み

られる。

スクレイパー

平面形態・側縁加工による細分類が可能で、両者の組み合わせによる類型の中には、数量的に多数

を占める特徴的な形態が認められる。以下、 「光沢｣の項目を含めた観察を行い、どのようなものが主

体を占めるのかを検討する。

平面形態）石器長軸を加工側縁と並行するように（両側縁加工の場合は二側縁間の中心線に）設定し

たとき、 I類：縦長・短冊形のもの（縦横比1.5以上)、 II類：溌形・三角形のもの、Ⅲ類：円・正方

形に近いもの、Ⅳ類：不明・その他のものに区分できる （図Ⅶ－8－2）。出土数量はI類89点

(54％)、 II類15点(9%)、 IⅡ類17点(16%)、Ⅳ類45点(27%)でI類が半数以上を占める。

刃部調整）図Ⅶ－8－3のように分類した。a類：連続的縁辺加工、b類：並行剥離加工、c類：軽微

な加工、 d類：粗雑な加工、 e類：平坦剥離加工がある。出土数量はa類92点（55％)、b類6点

(4％)、 c類36点（22％)、 d類17点(10%)、 e類16点(10%)で、 a類とc類が多数を占める。

平面形と側縁加工の組み合わせ状況を観察すると、 I-a類が53点(32%)、 I-c類が14点(8%)
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と多数みられる(表Ⅶ－3）。図示したものでは、 I a類(図Ⅳ 24-23～25， 63 6， 71-8， 73-

3， 74－3， V-52～54-74･75･77．78．80～88．91．92)、 I-c類（図Ⅳ 101-6， V-54-95)

が該当する。 また、 I a類には片側縁に粗い加工を施して断面く字状に整形するものが含まれる。

刃部角度）側縁調整部と裏面とのなす角度を5．毎に切れ目をいれた厚紙を用いて計測した。計測部位

により値にばらつきがある場合は、平均的な値を採用した。 a類は50～70｡の間に約9割が分布し、特

に60｡前後に6割がまとまる。 c類は50｡と60.にそれぞれ3割程度がみられる。

光沢）光沢を有する資料は40点(側縁単位では45例)確認された。 うち24例がI a類の資料で、形態・

加工との結びつきが強い。光沢の長さと幅については図Ⅶ－8－4の箇所を計測し、図Ⅶ－8－5の

ように認められた。長さにばらつきがあるものの、幅は0.8～1.4cmに大多数がまとまる。また光沢は

刃部の表裏面に認められるが、裏面側の発達が顕著である。

時期) I aおよび光沢のあるスクレイパーの時期は、H－6の出土例を参考にすると、縄文時代中期

前半と推測される。

石斧

器体残存率2/3未満の破損品が8割以上を占める。基部が残存する資料は44点あり、個体数は44～50

個体程度と推測される。破損品の内、刃部破片が45点あり、使用により破損したものが多数含まれる

と理解できる。 また、破損後も剥離・研磨により再生し、継続使用された痕跡を持つ資料が2点認め

られる。石材は緑色泥岩が5割、片岩が3割、泥岩が1～2割程度である。以下、石器平面・刃部・

加工法について観察し、どのようなものが主体を占めるのかを検討する。

石器平面形態）図Ⅶ－8－6のように分類した。 I類：溌形、 II類：短冊形（刃部と胴部、基部の幅

がほぼ同じもの)、 III類：紡錘形（刃部と基部の幅が狭く、胴部中央に最大幅を有す細身のもの）があ

る。 I類7点、 II類26点、 III類6点で短冊形が多くみられる。

石斧の刃部）図Ⅶ－8 7 ． 8のように分類した。A類：両刃(40点)、 B類：片刃(6点）があり、

A類の両刃が多数である。刃部平面はa類：円刃（9点)、b類：緩やかな弧状(18点)、c類：直刃(13

点）が認められ、b類の緩やかな弧状を呈すものが多い。各石器平面形態からみた刃部形態との関係

は、 I類とb類(I類中71%)、 II類とb類(II類中46%)、Ⅲ類とc類（Ⅲ類中67%)の結びつきが

強い（表Ⅶ－4）。各類型の図示したものはI-A-b類（図V-56.57-116･119)、 II-A-b類（図Ⅳ一

6－4， 101-7， V-57-117)、 IIIA-c類（図V-57-123)がある。

以上、各類型をまとめれば、 1－A類（短冊形・両刃）の資料が60％（38点中23点） と過半を占め、

その中でb類（緩やかな弧状）のものが多く存在すると捉えられる。

器体加工法）剥離によるもの41点、剥離と敲打によるもの2点、敲打によるもの6点、擦り切り技法

の痕跡を有するもの3点が認められる。多数の資料が剥離整形を多用したことが推測される。 また、

全体を入念に研磨した資料がほとんどである。

時期）石斧の出土は主に1－1 ． 2区（無名の沢斜面から斜面際)、Ⅲ 2区（倉知川に面した平坦

部)、竪穴住居跡からみられ、遺構の時期･土器の分布から判断すると主に縄文時代中期中葉、後期前

葉、後期後葉に遣されたと推測される。

すり石

やや扁平な円礫の緩やかに湾曲した平面にすり面が観察されるものが特徴的である。すり面は顕著

で非常に滑らかである。また、Ⅷa層出土のすり石は、板状･棒状礫の直線的な縁辺にすり面が観察さ

れるもので、早期貝殻文土器にともなう 「断面三角形すり石」 と同様のものと考えられる。
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扁平打製石器

すり面形状を主とした以下の項目について観察し、機能についての検討を加える。

①石器平面形態図Ⅶ－8－9 ．10のように分類した。 I類：三角形・半円形を呈すもの(98点・

61%)が過半を占め、 II類：長方形を呈すもの、 IⅡ類：方形を呈すものがそれぞれ2割程度認められ

る。 また、正面中心軸で左右非対称なものが、各形態とも半数程度存在する。

②整形加工状況加工は図Ⅶ－8 11のように分類した｡A類：覆い尽くすように加工するもの(58

点・37％)、 B類：縁辺のほぼ全周を連続的に加工するもの（24点・ 15％)、 C類：左右端部を打ち欠

くもの（33点･21%)、D類：部分的で粗雑な加工のもの(28点・18%)、E類：無加工のもの(12点．

8％）がある。平面形態との関係は、A･B･D類がI類と、 C類がII類と7割程度以上が結びつく。

半円形・三角形の形状は、加工および素材選択による規格的なものと理解される。 また、 II-C類は、

長方形の礫を選択し、最小限の加工で製作していると観察される。

③すり面正面形状正面から観察したすり面の形状である｡平坦な面に接地させて確認した(図Ⅶ－

8－12)。基本的にすり面部分の観察だが、Ⅳ類については内湾部の稜部も対象に含めた。

1類：直線状を呈するもの（87点・48％)、 2類：僅かに外湾するもの（65点・36％)、 3類：外湾

するもの（7点・4％)、 4類：内湾するもの（19点・11％）がある。 2類は中央部が直線的で、両末

端部で緩やかに湾曲するものである。 1 ． 2類が8割以上を占め、ほとんどが直線的なものと捉えら

れる。平坦な面に対して擦り合わされて形成されたすり面であると理解でき、すり面には力・頻度が

ほぼ均等に配されたと推測される。 また、原材も1 ･ II類が多数を占め、製作段階から直線的形状が

求められているとみられる。

④すり面下面形状すり面下面の形状は154点・96%が直線的なものであった。素材選択､下縁辺調

整の段階から直線形状を意識したことが推測される。

⑤すり面分布位置下面のなかでのすり面の分布状況を観察した。 a類：中央部（17点・ 12％)、b

類：左右端部（21点・15％)、 c類：中央部から端部（16点･11%)、 d類：全面(89点・62%)がある

(図Ⅶ－8-13)｡a類には、すり面正面形状1 ･ II類が、ほぼ対応している。bの内訳は片端部5点、

両端部16点である。b類で両端部にすり面が分かれるものはⅣ類が主に対応し、部分的･断続的な機能

面の接地状況であっても使用されたことが理解できる。 c類のすり面以外の部分は剥離稜線となって

おり、形成されたすり面を除去するように、部分的に調整を施して稜を再生しているものがみられる。

d類の9割は、すり面正面形状1 ･ II類と結びつき、直線的なすり面が下面に広がることが理解でき

る。 また、 d類にはⅢ（外湾） ．Ⅳ（内湾）類のものが少数含まれ、すり面の接する面が湾曲する場合

もあると推測される。

⑥すり面の大きさすり面の長幅を計測した（図III 7 ･Ⅶ－8-14)。長さは断続的なものでも、

すり面の左右末端部間の距離を計測した。幅は最大幅を採用した。長さは2～14cmの間にほぼ万遍な

く分布し、数量的なピークは8～12cmの間に70%が認められる。幅は0.3～3.5cmの間に分布し、

0.3～2cmの間に万遍なくみられる。数量的ピークは0.7～1.4cmの間に70%近くが認められる。 2

CInを超えるものは3点・ 2%程度である。すり面の長幅とも、広範囲に万遍なく計測値が分布するこ

とは、使用により発生した漸移的な変化を表すためと捉えられる （図Ⅶ－8－15)。

長さから、主に8～12cmを超える範囲に対して機能したことが推測される。幅からは､0.3～1.4cm

の間で主に機能し､0.7cmを超えるものから叙々に廃棄対象となり、 2cm以上ではほとんど機能しな

かったことが考えられる。

⑦すり面と石器軸のなす角度計測は、方眼紙上で石器軸（図Ⅱ1 7) を確定し、プラスチック製
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のプロトラクターを用いておこなった。幅0.6cm以上のすり面を有する資料を対象とした。結果は、

90｡から前後2．の間に129点･87%がまとまり、石器軸に対しほぼ直交するようにすり面が形成されて

いると認められる。 10．以上傾くものは2点のみで、これらはすり面端部などがねじれるように形成さ

れている特異なものである。断面三角形のやや厚手の礫を素材としている。

石器軸に対しすり面が直交することから、石器はすり面の接する面に対し垂直方向を保ちながら機

能したことが理解できる。

⑧石器の長さ石器長は3~4～17.6cmの間に分布し、 7～11cmの間に131点･85%がまとまる。 こ

れらは7～11cm間に万遍なく分布しており、使用による漸移的変化を示していると推測される。ま

た、 7cmを境に極端に数量が減少する。扁平打製石器に対して原材の高さは全て8.4cm以上に認めら

れる。

石器は主に長さ7～llcmの間で機能し、 7cmを下回ると機能しづらくなることが考えられる。

使用により起こる形態変化のひとつに、石器の長さ （高さ）の減少があげられ、 この形態変化が機

能低下の原因となったことが推測される。使い減りにより一定以下の長さとなったものが廃棄対象と

された可能性を指摘しておきたい。

⑨まとめ以上、扁平打製石器は、平面が主に半円形・三角形、下面が正面・側面直線状となるよ

うに製作された石器で､すり面の接する面に縦軸垂直方向を保ちながら、 8～12cmを超える範囲に対

して機能した石器と捉えられる。また、すり面は主に幅2cm未満で機能したものである。すり面下面

が直線状であることから、すり面長軸方向に運動したと推測できる。機能時にすり面と接する面は、

(ア）すり面の側面（石器正・裏面）に擦り痕跡が観察されないこと、 （イ）すり面の形状から、平坦

面であったと考えられる。廃棄の原因にはすり面幅の他に石器の長さ （高さ）の変化が関係したこと

が推測される。

北海道式石冠

すり面形状を主とした以下の項目について観察し、機能について検討を加えた。

①石器の大きさ長さ、幅、厚さについて観察した。幅・厚さについては、ほぼ同数値であるすり

面の長･幅を用いた。長さ （高さ）は3.9～14.2cmの間に分布し、 8～11cmの間に78点･86%が存在

する。幅は8～14.8cmの間に万遍なく分布し、 11cm前後に30点･48%程度がまとまる。実際の石器

の幅は2cmほどを足した13cm前後に求められるだろう。厚さは1.7～8.3cmの問に分布し、 4～6.5

Cnlの間に80点・79%が、更に5～6cmの間に46点・46%がまとまる。

長さ･幅にはやや多様性がみられるものの、長さ10cm前後、幅13cm前後、厚さ5cln前後のものが

主と捉えられる。

②すり面の大きさすり面の計測は、傾いて斜めに磨り減っているものの場合、斜距離を計測した。

すり面の大きさは上記したように、長さllcm前後、幅5～6cmほどのものが多数を占めている。

③すり面正面形状正面から観察した場合のすり面の形状である。平坦な面に接地させて確認した

(図Ⅶ 8－12)。直線的なもの56点・51％、若干外湾するもの46点・42％で、おおむね直線的なもの

で大多数が占められる。

④すり面縦断面形状縦断面でみた、すり面の減り方である。図Ⅶ－8－16のように分類した。a

類：石器軸に対し直交方向にすり面が形成されるもの（25点・21％)、b類：緩やかに傾き斜交するも

の(31点･26%)、 c類：強く傾き斜交するもの(61点･52%)がある。 8割程度が石器軸に斜交する

ように、 （片面に傾くように）磨り減っていることが理解できる。

a．b･c類にはそれぞれ直線的なもの、外湾するものが認められる。 a類は19点･ 8割ほどが直線的
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なものである。b類は外湾するものが19点･ 6割程度を占める。 c類は41点･7割以上が外湾するもの

である。すり面の傾き （斜交の角度）が増すと、外湾曲するものが増加する状況が理解できる。

傾きの角度と外湾の状況は多様であるが､これらは使用の頻度を表すものであり、a→b→cの順序

ですり面形態の変化が起こり、並行して直線的なものから外湾するものへと漸移的に変化することが

推測される。 また、 c類にはすり面が敲打による鉢巻状加工部に食い込むものがみられ、使用の進行

したものであることが観察できる。

使用方法については、すり面の接する面に対し石器軸を正・裏面側の一方に傾けるようにして運動

させたと捉えられる。 また、すり面縦断面が湾曲する状況からは、ア）軸の傾けを連続的な使用のさ

なかに漸移的になした、 イ）軸の傾けを一回の運動のなかに組み込みこれを連続させた、ウ）内湾曲

した面に擦りつけた、などの行為が考えられる。

少数の擦り減りの進行したものには、稜線が発生し複数の面を形成するものがある。 これらについ

ては作業の進行により、段階的に角度を変化させたことが推測できる。

⑤破損状況北海道式石冠は破損品が7割近くを占める。破損の状況を図Ⅶ－8－17のように分類

し、どのような状況での破損が多いのかを検討した。

破損状況別の出土点数は、A類：左右端部破損（片側61点／両側5点･47%)、 B類：中央部で半割

(28点･20%)、 C類：上下に破損(6点･ 4%)、D類：袈裟懸け状に破損(7点・ 5%)、 E類：縦

割れ(13点･9%)、 F類：不明(21点･15%)で、左右端部の破損するものが半数近くみられる。 ま

た、破損後再使用されたものはすべてaの破損品を用いたものであり、 これを加えれば52％に及ぶ。

破損後に継続使用されたものの存在は、故意に破壊したものではなく、事故的に破損したものである

ことを示すだろう。

⑥すり面の敲打痕明らかにすり面を切って敲打痕が形成されている資料56点について、敲打痕の

発生位置を観察した。位置は縦・横各方向に5分割（3区分） した範囲を設定した（図Ⅶ 8 18)。

敲打痕は横方向ではl :中央部(24点･43%) と3 :末端部(14点･25%)に多くみられる。縦方

向では中央部（28点・56％） に多くみられ、端に向かい観察される個体数が減少する。縦一横を組み

合わせた範囲では、 1-1 (11点･22%)、 2-1 (8点･16%)、 1-3 (12点･24%) に多くみら

れた。 また、 このほかに、散発的なものが6点みられた。

北海道式石冠は1/3以上の資料にすり面を切る敲打痕が観察され､下面は擦りと敲打の機能を有して

いたと理解できる。敲打はすり面の中央部、左右末端の中央を主に用いたと観察される。破損状況a．

bが多くみられることは、敲打の使用が破損の原因となったことが推測される。実際の資料の中にも、

折れ面と敲打痕が同位置で発生しているものが数個体みられ、 このような推測を肯定的に捉えられる。

⑦まとめ以上、北海道式石冠は、大きさが長さ10cm前後･幅13cm前後･厚さ5cm前後、機能に

ついては、平坦面・内湾曲した面に接地し、石器軸を正･裏面の片側に傾けながら11×6clnを超える

範囲を運動させて使用した石器で、敲打の機能も有したものと捉えられる。 また、磨り減り、敲打が

原因の破損によって次第に小型化してゆくことがあげられ、機能時の石器の大きさは上記した値より

も幾分大きいことが推定される。

台石・石皿

すり面、敲打痕の状況から次の6つに分類できる （図Ⅶ－8 19)。

I類：楕円形に凹むすり面を有するもの

II類：平滑で顕著なすり面が部分的な範囲にみられるもの。中～弱のすり面が顕著なすり面を取り囲

むように広がる。
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IⅡ類：すり面が広範囲に広がり平坦なもの。

Ⅳ類：すり面が広範囲に広がり緩やかに凹むもの。

V類：顕著な敲打痕が面的に広がるもの。

Ⅵ類：やや散発的な敲打痕のみがみられるもの。

Ⅶ類：すり痕、敲打痕が散発的にみられるもの。

縄文時代早期前半に属する （Ⅷa層出土） ものは、Ⅲ｡Ⅵ･Ⅶ類が各1ずつ出土している。石質は徹

密でやや硬質なものが選択されている。すり痕は軽微なものである。

縄文時代前期以降、主に中期前半または後期前葉に属する （遺構．Ⅶ層上位の包含層出土） とみら

れるものは、 I類10点、 II類13点、Ⅲ類27点、Ⅳ類6点、 V類13点、Ⅵ類17点、Ⅶ類12点が出土して

いる。Ⅲ類は多数出土しているが、すり面が顕著なものから軽微なものまで多様性がある。Ⅵ・Ⅶ類

は面的には捉えられない軽微で散発的な痕跡のものである。以下、特徴的な類型である1 ･ 11 ･V類

について使用面を中心とした観察をおこない、組み合わされる石器など、使用の方法について検討す

る。

I類（図Ⅳ－42－4 ． 5， 53 3， 72-11、 84-5， V-66-186～188)

I類は10点の出土であるが、楕円形すり面は16面認められ、 この内15例を良好に計測することがで

きた。

①楕円形すり面の数楕円形のすり面は1個体に対し、 lか所のもの7点、 2か所のもの2点、 4

か所のもの1点がある。 2か所のものは同一面に、 4か所のものは片面2か所が表裏にみられるもの

である。複数すり面がみられるものは、 2つのすり面が並列する特徴がある。両者は近接しており、

切り合うものは1例みられる。

②楕円形すり面の配置すり面は16例中15例(94%)が、素材側縁に近接する位置に設定されてい

る。楕円形長軸の片端部が側縁に接する。すり面の接する側縁は、内湾～ほぼ直線的な形状を呈して

おり、折断により整形されたものも2点みられる。

直線的側縁と楕円形すり面長軸とのなす角度を計測すると （図Ⅶ－8 20)、 79～102.の問に分布

し、 15例中12例(80％）が90.の前後10.以内にまとまる。楕円形すり面は直線的な側縁とおおむね直交

方向に形成されていると捉えられる。

③楕円形すり面の大きさ楕円形すり面の長さ （長径） と幅（短径）を計測した。長さは15～20cm

に分布し、 17cm前後に12例(80%)がまとまる。幅は7～15cmの間に分布し、 9～12cmの間に11例

(79％）がまとまる。長幅のピークに分布する資料は同一のものであり、 「長さ17cm前後･幅10cm前

後」の規格性が認められる。すり面の深さは0.5～3.1cmの間に分布し、 1.4cm前後に6点(40%)が

まとまる。しかし、 lcm未満にも3点、 2cm以上にも4点が存在しており、浅いものから深いもの

までが存在する。使用により生じた深さの差であると推測される。しかし、深いものには敲打を伴い

窪められた痕跡があるものも認められる。

④すり面の縦断面形状全ての資料が直線状側縁から緩やかに傾斜し、逆側縁側でやや急に立ち上

がる特徴を有する。 よって、逆側縁側の立ち上がり付近が最深部となり、すり痕跡も顕著である。 ま

た、逆側縁側に若干傾斜する平坦なすり面が連続するものが12例(80%)みられる。平坦なすり面は

楕円形すり面をl～5cm程度の幅で取り囲むように形成されている。

⑤敲打痕敲打痕が散発的にみられるものが8例みられる。

⑥素材・石質素材は全て亜角礫・亜円礫の分厚いものを使用しており、石質は多孔質なものが選

択されている。
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⑦まとめ I類は分厚い礫を素材とし、素材礫の直線的な縁辺に接する、長さ17cm、幅10cm前後

の楕円形の範囲に主に限定して使用されたものである。散発的な敲打痕を伴う。

I類の属する時期は､P-17･25の出土例から縄文時代中期前半と判断される。同様の特徴を有する

石皿の類例は、函館市権現台場遺跡(27号住居跡)、白老町虎杖浜4遺跡(5号住居跡)、余市町フゴツ

ペ貝塚(FH-12･ 16，FP 23･40、包含層）にみられる。

I類のすり面の観察から、使用方法については、能動的加工具（すり石類） との組み合わせにより

機能する受動的加工具との前提にたち、次のように推測される。

a.石器使用者は楕円形すり面の近接する直線的側縁側に位置する。

b.すり石類を楕円形長軸方向に奥に押し込むような、規則的な運動をする。

C. すり石類のすり面は、湾曲し大きさは長17×幅10cmより小型で、 この数値に近いものである。

倉知川右岸遺跡のP-17では、扁平打製石器が台石･石皿の直上に乗った状態で出土している。しか

し、扁平打製石器の直線的なすり面とI類の湾曲したすり面の形状と大きさを比較する限り、両者が

組み合わされて使用されたものとは捉え難い。

Ⅱ類（図Ⅳ－3－1， 29－9， 35 1， 36-1、 40-1 ･ 2， 43-1， V-64-182. 183)

①すり面の数．大きさ・形状顕著なすり面は1個体に一か所である。範囲は長径8～17cm、短径

7～14cmの間にみられ、 12例(92%)がほぼ円形を呈する。顕著なすり面は平滑なものであるが、僅

かに凹むものも1例みられる。 また、顕著な円形すり面の周囲を取り囲むように、すり痕跡の中～弱

なすり面が広がるものが10例(77%)みられる。

②すり面の位置顕著なすり面の位置は、中央からやや素材側縁側にみられるものが9点（75％）

を占める。

③敲打痕敲打痕を伴うものは5例と半数程度である。

④素材・石質素材は亜角礫・亜円礫の分厚いものが7点と半数以上を占める。亜角礫のものが多

い。 また、亜円礫で扁平なものも3点認められる。石質は織密なものが選択されている。

⑤まとめ II類は、主に分厚い礫を素材とし、素材の平面の中央部付近、10～15cmほどの円形の範

囲に平滑で顕著な使用面が限定されるすり石である。

II類の属する時期は、H 8、P－7 ． 15． 18．43の出土状況から判断して、縄文中期前半である。

II類の使用方法については、顕著なすり面の大きさから、すり石の主な運動範囲は10～15cm程度と

捉えられる。同規模程度のすり面を有するすり石を、小刻みなストロークで運動させた可能性がある。

また、 Ⅱ類すり面は平坦であり、直線的すり面の扁平打製石器との組み合わせも推測できる。

V類（図Ⅳ－73－5， 101-8， V-178～180)

①敲打面の大きさ長径17～24cm、短径12～21cmに分布し、長径20cm前後、短径16cm前後の楕

円形のものが半数以上を占める。 またその他のものは、長径：短径が10 : 7ほどの楕円形を呈するも

のである。 しかし、敲打面は素材平坦面のほとんどを覆うように形成されており、敲打面の大きさは、

選択された素材礫の大きさに強く規制されている。

②敲打面敲打面は万遍なく均一に敲打痕が広がり、平坦な面を形成している。あたかもオロシガ

ネ状の面を形成したように観察される。

③素材・石質多孔質でやや厚手の円礫を素材とするものが、 10点（77％）を占める。礫の大きさ

は長径35～25cmほどのものが選択されている。

④まとめV類は、大きさ30cm前後､多孔質でやや厚手の円礫を素材とし、均一な敲打を面的に施

したものである。敲打面は平坦でオロシガネ状の面を形成している。
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倉知川右岸遺跡

V類の属する時期はP-53や配石遺構などの出土例から、縄文時代後期前葉に属する可能性がある

が、後期前葉の遺構群は中期前半に遣された礫石器を使用した痕跡が認められるため、断定できない。

中期前半と後期前葉の可能性がある。

1 ･ 11 ･V類は無名の沢に続く斜面際1－1 ． 2に多く分布している。中期前半の遺構群が分布す

るII-1区にはほとんどみられない。 これは、台石・石皿を使用する作業が、無名の沢の付近で行わ

れたこと、 もしくは後期前葉の集団が、中期前半の集団が遣した台石・石皿を移動し、配石や石組炉

などに再利用したことが推測できる。

なお、各類型の台石・石皿とすり石類（すり石・扁平打製石器・北海道式石冠） との組み合わせ関

係については他遺跡の状況などを広く検討する必要があるため、今後の課題としたい。 （坂本）

4 アスファルト付着遺物について

アスファルトの明瞭な付着は、遺構出土(P-21･27)のスクレイパー2点、包含層出土の石鍼13

点、つまみ付きナイフ2点にみられた。石鍼の付着率は107点中の12%である。

近隣の遺跡では、森町濁川左岸遺跡、オニウシ遺跡、鷲ノ木4遺跡、八雲町山崎4遺跡、栄浜l遺

跡、浜松2遺跡、野田生4遺跡、野田生2遺跡、野田生l遺跡、 コタン温泉遺跡、浜松5遺跡などで

アスファルト付着遺物が確認されている。

アスファルトは地表に漏れ出した原油中の揮発成分が失われて残った不揮発性の物質であるため、

油田が分布する地域で産出するものである。北海道においても渡島半島の木古内･森･八雲、 日高～石

狩～羽幌～天北～サハリンにかけて石油やガスが湧出する油田や油徴地が知られる。森町域では、鷲

ノ木と濁川盆地に油徴地が知られる。濁川については、寳の河原と呼ばれるいわゆる地獄谷で、鷲ノ

木については桂川の中流でそれぞれ石油の湧出が伝えられている。現地を確認した所、濁川では油徴

を確認することができなかったが、鷲ノ木では鷲ノ木4遺跡前面の桂川川岸に石油の湧出により褐色

に変色した部分を確認することができた。ほかに近隣においてアスファルトが採取された可能性が高

いのは八雲町山越の油徴地である。 ここでは、明治6～8年に道内の地質調査を行ったライマンがア

スファルト1．5トンを確認している。また近接する野田生l遺跡の石器のアスファルト付着率は高率

で、秋田県や新潟県の油田に近い遺跡のものと比較できる付着率である。

倉知川右岸遺跡出土石雛のアスファルト付着率も、道内の例から見ると高率である。点数から見て

も石鍼のアスファルト付着点数が10点を超える北海道内の遺跡には以下がある。木古内町新道4遺跡

32点（晩期中葉か)、札苅遺跡73点（晩期中葉)、上磯町茂別遺跡15点（続縄文恵山式期)、添山遺跡59

点（晩期中葉)、七飯町聖山遺跡150点（晩期中葉)、戸井町戸井貝塚99点（後期初頭)、八雲町野田生

1遺跡57点（後期中葉)、礼文町船泊遺跡20点（後期中葉か)。上記の遺跡は、木古内町釜谷、八雲町

山越、天北地域という石油湧出地に近い遺跡で、いずれも身近な産地からアスファルトを得ていたも

のと推定できる。また北海道内のアスファルトの利用は松前町松城遺跡、函館市権現台場遺跡、恵山

町日の浜砂丘遺跡などにおいて縄文時代中期から確認できるが、後期前葉以降になるとアスファルト

付着遺物が出土する遺跡が増加する。 （福井）

5 自然科学的分析結果について

（1） 放射性炭素年代測定結果

9点の試料について測定を行った。試料の内訳は、縄文時代中期中葉の遺構のもの4点（竪穴住居

跡： 2点、土坑： 2点)、縄文時代後期前葉の遺構のもの5点（竪穴住居跡： 2点、土坑： 3点）であ

360



Ⅶ成果と課題

る。試料は、遺構の覆土や床面・坑底から採取した土壌のうローテーション作業によって得られた炭

化物を用いた。

中期前半の遺構は、Ⅲ群A－3類土器（サイベ沢Ⅶ式・見晴町式）の時期に属すると判断したもの

である。測定の結果、4350士40yBP(H-1)、4510=t40yBP(H-8)、4370±40yBP(P-17)、 4460=t

40yBP(P-89)の値が得られた。 4510～4350±40yBPの間にまとまる。サイベ沢Ⅶ式～見晴町の時期

の放射性炭素年代測定値は、近隣の八雲町山崎4遺跡・山越2遺跡・山越4遺跡・野田生1遣跡・野

田生2遺跡・野田生4遺跡でも測定され、4560～4340±40yBPの結果が得られている(Beta-150574･

150575.150580．150582･160079～160081･163031･163032･163035･163045.163046～163050･174472･

174473． 174482. 174485.174486)。今回の測定結果はこれらの値と矛盾しない。

後期前葉遺構は、Ⅳ群A類土器のうちトリサキ式の時期に属すると判断したものである。測定の結

果、 4980=t40yBP(H-2)、 3630=t40yBP(H-10)、 3650=t40yBP(P-21)、 3630±40yBP(P-

51)、 3550±40yBP(P-53)の値が得られた。H－2以外の4点については、 3630～3550=t40yBPの

間にまとまる。 トリサキ式の時期の放射性炭素年代測定は八雲町栄浜1遺跡で行われている。 3600=t

40yBPの値が得られており、今回の結果とほぼ一致する。H 2については、炉から出土した土器か

ら判断して後期前葉の遺構であることが確実なため、試料は何らかの混入によるものと推測される。

（柳瀬）

（2） 土壌理化学分析

墓と判断した5基の土坑から採取した試料について、遺体が埋葬された痕跡を確認するため、 リン

酸およびカルシウムの含量を測定した。対象としたのは､縄文時代中期前半に属するP-89、および縄

文時代後期前葉に属するP-30･37･51･53である。P-89は竪穴状を呈する土坑、後期前葉の4基は

フラスコ状を呈するもので、配石遺構に関係すると推測される土坑である。

土壌中のリン酸が富化する要因には、動物遺体の存在のほか、植物由来のものや現代の施肥の影響

が考えられる。植物由来のものについては、 リン酸と同時に腐植含量を測定することで判定できると

いう(パリノサーヴェイ2003)。 また、今回の調査範囲は長期間にわたり畑地として利用されていたた

め、現代の施肥の影響を受けている可能性は考えられた。しかし、耕作土と遺物包含層の間には平均

l.5mほどにもなるKo-dが堆積していたことから、施肥の影響は小さいと予想した。

分析の結果､基本層序ではP-89脇で採取した土壌について、リン酸の富化が認められた。これにつ

いては、下位に向かいリン酸が減少していることから、施肥など後代の影響に由来していると指摘さ

れている。遺構内の土壌では、P-51 ．53についてリン酸の富化が認められ､遺体埋納施設として利用

された可能性が指摘された。しかし一方で、P 89についてはリン酸の富化が認められず、P-30．37

についてはリン酸の若干の冨化が認められるが、土壌腐植の影響を強く受けている可能性があるとさ

れた。

P 51は堆積状況から、土坑を埋め戻す過程で、ロームを張ることで壁・床を形成し、土坑状に再成

形した可能性を考えた土坑である。 リン酸の富化が認められた土層は、埋め戻し過程で形成された｢土

坑｣の坑底直下の層であり、堆積状況からも遺体の存在が想定できる。P-53は、坑口に立石を伴う土

坑である。 リン酸の富化が認められたのは坑底直上の層である。 この土層は、坑底のうち立石のある

方向に偏って分布しており、 またこの直下では人為的に置かれたと推測されるKo-gが検出されてい

る。これらのことから、堆積状況からも遺体の存在を想定できる層である。以上、P-51･53について

は、 リン酸の富化が認められた土層は、堆積状況からも遺体の存在が想定できる土層であり、調査所
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見と整合する結果が得られた。

P-30･37･89については、 リン酸の富化が認められなかった原因には、 リン酸の富化に必要な有機

物が存在しなかったか、土性がリンの保持に適さなかった可能性が考えられる。あるいは、 この3基

はP-51･53とは異なり、堆積状況から遺体の存在を想定できる層の特定はできなかったため、本来遺

体が存在した位置の土壌を試料として採取できなかった可能性もある。 （柳瀬）

（3） 「ヒスイ」製遺物の産地分析

2点の石斧の石材について、産地同定を行った。内訳は、Ⅷ層から出土した縄文時代早期のもの1

点(図V-56-114)、 Va層から出土した縄文時代中期あるいは後期の可能性のあるものl点(同115)

である。 114は全体に薄く緑がかった灰白色(2.5GY8/1)を呈し、部分的に緑色が強い部分がみられ

る。 115は青～緑がかった灰色(10GY8/1)を呈し、青あるいは緑色の強い部分や、やや色調の暗い部

分がみられる。いずれも片状構造が認められ、肉眼では「蛇紋岩」 と判断されるものに近いが、その

色調から「日高ヒスイ」の可能性が想定された。

分析の結果、元素比は「日高ヒスイ」に類似するが、比重がやや軽いため、 「日高ヒスイ」に伴って

生成された変成岩の可能性が高いとされた。

「日高ヒスイ」と呼ばれるのものは、クロムを1％含む透輝石で、蛇紋岩とロジン岩との境界に沿っ

て生成される。その確認は、 1966年、日高町千栄（ちさか） を流れる、沙流川支流千露呂（ちろろ）

川のさらに支流、ペンケユクトラシナイ川でなされた。クロム透輝石は、北海道ではこの他に旭川市

神居古潭においてもみられるという。 「日高ヒスイ」とは異なる軟玉（ネフライト）は、北海道内では

穂別町鵡川上流や三石町に、 ヒスイ輝石（ジェダイト）は北海道では旭川市神居古潭に産する。

これまで藁科氏の分析によって「日高ヒスイ」製とされた遺物は、余市町大川遺跡で晩期前葉の勾

玉1点、千歳市美々4遺跡で後期中葉の垂飾2点、青森市三内丸山遺跡で北盛土出土の中期の垂飾1

点、青森市朝日山遺跡で晩期の勾玉2点、浦幌町平和遺跡で早期の石斧形垂飾1点が確認されている。

今回分析した以外にも、肉眼観察で白色地に緑色の部分が見られ、片状構造を持つ石材を用いた磨

製石斧は複数みられる。管見では、今年度報告される鵡川町宮戸4遺跡や恵庭市柏木川13遺跡、既報

告の中野A遺跡など、いずれも早期の遺跡で出土している。鵡川町宮戸4遺跡出土品については章科

氏に分析を依頼し、倉知川右岸遺跡出土品と同様の結果が出ている。柏木川13遺跡出土品については、

アースサイエンス株式会社の加藤孝幸氏の肉眼鑑定により、クロム透輝石を含むロジン岩の可能性が

指摘されている。 また、 （株)第四紀地質研究所によるエネルギー分散型蛍光X線分析装置を用いた元

素分析により、蛇紋岩ではなく、肉眼観察では安山岩質の凝灰岩が変成した緑色岩の可能性があると

された。滝里4遺跡出土の早期中葉の「蛇紋岩」製石斧80点については、藁科氏に分析を依頼したと

ころ、マグネシウム、カルシウム、鉄を主とする石材であるとされ、成分組成では透緑閃石に近いも

のと思われる。

これまで挙げてきた磨製石斧の石材は、従来道内の遺跡報告書の多くにおいて「蛇紋岩」 とされて

きたものの一部である。しかし今回の結果から、 「蛇紋岩｣とされてきた石材の大部分は岩石学的には

蛇紋岩ではなく、透輝石、ロジン岩、角閃石、透閃石、透緑閃石など、結晶片岩の範晴に入る複数種

の石材が含まれている可能性がある。

従来「蛇紋岩」 とされてきた石材については、今後上記の問題を踏まえた石材同定を行うことが必

要であろう。それにより、石斧における石材選択の意義や、石材の原産地および流通について、 さら

に明らかとできるものと考えられる。 （福井・柳瀬）
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（4） 土坑覆土中の焼土検出動物遣存体について

P-20･53の覆土上部の焼土、P-51の覆土中位の焼土、P-21の覆土中位から焼骨が検出された。

焼骨は、水洗選別により得られたものである。各遺構は後期前葉の土坑墓とみられ、いずれもフラス

コ状を呈する。焼土は二次堆積物であり、P-21の焼骨は土器ととも散在していた。

これら試料について、金子浩昌氏に同定していただいたところ、P-21試料は烏骨片11点、鳥類(ア

ビ大）基節骨遠位端1点、サケ歯骨片2点、ニシン椎体片1点、魚骨片2点、魚類鰭鰊・肋骨多数、

P 51試料は魚骨片5点、烏骨片1点、P-53試料はサケ？椎骨片1点と判明した。

土坑墓とみられる土坑の坑口に焼土が見られる例は各時期に類例が知られる。今回のように動物遺

体が検出される例も多いと思われるが、積極的な水洗選別により類例の増加が期待される。 （福井）

付編八雲町野田生1遺跡における「環状を成す可能性のある礫群」について

八雲町野田生1遺跡は平成12, 13年に発掘調査が行われ、 14年度に当センターより報告書が刊行さ

れた遺跡である（(財）北海道埋蔵文化財センター調査報告書第183集)。調査結果において縄文時代後

期中葉を主体とする集落跡が確認され、竪穴住居跡から完形の赤彩土器や漆塗りの櫛などが出土した

ことで、その良好な保存状況が注目された。

調査は噴火湾に面して突きだした海岸段丘を東西に横切るかたちで行われたため、後期の遺構が集

中する緩斜面部分と遺構、遺物の少ない上部平坦面との差が明瞭にあらわれるという結果が見られた。

この中で「環状を成す可能性のある礫群」は遺構遺物の少ない上部平坦面において確認された。

その分布範囲は調査区J～Q-67～72グリッド周辺で、約40m四方の範囲内に分布する。調査当初に

おいてはその分布状態にまとまりや強い傾向も認められず、 さらに遺物包含層の堆積が薄く、最近の

撹乱による移動の可能性が考えられたため、配石として明確な位置づけができなかった。結果的に報

告書での掲載を控えたが、刊行後に道南地区で環状列石や配石遺構の出土例が数多く報告されるに及

び、 「可能性｣の段階であるが二次的な資料として利用可能な面があると考え、 このようなかたちでの

報告となった。

この「礫群」は2種類のタイプに分類することが考えられる。 1つは直径約10mの円形をかたちづ

くるよう配置されたと考えられるもので、調査区L～N-68～71グリッド内に位置する一か所である

(A)。 これは後期中葉の竪穴住居跡BH23を中心にして半径5mの円を描くようにして配されたと考

えられるもので、推定範囲の東半分には礫群が集中し、西半分にはほとんど残っていない。 さらにも

う一つは明瞭な円形を示すものではないが、直径1～5mの範囲内に3～5点ほどの礫が集中するタ

イプで、 これはAの礫群を取り巻くように10か所以上で確認された。

いずれのタイプの｢礫群」も大半が長径0.5～1mほどの安山岩の長円礫から構成され、割れたかた

ちを呈するものが多く見られた。また、その下部においても明瞭な掘り込みなどを確認することがで

きなかった。具体的な時期については周辺の包含層の遺物分布状況、遺構分布などから判断して、縄

文後期前葉「トリサキ式」期の可能性が考えられる。

この「礫群」の位置づけについては、縄文後期中葉の遺構遺物が少ない平坦面部分に立地するこ

とから、後期前葉の時期に配石がなされ、周辺にいくつかの土曠墓(CP76、CP77など）が築かれた

後、後期中葉以降においても集落の中の広場にあたる空間として利用されていたものと考えられる。

（藤井）
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Ⅶ成果と課題

表l 遺構一覧（2）
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倉知川右岸遺跡

表1 遺構一覧（3）

遺構名 グリッド 確認l櫛位 形秒 規模(、） 長軸方向 主な出土遺物 備 琴時期 新＞ I

蝿文時代中期前半へ
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Ⅷ (0. 16/0.1{))X0.2(）縄文時代中期前半?

Ⅷ (0.20/0. 12)×0. 18縄文時代中期前半?

Ⅷ （0. 14/0.06)×0~24縄文時代中期前半？

Ⅷ （0.30/0.20)x0.38縄文時代中期I11j半？

Ⅷ （0.24/0.16)xO~36縄文時代中期前半

Ⅷ （().14/() .1{))xO~ 10縄文時代中期前半？

Ⅶ （0.23/0. 17)x0.16縄文時代後堀後葉

Ⅶ （0. 18/0. 12)x0. 17縄文時代後期後葉
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Ⅶ成果と課題

表1 遣構一覧（4）

確
認
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位

》
唯
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跨
隅
狸
叫

主な出

土遺物

主な出

土遺物
遺構名 グリッド 規槙(、） 遺櫛名時期 新＞旧 備考 備考リ 規模(、） 時期 新＞旧

SP-O55 F17 Ⅷ （0.24/0.14)X0.06縄文時代後期前葉？

SP ()56 J14 Ⅷ (0~28/0~ 16)xO~26縄文時代後期前葉?

SP-O57 112 Ⅷ (0.33/0.20)x0. 12縄文時代後期前葉?

SP 058 112 Ⅲ （0.29/0. 18)x0.09綱文時代後期前葉？

SP-059 112 Ⅷ （0. 19/().13)×0. 11縄文時代後期前葉？

SP-060 Jl4 Ⅷ （0.29/0.22)×0.31縄文時代後朋前葉?

SP 061 112 Ⅷ （0.22/0~ 13)xO~18縄文時代後期前葉？

SP 062 Il2 Ⅷ （0.36/0.20)x0.48縄文時代後期前葉？

SP O63 112 Ⅷ (0.21/'0‘ 15)×() . 12刈文時代後期前葉?

SP-O64 112 Ⅷ （0.29/0~ 19)x0.17縄文時代後期前葉？

SP 065 112 ． 13 Ⅷ （0.28/0.22)×0. 15繩文時代後側前葉？

SP-066 113 Ⅷ （0.23/0. 15)×(). 11縄文時代後期前葉？

SP 067 113 Ⅷ （0.26/0. 17)x0.20聞文時代後期前葉？

SP 068 113 Ⅷ (0.27/0.09)x0.32繩文時代後期前葉?

SP-069 113 Ⅷ （0.38/0.24)x0.25倒文時代後期前葉？

SP-07(） 113 Ⅷ （0.41/0.26)x(1 .19縄文時代後期前葉？

SP 071 Jl3 Ⅷ （0.22/0. 11)×0. 11縄文時代後期前葉?

SP 072 Jl3 Ⅷ (0. 15/011)×0. 14縄文時代後斯前葉?

SP-O73 1 ･Jl2 Ⅷ (0. 11/0.06)×〔).13縄文時代後期前葉?

SP 074 Jl2 Ⅷ (0.29/0~ 19)×0~20縄文時代後期前葉?

SP-075 I13. 14 Ⅷ （0-39/I) .28)×().11繩文時代後期前葉？

SP 076 Il4 Ⅷ （0.26/O~ 16)x0.21縄文時代後期前葉？

SP-077 Gl4 ・ l5 Ⅷ （0. ‘14/() .36)X0.08繩文時代後期前葉？

SP-078 Jl4 Ⅷ （0. 14/0.07)×0.12縄文時代後期前葉?

SP O79 jl4 Ⅷ (0-15/0.06)x0-ll縄文時代後期前葉?

SP-080 jl4 Ⅷ (0. 17/O~08)x0.11縄文時代後期前葉?

SP-081 114 Ⅷ （0. 17/0~08)x0.10縄文時代後期前葉？

SP 082 Jl3 Ⅷ （0~23/O~ 16)×0.12剥文時代後期同種？
SP 083 J14 Ⅷ (0.15/0.06)x0.06縄文時代後期前葉?

SP-()84 jI3 Ⅷ （0, 19/0. 17)×0.21縄文時代彼期前葉?

SP 085 J13 Ⅷ （().20/0. 17)x(). .13縄文時代後期前葉?

SP 086 113 Ⅷ （0.1I/O~06)×0~ 16縄文時代後期前葉？

SP 087 Il3 Ⅷ （0.17/O~ 12)×0~ 10縄文時代後期前葉？

SP･-088 Fl7 Ⅷ （0-14/0.04)×0.06縄文時代後期前葉？

SP-089 Fl7 Ⅷ （0. 19/0,06)×0. 14縄文時代後期前葉？

SP 090 Fl7 Ⅷ （0.28/0. 12)x0.18繩文時代後期前葉？

SP 091 Fl7 Ⅷ （0. 18/0.06)×0.06縄文時代後期前葉？

SP-092 Fl7 Ⅷ (0.30/0. 10)×1) .08縄文時代後期前葉?

SP-093 Fl7 Ⅷ （0-23/0,11)x0.16縄文時代後期前葉？

SP 094 11‘1 Ⅷ （0.21/O~ 14)×0~ 16縄文時代後期前葉？

SP-095 G15 Ⅷ （0. 15/0.07)×0.08縄文時代後期前葉？

SP-096 GI5 Ⅷ （0.22/0. 12)x0. 10繩文時代後期前葉？

SP-097 GI5 Ⅷ （0.33/0. 16)xO‘31側文時代後期前葉

SP-098 I Il5 Ⅷ （0.24/0.14)x0.22縄文時代後期前葉？

SP-()99 1 115 Ⅷ （(1 .38/() ,20)x0.20縄文時代後期前葉？

SP lOO Hl5 Ⅷ （0.34/0.24)×0~ 14縄文時代後期前葉

SP lOl IIl5 Ⅷ （0, 18/0. 10)x0.08縄文時代後期前葉？

SP-lO2 I Il5 Ⅷ （0.40/0. 18)x0.34縄文時代後期前葉？

SP 103 1 115 Ⅷ （0.24/0. 10)×0.24縄文時代後期前葉？

SPlO4 H15 Ⅷ (0.22/0.08)×0. 10縄文時代後期前葉?

SP lO5 Hl5 Ⅷ （0.28/0.18)×0.08縄文時代後期前葉？

SP lO6 I Il4 Ⅷ （0.30/0.20)×0, 12縄文時代後期前葉？

SP lO7 Hl5 Ⅷ （0.16/0.08)xO~ 10縄文時代中期前半？

SP-1(18H1．1 ． 15 Ⅷ （0.20/0.10)x0. 10縄文時代中期前半？

SP l(19 1 [ 15 Ⅷ (0.22/0. 18)×0. 16 糊文時代中期前半?

SPゞllO IIl5 Ⅷ （0,22/0. 14>×0. 16縄文時代後期前葉？

S'' 1 1 1 1115 Ⅷ （0. 18/0. 10)×0.20縄文時代中期前半？

SP ll2 Hl5 Ⅷ （022/0.16)×014蝿文時代後期前葉？

SP~ 113 G13 Ⅷ （0.32/() ~ 14)xO~34縄文時代中期前半？

SP ll4 （jl5 Ⅷ （030/0.05)x(129縄文時代縄胡前葉？

SP ' 15 Gl5 Ⅷ （0. 16/0.03)x0． 16縄文時代後期前葉？

SP-ll6 Gl5 Ⅷ （0」0/0.06)xql2繩文時代後期前葉？

SP-ll7 F15 Ⅷ （0.09/0.03)x() .12縄文時代後期前葉？

SP ll8 Fl5 Ⅷ （0~ 10/0.05)x() ~ 18縄文時代後期前葉？

SP-119 G15 Ⅷ （q44/().34)×012蝿文時代後期前葉？

SP-l20 1 Il5 Ⅷ （0,56/0. 16)x0.22縄文時代後期前葉？

SP-l21 1 '15 Ⅷ (0.24/0.18)x0.16縄文時代後期前菜?

SP l22 F15 Ⅷ (0. 18/0.08)x0. 16蝿文時代中期前半?

SP-l23 115 Ⅷ （0.22/0.14)x0.20縄文時代巾期前半？

Sl〕 124 115 Ⅷ （O~28/0.16)×0.22蝿文時代中期前半？

SP l25 Il5 Ⅷ （0.22/0. 14)×0.04蝿文時代後期前葉？

SP l26 115 Ⅷ （0. 14/()_06)×(1 .06縄文時代後期前葉？

SP-127 Hl4 Ⅷ （0.36/0.22)x0.25縄文時代後期前葉？

SP l28 1114 Ⅷ （0.28/0.21)x0.24洲文時代後期前葉

SP l29 Hl4 Ⅷ （0.28/0.18)x0． 12劉文時代後期前葉

SP-130 1I14 Ⅷ （0.25/0. 14)x0.08繩文時代後期前葉

SP l31 1 Il4 Ⅷ （0.26/0.10)x(). 13糊文時代後期前葉

SP-132 1 114 Ⅷ （0.27/0, 13)x0.13縄文時代後期前葉

Sl) 133 1114 Ⅷ (0.34/0. 11)x0.37蝿文時代後期前葉

SP-l34 Hl4 Ⅷ （0~20/0.22)x0． 16縄文時代後期前葉

SP- l35 1Il‘I Ⅷ （0.26/0.18)x0．15縄文時代後期前葉

SP l36 Hl4 Ⅷ (0,32/0.12)x0.36縄文時代後期前葉

SP-l37 1 II4 Ⅲ （0. 15/0-04)×0.20縄文時代後期前葉

SPゞ138 Hl4 Ⅷ （0. 19/0.10)×0.08繩文時代後期前菜

SP l39 H13 Ⅷ （0‘32/0.24)×0.10縄文時代後期前葉

S'' 140 11 13 Ⅷ （0.29/0. 16)x0.15繩文時代従期前葉

SP･'41 H13 Ⅷ （0 16/0.05)×0. 14縄文時代後期前葉

SP-l42 I '13 Ⅷ （0.23/0.13)x0.09縄文時代後期前葉

SP 143 Hl3 Ⅷ （0.32/027)x0.20繩文蒔代後朗前紫
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繩文時代後期前葉？

縄文時代後期前葉？
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SP ll4

縄文時代後期前葉？

縄文時代後期前薬？

縄文時代巾期前半？

縄文蒔代中期前半？

Ⅷ （0. 14/()_06)×(1 .06縄文時代後期前葉？

Ⅷ （0.36/0.22)x0.25縄文時代後期前葉？

Ⅷ （0.28/0.21)x0.24洲文時代後期前葉

Ⅷ （0.28/0.18)x0． 12劉文時代後期前葉

Ⅷ （0.25/0. 14)x0.08繩文時代後期前葉

Ⅷ （0.26/0.10)x(). 13糊文時代後期前葉

Ⅷ （0.27/0, 13)x0.13縄文時代後期前葉

Ⅷ (0.34/0. 11)x0.37蝿文時代後期前葉

Ⅷ （0~20/0.22)x0． 16縄文時代後期前葉

Ⅷ （0.26/0.18)x0．15縄文時代後期前葉

Ⅷ (0,32/0.12)x0.36縄文時代後期前葉

Ⅲ （0. 15/0-04)×0.20縄文時代後期前葉

Ⅷ （0. 19/0.10)×0.08繩文時代後期前菜

Ⅷ （0‘32/0.24)×0.10縄文時代後期前葉

Ⅷ （0.29/0. 16)x0.15繩文時代従期前葉

Ⅷ （0 16/0.05)×0. 14縄文時代後期前葉

Ⅷ （0.23/0.13)x0.09縄文時代後期前葉

Ⅷ （0.32/027)x0.20縄文蒔代後朗前葉

SP l28

SP l29

SP l44 I[13 Ⅷ （0.29/(1 .21)X0.11縄文時代後期前葉

SP l45 I ' 13 Ⅷ (0.27/() .21)x() .26削文時代後期前葉

SP 146 11 ・ '13 Ⅷ （0.31/0. 15)×0.26縄文時代後期前葉

SP l47 1 I l3 Ⅷ （0.25/O~16)x0.08繩文時代後期前葉

SP l48 1Il3 Ⅷ （0.44/0.26)×0.28縄文時代後期前葉

SP-149 Ⅱ12 Ⅷ （0~30/O~20)×0~ 12純文時代後期前葉

SP l50 I{12 VⅢ (0~33/0~20)x0. 10洲文時代後期前葉
SP l51 1 ' 12 Ⅷ （0.30/0.18)X0.10繩文時代後期前葉

SP l52 I I l2 Ⅷ （0-31/0. 12)×() ,07繩文時代綾期前葉

SP l53 Gl4 Ⅷ〈(0.22)/(0.14))x0,20縄文時代後期前葉

SP l54 Gl4 Ⅷ （0~24/0, 14)×().12縄文時代後期前葉

SP-l55 Gl4 Ⅶ’ （018/qlO)×016繩文時代後期前葉
SP-l56 GI4 Ⅷ (0‘32/0. 16)×0.14縄文時代後期前葉

SI》 157 Gl4 VⅡ （0.22/0. 16)xO. ()8細文時代後期前葉

SP 158 GI4 Ⅷ（(0~28)/(0.24))X0.22縄文時代後期前葉

SP l59 Gl4 Ⅷ （0‘ ]2/0.06)X0. 10 縄文時代後期前葉

SP~ l60 G14 Ⅷ （0.42/0~30)×() ~22繩文時代中朗前半

SP l61 (;14 Ⅷ （0.30/0. 12)xO‘ 14縄文時代後期前葉

SP l62 Cl4 VⅢ （0. 12/() .04)×() .08縄文時代後期前葉

SP 163 Gl2 Ⅷ （0.21/0. 12)xIl . 14脚文時代後期前葉

SP l54 Gl4 Ⅷ （0.24/O

SP-l55 Gl4 Ⅶ’ （0. 18/O

SP-l56 GI4 Ⅷ （0‘32/O

SI》 157 Gl4 VⅡ （0.22/O

SP 158 GI4 Ⅷ（(0.28)/l

SP l59 Gl4 Ⅷ （0‘ ]2/O

SP･ '60 G14 Ⅷ （0.42/O

SP l61 （;14 Ⅷ （0.30/O

SP l62 Cl4 VⅢ （0. 12/(）

SP 163 Gl2 Ⅷ （0.21/O

細文時代後期前葉
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配石抜け痕？
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SPl64 （}12 Ⅷ （0.21/O

SP 165 GI3 Ⅷ （0.19/O

SP l66 013 Ⅷ （0.23/O

SP l67 Gl3 ⅥⅡ （0. 17/0

(0.21/0
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縄文時代後期前葉

縄文時代後期前葉？

礫 ＜P 41

台石･石Ⅲ 立石

P-55と重複

台石･石Ⅲ

. 13）0.21/0. 13) x0.07縄文時代後期前菜

0.19/0. 13)×(). 17蝿文時代後期前葉

0.23/0. 17)×0. 19縄文時代後期前葉

0. 17/0. 12)xO. ()9繩文時代後期前葉

欠番

0.36/0.26)x0.26縄文時代後期前葉

0.27/0. 18)xO~ 16縄文時代後期前葉

(0. 18/0. 11）×一 綱 文時代機期前葉、／》。

/0

縄文時代後期前葉
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縄文時代後期前葉？

縄文時代後期前葉？

SP l74から変更４

０
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/0.09)×0. 16剛文時代後期前菜？

SP /0.02)x0. 10縄文時代後期前葉？

SP l76 ()l5 Vlll (0, 18/I) .12)x( 1 ,33 縄文時代後期前葉

SP l77 Gl5 Ⅷ （0. 15/0.04)×() . 18繩文時代後期前葉？

SP l78 Gl5 Ⅷ （0. 17/0.06)x() .05縄文時代後期前葉?

SP l79 （)16 VⅢ （0.20/() ' 11)X(1 .36縄文時代後期前葉？

SP 180 115 ， 16 Ⅷ （0.20/0.08)xOl2蝿文時代後期前葉

SP '81 欠番

SP-l82 1 '15 Ⅷ (0‘40/0. 14)x0.20縄文時代後期前葉?

SI> 183 （)15 Ⅷ （0. 17/0-07)x0. 12 縄文時代後期前葉？

SP 184 614 Ⅷ （0. 16/0.08)x0.26剛文時代後期前葉

SP-185 Gl4 Ⅷ （0.22/0.12)x0. 10縄文時代後期前葉？

SI》- l86 Gl4 Ⅷ （0~24/0.14)x() ~08縄文時代後期前葉'ノ

SP-l87 Gl5 Ⅷ （0.23/0.10)xO~ 18縄文時代後期前葉？

SP･ '88 1 1 15 Ⅷ (0. 16/0.06)x0. 14縄文時代後期前菜.ノ

SP 189 1 ll5 Ⅷ （0. 17/0. ()6)xO~22縄文時代後期前葉

SP l9I） G15． 16Ⅷ （0, ‘12/027)x0.07繩文時代後期前葉

SP l91 Gl5 Ⅷ （0.26/0.07)×0.39繩文時代後期前梁？

SP-l92 G15． 16Ⅷ （0.39/0~ 18)x0.34繩文時代後期前葉

S[》 193 112 vⅢ (0.24/() .()8)x0. 13拙文時代俊期前葉?

SP 194 112 . 13 Ⅷ （0.2】/0-15)x0, 18縄文時代後期前葉？

SP '95 1 1 14 Ⅷ （0. 17/0.07)×0.09縄文時代後期前葉

SP l96 I ll3 Ⅷ （0.21/0.06)×0.24洲文時代後期前葉

SP l97 H13・ l4 Ⅷ （0.28/0.09)×0.25繩文時代後期前葉

SP 198 1 13 Ⅷ (0, 18/0‘ 12)x() . 15繩文時代後期前菜

SP l99 I ll3 Ⅷ （0. 17/0.11)×0.12縄文時代後期前葉

SP 200 11 . 113 Ⅷ （0.23/0. 1 1 ）x0.23細文時代後期前葉

SP-201 Hl2 Ⅷ （0.22/0. 15)x0.08縄文時代後期前葉

SP 202 I Il4 Ⅷ （0.18/0.08)x0.08縄文時代後期前葉

SP 203 1 I l5 Ⅷ （() .14/0.05)x0.06繩文時代後期前菜？

SP 204 1【15 Ⅷ （0.22/0.08)x0.24縄文時代後期前葉?

SIj 2(15 1 115 Ⅶ’ （0.27/013)X().23削文時代後期前蕊？

SP“206 Gl8 Ⅷ （0. ]7/0~12)×0.24縄文時代後期前葉？
SI1-207 E17 Ⅷ （0.29/O~ 10)x0． 14繩文時代後期前葉‘ノ

SP 208 E17 Ⅷ (0.22/0. 10)x0.06繩文時代後期前菜?

SP 209 El7 Ⅷ （0. 19/0.08)×0.08繩文時代後期前葉？

SP 21o Gl6 Ⅷ （0. 18/0. ()7)×0.06繩文時代後期前菜？

SP 21I G15 Ⅷ (0.25/0.09)x0.14縄文時代後期前葉

SP 212 GI5 Ⅷ (0.22/0. 14)x0.34細文時代後期前葉?

S1ｺ-213 1{15 Ⅷ （0.16/O~05)x0.12縄文時代後期前菜？
SI〕･~214 1 [14 Ⅷ (0.16/O 07)×0.07蝿文時代後期前葉

SP 215 I Il4 Ⅷ （0.22/O~ 15)×(). 14繩文時代111期前半？
SP 216 ［ 114 Ⅷ （0~ 16/O~09)×0.20縄文時代後期前葉

SIj･217 1 1 14 Ⅷ （0.20/0. 【16)×|) . 16繩文時代後期前葉

SP 218 1Il4 Ⅷ （0.19/014)x0n繍文時代後期前葉
SI〕-219 1.112 Ⅷ (0. 17/0. 11)×0. 19縄文時代後期前葉

Slj 220 IIl2 Ⅷ （0. 19/() .08)xO‘13繩文時代後期前葉

SP-221 iI ・ '17 Ⅷ （(0.54)/0羽x020縄文時代後期前葉？

SID､222 1 1 12 Ⅷ (() .24/0.22)×0.18細文時代後期前葉

SP223 Jl4 Ⅷ (0~23/0.15)×0.16縄文時代後期前葉

SI) 224 J14 Ⅷ ((1 .35/0. 17)x0.17例文時代後期前葉?

SP 225 1 116 ． 17 Ⅷ （0~24/0. 12)X0. 16縄文時代後期前菜？

SP 226 G・ ' 117 Ⅷ （0. 18/0.08)×0. 15縄文時代後期前葉？

SP 227 Il2 Ⅶ’ （(1 . 11)/0.32)×I) . 16 縄文時代後期前菜？

SP-228 112 Ⅷ （0. .14/0.29)×0．19縄文時代後期前葉？
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Ⅶ成果と課題

表6 遺構出土掲載復原土器一覧(1)

底径鼎獅口径胎土地文 11唇特徴総点数 分類 器形遺構名 残
一

残

噸･グリッド 屑位｜点数番号挿脚 図版
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し､縄文は不明瞭｡内面も磨耗｡内面下半は黒色で､部分的に煤が
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Ｊ
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８
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｜
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~P－2I 諾H 深鉢or壷 3本組の渦巻状沈線Ⅳ 48 1ﾘ~~ 1 P－21 ⅣA 無文 砂粒ちい｡撤密 (15-0） 7q
ロ．ヅ

※計測値（ ）付き数字は、口径・底径では推定値、器高では現存値。

38ヲ



倉知川右岸遺跡

表6 遺構出土掲載復原土器一覧（2）

關高 |“器高 旺径
挿図 図版 番号 遺構名 残 鍬･グリット 刷位 点敬 職点数 分類 器形 特徴 地文 口唇 胎土 口径

,2
‐
４
１
１
１
月
Ｕ
句
Ｊ
１
４
１
Ｌ
１
几
１
Ｊ
１
１
７
０
り
．
】
↑
１
１
１
１
１

ｎ
塁
、
く
ソ
旬
４

１
４

ｎ
＃
１
４
，
屯
Ｊ
り
合

り
ら
、
ｌ
▲
１
上
心
ノ
】
再
’
Ｊ
ｑ
Ｉ
ｌ
刊
１
十

句／】

１
１
１
几
？
』
１
‐
竃
４
１
内
グ
】
９
１
▲
１
１
吋
，
ｊ
１
１
４
１
ｊ
１
ｌ
１
Ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
入

継
恥
跡
睡
鼬
紐
血
Ⅶ
Ⅶ
噛
叱
叩
噌
一
Ｗ
班
鋤
噛
紐
”
噸
Ⅶ
維
砥
甦
届
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ

ｎ

Ｊ

ｌ

７

〕

，

工

肌

ｈ

凹

０

，

１

り

ｂ

９

ｂ

‐

ｂ

３

ｂ

ｂ

ｂ

，

ｂ

０

ｂ

ｌ

Ｄ

９

ｂ

０

ｂ

Ｈ

ｂ

ｌ

Ｄ

４

ｎ

０

ｂ

０

ｂ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

５

１

１

２

晦

胴

咽

間

隔

２

２

旧

聞

踊

賜

２

２

２

２

《

Ⅱ

０

９

川

８

９

０

１

１

２

９

Ⅱ

９

２

Ⅲ

２

８

９

０

２

４

８

１

１

１

１

１

７

リ

】

？

ご

り

】

，

】

７

』

句

ｊ

，

１

１

《

・

ｌ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
Ｌ
Ｐ
６
Ｇ
Ｇ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｊ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｉ
１
Ｊ
ｊ
Ｐ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｊ
ｊ
ｒ
●
Ｊ

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｍ
Ｎ
Ｌ
、
、
ｊ
ｌ
、
ｌ
Ｊ
ｊ
Ｌ
Ｌ
Ｍ
Ｍ

砂粒､海綿骨針｡やや

撤密

Ⅳ-48 ） P-21 WA10 辞
画

一
４
２ 突起2か所 無文 丸形 10.2 19 0 7.6

19
角形､突起部に樺の刻 砂粒､特に黒色結品多

い

Ⅳ 4
94）
泄追 I〕-21

0f

堀 織獅文(LR) ､突起3か所、円環貼イⅣA 鉦 (12-3）H

｜
残 1

且

Ⅳ-49 P 21I 4 ⅣA 深鉢 小形、突起Jか所 無 やや角形 砂粒多い 11. 1 12,1 4.9

Ⅳ－49 1 43 1 5 1 P-21 3 1 ⅣA l 一 ｜底部 ｜砂粒多い 6.8） ’ 10．8

In
TbJⅣ 49 ) r、

底部『 ⅣA４
砂粒･小磯多I

ロﾛ 内

11 M(h､9）

I員
"■〃

外傾する切出状､斜

位･楕円形の貼付と押

引

平縁｡無文の粘土紐｡半識棒状工具の押引。P27破片が最も磨耗
激しい

Ⅳ-52 深鉢
4F｝
別J 1 P-27 lIlA－2 砂粒・海綿骨針剥文 )A I） (14.7

残

２
面
雛
上 深鉢 l形、突起ありP 26 P．26 砂粒･ ﾉl繰多LⅣ 54

』叩

1J ⅣA 無 ﾒL形 10-3 4．4

P-34

~P-34
V1'1 91

覆二 30

肩二 l

VH 3

VI） 8

1

Vb l

V;I 4

Vil

Vb

Va

Vb l6

Vn

Vb

Vb

Va 2

Va l

Vb

Vb 5

Va 2

Va 2

V【ォ

Vb

覇土3 2

覆土 l

覆土 l

Va 2

Vb 25

Va

VfI l

Vb

Va l

Vb l

Va 4

Vb

Va l

VI〕

Vb 2

Va

V1）

Vb

Vi1

vI〕 l

Vb l

覆土 2

Vb

Vb

Va

Vb l

Va l］

Vb l6

Va

Vb

va '

Vb 3

Va 2

Vb

剛
一
型
即

郎
師
雨
而
而

川
両
面
両
雨
而
而
而
璽
型
叩
而
両
両
面
両
雨
雨
雨
雨
両
面
雨
雨
而
一
川
亙
Ⅷ
而
示
面
一
Ⅷ
而
一
型
蹄
亜
叩

1戸戸

IOD

深鉢 8の字貼付。 3本組沈線Y〕 ？1
』 凹剴 角形 砂粒多↓ 13.5）Ⅳ-57 1.1 1 ⅣA

鉦
Ⅲ

1qE 沢

J』、0 44．3

残 1 1

I

砂粒･小磯多い、器壁

厚〈粗い､赤褐色小礫

が特徴的

壷 胴部上半､劉文地に綴位の沈線文 LR斜行Ⅳ 57 }’-34 Ⅳ》 (29.4）43

残 17

Fl3

FI3

Fl4

Fl4
F両
些

115

』』
113

W 59
ｎ
，
』

p 1月
トゼ￥4,1

剛

Ｍ

※計測値（ ）付き数字は、口径・底径では推定値、器高では現存値。
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Ⅶ成果と課題

表6 遺構出土掲載復原土器一覧（3）
胎土 ｜ 口径 ｜ 器高 ｜ 底径口唇地文特徴醜･ｸﾘｯﾄ 層位 点数絶点数

Kl2 Vb

Kl3 Va l4

Kl3 Vb 21

Kl7 Va l

Kl9 va l

Kl9 Vb 2

L9 Va 2

L10 Vb l

Lll Vb l

Ll2

I: ｣: !"Ll2

Ll3 Va l4

1.13 Vb 6

Ll4 V3 l

Ll4 Vb l

Ll5 1

M9 vb l

Ml】 Ⅳ 2

M11 va l

Ml2 Va l4

Ml2 Vb 7

M13 Va I3

Ml3 Vb ll

Ml4 va

Ml5 Vb

Nl l Vb 2

N12 Va

Nl2 Vb

Nl3 Vb 5

013 Vb l

P8 va l

Pl(} v乱 l

U20 Vb l

l

Fl3 Va

Fl4 VI〕 3

112 Vb
flm

」,J va

TM VbJ4T

Kll Va l

Kll Vb l

位ｂａｂａａｂａｂｂ
層ＶＶＶＶＶＶＶＶＶ

ド
ツ

曲叩ノ句〆二ｑＪりＪ【Ｌ１ｕｎｙハゴハＪｕ昼１‐

〃皿Ⅲいい剛Ｌ剛ｕｕ
構

遺

1RO
LLPj

Kll Vb l

分翻 ｜ 器形残

挿図 図版|番号|適構名

(31 .6） ’ 46．5 1 14．3砂粒角形う単位突起、 80)字状貼付｡蟻』に対胴する渦巻文， 3報l沈線 無ⅣA l 洙鄭Ⅳ-59 44 ’ 2 1 P.35

Kl2 viI 2

K13 v、 4

残 Kl3 Vb 3

Ll2 VH l

Ll2 Vb l

L13 V制 3

Ll8 Vb l

Ml2 va l

Ml2 Vb 2

M13 Va 2

M14 Vb l

Nl2 va 2

P 43 留土1 2

,20 Vb 27

E20 va l

E20 Vb 3

F14 Vb 3

F20 Vb l

Gll Vb l

２ｌ２ｌｌ２ｌ２ｌ１’”’’３’３ｌｌｌｌ

12

ｌ

６
ｌ
Ｉ

ｌ
－
２

ｌ

６
ｌ
Ｉ

ｌ
－
２

15

州
一
皿
一
伽
一
Ｍ
一
皿
卿
一
脚
一
ｍ
一
脚
一
懸
一
鯉
一
Ⅷ
｜
咽
一
脾
一
脚

一

残

｜］Ｊ

３
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

１
ｌ
３
ｌ
ｌ

叱
一
叱
一
Ⅷ
｜
Ⅷ
｜
噛
一
叱
一
叱
一
叱

Ⅶ
’
㈹
一
Ⅶ

Ⅷ
｜
Ⅶ
｜
Ⅶ
｜
恥

角形、沈線様 繊維､砂粒少員深鉢 魚骨ﾛ転文 魚緋回転文 【17.4） 7.8lllA-3Ⅳ 65 14 P 43 ＆＆pJ

ソ
ー

ソ
昔

砂粒｡パミス少型｡や

や撒密
鬮土3 底部付近のみ 9. 1Ⅳ 73 15 り p 局'1

凸凹nJ
1》 員q
凸 もjJ lVA 、 ‘11畠0

一
Ｊ
■

４

句

ｊ

Ｆ

３

４３

１

凸

八

訂

戸

』

↑

ひ

８

１

Ａ

貝
Ｊ
１
滑
り
由
１
１
１
１
１
雫

刈
斗
１
１
巾
白
呵
：
叩
叩
由
子
１
用
畠
１
几
令
凸

１
１
心
邑
侭
Ｕ
句
Ｊ
（
ｕ
〉
Ｆ
Ｊ
Ｉ
小
ｕ
ソ
４
誼
１
人
，
ｌ
Ｌ

１

１

６

趾

趾

麹

緬

碓
恋
函
迦
緬
碓
恥
恥
蜘

趾
碓
恥
恥
碓
唾
恥
叱

叱
恥

15

Hq

~
~

15

郡
一
剛
一
繩
一
恥
一
脈
一
脚

一

残

突起lか所のみ残存。突起周辺に貼付｡底面~胴部下半摩滅激し

い･内面底部以外全面にスス付着

外傾する切出状､縄の

縦刻み
織維少量､砂粒･小磯深鉢 RL斜行

至
ｊ
Ｅ

【
‐
ｌ

ハ
ク
】(22.0） QⅣ 78 1 P 7（ Ⅱ|A‐345

繊維わずか､砂粒･ﾉ1＄

礫･軽石細粒･海面骨

針

深鉢 1,形､突起内H1にも貼付、縄線のある粘土紐 1L形、縄の斜刻み 13,6RL斜行
行ハ

，．ﾘⅣ 81 P 87 '1A－3 1ﾘ ﾉ
lJd－15

７

７

７

８

７

７

７

７

７

６

６

６

町

師

８

Ｈ

８

８

８

８

８

８

~~
~
~
~
~

~

~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｈ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｐ

Ｐ

外傾する切出状､撚糸

の雄刻み

繊維わずか､砂粒､ ﾉI

礫
無文粘土紐、嶺f突起、部分的に磨耗 結束第1種羽状深鉢 〃 8ⅡA‐3 〕 .0Ⅳ-81 4三

屯』

７
－ P 87 hH

残

一

一

残

粘土紐｡貼付の際の爪痕あり｡半裁竹管によるF1通孔｡輸椚み調整

粗雑

臓維わずか、砂粒･軽

石小粒
深鉢 丸形､縄の斜刻みRL紺丁 11 9．0Ⅳ-82 P 87 '1A‐316 H

壁 外面に煤付着
妊
へ 砂粒｡徹密深鉢 角陥 (18.0

fpdn，

u4.6ﾉⅣAⅣ 84 胴 2 P 89

§-” 下半のみ LR斜行 砂粒。やや織密 (13.0）Ⅳ-朗 S-l5 Vb 訂 61 ⅣA ' 14b

口径・底径では推定値、器高では現存値。※計測値’ 付き数字は
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倉知川右岸遺跡

表7遺構出土掲載破片土器・土製品一覧（1）

’ ｜ 分類 ’分蛾椰似1 図版 播号 泄柵客 技番･接合残 遺栂･グリッI ｢W位 点数 総点数 特徴 地文 口唇 胎十

Ⅳ－6 海綿骨針・イ

礫多い

69 I 11 1 覆土2I I 1 1 I [IIA－3 繩文のみ LR斜行 イカ＃~~~

H 2

El5

F14

H 2

GI2

117

K8

Gl3

117

110

117

M15

1．1 2

F15

1，I 2

Fl5

E15

Fl8

1 ll8

J15

Kl5

II 2

Gl8

El5

I [16

I1 2

Fl5

Gl7

H 2

F15

1 116

1 II8

J16

Ll4

Nl5

l 1－2

G14

1 I15

P 20

F13

Fl4

11 13

1 116

1 12

19

J9

1 1(）

K9

1－14

1 I 2

G16

11－2

11 ．2

I 1－2

Gl3

Gl3

（jl4

Gl41

Gl4

Gll

（}l l

G12

G13

G13

Gl4

Gl4

1 ［ 12

1 112

19

110

1 14

1 15

「lO

Kll

Ll7

I I 2

SI〕-l90

Gl5

Gl6

1 17

1 1－2

1 1－2

1 I－21 1P－2

F15

Gl5

Gl6

K9

KlO

Ml5

11 3

覆土 4
5

Va l ⅣA

VI〕 l

覆土 1

Va
3(）

V剛 27

Va l

V,〕 2 ⅣA

Va 2

Vb l 7

Vb l

Vb l

覆土 1 1
ⅣA

Vb 5 5

覆土 1
4 ⅣA

Vb 3

Va '

Va l

Va l 5

Va l

Vb l ⅣA

覆土 l
2

Vb l

Vb l
2

Va l

覆土 3 8

Vb J

Vb 2 ⅣA

覆土 4 5

Vb l

Va l

Vb 2

Vb l 6

Vb l

Va l

覆土
2

Vb l

Vb l '

覆土

Va 2 ⅣA

Vb l

V|〕 I

Va

Vb l2

Va l

V1〕 l

Vb l

Vb l

Va l

紐土 1
2 ⅣA

Vb l

床直 3 3
ⅣA

床上 2 2

覆土 l

Va l

Vb l
l2

Va 4

Vl〕 3

2

Vb l

Va 2

Va l

Va l

Vb 8
ⅣA

Va l

Vb 2

Vb l
27

Va l

Va

Vb l

Vb

Vil l

Vb l

Va 3

Va

覆土 13

覆土 l

Va 3 24

Vb 6

V孔 1

覆土 32

床 l
ⅣA

彊土l

Vb l6

Vrl 80

Vb 25

Va l

Vfl 2

Vb

覆土3 1 1 ⅢA-3

、

ⅣA

｣

ⅣA

ⅣA

４

ⅣA

3

ⅣA

リ

8

ⅣA

③二

6

）

ⅣA

12

》 ⅣA

ⅣA

1句

1塁

ⅣA

27

ワ4
凸苛

ⅣA

8(｝

Ⅳ 10 69 3
Tﾔ 向

1 1=畠
3本組沈線 丸～角肝

残

Ⅳ-10 69 1 1-2 壺､ 3本組沈線 砂粒多

残

Ⅳ-10 69 11－？~~ ~：〕
壷､赤色顔料付君 111［ 混入物少残

Ⅳ－10 11-269 6 4区画沈線 無節L斜行 角形

Ⅳ－10 69
WW n

ll~‘ 蛇行沈線 無節R斜行 丸形

『

残

砂粒・海綿剛●

針
“Ⅳ－1 (） 1 1 2

守
凸

8の字貼付 やや角形

残

a

b

磨消縄文（無節L)。SP 154と同一個体

(図V-IOl-3）
Ⅳ－11 69 1 1－2Ll 無 角形

残

櫛歯状沈線Ⅳ－11 69 l(） 1 1-2
ザ
や
い
■

甥

刎

69Ⅳ－1 1 1 1 Ⅱ 2 口縁部 角形~

残

平縁に8単位の8の字貼付。P-21 .34と同

一個体（Ⅳ-49 9）
69

TT m

【l~皇 LR横走気味 角形 砂粒多Ⅳ－11 12

残

タガ状貼付補Ⅳ 11 69 13 1 1－2 LR縦回転斜行 角刊

残

Ⅳ－13 1 70 1 1 1 1，1 3 結束第1柧 ｜尖り気味

丸～角形、縄の縦

刻み
湖上51 1－5 l 【－5 突起部Ⅳ 17 70 1 llIA 3

丸～角形、篦の

縦・斜刻み
閥土5 沈線 LR斜行Ⅳ 17 11－昌

且且 』
【『一見
LZ v 1 I lⅡA-370 8

錨
一
叩
一
Ｗ
｜
叱
一
恥

暇
一
脚
一
脚

脚
一
画

ｌ
ｌ
４
ｌ
ｌ
ｌ
叫
一
１

70 1 1－5Ⅳ－11 (） 13
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VⅡ成果と課題

表7 遺構出土掲載破片土器・土製品一覧（2）

’ 胎・ |・口唇地文特徴分類総点数l曾位 点数枝番･接合残 這椴･ｸ’遺構経挿図 図版 番号

砂粒・小礫

海綿骨針

丸形。口唇直下外

面に縄の縦刻み

噛
一
叱
一
Ⅷ
｜
Ⅷ
｜
叱
一
叱
叱
｜
御
一
恥
一
Ｗ
恥
一
趣
一
》
｜
》

ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

卵
一
唖
一
哩
一
皿

酔
一
“
｜
哩
一
暇
一
ｍ
一
叩

脈
一
恥

服

RL斜行突起周辺にのみ縄線のある貼付[IIA-3別 5Ⅳ 17 7U 9

稀 1）

LR斜行、部分

的に回転方向を

変え、羽状

ｌ
ｌ
２
ｌ
ｌ
ｌ
加
一
蛇

丸形、回転縄文突起部にのみ貼付ⅢA 370 10 H-5Ⅳ－18

残
一
一
残

ｌ

創

一

似

外傾する角形､繩

の縦刻み
結束第2種羽状縄文のみⅢA－370 l］ H 5Ⅳ－18

やや内傾する切出

状
RL斜行？口唇直下貼付と口唇間に沈線覆土5 ⅢA111－5 1Ⅳ 18 70 12 1 1-5

1 1-5 1 溌土5 1 1 1 1 土玉 ｜長方形、全面刺突（2.4)×15×1 .2cmⅣ 18 1 70 1 17 1 1 1－5

外傾する切出状、
半裁竹管押引床 IⅡA-2)

11－61 1-6Ⅳ－22 70 1 撚糸圧痕
麺
一
趣
一
澤
一
岬
一
趣
一
趣
一
鋤
一
床
一
》
一
跡
一
床
一
謎
一
Ⅷ
｜
誕
一
鋤
一
Ⅷ
一
床
一
函
一
趣
一
》
｜
錘
一
床
一
誕
一
》
｜
港
一
麹
一
床
一
細
一
錘
一
趣
一
麩
一
麹
一
》

４
ｌ
７
ｌ
３
２
ｌ
３
ｌ
ｌ
ｌ
５
ｌ
ｌ
ｌ
１
’
２
’
’
’
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
６
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
ｕ
ｌ
Ｉ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
７
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

恥
一
脈
一
脈
一
四
一
朏
一
朏
一
恥

恥
一
恥
一
恥
一
幟
一
吋
一
鯉
一
脈

恥
一
哩
一
恥
一
朏
一
恥
一
肺
一
恥
一
恥
一
脈
一
恥
一
脈
一
恥
一
脈

脈
一
恥
一
脈
一
吋
一
脈
一
脈
一
脈

脈
一
恥
一
脈

16

RI-斜行、部分

的に羽状

外傾する切出状

鎖状貼付
縄文のみ| IIA 2H 6Ⅳ 22 ﾜ／U

残 16

I黒1~~

b 〕

粘土紐が貼付さ

れ、丸形。縄の斜

刻み

無文の粘土紐による文様 砂粒多いIIlA 3Ⅳ 23 ６ 1 1 67(｝

残 4

1

突起部に貼付・刺突Ⅳ 23 ⅡlA－3 LR斜行？
ｦT
IL

《
』 H-6

残 リ

Ⅳ 23 ﾜ1
pL 突起部に環状貼付8 RI-斜行 丸形[ 1-6 ⅢA 3

残 l l

l l llIA－3 突起先端部Ⅳ－23 1 71 1 9 1 H 6

16

Ⅳ－23 71
J』 縄文のみ1(） 1 1-6 IIA 3 結束第2軸羽状 角形、回転縄文

残 ､

識
一
》Ⅳ 23 1 71 1 11 1 11－6 ⅢA 3 1縄文のみ RL斜行 ｜丸形、細lの縦刻み
麹
一
床

結束第2極斜

行？

肥厚し外傾する切

出状､繩の斜刻み
Ⅳ 24 ワT

I人 縄文のみ12 [ '-6 〕 ⅢA 3

外傾する切出状、

端部の粘土紐間に

縄の斜刻み。

Ⅳ－24 70 1畑
丞昭 I･【 6 床 見暗町式H-6 IIlA-3 RL斜行？ 砂粒多1

Ⅳ 24

~Ⅳ－2.I
床
一
床
一
床
一
趣
一
床
一
鮭
一
床
一
錨
一
床
一
床
一
床

ⅢA 3？ ｜並行沈線間に半裁竹管押引

ⅢA 3 小形、粘土紐による文様

門

ｍ

I･I-6
TT 伊

r' 0

ｕ
｜
幅

恥
一
恥
一
朏
一
恥
一
朏
一
朏
一
恥

脈
一
脈
一
脈
一
恥

角形､縦刻み
内傾する切出状RL斜行？

’

’

２

Ⅱ
ｌ
２
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

1
Ⅳ 24 71

ﾛﾛ 16 1,形11-6 lⅡA 3
雁
、

釘
釧 丸形残一

残

13
Ⅳ 24

ワT
iL

1ｳ
LJ H 6 ⅡIA 3 小形 疵

’
二
１
－
１
二
１

吋
一
吋
一
啄
一
僻

汀
一
打
－
，
｜
刑

測
一
扣
一
皿
－
１

土玉 紡錘形、刺突列

焼成粘土塊?軽石?の可能性

焼成粘土塊?軽石?の可能性

IllA 2 馬蹄形FF癌一撚

軽石？の可能性

~馬蹄形圧浪､撚

恥
一
恥
一
恥
一
咄

１

１

、

ｎ

Ｃ

Ｃ

８

５

０

１

×

×

８

４

０

り

〕

×

×

３

３

２

２

2．6×3．2×2.0cm

糸圧痕のある貼付 紬束第1甑羽状 丸みのある切出状

貫通孔､縄線のある粘土紐。 P 70（図IV
78-2） と同一個体

外傾する切出状、

縄の斜圧痕
Ⅳ－29 風倒木

ﾜ1
J4

ウ H 8 11-8 １ ⅢA 31

無文の粘土紐、半戯竹管の押引｡J1()区付
近と同一個体（図V-l4-42）

Ⅳ 30
句可

J』

戸
Ｊ
Ｊ

Ｈ

劉土1 1 1 7 1 IIlA 2 丸形

甦
一
Ⅶ
｜
Ⅷ
｜
床

研
一
伽
一
幽
一
岬

Ⅳ 30 71 縄文のみり T1 句

l ’ J ２
－
２
－
１

ⅡIA 3 乢形、繩の縦刻みl《1 ,斜行『

Ⅳ 30 71 1 3 1 1 1－7 1 1 ⅢA－2 縄文のみ 羽状

外傾する切出状、

棒の斜刻み
Ⅳ-31 ﾜ1

~ロﾛ
〕 11-9 側 浅い沈線11 9 I 1 ⅡIA－3 LR斜行？

錐
一
炉
一
露
一
叱

Ⅶ
｜
叱
一
趣
一
錘
一
帖
一
維
一
賄
一
叱
一
叱
一
Ⅷ
｜
麩
一
Ⅷ
｜
睡
一
雑
一
鼬
一
難
一
Ⅶ
｜
恥
一
恥

脚
一
州
一
脚
一
ｍ
｜
恥
一
剛
一
隅
一
部
一
恥
一
恥
一
郎
一
恥
一
脈
一
恥
一
蹄
一
郎
一
繩
一
椰
一
恥
恥
一
ｍ
一
ｍ
一
町

２

４

１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ

１
ｌ
３

５
｜
訓
一
’

６

Ⅳ－33 71 I I-lO ⅣA 2 ．3本組沈線。口縁にS字状沈線 郷 角研6

ワ

Ⅳ 33 71
J』 沈線。 1ｺ 6()と|司一個体（図IV-77-I）ワ H 10 砂粒非常に多ⅣA

残 ノ

Ⅳ-36 1 72 1 1 1 1 1 Ⅱ1A ｜底部 RL斜行？

8

Ⅳ－39 72 1 p 1R
4 &、〃 渦巻状沈線、未接合破片多’ⅣA HIf 丸形 砂粒多も

残 〕2

ｂ
－
２
－
１

Ⅳ 39 P 16 ⅣA 8の字？貼付 角形 砂粒多い
ｒ
厄
、

ｆ
ｌ
’

Ⅳ－39 1 72 1 3 P l6 ⅣA ｜突起口唇に楕円形・棒状貼付’
’
３

３

~ ｜角形

Ⅳ－39
ワ｡ 〕

小形の鉢､膳消縄文（無節L）P l6 ⅣA
残

１
－
１

Ｉ

Ⅳ－39 櫛歯状沈線、突起に指頭圧狼ワリ
0－ P l6 ⅣA 11』形

残

387



倉知川右岸遺跡

表7 遺構出土掲載破片土器・土製品一覧（3）

挿図 図版 悉号 遺構名 枝番・接合残 遺構･グリッド 墹位 点数 総点数 分類 特徴 地文 口唇 胎土

Ⅳ41

~Ⅳ41
７

７

１

１
~~

Ｐ

Ｐ

●

１

？

一

花

池

P l7

Pl7

PI9

Pl9

G14

P l9

G12

Gl4

Hl4

L8

P－l9

P､ I9

P I9

P l9

P－l9

P20

El7

F16

Fl6

Fl7
ハロrL

UlU

G18

1114

11 16

Jl4

P20

Fl6

F17
△▲，

Gl3

P20

P-20

1I l5

P20

P20

P21

I13

F14

P･21

P21

1j 21

P－21

P34
〃、ﾛm

し1J

ハゥ、

U』J

G14

1'13

1]1

I14

I15

T 1員
↓ 1，J

P21

P－34

P21

11]5

河In

I16

P89

11 15

115

116

116

117

p ‘）1

1i5

P－Zl

P21

P－21

I15

115

1 15

116

116

014

19

110

11 1）

P21

115

115

116

116

P･21

P21

P21

覆土 1

覆土 l

覆土 3

Vb

Vb 2

謝土 4

Va 2

Vb l

Vb 2

Vb l

覆土 19

覆土3 6

覆土 4

覆土3 9

覆土

覆土

Vb

Va 2

Vb l(）

Vb l

Vb 4

va l l

Vb l

Va 5

Vb 2

Vb

Vb 3

Vb l

Vb

留土

覆土1 l

Vb

覆土l

覆土2 】

覆土l

Vb l

Vb 2

覆土 l

覆土］ ’

覆土

覆土1 ’

覆土 3

Va l

V1〕 6

Vb 3

Vb ’

Va

Vb l3

Va l

V1〕 1

覆土1 ’

覆土

覆土l

Vb l

Vil

Va

覆土l

Vb

Va

Va

Vb l

Vb

覆土1 ’6

Va l

覆土I ‘I

覆土 2

覆土1 l

Va l5

Vb 8

堀上土 l

Vb l4

Va 3

Vb

Vb

Vb l

Va 2

覆土I 2

Vb ll

Va lO

Va l

Vb 7

覆土1 8

覆土 1

攪土I 26

’
二
Ｉ

３

３

Ａ

Ａ

Ⅲ 縄文のみ

~沈線
行
行

斜
斜

Ｌ

Ｌ

Ｒ

Ｒ

角形、回転縄文
~

h

Ⅳ44 72 I) 19 壷、沈線ⅣA 鉦 角形

残 l （

暇

Ⅳ－44 ﾜﾜ ３ P－l9 胴部ⅣA RL？横走気味

列 ”． ”劃､
｜ ’ ⅣA l底部

残 13

Ⅳ－44 1 72 4 P l9

29

ｒ
屑
も

畑
小 丸形、突起部に棒

の刻み
Ⅳ46 ワウ

イ白

伽
リ

ワ
ーＰ３ 壷形､磨消縄文（無節1-とLR）ⅣA

残 5

Ⅳ－46 1 72 1 4 1 P20 1 ⅣA 口縁部 ~ ｜丸形

Ｆ
Ｏ P20Ⅳ－46 口縁部 丸形ワ ⅣAJと

Ⅳ－46 ラリ P20 胴部 無節R6 ⅣA

ⅣA
小形の鉢、肩部屈IMI､横位展開の3本組沈

線
丸冊Ⅳ－49 73 P21 無

残

Ⅳ－49 口縁部文様帯のみ 無 丸形8
T, nl

rﾑ1 ⅣA

平縁に8単位の8の字貼付。P21 ．34撹

土、周辺包含層、H-2に同一個体(図Ⅳ

-11-12）

lツ
〃二

砂粒多LR横走気味 角形ｦq
J，】 I〕-21 ⅣA9Ⅳ－49

残

1

角形LR斜行小形P21 ⅣA
内
奄
Ｊ

【
Ｊ
Ｊ I(）Ⅳ50

残 b

丸形、突起部に棒

の刻み

17
縄文のみ、全面磨耗 無節斜行ⅣA73 P-21Ⅳ－50 1 1

残 i l

45

無節L横走 角形。回転繩文縄文のみ､襖数段の折り返しP21 ⅣA7町
ロ4J 1Ⅳ－50

残（接合） 1

残 jl

8

小礫多い底部、内面に渦巻？沈線ⅣA73 13 P21Ⅳ－50
残

ﾛ》弓
＆『

紐部｡貫通孔無？ （2.2)×(2.7)×(2-3）

C、
覆土1 鐸形土製品p ‘ﾌ1~~~ﾜつ

『･’ 15 【〕21Ⅳ50

塗
Ⅷ
｜
甦
竺
竺
恥
｜
叱
媚
一
噸
ｗ
ｌ
ｗ
ｗ
－
ｗ
－
ｗ

”
一
所
一
部
一
翫
一
啄
一
川
一
艸
一
岬
一
Ｗ
一
郎
一
Ｊ
｜
岬
一
脚
一
Ｍ

’
’
３

底部 蕪ⅣA4Ⅳ52
可4

f4
） P27

RI-斜行

複節RLR斜行

縄文地に沈線

胴部

リ
ニ
ワ

哩
恥

岬
一
癖

別
一
別

1

1

l〕 ･28

~P25
’
’
’
’
’
’
’
’
’
１
’
’
’
’
４

10

角形S字状・波状の3本組沈線 雌P26 ⅣAⅣ－54 74

汚い
予沌

、｡〕

凸』

3鉛



ⅥI 成果と課題

表7 遺構出土掲載破片土器・土製品一覧（4）

胎土口唇地文特徴l艸位 ｜点数 総点数 分頬悩楠･ｸﾘｯ1枝番・接合残挿図 爵号 遺構名図版

哩
型
恥

㈹
一
山
叱
一
叱

晦

P-26Ⅳ-54 74 〕

２

３

１
－
１

繩
一
山

小形､紺|沈線で方形文｡P-35.39 (図Ⅳ

59 4, 62-1） と同一個体
無覆土 ⅣA1P 26 1Ⅳ 54 P 26』

鎚
一
窪
一
窪

剛

脚
一
剛

1
1iII~ ~ ~ ~渦巻沈線

…

ﾛ）
狂． ⅣハP 30Ⅳ 54 174

『誰

1 ‐ l”言
l i 1 1 ⅣA l折'〕返し口縁 RL斜行 ｜角研Ⅳ 54 74 2 P 30

丸形、縄の縦･斜

刻み
LR斜行愛起部調士 3 lI lA 31P 32 P 32Ⅳ 55 74

角形、突起部に棒

の刻み
無2本組沈線、格子状？覆土 ⅣAⅣ 57 74 P 34 P 34

1 1 ⅣA 口縁部｡SP 214と同一個体(図Ⅳ 101 4） ’ ｜角圧
1 1 1 ,.1腿

外傾

’

１
画
１
画
１
画
－

剛

鄙
一
脚
一
蹄
一
肌

Ⅷ
｜
雑
一
塗
遜

Ⅳ 57 1 74 1 4 1 P 34

する切出状、

撚糸圧痕ある波状

貼付

無文の粘土紐のⅢli付、外mに炭化物ⅡⅣ 59
4

P 35
残

Vb

外傾する角形､棒

の刻み
渦巻沈線。図V-38 l51と|訂1－個仇 靴圃土 IVAp－m月~~~ I 1Ⅳ-59 P 35~

~ I

'1,形､細沈線｡P-26.39(図Ⅳ-54 3,62 1）

と同一佃体

師
、 肥厚し角形概土 1 ⅣAⅣ－59 74

J胡
p－恥尽
BuV

p q民
心Vﾕタ4

Ⅳ 59

~Ⅳ－59
格子目状沈線

折り返しの口縁部

確
癖

錘
羅
悪
霊

１

１

恥
一
雌

蹄
一
吋
一
蹄
一
蹄

●
１
－
１
－
ｎ
乙
一
ワ

５

群

ひ

ｎ

Ｊ

（

Ｊ~

Ｐ

Ｐ

５

６

４

４

７

７

鉢形？、櫛歯状沈線 丸形ⅣAⅣ－59 写ｲ
J壷 P 35

残

3本組渦巻状沈線。P 40 （図Ⅳ 63 2） と

M一個体？
無盟土~IP 36 ⅣAⅣ 61 7月

”V P-361

IVA 口縁部

3 小形､細沈線｡P 26.35(図
IVA

1 と同一個体

2 1VA 壷形､ 2本組の渦巻状沈線

小形､細沈線｡P 26.35(図
lVA

｜角形~函
一
挺
一
蠅
一
維
一
錘
一
Ⅷ
一
帖
一
恥

蹄
一
脚
一
爬
一
帥

吋
一
ｍ
｜
、
｜
皿

’
’
３
｜
、
１

ク
ニ
４
。
｜
０
“
’
２
’
９

６

９

０

３

３

４

~~
Ｐ

Ｐ

Ｐ

２

１

１

－

，

Ｆ

ひ

《

ひ

【

』

『

Ｉ

７

１

２

３

６

６

６

Ｖ

Ｖ

Ｖ

V62ワ員44J1p－qQ瓜哩亜
Ⅳ 59 4,54 3）

と同一個体

丸形、突起部に箆

の縦刻み
iIモ

残

無

ﾛ、

l島

覆ニヒ

Vb

０

４

４

１Ｉ

Ｐ

ｆ

６

１

ｌ

７

ｌ

ｌ

９
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

)本組渦巻状沈線Ⅳ 63 7月
ロリ

Ｆ
Ｌ
Ｌ

~
~
~

１P 40 ⅣA
Ⅲ
｜
皿
一
哩
一
、
｜
円
一
剛
一
別
一
四

Ⅲ
｜
皿
一
剛
一
皿
一
剖
一
剛
一
ｍ
一
胆
一
Ｍ
｜
叩
一
皿
一
脚

叱

Ⅵ

咽
ｍ
ｌ
ｗ
ｍ
一
帖
一
叱
一
塗
蝿

十
嘔
一
Ⅶ
羅

恥

羅

羅

恥
一
帖
一
Ｗ
噸
一
帖
一
叱

咽

残 》弓

３

１

３
’
４
肥

３
蝿
ｌ
ｌ
３
ｌ
ｌ
ｌ
５

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

H

1

9

門戸

、Ⅳ 63 口縁部文様帯のみ、沈線太い｝ J 40 艇Ⅳ 角研
残

無節L横走気

味､不規則
Ⅳ－63 75 )k接合破片多い､口縁部文様耕のみ。P･･40 IVA

残

Ⅳ 6
~~

5 P 4（ 折り返し口縁､突起に8の字貼1 被節斜行～横走ⅣA 角形

残

外傾する切出状

縄の斜刻み

外傾する切11 1状

縄の斜刻み

Ⅳ 65
Ｆ
、

ワ
ー 覆土】 突起に楕I['形の環状貼付P 43 P 43 ⅢA-3 RL斜行

Ⅳ 65
~~

P 43 口縁部P 43 RL斜行1 IllA丘 ］

副
一
郵
一
醒

醒
一
脚
一
恥
一
吋
一
軸
一
睡
一
酔

酔
一
四
一
噸
一
恥
一
副
一
脚
一
画
一
恥
一
吻
一
剛

跡
一
剛

剛
一
部
一
服
一
部

叩
一
皿
一
脈
一
皿
一
部
一
川
一
川
一
服
一
部

山
一
郎

ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
２
１
１
１
１
ｌ
４
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
２
ｌ
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
ｌ
２
５
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１

埋
叱
一
地 b1

叱

恥

底
謹
咄
一
帖
｜
Ⅷ
｜
叱
一
叱
一
叱
一
詮
一
Ⅶ
｜
Ⅶ
｜
叱
一
叱
一
Ⅷ
｜
睡
一
鼬
一
睡
一
函
一
誕
一
噛
一
織
一
叱
一
蝿
一
噛
一
Ⅷ
｜
謹
一
ｈ
叱
一
媚
一
錐
一
叱
一
錘

切出状、撚糸の斜

刻み、撚糸圧痕の

ある縦位貼付

見晴町式､突起に沿った粘土紐、直線的

沈線

b LR斜行、部う

的にRI－
Ⅳ－65 ~~jp、J七J 『1

Z P=43 ⅡIA 3

残

Ⅳ 66 76 馬蹄形圧痕P 44 ３ 州坂H人 丸みをもつ切出状

ﾉw‘”
ⅢA-2

｜鎚鐸葱｡
RL斜行 ｜丸形、縄の斜刻みⅣ 66 76 1 2 1 P 44 2 1 111A－3 沈線

６

撚糸圧痕による文様、貼付上に撚糸、馬

蹄形圧痕

丸みをもつ切出

状､撚糸圧疲
Ⅳ 67 76 P 46 [I lA-2 結束第1種羽状

1

残 6

肥厚し外傾する切

出状、縄の縦刻み
Ⅳ 67 76 P 46 Ⅱ[A－2 繩文のみ 結束第1械羽ｷメ

残

LR横走気味Ⅳ－68 1 76 1 1 1 P-48 ⅣA ｜胴部 ~

389



倉知川右岸遺跡

表7 遺構出土掲載破片土器・土製品一覧（5）

総点数 分類挿図 図版 番号 遺柵名 枝番・接合残 直樹‘グリット 間位 点数 特徴 地文 胎＋口唇

P-49 圃土5 1

112 Vb 2

J15 Va

Jl5 Vb l

Ml3 Va 3

M13 Vb 9

M14 Vb l

Ml5 Vl〕 2

M16 Vb l

Nl3 Va 3

N13 Vb l8

N13 風倒木 2

Nl‘l Va l

Nl ､i Vb

ＭＭｎ略旧吟

隔

肥

岨

脇

Ｍ

陥

喝

Ｍ

Ｍ

皿

刑

鳩

肪

Ⅳ

咽

咽

脚

脇

Ｍ

胴

巧

過

Ｂ

Ｍ

Ｍ

慨

肥

６

Ｅ

ｕ

陥

叫

胴

Ｍ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｌ
Ｌ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
訓
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
Ｐ

71

叱
一
叱
一
叱
一
僻
一
四
｜
叱
一
Ⅳ
｜
ｗ
’
㈹
Ⅷ
｜
Ⅷ
｜
叱
一
Ⅷ
｜
Ⅶ
｜
晦
一
Ⅷ
｜
ｗ
｜
Ⅷ
｜
叱
一
Ⅶ
一
一
Ⅷ
｜
蝿
一
媚
一
叱
一
咄
一
帖
Ⅷ
蝿
榊
Ⅶ
Ⅶ
｜
恥

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
９
ｌ
７
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
’
３
ｌ
１
ｌ
１
２
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
皿
一
ｌ
ｌ
３
ｌ
ｌ
ｌ
４
ｌ
ｌ
２
ｌ
５
ｌ
４
ｌ
２
ｌ
ｌ
２
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ

76Ⅳ69 1 P49 馬蹄形雌痕､撚糸圧痕の粘土紐ⅡIA2 結束第1極羽状 外傾する切出状

残（接合） 55

風倒木

Vb

Vb

Vb

塑
聖
吋
而

１

１

４

１

人

一

旬

／

】

１

１

２

１

ｌ

１

Ｊ
Ｋ

Vb

Vb

‘〉

Kll

K12

Kl2

K15

Ml3

Ml3

Ml･l

Ml5

Nl2

Nl3

Nl3

Nl4

Nl4

P49

P49

P51

「l5

K14

Kl5

113

115

115

Jl5
T1戸

J19

Jl6

Kl4

KI5

Kl6

L16

G14

P－51

F13

Fl4

Fl4

Gl4 ~
~
１

４

２

２

鐙

峰

窪

叱

Ⅶ

塒

叱

噛

叱

媚

叱

叱

噛

媚

叱

叱

叱

叱

叱

叱

叱

窪

Ⅶ

吃

叱

Ⅷ

Ⅶ

塒

叱

繩

Ⅶ

叱

晦

噛

叱

ａ

ｂ

ｂ

ａ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ａ

ｂ

ａ

ｂ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

１

－

２

５

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

９

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

５

ｕ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

１

ｌ

１

１

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

５

ｌ

５

ｌ

１

ｌ

Ｉ

ｌ

３

ｌ

ｌ

ｌ

１

２

ｌ

６

ｌ

５

１

ｌ

ｌ

ｌ

１

ｌ

ｌ

２

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

２

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

３

ｌ

９

ｌ

ｌ

ｌ

４

ｌ

１

’

’

１

残 45

砥部付近）76 P .19 ⅣAⅣ69

丸形､直下に粘土

紐、斜位の貼付

突起3か所あるが接合せず｡撚糸圧痕のあ

る貼付紐
IⅡA-2Ⅳ－71 76 P51

残
、択

乙0

宝
ひI

i） 8

角形折り返し口縁部に沈線、突起に棒状貼付 無
再戸

イリ
ﾘ pR1

エ bノュ
、
｜
脚
一
郎
一
噸

ⅣAⅣ71

残 ”
｜
酬
一
酬
一
圃
一
地
一
叩
一
睡
一
岬
一
州

8

10仙

~1

P51Ⅳ－71 f』 (〕

390



Ⅶ成果と課題

表7 遺構出土掲載破片土器・土製品一覧（6）

■胎土口唇地文点数 特徴総点数 分航1吋他枝番・接合残 通講･グリッ挿図 図版 番号 遺構名

鐙
一
通
一
趣

〆

Ｄ

５

５

５

５

１

１

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｏ

ｌ

ｑ

ｗ

９

１

“

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

６

９

１

０

０

１

１

１

９

Ⅱ

ｕ

Ⅱ

吃

陥

Ｅ

ｕ

賜

駈

訂

馴

副

凱

２

認

別

別

弱

り

］

的

４

１

１

１

１

ｔ

．

ｌ

Ｐ
腰
夢
路
腸
Ｄ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
Ｒ
吟
要
Ｐ
侶
県
Ⅱ
隈
仔
僻
僻
、
吟
厩

Ｉ
ｌ
２
ｌ
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
３
ｌ
ｌ
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
ｌ
ｌ
２
１
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
５
ｌ
２
１
ｌ
ｌ

耐

『

３

．

４

２

４

４

．

１

．

４

１

趣

窪

趣

叱

叱

坐

媚

土

土

ｂ

ｂ

ａ

ａ

ｂ

ａ

ｂ

ｂ

ａ

ａ

ｂ

ａ

ａ

ｂ

ｂ

ａ

ｂ

ａ

ｂ

ｂ

ｂ

ａ

ｂ

土
継

鐙

錘

澤

恥

覆
覆
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ

覆

概

砂粒多、雌礎形、器壁薄い 角形ⅣAⅣ－71 76 ） P －51

残 43

2 1 ⅣA ｜縦の蛇行沈線
5 1

Ⅳ 71 1 76 1 4 1 P 51 LR斜行 ｜角形

Ⅳ－71 1縁音I76 P 5］ LR斜行Ⅲ 角｝f〕

残

Ⅳ 7］ 76 P 51 |､形の鉢、無文、口縁内湾 紐３ 角～丸形、先細りⅣAb

櫛歯状沈線

胴部､器壁厚

底部

岬
一
岬
一
脚

巧
一
応

浦

踞

恥
一
甥

１
画
’

、
／
二
勺
’
二
・
Ｉ
合

１
１

２

Ａ

Ａ

Ⅳ

Ａ
Ⅱ

無

RL斜行？

縄文

■
Ⅱ
几
二
剋
■
１

１
几
二
ｎ
Ｆ
】
二
１
八
二
・
Ⅱ
』

二

突起部､撚糸圧痕のある粘土紐･円形貼
付

Ⅳ－74 子7
J』 P－551 ⅡIA－2

残

Ⅳ 77
守
り

ワ
ｆ 1 P-69 底部付近。H-lOと同一個体(図Ⅳ-33 2) 砂粒非常に多ⅣA ~

貫通孔､縄線のある粘土紐｡ 1-1 8 （図IV

-29 2） と|司一個体

外傾する切出状

縄の斜圧痕

志1ﾕｰﾜﾊ
』 J1タ 1a

b P－70 底 5 5

c P･ 70 底 3 3

H 6 覆土1 4

11-6 覆土2 “，
麓

H-6 覆土9 1 二l
P 70 底 l5

P－76 覆土 l

Ⅲ-5 覆土3

H 6 覆土l l ]5
H－6 覆土8 l

P-87 覆土 12

、ワハ
』fIJ

１

~~趣一趣

残 Zl

l

15

胴部 結束第2種羽状 ’ 一

写真のみ｡撚糸圧痕のある環状状貼付｡広

面にも貼付Ⅳ－78
~~

,） P-70 ⅡlA 3

Ⅳ－79 1 77 1 1 1 P 76 lVA ｜底剖

口縁のみ結束第

1種羽状、他は

RL斜行

胴部下半張り出す。特に下半で磨耗著し
い

外傾する切出状、

縄の斜刻み
Ⅳ 82 77 P-81４ ⅡA-3

丸形、外面直下に

撚糸の斜刻み
Ⅳ－82 覆土2P-87 P 87 ｢I縁音11 ' 1 1A-3 LR斜行?

Ⅳ－82 1 77 1 6 1 P 87 P 87 覆土 3 3 ［ⅡA 底部、張り出し明瞭
P-89 覆土2 10 1 (）

P 89 覆土 l

P-89 覆土l 16 q7 IIIA 2 撚糸圧痕のある粘土残
P "89 閥土2 15 …

P-89 覆土3 5

P-89 覆土 1 ⅣA 8の字状貼付
P 89 覆土 1 2

116 Vb l ⅣA 口縁部
残 1 17 Vb l l

割一窪

撚糸圧痕のある粘土ⅢA 2
残 コワ

」』

覆土

Vb

９
８６

ｌ
ＰＩ

１１

口縁部ⅣA

斜行？

外傾する切出状、

粘土紐
Ⅳ－84 ﾜﾗ

~『~』 1 P 89 紐 結束第1種羽状

Ⅳ 84 1 77 3 P-89 ~ ｜丸形

Ⅳ－84 ﾃﾜ
f』 P 894 L横走気味 角形

球形､竹管刺突列（1 .6)× (1.9)× (1.2)

C、

Ⅳ-84
一

覆土P 89 P89 十雫b 1 1

SP 21 Ⅷ l5

SP-21 覆土 1 24
L12 Ⅷ 8

1A 内面貝殻条痕 無 尖上
SP21 Ⅷ l5

SlJ－21 覆土 5 24

LI2 Ⅷ 4

SP､22 覆土 ⅣA 口縁部 丸ﾅf

磨消縄文(無節L)。 ' '-2と同一個体(Ⅳ鉦 丸1fSP~156 覆土 2 2 NA EM3
Sp214 覆土 l ⅣA 口縁部｡ P 34と|司一個体(図Ⅳ 57 4〉 丸派

dld

邑軒

内面貝殻条痕1A 鉦 尖り

。》~刺

昌研

磨消縄文(無節L)。 1 1-2と同一個体(ハ
ー11-9）

覆ゴSP－156

ク

ⅣA 無 丸形

Ⅳ 101 SP 21I
気味 砂粒J J

残

Ⅳ－101 77 1 2 1 SP 22

Ⅳ－101 77 I SP I56

Ⅳ 1()l 77 1 4 1SP－214

39Z



倉知川右岸遺跡

表8 遺構出土掲載石器・石製品一覧（1）

遺柵・調

査区名

1,グリ

ソド名

長

(c、）
０

幅
町~

ｊ

Ｈ
Ｔ
面

１

Ｊ

Ｃ

く

砿趾

(9)
幟
物

接合

関係

抑図 lxl版 番号 間位 遺物番号 器種名 石材 欠損率 被熱 備考

図Ⅳ 3 91 1 配石 l

図Ⅳ 6 91 3 11 1

図Ⅳ 6 91 4 H 1

図Ⅳ 6 91 5 1 1 1

図Ⅳ 12 92 14 1 1 2

図Ⅳ 12 92 15 11 2

図Ⅳ 12 92 16 H 2

図Ⅳ 12 92 17 11 2
図Ⅳ 12 92 18 1 1 2

図Ⅳ 12 92 19 H 2

図Ⅳ 12 92 2(） 1 1 2

図Ⅳ 12 92 21 I~I 2

図Ⅳ 18 93 13 1 【 5

図Ⅳ 18 93 14 1 1 5

1

91 8〕

図Ⅳ

15

図Ⅳ 12 92

T1
4且

図Ⅳ 12 92

列Ⅳ 12 92 Z(）

更11V 18 93

Vb 9

溌土3 13

床 46

個土2 40

騒土 317

覆土 231

40

闇土

台石・石Ⅲ 53.6 29.3 18.6 4200 安ll l岩 ()

2．9 1 ．2 0．5 1．2 頁岩 0

11 .0 5.7 3.5 360 泥器 4

8．8 13．7 7．0 1040 カンラン岩？ （）

3.3 12.5 0.4 1 .3 頁岩 0

5．7 6． 1 1．1 56 頁岩 4

7．1 6． 1 3．5 131.9 頁岩 （）

(9.3） 4.2 2~9 17~4 緑色泥岩 1

1(1 ．7 ．1 ．5 2~5 200 閃緑岩？ 0

9．4 4．0 2. ‘1 142 緑色泥岩 4

7．0 ‘1 .8 3．0 140 安山岩 0

9.8 13.2 5.3 902 安山岩 0

8．6 8．2 7．5 622 安山岩 0

9．2 14． 1 3．5 552 安山岩 0

13,0 9．4 6．4 1125 安山岩 1

12.5 15.5 16.3 272 安山岩 3

10.0 ］2．2 16．3 272 安山岩 （ .i

一 2258 安山岩 （4

3－6 1 ．4 0．5 1 ．9 頁岩 0

(5‘3） 3.3 1 . (1 19.4 玄武岩 2

4．9 1 ．6 0．8 4．3 頁岩 （）

5．2 1 ．7 1 ．0 5．3 頁岩 （）

11 .2 3．2 1 ．2 40．1 頁岩 （）

7． 1 4．2 1 ．3 36．8 頁岩 0

6．6 4．2 1 ．7 31．6 頁岩 （）

6．3 4．0 1 ．2 34 頁岩 4

6．6 4．0 2．<） 33 頁岩 0

4．8 4．4 1 ．9 21 ．1 頁岩 4

4．3 ‘1 .5 1 ．5 30．5 頁岩 4

7．9 10．2 5．9 570 頁岩 4

8.0 ‘1 . .1 2.7 170.6 緑色泥岩 ()

9．2 5．9 2．7 248.5 緑色泥岩 4

10.1 14.0 2，9 514 安山岩 0

7．4 14．0 2．6 350 安山岩 4

11．8 14．7 3．8 720 安山岩 0

7，8 （6.6） l ‘3 91 ，4 安山岩 3

泥端

8．8 カンラン岩？

1 ．3 頁岩

1 ． 1 4

7－1 頁岩
心ハ

ム.汀
Tワィ
LI,甥

1 ．5 0

緑色泥岩

‘1 -8 3．0 140

9－8 0

安山岩

9．2
11 1

』モロ 」

ａＰ

ｍＪ

安山岩13．0 1

安山岩

16．3 ﾜﾃﾜ
ｰq吟

頁岩
~8m

も.』

5，2

頁岩 (）

7． 1
4 ，

凸』 .&
1 q
且 . ＆》

頁岩1 ．2 34 I

頁岩
ｲ

7．9

安山岩10－1 14．0 2，9 こ14
JL，2

石錐 1

石斧

fi冠様石器

石鎌

スクレイパー 光沢あ！

覆土 68 石核

岬
一
脚
澤
一
雄
一
蒔
一
鋤

石斧

1 石斧

石斧脳

細

籾

棚

敲石

すり石

j-り石

涜土5 q則
凹￥ 扁平打製石器原材

到Ⅳ 輝

港
一
捗
一
恥

睡
一
趣

睡
一
床

|上海道式石冠18 93
『?

【2 鍋
一
恥

鋤

り 3

図Ⅳ 18 93 16 1．1 5

図Ⅳ 18 93 16 11 5

図Ⅳ 18 93 16 0 21

図Ⅳ 24 94 18 11 6

図IV 24 94 19 1 1 6

図Ⅳ 24 94 20 11 6

図[V 24 94 21 i' 6

18

W 624
⑰ハ
白､ノ94

北海道式石冠 折

折

一

折

〈
ロ
合
口

接

接

し
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一
郷

理
一
州

石槍 胡 I I 6 フク 6,F 9 17と同一母岩

錐形石器

錐形石器

覆土5図Ⅳ ６ 478 光沢あり
句I
凸設 94

リ
ー２ II

n』 スクレィパー

図Ⅳ 24 94 23 H 6 覆土8 613 スクレイパー

図Ⅳ 24 9‘1 24 11 6 床 609 スクレイパー

図Ⅳ 24 94 25 1 1 6 覆土2 469 スクレイパー

床図Ⅳ 24 11

６

スクレイパー94
｡､』

畠jf 609

光沢あ！

床灰1 1V 451 スクレイパー24 94 2(1 11 0

図Ⅳ 25 94 27 H 6 床 612 ｽｸﾚｲﾊｰ

図Ⅳ 25 94 28 11 6 床 646 石核

図Ⅳ 25 94 29 1 1 6 床 366 石核

図Ⅳ 25 94 3() 1 1 6 床 392 石斧

図Ⅳ 25 94 31 1 1 6 床 551 石斧

図Ⅳ 26 95 32 H 6 床 640 扁平打製石器

図Ⅳ 26 95 33 1 1 6 覆土 150 扁平打製石器

図Ⅳ 26 95 34 1 1 6 床 664 扁平打製石器

図Ⅳ 26 95 35 1 1 6 閥土1 112 扁平打製石器

図Ⅳ 26 95 36 1 1 6 床 472 扁平打製石器

図Ⅳ 26 95 37 H 6 溜土1 61 刷平打製石器

図Ⅳ 26 95 38 H 6 床 642 北海道式石冠

図Ⅳ 26 95 38 、1 31 c Vb l 北海道式石冠

図Ⅳ 29 96 3 1 i 8 床 23 石誠

図Ⅳ 29 96 4 1 1 6 覆土 6 石槍

図Ⅳ 29 96 4 11 8 床 34 石槍

図Ⅳ 29 96 ､I F 9 焼土 17 石槍

図lV 29 96 4 H 6 溜土3 289 ﾌﾚｲｸ

図Ⅳ 29 96 5 1 1 8 履土 20 石槍

図Ⅳ 29 96 6 H 8 床 9 扁平打製石器

図Ⅳ 29 96 7 H 8 綴土 18 北海道式石冠原

図Ⅳ 29 96 8 H 8 床 29 砥石

図Ⅳ 29 96 9 11 8 床 27 帝石･石Ⅲ

図Ⅳ 30 96 4 H 7 床 20 錐形石器

図Ⅳ 31 96 5 11 7 麗土 l 刷平打製石器

図Ⅳ 31 96 6 H 7 覆土 2 北海道式石冠

図Ⅳ 31 96 6 , 18 b Vb l2 北海道式石冠

図Ⅳ 31 96 3 H 9 床 17 台石･石11Ⅱ

図Ⅳ 31 96 3 1 1 9 床 15 ﾌﾚｲｸ

図Ⅳ 31 96 3 H 9 床 16 ﾌﾚｲｸ

図Ⅳ 35 97 1 P 4 坑底 3 台石･石皿

図Ⅳ 35 96 2 P 4 坑底 l 台石･石IⅢ

図Ⅳ 35 96 2 P 4 坑底 2 台石・石皿

図Ⅳ 36 97 1 P 7 榎土 3 台石･石Ⅲl

図Ⅳ 37 97 1 P 10 覆土 l 北海道式石冠

図Ⅳ 37 97 2 P lO 覆土 2 北海道式石冠

図Ⅳ 39 97 l P l4 稲土1 2 北海道式石冠

図Ⅳ 39 97 7 1』 16 覆土 27 敵石

図Ⅳ 40 98 1 P 15 坑底 3 台石･石llll

図Ⅳ 40 98 2 P l5 坑底 2 台石･石皿

図Ⅳ 41 98 3 P l7 制土 19 扁平打製石器

図Ⅳ 42 98 4 P 17 侭土 21 台石･石皿

図Ⅳ 42 98 5 P 17 覆土 20 台石･石皿

図lV 43 98 1 P 18 坑底 3 台石･石Ⅲl

図Ⅳ 44 99 5 P l9 覆土 39 石核

図1V 44 99 6 P 19 床直上 31 石斧

図Ⅳ 44 99 7 P 19 覆土 40 台石･石IⅢ

図Ⅳ 46 99 8 P 20 稲土2 100 扁平打製石器

図Ⅳ 5() 99 14 P 21 覆土 58 ｽｸﾚｲﾊｰ

図Ⅳ 52 10(） 3 P 27 坑底 19 ｽｸﾚｲﾊｰ

図Ⅳ 53 99 2 P 25 坑底 3 敲石

図Ⅳ 53 99 3 P 25 坑底 4 台石･石皿
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21 .7 41000 安山岩 0

13．9 7』190 安山岩 （ () ）

一 6600 安山岩 〈0）

22. (） 3()5( 10 安山岩 0

6．6 1200 安山岩 0

(6. ]) 950 安山岩 1

5．2 605 安山岩 2

2．9 125 安山岩 2

10.7 1360(） 安山岩 0

14.8 23000 安山岩 0

3．9 806 安山岩 （1

14.5 2750{） 安山岩 （）

15. 1 21000 安山岩 （）

14．2 2(〕000 安山岩 （）

L7 36．8 頁岩 0

2．2 144 緑色泥淵 4

8．2 4000 安山岩 （）

2．9 438 安山岩 （）

1 ．8 58．5 頁岩 （1

1 ．4 19．2 頁岩 2

8. () 998 安山岩 0

11 .9 13900 安山岩 （）

リ1 n~~~~

0

安山岩 （ I
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安山岩806 （ ’
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I

19，21 ，4

２｜、
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一
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一
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一
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一
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一
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一
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一
測
一
湘

州
一
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嘩
一
岬
一
咽
一
郷
一
邪
一
応
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一
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“
一
啄
一
岬
一
祁

心
一
狸
一
即
一
雌

1

(4．5） 13-0

器-際
属性内容は次のとお｛

欠損率･ '0 ：完形 1

被熱…l :被熱石器

である。

全体の2/3以上残存2 ;半分程度残存3 ：全体の2/3未満残存4 ：欠損後再生 ( )付き数字は接合により判断されたものである。

付着物･…l ：ｱｽﾌｧﾙﾄ様物街3:付着物不明のもの接合関係･剥：剥離面接合折：折れ面接合

392



Ⅶ成果と課題

表8 遺構出土掲載石器・石製品一覧（2）

遺撤・調

査区名

小グリ

ッド名

長

(c、）
１

幅
、Ｉ

く

厚

c、）

重量

(9) 聯|嫌挿図 図版 番号 層位 器種名遺物番号 石材 欠損率 被熱 備考

図Ⅳ 54 100 3 P 30 彊土 30 つまみ付きナイフ 7．0 3．2 1．3 31．5

図Ⅳ 56 100 5 P 34 Vb l4 台石・石皿 39.0 30.0 11.6 15200

図Ⅳ 59 100 8 1】 35 観土 24 扁平打製石器 8. () 12.9 2.2 341

図Ⅳ 61 100 3 P 36 覆土 4 石核 3．15 4.0 2－8 34．4

図Ⅳ 61 1()0 4 1’ 36 覆土 55 破石 10．5 7，8 7．2 812

図Ⅳ 61 102 1 P 68 覆土 15 扁平打製石器 9~7 12~ 1 2．2 292

図Ⅳ 61 102 1 1 I ll b Vb 8 扁平打製石器 10.4 16.6 2~2 48

図Ⅳ 61 102 2 P 68 濁土 2 扁平打製石器 10．0 14．3 4．2 640

図Ⅳ 61 102 3 P 68 覆土 13 扁平打製石器 9.7 (10.5) 3.3 306

図Ⅳ 63 1()0 6 1） 40 翻土 103 スクレイパー 3. ‘1 5．5 1 ．2 21 ．5

図Ⅳ 65 100 5 1〕 43 濯土1 3 台石・石川 37.4 33.3 12.5 24500

図Ⅳ 66 101 3 P 44 覆土2 1 台石・石皿 （23.2） （18,6） 8． 1 3200

図Ⅳ 69 100 3 1J 49 溌土5 3 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ 4.8 5.9 1 .6 34.2
図Ⅳ 71 101 7 1〕 51 覆土2 55 石鑑 （2.9） l ~5 0．4 1．4

図IV 71 101 8 1， 51 覆土5 87 スクレイパー 5．0 2~7 1 ．2 16．7

回Ⅳ 71 101 9 P 51 覆土4 44 Rフレイク 6．2 4．7 2．0 34．6

図Ⅳ 71 101 10 P 51 覆土5 94 敲石 12．7 9． 1 6．8 1025

図Ⅳ 72 101 11 P 51 覆土3 65 台石・石皿 35．3 30~6 10~8 14950

図Ⅳ 73 101 3 P 53 覆土4 47 スクレイパー 6．9 3~4 1．4 24

1釧Ⅳ 73 101 4 P 53 麗土4 45 砥石 29.2 19,6 2.8 1850

図Ⅳ 73 101 5 P 53 覆土1 44 台石・石皿 31 .2 26.7 11.2 10900

図Ⅳ 74 102 3 P 54 覆土 28 スクレイパー 7．9 3~8 1．2 28.2

1割Ⅳ 78 102 3 P 7{） 坑底 10 扁平打製石器 10．5 12．6 2．7 640

図Ⅳ 79 102 2 P 76 覆土 3 石錐 3．8 1． 1 0．4 1．2

図Ⅳ 82 102 7 1》 87 覆土 2 石槍 （4.4） 3．0 1 ．3 17」

図Ⅳ 82 102 8 P 87 覆土 4 扁平打製石器 7.4 (7.4) 2.0 138

図Ⅳ 82 102 9 P 87 騒土10 116 北海道式石冠 8．3 1LO 8．6 964

図Ⅳ 84 103 5 P 89 麗土2 86 台石・石ⅢI 40.3 29.7 13.6 2250(I

図Ⅳ 87 103 I S 3 Vb l 台石・石皿 （20‘3） 21．5 11．7 6700

図Ⅳ 87 103 l S 4 Vb l6 台石・石1111 （19.6） （20. ‘l） （11 .5） 420(）

図Ⅳ 101 103 5 SP 33 潴土 3 スクレイパー 6，4 5．8 1． 1 32

図Ⅳ lOl lO3 6 SP 97 覆土1 1 スクレイパー 7．8 5．7 1．8 64

図Ⅳ l()1 103 7 SP 6(｝ 覆土 l 石斧 133 4．3 2．2 108

図Ⅳ 101 103 7 G 10 c Vb 4 石斧 104.3

図Ⅳ l(11 103 8 SIj 77 覆土 2 台石・石1111 28.3 24. 1 14-6 13100
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安1 1 1岩
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倉知川右岸遺跡

表9 包含層出土掲載復原土器一覧（1）

器i目j 底径挿図 図版 番号 残 遺構･グリッド 層位 点数 総点数 分類 器形 特徴 口唇 胎士 口従地文

鴻
一
１

貝殻腹縁連続移動文､尖底？､爪痕

あり､姶稿み痕明瞭.内面スス付着

角形、内・外角に亥1

み状の通続移動文

叩
一
剛
亜
岬
亜
肥
両
亟
邸

辿
辿
辿
些
些
辿
止

Ⅷ
応

望
ｌ
｜
岨
－
３

３
ｌ
１
ｌ
１

６
ｌ
１

深鉢 無 砂粒。繊密
q〆

咄0 1A 17．5 (8．8）1V－4
残

貝殻腹縁連続移動文、尖

辰？

灼形、内・外角に亥1
深鉢 (16．9） (8.2）淵f~ ~~ 砂粒・軽石粒1q

LJ 1A4 46
み状の連続移動文

13

貝殻腹縁連続波状

文

砂粒少蹴、 キメ細

かい
深鉢御

璽
型
爬
両
亜
碓
諾
柚
亜
哩
亜
岬

1A 貝殻版縁連続波状文、平底 （17‘ ()） 7． 1ｌ
ｌ
１

ｌ
ｌ
３
ｌ
肥
一
ｌ

ｌ

２

１

Ⅳ
’
’
’
’
’
５

１

V－4 16

叱
一
叱
一
Ⅷ
｜
Ⅷ
Ⅷ
恥
一
睡
一
叫
一
仙
一
噛
一
Ⅵ
｜
叱
一
》
叩
一
Ⅷ
｜
叱
一
噛
一
叱
一
恥
一
妬
Ⅶ
｜
叱
一
噛
一
叱
一
Ⅷ
｜
叱
一
Ⅷ
｜
床
一
Ⅷ
叱
一
叱
塒
叱
一
叱
一
叱
一
Ⅷ
’
㈹
一
Ｗ
叱
一
叱
一
叱
一
Ⅵ
｜
叱
一
叱
一
や
嘔
叱
一
叱
一
Ⅷ
｜
噛
一
叱
叱
｜
噛
一
叱
一
Ⅵ
叱
叱
一
恥
一
帖
一
㈹
一
Ｗ
｜
叱
一
媚
叱
一
Ⅵ
｜
瞬
一
叱
一
叱
一
叱
塒
一
叱
一
叱
噛
一
恥
一
噸
一
帖
一
恥
一
鋤
一
叱
一
Ⅶ
｜
叱
一
”
｜
叱
一
Ⅵ
｜
恥
Ⅷ
｜
恥
Ⅶ
｜
媚
叱
一
Ⅵ
恥
一
帖

残 24

深鉢 無文(貝殻?条痕)、平底 砂粒。キメ細か↓1A 鉦 先細りの丸形 (13.2）
や
さ

り
」 15．7V 4 46 4

M44

N』l4

N44

M44

残 N44

N･l4I

O37

038

O39

P37

P38

P38

037

残 O38

P38

I I－1

N8

Ql(I

Ql(｝

Qll

Qll

R9

RlO

M9

O11

Qlo

Qlo
残

Q11

R9

R9

S9

1 10

111

111

残 111

（)9

09

010

（)lO

Qlo

Qlo

Ql{）

Q9

R9

I9

Jll

Jl2

KlO

KlO

K11

Kll

Kll

Kl l

Kl2

Kl2

Ll6

Ml2

Ml2

Ml3

Q6

R5

I IlO

j9

J10

Jl()

K9

KIO

Kl(）
残

Kl l

Kll

KIl

K12

Lll

Ll2

R5

11 1

111

I12

Il2

Jll

残

残

残

~~H1

14

繊維多い、軽石粒

少型
多軸絡条体【IBV－5 48 12 （14．8） 11-0

’
’
３
’
５

弱

ｌ
ｌ
２
ｌ
３

調

１

75
M字形突起。撚糸圧痕のあ

る粘土紐､3列細線、馬蹄形

圧痕

角形、羽状の撚糸

圧痕
深鉢 結束第一種羽状 繊維多い、砂粒ⅢA-2V 6 1ケ

L21 （19－3） 22．0 9 014

13

１
｜
ｌ

陥
一
調

１
ｌ
４
ｌ
１
ｌ
２

１

１

９
ｌ
旧
－
４
ｌ
２

１

２
ｌ
１

１
｜
犯
－
３

４
ｌ
１
ｌ
２

４
ｌ
ｌ
ｌ
５

６
ｌ
Ｅ
－
３
ｌ
ｌ
ｌ
６
ｌ
２

ｎ
ｌ
訂
－
８

帽
－
４

１
ｌ
５
ｌ
８

ｌ
ｌ
１

リ
ー６

外傾する切出状、

羽状の撚糸圧痕。

突起部間中央に環

状貼付

M字形突起。撚糸圧痕のあ

る粘土紐､3列縄線､馬蹄形

圧痕

縦位の結束第1種

羽状

繊維･砂粒多い､小

礫・海綿骨針
15 ⅡIA 2 深鉢 (21.4） 26．81ﾜ

ｵI 11-0V－6

、ｰ

〕，

撚糸圧痕のある粘土紐、馬

蹄形圧痕。文様帯挟い

外傾する切出状

羽状の撚糸圧痕

繊維・砂粒、軽石

粒わずか

l(】
深鉢 結束第1種羽状47 16 IⅡA－2 21 ．5V 6

ワ可ワ
ムJ･f

H

撚糸圧痕のある粘土紐。突

起lか所にのみ馬蹄形圧痕

外傾する切出状

～丸形、撚糸圧痕
深鉢 結束第1種羽状 繊維・砂粒 (7.6）20. ‘IV－6 17 ⅢA－2 1ﾜﾜ

ｭ0 .台糊4J

130

丸みを帯び外傾す

る切出状、撚糸圧

痕

大形。縄文のみ、突起部に

撚糸圧痕のある鮎+･紐

繊維・砂粒､海綿

骨針わずか
深鉢 結束第1種羽状ⅢA 2V－7

T I 48 18 33．9
国
、

14 句

l岫口｡’
’
１
ｌ
ｌ
ｌ
１

３

１
ｌ
１

２

１
ｌ
２

皿

２
｜
Ⅲ

１
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
加
一
３
｜
別
一
Ｉ

38

90
撚糸圧痕のある粘土紐、剥

落部多い｡馬蹄形圧痕､縄線

外傾する切出状、

撚糸圧痕
ⅢA-2 深鉢 結束第1種羽状 繊維少・砂粒19 (28．5） 12．2V 8 18 15．3

※計測値（ ）付き数字は、口径・底径では推定値、器高では現存値。

394



Ⅶ成果と課題

表9 包含層出土掲載復原土器一覧（2）

底径特徴 胎土 口径 器高地文挿図 jR構・グリッド 噛位 点数 総点数 分類 器形図版 番号 残 口唇

聖
、
亟
坐
型
辿
盤
叩
亜
、
亙
里
且
型
円
亜
、
亜
皿
亜
岬
一
Ｗ

Ⅷ
一
叱
一
叱
一
Ⅶ
｜
蝿
一
叱
一
叱
一
叱
一
噛
一
叩
一
Ｗ
｜
叱
一
叱
一
叱
一
噛
一
叱
一
Ⅶ
｜
咄
叱
一
媚
一
叱
一
噛
一
叱
一
Ⅶ
｜
叱
一
Ⅶ
｜
叱
一
Ⅷ
｜
Ⅷ
｜
ｗ
咽
一
Ⅶ
｜
叱
一
叱
胎
一
Ⅷ
｜
噛
一
叱
媚
一
叱
一
Ⅶ
｜
Ⅷ
｜
叱
一
叱
一
叱
一
叱
袖
一
叱
一
叱
一
Ⅶ
｜
胞
叱
一
Ⅵ
｜
Ⅷ
｜
Ⅵ
媚
一
帖
一
叱
一
叱
一
Ⅶ
｜
叱
一
恥
叱
一
叱
叱
一
叱
噛
一
ｗ
｜
Ⅶ
｜
Ⅶ
｜
噛
一
恥
一
叱
一
Ⅷ
Ⅷ
叱
一
叱
一
叱
一
叱
一
Ⅷ
｜
火
一
叱
一
叱
Ⅵ
｜
叱
叱
一
叱
賄
一
叱
一
叱
一
叱
叱
一
叱
一
Ⅷ
叱
一
Ⅷ
㈹
一
叱
叱
一
噛
一
叱

１

１

’

１

｜

肥

－

１

’

１

ｌ

４

ｌ

３

ｌ

９

１

ｕ

ｌ

１

ｌ

２

ｌ

ｌ

７

ｌ

６

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

２

Ｍ

｜

鵬

V 8 48 19

残 ワ

外傾する切出状､

撚糸圧痕のある波

状貼付

繊維・砂粒・軽石

粒

小形。撚糸圧痕のある粘二l

紐、馬蹄形圧痕、縄線

20
結束第1種羽状

f，Fn,

1ﾑﾜ，‘ﾉ深鉢 14．8[ⅡA-2V－8 48 20

残 ４

小形。撚糸圧痕のある粘土

紐、馬蹄形圧痕､縄線。爪

痕あり。突起に嵐通口．胴

部下半が張り出す。文様帯

下端に波状貼付

外傾する角形､撚

糸圧痕のある波状

貼付

繊維・砂粒・軽石

粒

26 /1弓句､
1入f ,ムノ深鉢 結束第1狐羽状 16． 1）I l IA2V R 49 11

残

1砿突趨か所山形｡櫻糸圧痕のある粘

土紐､2種の半裁竹管刺尭正面のみ文様

1鰄が鼬り､馬珊狂鮒用

外傾する切出状、

撚糸圧痕、突起問結束第1種羽状 繊維・砂粒・小礫 13．0 （14．0）深鉢lIlA2V－8 ｳ①
自白

1J1
人茜49

~

中央に山形貼付

岬
一
岬
一
ｗ
ｌ
ｗ
ｌ
ｗ
－
繩
一
ｍ
｜
岫
一
Ⅷ
｜
皿
一
岬
岬
一
岬
一
沁
一
川
面
一
剛
一
ｍ
｜
皿
一
剛
一
噸
一
唾
一
理
一
利
一
即
一
即
一
ｍ
ｌ
ｍ
ｍ
ｌ
ｍ
ｌ
皿
一
ｍ
一
叩
一
肌
一
ｍ
｜
ｍ
皿
一
ｍ
｜
皿
一
ｍ
一
Ⅲ
｜
皿
一
爬
山
一
測
一
朋
一
川
一
服
一
卿
一
脚
ｍ
｜
剛
一
繩
一
皿
一
ｍ
一
山
山
一
四
一
岬
一
”
一
ｍ
｜
Ⅲ
｜
胸
一
山
一
“
｜
叩
一
Ⅲ
｜
池
一
ｍ
一
川
一
邸
一
四
一
叩
一
山
噸
一
即
一
剛
一
四
一
噸

bb

撚糸圧痕のある粘土紐、半

裁竹管状工具刺突､縄線｡下

半磨耗。突起に間迩孔､左

右端肥厚。文様帯下端に波

状貼付

１

’

６

７

ワ

ニ

ー

外傾する角形｡波

状の貼付
深斜 繊維・小礫多↓結束第1極羽〃

、－ ”

乙句-JⅢA2-9 231Q
汀己f 』 ノ

残 1ワ
上』

１
－
１

ｌ
ｌ
Ｅ
－
１
ｌ
ｕ
－
１
ｌ
３
１
ｌ
１
ｌ
ｕ
ｌ
ｌ
２
１
ｌ
１
｜
喝
－
１
｜
諏
一
ｌ
ｌ
５
２
－
４
ｌ
２
ｌ
６
１

外傾する切出状。

撚糸圧痕のある波

状貼付

↓8

矢羽状の撚糸圧痕がある粘

土紐｡つまみ状の貼付
深斜 結束第一種羽>け 繊維．砂粒多い (28.5）V-9 |ⅡA21q

■望 24
1』 4

1牡.¥34 ．3

残 1

外傾する切出状。

緩やかな波状貼

付、突起間中央で

弧状貼付追加

突起に貫通孔。撚糸圧痕の

ある粘土紐｡2祁の半裁竹管

状工具による刺突･押引

V－l(） 56 深鉢 結束第1極羽状25 繊維、砂粒| I iA－2 10.8厨5 25－7 6

｝(）

逝形に

近い深

鉢

壷形に近い器形｡口縁内面

に横U字状貼付。無文の貼

付紐､半裁竹管の押引

角形、無文の波状

ﾙ'1付
V 10 26 IIA－2 結束のない羽状bl1 砂粒・軽石粒 (6．418－5

14 町

l蛸.｡

１

３

ｌ

１

ｌ

１

ｌ

ｌ

１

１

１

ｌ

１

ｌ

ｒ

ｌ

ｎ

－

５

ｌ

ｌ

４

ｌ

１

ｌ

１

ｌ

２

ｌ

ｌ

５

｜

弘

２

’

’

’

３

ｌ

１

１

ｌ

２

４

ｌ

１

２

ｌ

ｌ

ｌ

３

４

ｌ

１

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

２

ｌ

Ｉ

ｌ

残 h

突起に貫通孔､貼付刷落｡箆

状工具による押引｡文様帯
下端に波状貼付

外傾する切出状、

無文の波状貼付

繊維多い、砂粒

海綿骨針
ゾ 10 局0 深鉢27 ⅢA2 結束第1種羽状

ワ4

イ箸 109 29．9 10-5

4か所の橋状把手｡把手上に

横位の馬蹄形圧痕と刺突。

底面に網代痕

q,プ
J1 外傾する切出状

半減竹管の押引

繊維・砂粒・海綿

骨針
~ ~~V-ll 51 深鉢IIIA 結束第1種羽;け28 フワミ

閏凸■ ■〃 10，6白J ･白

残 ３

繊維・軽石粒、砂

粒少量
V－ll 50 ⅡIA2 深鉢 無文の小形29 鉦 外傾する切出状l ］ ｲ貝剣｝

、q〃■uJ11 ． 1 12．1

繊維多い、砂粒

海綿骨針わずか~~トュア 手づくね、小形の椀形V 11 50 ⅢA-2 鉦 尖り気味I） ４ 【
ｊ

－
Ｄ }_3

想定

(4.7）
皿形。 6単位の刺突孔V 11 胃1

hJ』

"11

m〕L 6 [ⅡA2 皿形 無 丸形。外面に被る 砂粒多い
ｲ、姉弓

l色q＞-J (20．0）

1ﾜ
ﾕI

W 11

V 人』
罠1
L〃』 32

~

計測値（ ）付き数字は、口径・底径では推定値、器高では現存値。
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倉知川右岸遺跡

表9 包含層出土掲載復原土器一覧（3）

挿図 図版 番号 残 遺檎･グリッド 刷位 点数 総点数 分類 器形 特徴 地文 口唇 胎土 口径 器高 底径

LlO

LlO

Lll

K9
＝

しM

LlO

N24

P25

P26

g型
N9

N9

堕
些
叱
一
止
血
叱
冗
冗
一
些
血
而
両

１
｜
加
一
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
４
ｌ
７
１
ｌ
Ｉ
ｌ
舗
一
ｑ

三脚台

つき深鉢

やや不規則な結束

第1種羽状

繊維、砂粒、軽石

粒

旬
ｆ
“
″

【
４
域
蝉

ｆ
ｔ
ム
ロ

r ll

V 11 51 ﾛ』り
巳＞畠 ⅢA2 台付土器の脚部。三脚 (15．8）

碑

I』ノ~~ 繊維少価、砂粒

海綿骨針多い

（11.6）

(台部分）

ユ全へ些
仁T ~〆弓'－11 jl ljR

JLP ⅢA2 台付土器の脚部。 5脚 (6．8）~

残
一
一
残

Ｉ
｜
妬
一
ｑ

胴部に細い沈線の不規則文 繊維わずか、砂粒

軽石粒・海綿骨針
V－l6

戸F

○・
Aﾜ
､、I 深鉢IllA-2 f規則な羽状 (34．9 l］ 、0

様(縄文欠落)。無文貼位錘
尖る。貼付により全体

として切出状に近く整

形。貼付上に沈線とや
や斜付仇斌糸F下疽

r可41

L]柚1 Vb
｡、〆

40 26
深鉢 棒状突起lか所のみ残存､突起に撚

糸圧痕｡無文の粘土紐による文様

' 1A3 繊維少別、砂粒･軽石

粒､海綿骨針やや多い
55V－16 iH LR斜行 (18．7(16．5）

残 G41 V｝ 6 {ﾛ

D20 Vb

Vb

Vb 6

Vb 6

Vb l

Vb ‘l

Vb l

Va 5

V|］ 5

Vl〕 2

Vb l

Vb 2

VI〕

Vb 2

Vb 2

肌倒木

Vb l

V1〕

V1〕 l

Vb l

Vb l

Vb

Vb l

Vb 2

Vb

Vb l

Vb l

Va l

Vb 6

Va

Vb 8

Vb l

Vb

Va l7

Vb l7

VI 4

va l

Vb 2

va l7

Vb 26

V孔 l

VI） 3

Va l5

V1〕 5

Va l

Vb

va lO

Vb 8

Vb l

Va l

Vb

Va

Vb l

Vzl 5

Vb 44

Vb l

Vb l

Vb l

Vb 2

1

Vb 4

Vb l

Vb l6

Vb 5

Vb 8

Vb 9

Vb l

Vb

Vb 2

V1〕 4

Vb l

Vb l

Vb 74

Vb 4

VI） 9

Vrl

Vb 31

Vb l

Vb 2

Vb ll

va l

Vb l

Vb 3

Vb 3

E21

F7ツ
ー

Fウ印
＝

~~~
rlb

Fツワ
＝

Fワ弓
竺

G21

G21
ﾊｩｳ
Lz白畠

卿
一
皿

46

剛
亟
哩
皿
亟
嘩
亜
慨
亟
恥
一
画
亜
恥
亜
哩
亟
眺
一
画
一
脚
両
面
万
万
万
一
鮖
亙
画
面
亟
恥
亜
”
｜
郡
一
恥
一
皿
亜
叩
亟
肥
両
面
両
両
一
画
一
脚
砿
萠
爾
一
吋
｜
即
一
跡
一
晒
亜
”
｜
邸
璽
垂
恥
亟
睡
面
面
蝉
一
皿
一
皿
画
｜
岬
一
睡
恥
一
些
哩
面

棒状突起2か所残存｡ﾚﾝｽ

状文沈線､-卜字変形沈線｡突

起周辺口縁に沿って貼付帯

RL斜行縄文.部分

的に、屈曲した端

部によるループ形

外傾する角形。部

分的に貼付？で丸

形

繊維､砂粒多い､軽

石粒
V I7 55 49 ⅢA3 深鉢 (19. ‘l）

/心綻FI

I畠0－･ﾉ 90

残 8

35

2秘2対の突起｡突起下に撚

糸圧痕のある貼付｡ ﾚﾝｽ

状沈線

直下に貼付され、

段をもち外傾する

切出状をなす

RL斜行繩文､綾絡

文

繊維少盈、砂粒

小礫
深鉢V－l7

F戸

&〕、 5(） IllA－3 27，7イツワ、
,宮一口 IJJ

~

残 16

14
4か所山形突起、貫通孔。突

起下に箆の刻みのある弧状

貼付。平行沈線文

丸形､縄の斜圧痕。

口唇直下に篦の斜

刻みのある貼付

砂粒・軽石粒､ ノ」

礫やや多い
深鉢 結束斜行 (I<) .0ⅡIA－3

句~0 4

邑奄.判 34．9V－l8 56 51

残 3

口縁部は図上復原。山形突

起、突起下に弧状貼付．2本

組沈線

砂粒・小礫・海綿

骨針

(37.5）

想定
深鉢 結束のある斜行 角形、箆の斜刻み52 代り~~~ ⅢA－3 (21_()） '0－8

~F 1qT

Y~10 56

40

緩やかな|｣|形突起。正面の

み突起下に貼付､不規則な

沈線文

角形、口唇直ﾄの

貼付帯により肥

厚、篦の縦刻み

砂粒･軽石粒、海

面骨針多

RL斜行､綱端結目

あり
深鉢Il1A3 イ1Q71

LL“. r〃
ウ剤 イ）
与呼. ､"V－l8 〕0

残 8

剛
－
４

砂粒・小礫、海綿

骨針多い

lか所11W?蝿愈蝿~ﾄに鮒､ﾚﾝｽ状鵡

込訓' 17-9､閃-1,1臨賦琉緬と僻
丸形、繩の縦刻みI l IA-3 深鉢 LR斜行54 21，9 (26．5）V I8 8 ］

残

4単位の山形突起｡突起下に

2柧2対の貼付。不規則なレ

ンズ状沈線

RL斜行､突起部の

み縦回転とし羽状

となる

繊維少髄、砂粒

小礫・軽石粒
lllA－3 深鉢 角形、繩の縦刻み 8-5ゾー19 57 55 65 1 ． 7畠f1 ．｡

※計測値（ ）付き数字は、口径・底径では推定値、器高では現存値。
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Ⅶ成果と課題

表9 包含層出土掲載復原土器一覧（4）

特徴 口径 器淵 底径挿図 lXI版 番号 残 層位 点数 総点数 分類 胎土遺桶･グ ﾉット 器)f 地文 口唇

里旦
K22

D24

D24

122

G25

G26

H25

II26

G26

F25

1 I26

H27

H27

I･I26

H27

029

029

O30

P29

P29

O29

Fl2

Gl l

GI2

Gl3

Gl4

G

’
’
’
’
’
’
２
｜
昭

２

蜘
一
２
ｌ
４

２
ｌ
ｌ
－
別
－
２
｜
茄
一
１
’
５
｜
脂

些
辿
堕
些
辿
塑
Ⅶ
両
両
両
両
面
一
Ⅷ
冗
冗
冗
一
些
蝿
両
面
一
血
冗
冗
冗
冗
冗
一
些
叱

J l9 37 55

残 16

繊維ごくわずか、

砂粒多い｡小礫｡繊

密

外傾する切出状。

口唇部に回転縄

文､一部に刻み

１
１
１
詞
「
Ｉ

縄文のみ｡平縁に4か所環状

貼付

31
深鉢 結束第2極羽状V－I9

庁丙

即イ 56 IIlA－3 13－6 17．0 6 8

張n

bp1

縄文のみ｡2種2対の突起｡棒

状突起下にボタン状貼付

繊維わずか､砂粒

小礫やや多い

丸形、直下に縄の

斜刻み
lⅡA－3 1 深鉢 RL斜行､結目あり57

【
ｊ

Ｐ
Ｄ 19．8 24．0V l9

残 6

口唇直下の貼付に

より、肥岬する切

出状。端部に回転

縄文

2か所の棒状突起が残存｡突

起下に貼付。胴部"ﾄ位が張

り出す

繊維少量､砂粒､小

礫

26
深鉢 fく規則な羽ｵメl l 1A 3 (14． 1 13．6V 19 58 6．3

１

’

’

１
－
２
｜
詑
一
５
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１

５
ｌ
２
’
’

９
’
１
｜
Ⅳ

２
ｌ
ｌ

２
ｌ
６
ｌ
５

ｌ
ｌ
２
ｌ
帆

略

１

７
－
ｌ
ｌ
１
ｌ
４
ｌ
２

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１

５
ｌ
２
－
８
ｌ
９
ｌ
４

４
ｌ
２
ｌ
ｕ

拓

ｌ
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
２
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ⅲ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｅ

６
ｌ
９
｜
”
’
２
’
’

３

飢
一
ｌ
ｌ
１

３
ｌ
Ⅲ
’
’

１

残 I

1＝

外傾し丸みをのあ

る切出状。純の縦

刻み

4単位の山形突起｡突起部に

縄線のある貼付

繊維わずか。砂

粒・小礫
深鉢 23．718．8 9．0）－20 58 59 I l lA－3 RL斜 i I

聖
聖
堅
帷
面

Ⅳ
｜
塑
些
Ⅶ
両

残 9

鋤
測
洲
測
酌
調
測
蜘
測
酌
測
鋤
鋤
訓
酌
抑
洲
Ⅲ
叩
Ⅲ
Ⅲ
Ｍ
帥
哩
螂
脚
９
９
９
９
画
叩
川
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
０
０
１
１
Ⅲ
川
Ⅱ
Ⅱ
加
川
Ⅱ
Ⅷ
Ⅲ
Ｍ
喝
脂
５
明

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ｑ
Ｍ
Ｐ

Ｑ
Ｆ
Ｉ
ｊ
Ｊ
Ｌ
Ｖ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｊ
Ｊ
Ｋ
Ｉ
Ｆ
Ⅱ
Ｉ
Ⅲ
Ｈ
Ｈ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｈ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
不

残

残

残

残

残

０

２

舶

刷

碗

“

師

明

脚

６

６

６

１

１

８

銘

躯

９

９

９

９

弱

、

側

５

５

５

５

Ｐ

Ｄ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

０

１

２

鋤

鋤

２

２

２

２

２

ク

ー

ゼ

２

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

V20586(）

V-,205861

残

V205862

V－20顕】63

V205964

V21瓠】66

V225967

V3061109

残

V30lC

叱
一
陶
叱
一
Ⅷ
｜
恥
唯
一
叱
一
叱
一
Ⅷ
｜
Ⅷ
唯
一
ｗ
ｌ
ｗ
ｗ
叱
恥
｜
Ⅶ
｜
Ⅷ
｜
Ⅷ
｜
Ⅷ
叱
一
叱
一
Ⅷ
｜
叱
一
Ⅶ
｜
叱
一
蝿
一
叱
叱
一
媚
一
叱
叱
Ⅶ
一
Ｗ
｜
叱
一
叱
一
媚
一
帖
叱
一
Ⅳ
｜
噛
蠅
一
Ⅷ
｜
Ⅷ
｜
噛
一
恥
一
Ｗ
叱
一
跡
一
叱
噛
一
恥
一
Ｗ

|LI形突起、 t'1通孔・ボタン

状貼付。口縁一部は形口状

に外傾

角形、箆の縦～斜

刻み

繊維少量、砂粒

軽石粒

’ln
uJ

深鉢 RL斜行 15－3lI1A－3 (13．8）

98

結節部分の回転施文のみ

ゆがみが軒しい

外傾する切出状､

篦の縦刻み

繊維、砂粒・小礫

多い
深鉢 L結節部分回4

､n句

凸逢,ｲIIiA 3 24．2 -) （

q

小形､縄文のみ。3か所の山

形突起。突起は原体のIuI砿

方向を変え、羽状

丸形、縄の縦刻み

繩の斜刻み

繊維･砂粒わずか

海綿'if針
鉢形 RL斜行

》 ●
】ﾛ ､』I1 1A-3 9 710 10．｡

まばらなRL斜行

結節あり

丸～切出状、縄の

斜刻み

繊維少量、砂粉

海綿''1}針
鉢斤 1,形、縄文のみ ~~J j

f ｡ ⅡⅢA－3 8．2 4,915

外傾するする切出
f片

l］
鉢 I,形、縄文のみ RL斜行 砂粒わずか (8．9） 9－ 1 イワ

強,凸IIIA-3

14 ⅢA 3 1 鉢形 ｜小形、縄文のみ LR斜行 角形、回転縄文 ｜繊維・砂粒･小礫。 （7.4) ’ 7．9 1 4．4

東北地方の影響強い｡直線的な器

形.5か所の橋上貼付｡十字形沈線

丸形、橋状突起に対

応する5か所に貼付

砂粒・小礫・海綿

骨針
深鉢 RL斜行ⅢA 12－4 25．6 10．3

~

~

東北地方の影響強い。口縁

ｷｬﾘﾊｰ形。無文の口縁

部文様特に鋸歯状貼付

21
(14-8）深鉢 RL斜行 角形、棒の斜刻み 繊維少量、砂粒

Ｆ
『
し

〔
Ｊ
Ｊ

ｌ

111A 6．9

1

1段

繩文地に渦巻状沈線深鉢 無節L横走 砂粒・小礫多い
′n句 f，

l色イ，0角形 9．6ⅣA

f，×~~~

渦巻状沈線、突起3か所 [《l形 砂秒鉢 畑VA 10－8 (4. (i）
イ1 1

苫』. ，』17

文樹如W1(L饗起は現認つで､等間隔

と想定すｵﾋば5つ､文様に対応すｵﾋば6つ。

口縁からl/3を埴に､上部は外耐地で炭

化物付着･内面峨燈色､下部は外面褐

灰色で剥溌しい･内面黒色

147 4Vb
4m
弘 ､

深針 角形、折り返し 砂粒多し釦f 189 (21 ．2）ⅣAV－30 61 111
146 Vl〕 1

残 些
堕
些
些
埋
辿
些
恥
一
堕
叱

汀
一
略

８
ｌ
８
ｌ
３
ｌ
１

ｌ
ｌ
抑
一
刻
－
１

1弓

Lj墜
型
型
些
型
型
陥
一
脈
一
脈
雨

環状沈線｡沈線問隆起線｡突

起4か所｡縦位の区画明瞭。

剥落若しい

12

砂粒深鉢
ｒ

と

、

紅

小 角形、折り返し (16．1） （18． 1）ⅣA
課｡，

Uム 112ゾ 30

残 I

突起3か所。長橋円形

状・並行・波状の沈線

面に炭化物少量付着

弧
外 砂粒多い、海綿'廿

針ごくわずか

'、1

b1

壺形 7－ (）無 11,4
叩P 1

ﾑ○・ 人V 31 62 ⅣA 角形113

残 ］

※計測値（ ）付き数字は、口径・底径では推定値、器高では現存値。
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倉知川右岸遺跡

表9 包含層出土掲載復原土器一覧（5）

挿図 IXI版 番号 残 遺構･グリツ’ 屑位 点数 総点数 》知 器ﾉf 特徴 地文 口唇 胎土 口径 器高 底径

El7 塑
止
両
一
叱
丙

突起4か所｡弧状沈線でうろ

こ状文。半裁竹管状工具に

よる2本組沈線

I lO

I l l

I1？
竺二

119

４

ｌ

ｌ

６

ｌ

ｌ

深鉢V－31
？

】

（
ｂ 114 1%

A君 ⅣA
ｒ

匠

ｂ

翅
小 角形 砂粒多い、軽石粒 11 ．4 1 ,1 .3 5．2

突趨か所｡ 2~4種匝両諏瓦凹形涜
捜一正面付両にのみ弧状と礎のM漣、

深鉢ゾー31 61 115 Gl2 Va 18 ⅣA 無 角形 砂粒、小礫畷 13．4 (12－7）

順
市
而
一
恥

１
－
＃
『
３
－
１

埋
些
型
叱

突起4か所。折り返し口縁。

半裁竹管状工具による蛇行

沈線

深鉢61 ⅣAV－31 16 13 LR横疋 角形 砂粒多 (15.5）13．8

赤色顔料付着6脚｡内面とも。弱r
所の橋状把手｡頚部に隆起騨文

F n1

V JI 117 Ll4 Vb ⅣA
膠守

ｆ

Ｊ

母
ｒ
Ｌ

梱
琳 無 砂粒・小礫多63 ( (』 ．b）

川
一
噸
一
恥
一
Ⅲ
一
ｍ
｜
”
｜
邸
一
邸
一
皿
“
｜
“
｜
池
一
皿
一
叫
一
唖
一
州
一
稗
一
郎
一
ｍ
一
一
醜
一
郎
一
ｍ
一
恥
即

唾

５

｜

ｌ

６

ｌ

２

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

９

ｌ

ｌ

里

４

’

２

’

一

里

ｌ

｜

拓

５

万

唾
５

砂粒、海綿別･針わ

ずか

些
些
塑
陶
両
一
些
些
恥
一
両
両
面
冗
而
一
Ⅶ
｜
叱
一
些
些
一
両
一
Ｗ
｜
些
州
両

深鉢 格子目状沈線
JGrh

D＆ ⅣAV－32 118
一
Ｆ
Ｌ
ｂ

缶

小 角形 ﾜ目ワ
ーu､白 11 －0 1 1 q

L L pnJ

残

深鉢ⅣA 小形、格子目状沈線ゾー32 119 10 艇 角形、折返 砂粒・小礫63 95 (H9〕

ⅣA 深鉢
1F ⑥n

V~.〕‘ 63 120 1,形、細い不規則な沈線 無節R横走 砂粒・海綿骨針10 丸形 (10. 1） 11．2 〉

157

縄文地に口縁部文様帯の

み。 6か所の8の字状貼付。
121 深鉢V32 6‘I ⅣA 砂粒LR楜走気叫 角形 21．7 26. .0 (9．5）

残
Gd、

甥4

‘17
口縁部文様帯のみ。屈曲強

い。 2か所の8の字状貼付

御d1

bL1 122 鉢形
ワ
ニ

ｍ
Ｊ

ｒ
Ｖ Ⅱ|A－2 鉦 砂粒多丸形、折り返I (11.9） (7.0）14. (）

具
Ｊ
ｌ
１
Ｌ
ｌ
１
１
ｌ
４
没
一
設
出
叩

残 6

小形の鉢。対向するL1.1形の

平行沈線。 （)状あるいは楕

円形沈線

鉢
『、"、

｡.］ Ⅳ八r－32 123 11 ｆ
Ｇ

~
~
~

１
兆 角形 小礫多 l() .0 7q

f －J 1 ．8

小形の鉢。屈曲強い。突起

2か所｡縦位～斜位の平行沈

線・ (状沈線の文様が横に
連続

剣
'･汀〕

DJ Ⅳ八 銃12‘1 r~ 1ﾘ
hFL- 15 15 角形 砂粒多Vf1 11 ．0】 10.8 1 ．8]ぬ

V32 1 64 1 125 州
一
郎
一
ｍ
、
｜
恥
朋
一
川
一
川
一
川
一
皿
一
脈
一
卿
一
伽
一
Ｍ
Ｍ
一
恥
一
ｍ
｜
“
｜
叩
一
叫
一
叩
一
噸
一
酬
一
叩
一
皿
一
叩
一
皿
Ｗ
一
馴
一
卵
一
叩
一
叩
一
ｍ
一
川
一
服
一
恥
一
恥
一
皿
一
皿
一
唖
一
皿
一
岬
一
Ｗ
｜
那
那
岬
脈
ｍ
”
｜
順
一
伽
一
脚
｜
頤
伽
一
服
服
一
脈
榊
一
“
｜
岬

恥
Ⅶ
｜
叱
一
Ⅶ
｜
Ⅷ
｜
叱
一
噛
一
Ⅷ
｜
辨
一
叱
一
叱
一
叱
一
叱
一
ｗ
｜
Ⅷ
｜
叩
唱
一
恥
一
Ⅷ
噛
一
叱
一
Ⅷ
ｗ
｜
Ⅷ
｜
ｗ
｜
紺
一
叱
一
鋤
一
叱
螂
叱
一
噛
一
Ⅶ
｜
酔
一
叱
一
恥
一
Ⅶ
｜
Ⅶ
’
㈹
噛
一
Ⅷ
Ⅶ
｜
Ⅷ
｜
叱
一
Ⅷ
｜
Ⅷ
｜
Ⅷ
｜
Ⅶ
｜
Ⅷ
｜
”
岨
一
叱
一
Ⅶ
｜
媚
一
叩
一
Ｗ
｜
Ⅷ
媚
一
蝿
一
叱
一
Ⅶ

型
叩
一
Ⅳ
｜
型
４
’
’
’
’
２
’
’
１

13 1 ⅣA 鉢形 ｜小形、平行沈線､8の字状貼付｜無 角形 砂粒多 (9.7) ’ （5.7) ’ （4.9）

磨消縄文(LR･無節L)。区

画あり、区画内にX字形｡突

起4か所､波頂部に指頭状圧

痕

124

126 深鉢イ 33 64 仙碓Ⅱ 角形 砂粒多 ｲq勲尽1
，，JM■ 6J'28．4

残

磨消縄文(I.R)。横位展開。

突起4か所
V－33 1ワ7

L－p ⅣA 深鉢 力正~ ~~64 16 角形 砂粒 20． 1 (90）

ｌ
ｌ
１
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
５
ｌ
旧
一
”
｜
”
ｌ
１
１
ｌ
Ｉ
ｌ
３
ｌ
別
Ⅲ
ｌ
４
ｌ
ｌ
ｌ
４
３
ｌ
２
ｌ
６
ｌ
ｌ
ｌ
１
｜
把
弱
－
１
’
’
’
２
｜
刻
一
６
｜
細
一
３
’
１
’
’
’
２
｜
幻
－
４
ｌ
３
７
ｌ
Ｍ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
ｌ
５
ｌ
１
ｌ
Ｉ

磨消縄文(無節L)。横位展

開｡緩やかな4か所突起。外

面上半部分的に磨耗。外面

口縁付近に炭化物付着

79

砂粒(特に鼎色結

晶）多
V－33 128 深鉢64 |VA 鉦~ ~ ~~ 角形 17．9 24，5 7，8

残 :1

櫛歯状沈線。突起5か所。頂

部刻み。口縁部文様帯に竹

管状工具の刺突

14

V 34 65 129 ⅣA 深鉢 無 角形 砂粒・小礫多 (30.3）21．6
ワ

ｆ

ふ
り
〉

残

V－35 65 130 深鉢 縄文のみ、不規則な爪痕 LR斜行 角形、折り返！ 1 1 ．5）ⅣA 砂粒・小礫少斌 13．9f

縄文のみ、突起の貼付痕残

る
深鉢V 35 65

1句1

1｡' ⅣA凡 LR横走 角形 砂粒 13． 1 flqり
ILJ･凸

縄文のみ、折り返し部に指

頭痕
V－35 65 1Tワ~~~ 深鉢ⅣA 無節L横走85 角形、折り返L 砂粒多 22-0 25．0 10.8

LR縦|引転斜行､貼

付帯では横回転

し、羽状をなす

タガ状貼付｡6か所の縦位貼

付

砂粒多い、概石

粒・海綿骨針
V 35 1'1P。

人もJLJ 深鉢Ⅱ 角形、回岻繩文{)(〕 目 (29．7） 1 1 －6）}2

無文。突起4か所。 lか所に

刻み。外面上半と内面下半

に炭化物付着｡4単位の山形

突起

28
V－35 134 深鉢66 ⅣA 無 粗雑な角形 砂粒 (13.8） 19-0 b，｡

残

19 無文。 2あるいは4か所の突

起
V－36 135 深鉢ⅣA 無 角形､折り返し 砂粒多くざらつくbO 9.8

一心

｡､岳
11 7
84■』

残

無文。突起3か所、突起部に

3つの指頭状圧痕
V36 136 ⅣA 深鉢 鉦 角形 砂粒多’h(〕 10.7 6. (）11 4

』共.恥

V 36 137hh

襲計測値（ ）付き数字は、口径・底径では推定値、器高では現存値。
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Ⅶ成果と課題

表9 包含層出土掲載復原土器一覧（6）

挿図 特徴 器高 底径図版 番号 残 遭柵･グノッI 層位 点数 総点数 分類 器形 地文 口唇 胎ﾆヒ 口径

深鉢 無文ⅣA 14．4） 16． 1角形 砂粒多 6．2幽
一
郡
一
吋
｜
恥

些
些
塑
堕
些
辿
塑
塑
些
些
些
堕
些
些
些
些
血
塑
些
Ⅶ
｜
Ⅶ
｜
皿
辿
塑
些
埋
些
Ⅶ
｜
里
些
Ⅳ
｜
塑
Ⅷ
｜
Ⅵ
｜
Ⅶ
両
一
Ⅶ
｜
Ⅶ
｜
些
埋
些
塑
埋
辿
止
血
些
些
血
塑
坦
坦
Ⅷ
祠
一
些
埋
些
些
些
血
止
血
些
些
型
些
些
塑
些
Ⅵ
｜
埋
些
哩
些
埋
些
堕
些
Ⅵ
｜
些
些
些
塑
些
塑
些
辿
亜
些
些
塑
些
些
些
Ⅶ
｜
塑
些
些
埋
恥

螂
一
’
’
６
罰
一
Ｍ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
蝿
一
川
一
ｌ
ｌ
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
型
一
喝
－
３
’
１
砧

21
BDq pq

~ ~~ ~~

137V36 bb

11
無文。外面上半と内面口縁

付近に炭化物付着

皿

円

、

６

７

６

７

７

７

７

Ｅ

ｗ

－

凹

肥

７

６

７

７

７

８

８

６

７

７

拓

犯

把

媚

媚

拓

媚

拓

岨

鞭

媚

蝸

把

柘

幻

灯

皿

哩

９

０

０

９

９

Ⅲ

Ⅵ

９

７

９

０

７

７

８

ｍ

６

８

８

８

８

０

１

１

１

岬

岬

Ｗ

脚

跡

岬

岬

叫

恥

恥

岬

脈

恥

榊

伽

佃

叫

伽

剛

、

伽

皿

叩

蠅

部

恥

関

門

脚

舶

Ｑ

叩

飢

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｐ

Ｒ

Ｒ

ｕ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｋ

Ｎ

Ｍ

Ｍ

Ｎ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

心

○

曲

Ｊ

可

胡

へ

Ｊ

１

１

１

Ｌ

１

４

４

玉

川

岨

・

４

ｔ

田

・

↓

１

詮

４

Ｄ

Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｌ
Ｍ
肘
脚
川
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｉ
Ｊ
Ｊ
Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
別
Ⅳ

深鉢 ｣､礫多、砂粒鉦 (10.5）16．5 23. ‘IV 36 67 138 ⅣA 角汁

残
q ~4

14

小形の無文 砂粒・軽石粒 (6.8）ⅣA 深鉢 鉦V－36 15 4切
君.』13966 ~

無文。胴部張り出ず壺形
旺

小

“
ｆ
△
Ｐ 砂粒・小礫多い (10.2）ⅣAV36 140 1 1 1DJ

~

深鉢
~＝一

[l鍬きく開く。5か所の綴やかな嬰起

底部､縄文庇部際まで

LR斜行横走気味 ｜角形 砂粒・海綿骨針多

砂粒・海綿骨針
ｊ

ｎ
ｖ
，
】

写
Ｉ
貝
Ｊ

く

写
り
堀
ｕ
酔

侭
Ｕ
ハ
〕
》

１

１

４８１咄
而

８

８

６

６

７

７

４

４
~

Ｖ

Ｖ

郷
一
蕊

塑
一
咄 LR斜行

戸r，

○1ノ

付
－
６
’
’
一
和
一
ｌ
ｌ
３
ｌ
ｌ
ｌ
６
ｌ
３
ｌ
１
ｌ
２
｜
仰
－
４
’
４
’
９
リ

突掴、刻みのある突起、外

面に輪積の凹凸残る

RL斜行､底部付近

のみ羽状縄文
内傾する切出状 砂粒多深鉢 (24.4） (32.4 (9.4）ⅣCゾー47 67 “

残
【
Ｊ
Ｉ

ｌ

純文のみ。器表面に輪菰の

凹凸残る

53
鉢形 LR斜行 ﾒ1傾する切出〃 砂粒多ⅣC ウツ 貝

狸＝■ u〃

1ワハ
lf，U

が句

0－Jイ 47
51句ワ

ム4J

残
一
一
残

釘
一
洲

諏
一
洲

台付の深鉢あるいは鉢 LR斜行 砂粒多 (9．8）V 47 ⅣC228 6N68
~

３
ｌ
３
ｌ
５
ｌ
１

壷形Cl

注口

壷あるいは注口。膳り消（

縄文による文様

l（
内傾する切出ｵメ 砂粒多ⅣC RL斜行 イ7貝1

11･杜ノ"v 48 68 229 9.2

残 ｌ

－

２

１

－

３

－

ｌ

Ｉ

－

１

１

－

３

－

１

－

１

1

Ｊ

ｌ

Ｉ

』

Ｌ

祁

注

一
画
Ｉ

flfあるいは注口の顛部ⅣC LR斜行 内傾する切出状 砂粒少V48 230
'4 J》1
I咄.ムノ6 8．2b8

壷形or

注I」

小形の壷あるいは注口。沈

線文様3iii位
V48 68 231 LR斜行 砂粒多8 Ⅳ（ (4．9） 1．8

|,9 (あl埴

闇7.9）
台付鉢の台部分､無文V－48 IVC 砂粒多234

ｸF 空

ID. 』Ib6

Ｍ

｜

型

－

７

｜

肥

ｌ

ｌ

４

ｌ

Ｍ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

郷

58

やや肥厚し、丸み

を,1M;びて外傾する

切出状。矢羽状の

撚糸圧痕

弁状突起4か所。貫通孔あ

り。口縁に沿ったA1う蹄形圧

浪

写真

掲誠
深鉢 結束第1裡羽:リ 繊維・砂粒・小礫ミツ

ノー ⅢA21 24．5 』8－8 (9 (1 )

錐 21

写真

掲職

丸形､刻み状の2本

組撚糸圧痕

繊維少、砂粒・小

礫

25
深鉢 繩文のみ 結束第2種羽状

負1
J且 lIlA2 (13.9）16．7

残

ｌ
２
ｌ
８
ｌ
ｌ
７
ｌ
２
｜
昭
一
３
’
６
’
１
｜
禍
－
２
’
１
｜
ワ

り

無文地に、撚糸圧痕のある

粘土紐、縄線、半裁竹管状

二1:具の押引

結束第1種羽状､重

複して施され、斜

行風

外傾する切出状、

撚糸圧痕のある波

状貼付

写真

掲載

繊維・砂粒・海綿

骨針
貝ワ
ュグ~ 深鉢３ IIlA-2 (27．8） 9－8

残

12

ｌ

｜

型

２

’

３

｜

仙

一

ｌ

ｌ

８

ｌ

５

ｌ

４

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

制

７

ｌ

ｌ

Ｍ

83
外傾する切出状、

撚糸圧痕のある波

状貼付

写真

掲賊

繩文のみ。貫通孔のある弁

状突起
深鉢 結束第1種羽状斑 lI lA2 27．0 31．8I

残 14

結束第1極羽状､砿

複して施され、斜

行風

q

写真

掲赦

繊維少、砂粒・小

礫

丸形、撚糸圧痕の

ある波状貼付
深鉢 縄文のみ<,平縁。大形鞭

司
り lIlA-2 47．5 1ｳ ，4

人凸．唖29－8

残 15

※計測値（ ）付き数字は、口径・底径では推定値、器高では現存値。
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倉知川右岸遺跡

表9 包含層出土掲載復原土器一覧（7）

挿図 劃版 番号｜残 遺撹･ｸﾘ 層倣 点数 総点数 分類 特徴器H 地文
皿コア学夕

刊庁1可'二|唇 胎當I 口係 脈径

”
一
Ｗ
｜
吋
一
恥
而
一
”
｜
”
｜
岬
一
即
一
噸
一
剛
一
四
一
叩
一
岬
雨

叩
一
Ｗ
｜
叱
叱
Ⅶ
｜
叱
一
Ⅵ
Ⅷ
｜
恥
一
叱
一
Ⅷ
｜
叱
一
叱
一
Ⅷ
｜
Ⅷ
｜
叱
一
Ⅷ
｜
ｗ
｜
恥
一
叱
一
恥
一
Ｗ
叱
一
地
一
叱
一
岬
一
Ⅶ
｜
Ⅶ

ｌ
ｌ
２
ｌ
８

ｌ

ｌ
ｌ
偲
一
２

１
｜
晦
一
凹
一
ｌ
ｌ
Ｆ
－
ｌ

２
ｌ
ｌ
ｌ
８
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
３

４
ｌ
２

４
ｌ
ｌ
｜
昭
一
４
’
’
’
５

外似する切出状、

篦刻みのある波状

貼付

写真

掲赦
深鉢鑑！ 58 iIIA－2 縄文のみ。平縁 RL結束第1種斜行 小礫多、繊維6 22．8 (21 －9）

員侭~~

写真

掲載

外傾する切出状

回転縄文
深鉢 弁状突起4か所、縄文のみ53 結束第1極羽状ⅡA 2 繊維多、砂粒 (28.3）

、、戸

ノ／ 可~~~~

即
面
一
些
聖
四
一
ｍ

残 12

旧
一
旧

０
０

０
１
１
吃
Ⅲ
叩
Ⅲ
ｕ
明
叩
加
Ⅲ
ｕ
６
０
Ⅱ
９
Ⅲ
Ⅲ
皿
凹
ｕ
い
Ⅲ
ｕ
皿
Ⅱ
Ⅱ
凹
哩
ｕ
ｕ
吃
蝿
Ⅲ
Ⅲ
ｕ
皿
哩
略
峪
刈
羽
羽
帥
洲
刈
鰡
加
剛
塑
泌
劉
旧
型
割
旧
釧
帥
型
鮒
脚
訓
亜
型
”
一
昭
訓
加
別
別
Ｍ
Ｍ
Ⅷ
Ⅲ
Ⅱ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｍ
ｌ
ｌ
ｊ
Ｊ
不
Ⅱ
Ｈ
Ⅱ
Ｍ
Ｐ
Ⅱ
Ｇ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｇ
Ｊ
Ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｋ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｇ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
ｌ
Ｊ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｅ
Ｆ
Ｍ
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ⅱ
ｌ
Ｊ
Ｉ
Ｉ

残

残

残

残

残

残

残

残

残

独

残

残

残

15

写真

掲載

外傾する切出状

回転鯏文
深鉢 縄文のみ、平縁識 8 IⅡA－2 結束第1種羽状 繊維多、砂粒 ツ恥 1~~~~19．6 8．8

Ⅶ
｜
Ⅷ
｜
叱
一
地
一
㈹

一
琳
叱
｜
叱
一
叱
噛
一
恥
Ⅷ
｜
叱
一
叱
塒
｜
叱
一
Ⅶ
｜
Ⅷ
｜
噛
一
琳
一
叱
一
Ⅶ
｜
Ⅷ
｜
噛
一
Ⅶ
｜
恥
Ⅶ
｜
職
一
Ⅷ
｜
叱
一
叱
一
叱
一
叱
一
叱
一
Ⅶ
｜
叱
一
Ⅶ
一
Ｗ
｜
蝿
叱
Ⅷ
｜
Ⅷ
｜
Ⅷ
脂
一
Ⅷ
叱
一
叱
叱
一
Ⅷ
｜
叱
一
Ⅷ
｜
叱
一
柄
叩
一
叱
叱
一
叱
一
Ⅷ
｜
川
北
一
叱
叱
一
Ⅷ
贈
一
叱
一
叱
叱
｜
媚
一
叱
一
叱
一
噛
一
叱
一
Ⅶ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１

１
ｌ
６
｜
肥

ｌ
ｌ
１

１
ｌ
２

ｌ

１
ｌ
９

５

、
’
２
｜
蛸
一
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

７

１
ｌ
吃
一
羽
一
画
一
ｌ
ｌ
１
ｌ
Ｉ
ｌ
５

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
４

３
ｌ
２
ｌ
ｍ
－
ｗ

ｌ

ｌ

２
｜
禰
一
２
’
’

’
’
’

２
｜
茄
一
３
’
１

２
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
２

１
ｌ
３
ｌ
ｌ
ｌ
２

３

１

３
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
３
｜
訓

３
－
１
｜
Ⅳ
ｌ
２
ｌ
４
ｌ
３

写真

掲載
深鉢 縄文のみ。弁状突起4か所53 9 IⅡA－2 結束第1棚斜行？ 肥細りの丸形 繊維・砂粒 27．2 (27．3）

~咽~刺

斗争

写真

掲赦
深鉢貝,1

hJ下 10 ⅢA－2 縄文のみ。平縁 結束第1棚斜行？ 繊維・砂粒雌細りの丸汗 26．2 9 5(22.6）

F,
1"

写真

掲戦
深鉢 無文､弁状突起4か所 繊維・砂粒1if~~ ~ ~ 丸冊

民1
J強 11 ？民弓~~~ ~~

－
３

句
ｊ

叩
』 （ l {) .5）Ⅱ八一Z

11

写真

掲載

唾
一
切

ⅢA 深鉢60 f月1 ﾜ､
1岫上.fﾉ12 12－9

写真

掲載

縄文のみ。平縁に貼付によ

る小突起

結束第2甑羽状､ま

ばら

〒ヲ
ff

深鉢 丸形、繩の縦刻み 繊維・砂粒13 ⅡIA－36(） (2() .6） 27．6 1，7
4，J③ ﾛ

〕

82

写真

掲載

縄文のみ。突起4か所、 2種

2対？突起内面窪む
深鉢 RL斜行､綾絡付加 丸形、縄の縦刻み 繊維少、砂粒1461 IIA－3 (28‘O） 36． 1

n句

⑥./

;〕

]"l
J4J

写真

掲載

外傾する切出状

棒の斜刻み
深鉢 縄文のみ。山形突起 砂粒・海綿骨&IRL斜行15 IIA－3 ‘1ツ印~~~~ 7.56(｝

‘1

写真

掲載

底部｡無文｡外･内面に炭

化物付着

砂粒多い、軽石粒

やや多い
67 16 ⅣA 無19 (14－6） 9 9~

写真

掲載

底部。大形。内面に炭化物

付着

ハ庁

Uj 17 皿 LR斜行ⅣA （15．8）JI4⑪､
1几号.ムノ

※計測値（ ）付き数字は、口径・底径では推定値、器高では現存値。
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Ⅶ成果と課題

表10包含層出土掲載破片土器一覧（1）

遺構・
グリッド

口唇 胎ゴ地文層位 総点数 分類 特徴点数挿図 図版 番号 技番・接合残

角形、内・外角

に刻み状の連続

移動文

３ⅧaNlO 貝殻腹縁連続波
状文

砂粒多い貝殻腹縁連続移動文・連続波状文、尖底？1A78V－4

残(接合･写真） VⅢNl(）

７
ｌ
２
１
ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
ｌ
６
ｌ
ｒ
－
３
Ⅳ
ｌ
ｌ
４
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
別
一
旧
ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
５
ｌ
４
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
２
ｌ
Ⅲ

ワ

等

０

《

０

９

０

，

】

２

２

吋

ｆ

７

７

【

ｊ

【

ｊ

８

７

８

７

句

。

５

５

房

ｆ

８

４

４

Ｐ

Ｄ

５

毎

ｊ

８

５

分

Ｉ

ｎ

８

ｕ
Ｍ
ｍ
Ｎ
Ｎ
ｕ
ｎ
ｕ
剛
“
“
噸
畑
脈
岫
“
唾
、
如
岬
認
蝿
剛
州
剛
“
煙
理
哩
哩

生
生
血
些
辿
Ⅷ
｜
Ⅷ
｜
Ⅷ
而
一
些
塑
些
些
Ⅷ
元
元
一
叱
一
塑
些
些
些
些
辿
些
些
辿
些
些
些
些
些
Ⅵ
冗
冗
止
些
Ⅶ
｜
上
型
型
型
Ⅵ
元
元
一
些
些
些
些
些
辿
型
些
些
Ⅷ

〔I

貝殻腹縁連続波

状文
砂粒先細りの丸形貝殻腹縁連続波状文、平底？1A78

r 〃

V 号 6

残

”
流

垂
蔀

貝殻？条痕

貝殻？条痕

貝殻？条痕

貝殻？条痕

蝸
一
帆

７

８

８

８

７

７

４

４
~~

Ｖ

Ｖ

’
二
１

t

b h

20C

残（接合） 18

繊維多、砂粒
縦位の撚糸文 先細りの丸形縄線による口縁部文様帯IIBV－5 78 Ll

残 113

M24

M25

M25

K26

K27

K28

K28

L25

Tウテ
レーロ

L28

M25

M25
、年、”

W｣ごノ

N24

P21

Q20

L37

L37

L37

M8

N8

N8

M8

Q8

Q9

Q9

Q9

Q10

R9

R9

M1(l

P8

Q8

Q9

Q10

Ql(）

Q8

P8

Q9

K9

KlO

K9

KlO

KlO

Nll

Nll

Nl2

011

O11

LlO

MlO

Mll

Kll

Nll

Nl2

012

012

110

Jll

Jl2

Jll

Il2

110

111

結束第1種､単節

の縦走
先細りの丸形 繊維多、砂萢単節縄文、 に1縁部縄線横環IIBV‐5 78 10

２
’
’
’
７
’
’
’
２
ｌ
３
ｌ
１
ｌ
３
ｌ
１
ｌ
３
ｒ
－
ｌ

残

ｌ
ｌ
３
ｌ
Ｆ

ａ
ｌ
ｂ
ｌ
残

繊維多、砂粒

海綿骨針
撚糸横走気味底部、底面にも撚糸文IIB11/5

突起、 、1字形貼付、口縁部文様帯肥厚、縄線、縄端f

痕。突起4つあるが接合せず
繊維・砂粒角形、回転縄文TTI』

』LL』V5 1378

残 8
ｌ

５

？
哩
叱

把
一
２
３
｜
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
５
ｌ
Ｂ
４

昨
一
帖
Ⅶ
｜
叱
叱
一
叱
一
叱
一
㈹
一
Ｗ
｜
叱
叱
｜
叱
叩
一
Ⅷ
｜
叱
叱
一
媚
一
叱
蝿
｜
叱
一
恥
一
噛
一
叱
一
Ⅶ
｜
叱
一
地
一
媚
一
叱
一
恥
一
Ｗ
｜
叱
一
叱
一
叱
一
Ⅷ
｜
叱
一
叱
一
叱
一
叱
一
晦
一
叱
一
識
一
恥
一

17

丸みを帯び外傾

する切出状、撚

糸圧痕

繊維少･砂粒撚糸のある粘土紐、縄線、半裁竹櫛状工具押引 結束第1秘斜行ⅡA-2V－l2
、』

》軸b4

、P

畠;〕残

幻

１

勺

１

心

⑨

．

１

．

１

戸

Ｕ

、

１

毛

ｌ

３

ｖ

１

ｎ

Ｊ

毎

ｆ

、

１

３

１

．

１

副

１

３

「

１

ワ

与

り

〕

？

〕

２

６

６

．

１

岸

。

心

Ｊ

『

１

７

】

詩

ｊ

ｌ

５

１

１

１

I
縦位の結束第1

種羽状
丸形、撚糸圧痕小形、平縁mA－278 ]5『 12

残 』』

丸形､撚糸圧痕‘

突起部は3本組
海面骨針多結束第1種羽状縄綴による文様ⅢA-279V－12 36

残 ，

25

尖り気'味、外面

肥厚、撚糸圧痕
結束第1種羽状小形、平縁、繩文のみⅢAV－l2 54

残
リ辺
と』

14

残(接合･写真) ６

丸形、爪刻みの

ある波状貼付

突起に貫通孔、つまみ状貼付。爪による刻みのある粘

土紐、半蔵竹管状工具の押引
結束第1種羽状ⅢA-2ﾜQ

~』“V 13 38

庫
｢－＝

残 〕ハ

40Z



倉知川右岸遺跡

表10包含層出土掲載破片土器一覧(2)

遺構・
グリット

挿図 枝薪・接合残 I稗位図版 滑号 点数 総点数 分蛾 特徴 地文 1 1唇 胎土

帥
一
帥
一
ｍ
｜
卿
一
皿
一
山
一
一
ｍ
一
即
一
即
一
ｍ
一
Ⅷ
｜
岬
一
Ｗ
一

一

一
閥
一
ｍ
一
ｍ
一
皿
一
ｍ
一
四
一
胆
一
川
一
川
一
ｍ
一
山
一
畑
一
ｍ
一
凋
一
畑
一
ｍ
一
ｍ
一
皿
一
閥
一
間
一
ｍ
｜
、
｜
皿
一
個
一
胸
一
ｍ
一
皿
一
剛
一
Ｍ
一
町
一
脚
一
旧

Ⅷ
｜
Ⅷ
’
㈹
一
Ⅶ
｜
Ⅶ
｜
恥
一
一
叱
一
Ⅷ
｜
叱
一
Ⅶ
｜
吃
一
Ⅶ
｜
叱
一
一

一
叱
叱
一
瞬
一
胞
叱
一
媚
一
帖
一
Ⅷ
｜
幟
一
噛
一
恥
一
Ｗ
｜
叱
一
叱
一
媚
叱
一
恥
一
Ⅷ
｜
Ⅶ
｜
Ⅷ
Ⅶ
｜
叱
一
叱
一
Ⅷ
｜
叱
叱
Ⅶ
｜
叱
一
叱
一
Ⅵ
媚
一
Ⅵ

旧

８

３

｜

Ｉ

咽
－
８
’
３

外傾する切出

状、撚糸圧痕の

ある斜位の貼付

突起両端に把手状貼付.文様帯の粘土紐に撚糸圧痕の

有無あり､半戴竹管の押引
残（接合）

残

V l3 78 j9 ⅡIA－2 結束第1種羽状

1ワ
ユー

外傾する切出

状、口唇端部下

端に撚糸圧痕の

ある粘土紐

’
’
２

寺
ｉ
ｌ
ｌ
－
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
２

１
一
心
Ｊ

３
ｌ
１

ゾ 13 78 撚糸圧痕のある粘土紐、半裁竹管の押引40 IIlA-2

残 12

12a

ｌ

ｌ

２

２
ｌ
ｌ
ｌ
４
ｌ
ｌ
ｌ
２

３
ｌ
５

５
ｌ
２
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
２
ｌ
１

１
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
３
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

外傾する切出

状、撚糸圧痕の

ある鎖状貼付

V－14 縄文のみ、橋状貼付80 41 mA－2 結束第1極羽状

残（接合） 18

残 6

〔I

無文の粘土紐､半裁竹管の押引。 II-7と同一個体(図Ⅳ

-30-1）
V 14 79

I
? 測状 丸形IⅡA－2

残 ）

丸形、口唇直下

に無文の波状貼

付

結束第1柧羽

状？
V l4 43 Jll8(） Yb ２ ⅢA-2 縄文のみ、突起に貫通孔と貼付

６

Ｗ

〃

肥

旧

Ⅳ

肥

陥

陥

Ⅳ

７

８

７

８

２

２

０

１

２

Ⅲ

Ⅱ

池

吃

遡

Ⅱ

皿

胆

ｎ

ｎ

ｕ

ｕ

川

加

皿

皿

拠

拠

捌

鋤

訓

剥

鋤

訓

別

塑

郵

浬

囲

泌

ＩＤ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｋ
Ｋ
Ｌ
Ｌ
Ｋ
Ｋ
Ｌ
Ｌ
Ｍ
Ｊ
Ｊ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

ｊ

合

旬

勧

接

ａ

ｂ

く

残

残

残

幟

残

ａ

ｂ

畷

残

残

残

残

a

b

残（接合）

残

残

残

残

b

残

血
些
些
些
些
些
些
塑
叱
一
也
Ⅶ
’
㈹
一
些
些
些
Ⅵ
｜
叱
一
些
些
空
血
叱
一
些
叱
一
也
ｗ
｜
些
些
辿
些
止
血
些
塑
両
一
里
堕
些
塑
両
一
些
些
些
一

塑
些
些
塑
Ⅷ

４
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
５
ｌ
１

２
ｌ
哩
一
ｌ
｜
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
８
ｌ
ｌ
ｌ
７

ｑ

10

Ｆ
ｏ

ｌ

外傾する切出

状、回転縄文の

ある釧状貼付

V－I5 79
4 4

f鋤 縄文地に､回転縄文のある貼付IIlA-2 結束第1種斜行

13

R

10

V l5 突起に闘通孔､縄文地に､撚糸圧痕のある粘土紐Hｲ} 4可 IllA-2 結束第1極羽状 肥厚する角形

４
ｌ
６

２
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
３
ｌ
ｌ
ｌ
灯
－
２

６
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
３

４
ｌ
７
ｌ
ｌ
ｌ
４
ｌ
２
ｌ
６
ｌ
３
ｌ
ｌ
ｌ
３

吃
一
－
’
１

14

外傾する切出

状、 I剴転縄文
f－I5 貝貝

JV 46 縄文のみⅢA-2 結束第1極羽状

5

1s

結束第2極羽

状？貼付範囲は

まばら

丸形、縄の縦刻
み

V－23 81 貼付による文様ⅢA-3bH

l(）

３

’

１

『

１

1 1

LR斜行､縄端結

目

丸形､2本組撚糸

の縦刻み
V－23 レンズ状の貼付文、弁状？突起、橋状貼付H(） 1鋼 IⅡA-3

l Ii

リハ
ムWJ

RL斜行､縄端結

目

角形、縄の斜刻

み、直下に貼付
V－23 山形突起lか所のみ残存､ 2本組のﾚﾝｽ状貼付8U lU IⅡA-3

402



Ⅷ成果と課題

表10包含層出土掲載破片土器一覧(3)

技番･接合残爵儲.ド挿図 図版 番号 層位 点数 総点数 分類 胎土特徴 地文 口唇

V23 70 煙
一
脚
一
脚
一
“
即
雨
一
叩
四
一
聖
晒
一
画
一
咽
面

亜
些
些
Ⅵ
｜
辿
些
Ⅷ
｜
塑
塑
Ⅷ
｜
叱
一
叱
両

句
乙
ｌ
一
戸
司
一
’
２
胄
渦
｜
リ
ニ
。
ｌ
｜
、
Ｉ

H(）

残 【1

10
粘土紐貼付によ

り、肥厚する角

形。縄の斜刻み

｢3つ111」状突起?､突起下に貼付剥落痕、 ﾚﾝｽ状沈

線
LR斜行、綾絡V24 H1 71

，』 b 》 ⅢA-3

残（接合） ﾉ

に
つ
。
の
上
。

付
も
状
箆
付
み

貼
を
出
に
岾
刻

紐
殿
切
部
、
斜

土
、
な
端
診
の

粘
り
瞭
唇
刻
箆

上
咽
口
縦
に

に
つ
“
の
上

20

棒状突起、橋状貼付。半裁竹管によるレンズ状沈線 LR斜行、綾絡V24 81 ﾗｳ lllA-3凱
一
粥
－
３
－
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
Ｈ
ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
２
９
｜
Ⅳ
ｌ
２
Ｍ
ｌ
３
ｌ
６
ｌ
ｌ
ｌ
脂
－
６
７

残 〃q
Ju』

麺
一
噸
一
叱
一
叱
一
叱
一
叱
一
Ⅶ
｜
叱
一
Ⅷ
｜
噛
叱
一
叱
一
Ⅷ
｜
Ⅷ
｜
辨
一
辨
一
翻
一
叱
一
崎
一
蝿
一
Ⅷ
｜
噛
一
恥

恥
一
卿
一
”

1,形。山形突起､ ﾚﾝｽ状沈線、貼付剥落痕 LR斜行 角形、回転縄文V－24 〒n
dJ IⅡA-381

残 3

皿
面
而
一
些
墜
些
卿
一
些
即
而
望
鮎
一
“
｜
塑
逃
“
｜
“
｜
壁
画
面

＄

１

｜

ウ

外傾する切出

状、縄の斜刻み
レンズ状沈線残(接合)

~残
結束第1極羽状V 24 81 74 ⅢA-2

1 1

丸形、縄の縦刻

み
残（接合） 半裁竹管の2本組沈線､方形。交点に貼付。突起剥落 RL斜行 少礫多V－24 81 17 lIIA-3J5〕

残 16

切出状、箆の斜

刻み
平行沈線V-24 ⅢA-381 /b

残

言
q

b

６
’
１
｜
胴
間

ⅢA－3？ 胴部のみ、木葉形沈線 LR斜行V-241 81 1 77

角形、篦の斜刻

み
2穂2対の突起､山形突起に貼付。口縁に2本組横環沈線 RL斜行 脆↓V－25 78 IIlA-381

r1

LI

残（接合）

~残 ㈱
’
５
’
’
’
６

脳
一
月

角形、縄の縦刻

み
山形突起周辺に縄線のある貼付 RLR斜行ノー25 lIlA-38Z 7u~~

残

肥厚する切出

状、縄の斜刻み
縄文のみ。平縁に環状貼付 結束第2種斜行V 25 Dl6 川A-3H1』 80 Vb 6 6

叫
面
一
四
剛
面
面
砺
一
些
酔
雨
一
一
頭
面
両
面
醒
雨
一
蜘
即
一
叩
頭
流
一
叩
面
面
面
面
雨
雨
面
面
面
蜘
爾
可
可
両
面
蜘
面

些
些
些
些
叱
而
一
些
里
辿
些
一
一
埋
叱
一
塑
些
迄
些
些
些
埋
一
空
地
些
噛
一
辿
些
型
塑
叱
一
帖
一
媚
一
辿
Ⅶ
｜
Ⅶ
｜
Ⅶ
｜
Ⅶ
｜
迄
些
些
Ⅷ

’
’
’
’
’
’
’
’
２
－
３
｜
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
４
ｌ
１
ｌ
８
ｌ
Ⅲ
’
７
鴫
－
６
ｌ
５
１
ｌ
３
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
２
｜
帥
－
２
’
６
｜
Ⅳ
｜
劃
－
２
｜
脚

t 8

切出状、繩の斜

刻み
海綿骨針多｢2つ|｣｣」状突起、突起下に環状貼付残（接合） RL斜行、綾絡V 25 R？ 81 4 IIA-3

残 厨5

外～内面にまたがる粘土紐貼付による突起、突起ﾄに

貼付

角形、回転縄

文・篦の縦刻み
RL斜行V 25 82 82 I l IA-3

残

角形､2本組撚糸

の斜刻み
縄文のみ、弁状突起、貫通孔 結束第2種斜行残(接合･写真）

1ｳ
ｭ』82 83 ⅡlA－3v 26

残 12

丸形、半裁竹管

の押部引き
縄文のみ。接合残に底部あり、張り出す 結束第1種羽状Rワ ⅡlA－3V 26 34

残 10

４
ｌ
５
ｌ
２
ｌ
４

４
－
５
２
－
４
－
１
－
２
－
１
－
１

丸形、縄の縦刻

み

繊維少量、砂粒

多い

残(接合･写真）

残(接合）

残

縄文のみ 結束第1種羽状ⅢA-382V 26

3

魚骨回転文 角形、沈線様文RL斜行ⅡlA－3V 26 83 86

残 ２

’

１

F25

切出状、半戯竹

管押引
魚骨回転文 繊維・砂粒魚骨回転文V 26 83 87 IⅡA-31122 Vh 1

1122

122

Jl2

jl3

El7

El7

E18
壽
巳』O

E17

Kl3

112

J11
T1↑

J1』

112
壷

l聖上且

JI2
T1fロ

」l‘〕
毒
しI／

El7

叱
一
辿
些
些
噛
叱
一
辿
塑
辿
堕
叱
両
一
山
些
止
些
些
迄
Ⅷ

１

「

１

ｌ

１

ｌ

Ｉ

１

１

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

，

Ｊ

ｌ

３

１

ｌ

１

ｌ

１

’

’

’

一

ウ

ニ

ワ

魚骨回転文､底部 少礫多魚骨回転文〕 ⅢA-3V 26 88

？
ａ

｡

8Ｃ

切出状、箆or棒

状工具の斜刻み

繊維・砂粒・海

綿骨針
魚骨回転文 単節斜行ⅡIA－3V 27 33 89 日 0

ﾔじ

残 1

2(ｽ3



倉知川右岸遺跡

表10包含層出土掲載破片土器一覧（4）

遺樹・
グリッド

番号 枝番・接合残 層位 総点数
"ぬL
F』『 ﾛ ﾛ挿図 点数 分額 特徴 地文 口唇図版

El8
F下方

且上上

」l2

Jl3

C20

Dl9

E22

E21

027

O27

P26

T1ワハ
=

ハI8

M9

01(）

堕
叱
一
血
些
止
胞
一
叱
一
塑
叱
一
山
迄
Ⅷ
｜
血
Ⅷ
｜
地

ｌ
ｌ
２
ｌ
４
ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
１
’
’
’
’
’
’
’
３
’
’
１

残89 I］V－27 83

ｌ
－
２
－
ｌ
－
ｌ
１

突起部 LR斜行？90 IllA-3V21 8Z
残
一
一
残

I"l〈結束第2柧斜

行
突起部V 27 肌 ⅢA82

突起部、貫通孔82 92V－27 ⅢA-3
残

1 ⅢA－3 1突起部、環状貼付組み合わせ、立体的V－27 82 93

見晴町式。山形突起に沿った貼付､外･内面にまたが

る貼付

丸形、箆の斜刻

み
RL斜行V 28 里 IlA－3猫 a

見晴町式。口唇に楕円形環状貼付、突起に外面・内面

にまたがる貼付、口縁に沿った貼付
RL斜行V－28 q貝

JU N9 Ⅵ IIlA-383 I

切出状、太い棒

の斜刻み
IIA－3 見晴町式。沈線文 RL斜行V－28 96 C20 V制 I83

肥厚する切出

状、沈線

恥

恥

噛
両

1
見晴町式。口唇に沿った沈線 RL斜行V－28 q7 ⅢA-3粥』

l肥ノ里一J

状、I可孵

起訊f ’よ

厚、太L

るり」

抑文4、

ラ亜く

抵泌J鐸

趾I

梨

j肥

K8 9 ［IVa

見晴町式｡突起部口唇に沈線川A3 RL斜行V28 83 98

残 K8 6 6Va

切出状、端部の

上下端に貼付、

貼付間に縄の斜

刻み

唖
雌
一
ｍ
眼
一
脚
一
陣
一
脚
一
画
一
咽
一
陣
一
画
一
脚
一
心
一
“
｜
蠅
恥
一
即
一
卸
恥
一
郷
一
蜘
一
“
一
吋
一
恥
一
肥
一
Ｗ
｜
“
｜
即
一
Ｗ
｜
即
吋
｜
岬
一
恥

Ⅵ
両
一
亜
叱
｜
空
理
塑
叱
両
両
一
辿
辿
亜
血
堕
辿
些
塑
些
Ⅷ
冗
一
辿
血
些
辿
皿
辿
些
辿
山
Ⅶ
｜
媚
一
恥

１

リ

ニ

ー

１

’

’

’

７

二

２

’

２

’

１

ｌ

２

ｌ

３

ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ

２

３

ｌ

２

ｌ

３

ク

ニ

２

’

４

｜

ヅ

ニ

３

’

’

一

Ｄ

－

１

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

１

１

’

’

２

見附町式。大形の三日月形突起、突起形状に糊った貼

付
LR斜行V－28 81 【1(） llA－3

H

段のある切出

状、回転縄文
口縁折り返しあるいは11古付､貼付による突起1()0 ⅢA3？ RL斜行V 28 82

残(接合･写真） 3

残 4

1 1 ⅢA-3？ ｜突起部、一対の貫通孔V 281 83 1 101 無 切蹴､捌唱噸鯲

18

沈線文 縦位の撚糸文 小礫多く、脆いl()2 ⅢB29 34

再胎

廿刻 11

丸形、突起部や

や肥厚､直下に

撚糸

波状口縁、沈線文 縦位の撚糸文l(>3V 29 84 ⅡIB
b 1

残

平縁、沈線文 縦位の撚糸文 丸形V29 84 104 3 ⅢB

丸形、直下に撚

糸による縄線
縄文のみV－29 l()5 Vb ］ I llIB 縦位の撚糸文84 G44

辨
一
叱
一
叱
叱
一
叱
叱
一
叱
叱
一
噛
一
叱
一
叩
一
砕
一
媚
一
帖
一
Ⅷ
｜
媚
一
叱
噛
一
媚
一
恥
Ⅷ
｜
叱
一
Ⅷ
｜
Ⅵ
｜
Ⅷ
｜
媚
一
銅
一
叱
一
蝿
Ⅷ
｜
Ⅵ
｜
媚
Ⅶ
咄
一
帖
ｗ
噛
一
叱
叱
一
噛
叱
一
叱
一
叱

恥
雨
蔬
面
蔬
Ｍ
一
脈
恥
雨
一
竺
岫
雨
諏
訪
壼
訴
死
一
山
一
皿
一
応
蠅
扉
一
川
一
応
一
服
忘
而
一
川
一
”
一
ｍ
｜
賑
一
ｍ
ｍ
面
一
服
Ｗ
玩
皿
一
ｍ
川
面
噸

4Tm
凸角９

ｌ
Ｅ
３
ｌ
４
ｌ
ｌ
ｌ
７
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
８
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
３
｜
随
吃
一
ｌ
ｌ
６
ｌ
４
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
４
１
ｌ
１
ｌ
２
ｌ
ｌ
ｌ
５
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
ｌ
２
１
ｌ
哩
１

波状口縁、縄文のみ 縦位の撚糸文 丸形V29
‘、』

○斗 106 | IIB

残

１
画
１

l()7 突起部 縦位の撚糸文 乢形
ア nF，

V 白き' 84 lIlB
磯

8

縦位の撚糸文l()8 底剤V－29 84 IIlB

残

一

残

’

二

２

１
涌元式。縄線文 RL斜行 小礫多V－36 1.11 ⅣA84

【）

涌元式。折り返し口縁、沈線文 砂粒多V－36 84 142 ⅣA 無節L斜行 角形

残 20

幽
一
’
’
６
’
４

2段の渦巻状沈線、 6か所突起・8の字貼付 無 丸形 砂粒多いV37 34 143 ⅣA
残

一

稚
85 渦巻状沈線､ 2段､やや粗雑 無 角形 砂粒多V－37 14‘I ⅣA

渦巻状沈線、赤色顔料付着V－37 85 145 Ⅳ

h

残（写真） q

2段の渦巻状沈線、 8の字状貼付8か所
ｆ
ｚ
財

伽
小 角X

~~~~

85 l‘I（ ⅣA

~
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Ⅶ成果と課題

表10包含層出土掲載破片土器一覧(5)

遺術・
グリット

胎土挿図 図版 番号 枝番・接合残 層位 点数 総点数 分類 特徴 地文 口唇

里
型
辿
些
些
賑
面
面

叱
一
Ⅷ
｜
ｈ
｜
炮
一
Ⅷ
｜
Ⅷ
Ⅷ
｜
噛
一
叱
一
叱
一
Ⅷ
｜
池
叱
一
叱
一
一
噸
一
叱
叱
一
吃
一
叱
一
Ⅳ
｜
叱
一
Ⅷ
｜
叱
蝿
一
叱
一
叱
一
Ⅷ
｜
晦
叱
一
噛
一
噛
一
叱
叱
一
噸
Ⅷ
｜
噛
噛
一
Ⅷ
｜
Ⅷ
噛
一
Ⅷ
｜
叱
一
叱
一
昭
一
噛
叱
一
叱
一
Ⅶ
｜
噛
一
叱
一
叱
一
叱
胞
一
Ⅷ
叱
一
Ⅶ
｜
噛
叱
一
Ⅷ
｜
叱
一
Ⅷ
Ⅶ
Ⅷ
｜
ｗ
一
Ｗ
咽
一
叱
胞
Ⅶ
｜
Ⅶ
｜
Ⅷ
｜
跡
や
咽
一
Ｗ
昭
一
恥
一
恥
媚
一
Ｗ
｜
恥
一
叱
一
Ⅷ
叱
一
Ⅶ
｜
Ⅶ
｜
媚
一
叱
一
胞
一
Ⅶ
’
㈹
Ⅶ
｜
恥
Ⅶ
｜
Ⅷ
｜
恥
一
Ｗ
｜
Ⅶ
｜
噛
一
恥
一
ｗ
－
ｗ
ｌ
ｗ
帽

1

~
~
~
~

’

’

１

－

４

残V37 3985 146

皿
一
睡
一
皿
一
岬
一
孵

ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
８
ｌ
６
６
ｌ
２
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
認
一
ｌ
１
３
ｌ
ｌ
ｌ
９
ｌ
２
⑲
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
蛇
－
９
’
’
’
’
’
６
１
ｌ
３
ｌ
ｌ
ｌ
３
Ｉ
ｌ

“
’
’
四
脈
一
郎
一
脈
一
価
一
脈
壺
一
帥
一
皿
一
順
恥
一
服
一
脈
一
ｍ
｜
“
鵬
一
脈
一
恥
一
服
一
服
一
服
一
恥
一
献
郷
一
Ｗ
一
恥
繩
恥
脈
一
Ｍ
一
“
｜
硴
一
叫
一
叩
一
皿
一
皿
一
四
川
一
皿
一
皿
一
皿

[VA 2段の渦巻状沈線 無 AL形８
ｌ
６
ｌ
６
ｌ
７

V－381 85 1 141

2段の渦巻状沈線､沈線のある折り返し口縁V－38 ⅣA148Mb

残

渦巻状沈線、崩れた8の字貼付 無 丸形V 38 粥 149 ⅣA
残 ワ

縄文地に渦巻状沈線、 8の字状貼付

小形、渦巻状沈線。 P35と同一個体（図Ⅳ-59-3）

渦巻状沈線

LR斜行

無

無

角形

角形、刻み

丸形

’

１

－

１

哩
恥
一
恥

蝿
一
繩
一
畷

馴
一
皿
一
睡

撚
一
調
一
弱

詔

残（接合） ３

縦位の区画明瞭、区画内にX字形・山形沈線 無V－38 86
1ｰF

1｡＆ ⅣA

残
68

縦位の区画明瞭、区画内に弧状の並行沈線。突起剥落 無 角形ⅣAV－38 86 154 3

21

丸刑突起ﾄに縦位の区画明諒､区画内不規則沈線 鉦86 155 ⅣAV39

残 1回
L⑫

3a

ウb

沈線と竹管状工具の刺突。P26.36から同一個体が出

土（未掲賊）
疵
j bT 丸形２

１

ⅣA
1一歩

l;〕りV-39 81

．

ｌ
ｌ
１
ｌ
７
ｌ
５

残

突起に8の字llIli付、突起上端平坦。突起に対応する山形

沈線
角形m【V39 1具ﾜ

ﾕﾕﾉﾘ ⅣA86
Nl3

Kl3

H20

120

1II9

112(）

1,118

118

Jl9

J20

J20

K20

L20

I l9

J20

Jl(）
＝

JLL

、Ill

Jll

llO
売
瓜Ll

Wアヤ･別

l、L当

ⅣA l lll形沈線、突起に刻み 脈 色1彫
J~”J1"V 39 87 158

8
ｂ

ｌ

ｌ

２

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

２

’

’

’

’

’

’

’

１

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

２

２

ｌ

２

ｌ

リ

ニ

ー

ｌ

２

ｌ

１

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

３

’

’

１

角形~~蛇行沈線、並行沈線のある折り返し|］縁、突起に刻み
Ｔ

卜

Ｌ

Ｌ

枅

畑Ⅳ八V39 87 159

残

H

矢羽根状沈線 角汗靴lVA87 16(）｛9

’

雛

縦位の並行沈線 角研fHIVAH7 161V 39

残

ｲ

２

１

０

１

１

２

２

５

０

５

５

６

５

６

４

４

４

旧

肥

胞

川

賜

１

９

Ⅱ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｋ

Ｉ

Ｉ

Ｊ

Ｊ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｌ

Ｏ

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｏ

Ｊ

Ｊ

Ｋ

Ｆ

Ｊ

Ｋ

Ｋ

斜位並行沈線に) (状沈線の文様を横位に連統 無 丸形、折り返しⅣAV～39 625ィ

残 1

' 1

検位展開の3本組沈線。緩やかな突起に弧状･ ' 1 1形沈線 角形無ⅣAV40 87
1戸心

10J
ｌ
３
－
ｌ
－
ｌ
ｌ
－
ｌ
】
ｌ
－
ｌ
ｌ
】
１

残

1

鉦 角形突起に指頭状圧披ⅣAV 4(） 87 164

残 q
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倉知川右岸遺跡

表10包含層出土掲載破片土器一覧(6)

過構・
グリット

点数挿図 図版 番号 枝番・接合残 l制位 総点数 特徴 口唇 胎土分頬 地文

164 残 Kl5
〒夛示
ltLU

L14
＝
11 1 :〕

石弓言
rlD

Fl5

F14

Fl5
〒
lO lD

KlO

Kl7

Kl3

Kl3

Kl4

115

115

Jl5

F13

IIl2

JI4
T11
｣L望

KI3

Kl4

MI3
帝
Ⅳlイ

ll6

Kl2

Kl4

LlO

Illd

KIl

Kll

K11
寺
lLll

＝
l、11

＝
肌11

1Il8

J9

J9

K6

K8
弓弓弓弄

肚Ll

＝
b1b

壽
LJ1b

7〒T言
竺

Gl7

Fl3

Fl3

K9
＝
l、l」

Kl3

Kl4

L]l

Ll2

Ml2

M13

M14

Ml5

E16

GI3

1 15

119

123

J10

.119

Kl3

Kl3

KL1

LI3

Ll3

Ll4

LI4

Ll5

Ll5
T T戸

LLb

Ml3

Ml5

Nl2

N15

012

11(）

Il l

ll l

ll2

J1 1

IIl2

I [ l3

Fl2

五
F11

F］ l

Fl l

Fl l

Fll

Fl4

Fl2

Gl2

G12
示
些

GI2

Gl2

Ml3

些
Ⅵ
冗
両
一
些
辿
冗
一
堕
些
塑
些
晦
両
一
些
埋
止
血
些
些
塑
些
堕
塑
堕
塑
両
一
坦
坦
止
些
堕
叱
一
恥
一
些
型
叱
一
辿
塑
些
些
辿
塑
些
塑
些
叱
一
哩
些
些
些
哩
些
些
塑
堕
堕
塑
些
些
些
坦
塑
両
一
些
塑
Ⅶ
両
一
些
埋
些
塑
些
塑
些
塑
塑
叱
冗
冗
両
面
一
止
Ⅵ
而
一
些
些
塑
冗
両
照
応
丙
一
些
Ⅵ
冗
一
些
塑
両
両
面
両
面

ｌ

ｌ

－

３

ｌ

Ｉ

Ⅲ

’

６

’

’

２

’

四

一

１

’

１

｜

喝

一

Ｉ

ｌ

ｌ

３

ｌ

２

ｌ

ｌ

５

ｌ

ｌ

’

’

’

’

２

’

’

’

’

１

ｌ

２

ｌ

ｌ

ｌ

２

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ⅲ

ｌ

１

ｌ

ｌ

ｌ

３

ｌ

２

ｌ

６

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

１

１

ｌ

２

ｌ

ｌ

ｌ

４

ｌ

ｌ

ｌ

４

7 40 87

12

残（接合） 6

横環する平行沈線・蛇行沈線による文様 乢形J-40 無165 ⅣA61

残 24

15

横環する平行沈線･ )(状沈線による文様V－40 166 無 角形ⅣA5J

残

横環する平行沈線･) （状沈線による文様。折り返し口

縁、突起上に指頭状圧痕
V40 88 167 6 RL斜行 角形、折り返IⅣA

太めで楕円形・弧状沈線 無 角形V 40 168 ⅣA8b
残 I

壷。太めの沈線、縦位の区画、区画内に対向する弧状

沈線、刺突
角形V 40 86 169 鉦ⅣA

残 6

12

深鉢。太めの沈線、縦位の区画、突起に指頭状圧痕V－41 170 角形86 ⅣA 無
残（接合） 〕

残 ③

V－41 l 88 1 171 6 1 ⅣA l太め沈線、口縁部に曲線、胴部縦位区画あり ｜LR横走気味 ｜角形

口縁部山形沈線V－41 17ツ
ュロレ 角形88 ⅣA 班

小形の鉢、屈曲強い･平行沈線間十直線の文様が山形

に巡統

ワ

角形、折り返し
1押句

｣ｲ』 編V－4I 87 ⅣA

残 I

小形の鉢、屈曲強い。山形沈線。突起に指頭圧痕のあ

る貼付
イー41 87 174 角形ⅣA 鉦

残

残（接合）

’
二
４

88 175 小形の鉢､縄文地に平行沈線、竹管状工具による刺突V 41 LR斜行ⅣA

ⅣA l小形の鉢。磨消縄文（LR）横位展開リ 41 1 88 1 176 角形疵

１
ｌ
２
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
ｌ
４
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
４
ｌ
２
ｌ
ｌ
－
ｌ
ｌ
２
ｌ
ｌ
ｌ
７
ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
ｌ
ｌ
３
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
’
’
４
ｌ
１
－
１
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
｜
鋤
－
６
｜
塑
一
陥
一
Ｅ
－
１
ｌ
Ｉ
ｌ
３
ｌ
２
ｌ
ｌ
３
ｌ
２
ｌ
Ｉ

13

格子回状沈線、突起に8の字貼付ゾー41 87 '77 Ⅳ八 鉦 角冊

嘘 38

Ⅱ

178 格子目状沈線、 8の字状貼付V 41 無87 ⅣA 角形

残 .I

26

V42 179 格子目状沈線、上下とも区画されなb88 無 角形、折り返しⅣA

残 51

h

残（接合）V 42 88 180 1 繩文地に格子目状沈線､突起にﾎﾀﾝ状貼付ⅣA LR横ｽ｛ 角形

残 h
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Ⅷ成果と課題

表10包含層出土掲載破片土器一覧(7)

遺構・
グリッ I

挿図 図版 番号 技番・接合残 屑位 総点数点数 分類 特徴 地文 口唇 胎土

順
両
面
而
一
些
些
唾
些
“

叱
一
恥
一
Ｗ

Ⅷ

ｗ

Ⅷ
ｌ
ｗ
－
ｗ
ｌ
Ⅷ

15
皿
一
Ｉ
ｌ
４

１

ｌ

３
ｌ
Ⅲ
’
６

繩文地に口縁部文様帯のみ｡ 6か所の8の字状貼付。外
、に炭化物付精

V‐42 88 181 IVA 無節I AL形

残

H"ハ
6 1vA

ⅣAV－42 182 縄文地に口縁部文様帯のみ｡突起に8の字状貼付SH RL横走 尖る、折り返し 小礫多
残

V 42 88 183 形、口縁部文様裕のみ。突起4か所、 8の字状貼付 ｜抑 角形

端部に長方形が

圧痕
V－42 SR 184 Vb 口縁部。ボタン状貼付K30 1 I ⅣA

唖

四
一
山

山

唖
一
叱
一
唖

町

郎
一
皿
一
脚
一
郎

叩

郎
一
唖
一
弛
一
叩

鯉
一
岬

町
一
陣

跡
一
Ｗ
一
恥
一
岬

郷
一
岬
一
血

川

脚
一
睡
一
郎
一
胆
一
脚
一
郎

唖
一
“

皿
一
別
一
恥

四
一
剛

“

“
｜
鯉
一
脚
一
閥
一
ｍ
一
ｍ
｜
川
一
脱
一
町
一
町
｜
即

帥
一
恥
一
ｍ

恥
一
郎

恥
一
山
一
砥

四

山
一
噸
一
唖

岬
一
繩
一
脈

脈

恥
一
郎

恥
一
川

噸

皿
一
ｍ
｜
皿
一
睡

恥
一
⑲

叩
一
唖
一
距

恥
一
恥
一
皿
一
岻
一
孵

Ⅶ
叱
一
晦
一
Ⅶ
Ⅶ
｜
叱
一
Ⅶ
ｌ
ｗ
ｗ
Ⅷ
｜
叱
一
恥
一
Ｗ
｜
叱
晦
｜
叱
一
叱
一
叱
一
Ⅷ
｜
Ⅶ
一
Ｗ
｜
辨
一
叱
一
Ⅶ
｜
叱
一
瞬
一
Ⅵ
｜
”
｜
叱
叱
一
叱
一
叱
一
叱
一
叱
一
叱
一
叱
一
Ⅷ
｜
吃
一
叱
一
叱
噛
｜
叱
一
媚
媚
一
Ⅷ
｜
噛
一
叱
叱
一
Ⅶ
一
Ｗ
咽
一
沁
媚
一
叱
一
晦
一
噛
一
Ⅷ
｜
噛
叱
一
叱
叱
一
叱
叱
噛
一
叱
一
蝿
叱
一
噸
｜
叱
一
晦
一
叱
一
叱
一
叱
一
叱
一
叱
一
噛
叱
叱
一
叱
叱
一
Ｗ
｜
叱
一
叱
一

一
池
一
帖
一
蝿
一
叱
恥
一
叱

ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
３
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
４
｜
＄
｜
Ｅ
－
ｌ

1

繩文地に口縁部文様帯のみV－42 HR 185 IVA LR横疋、まばら 角形、沈線

残

V－421 88 1 186 1 1 ⅣA 蝿文地に環状貼付、突起頂部に指頭状圧痕 ｜ LR
l l

角形

口縁部､棒状に近い突起､縦艮貼付に|ﾘ形蛎11突、多段
折り返し

187v 42 RH ⅣA 鉦 角形
残

f》

､〕

小形､ にI縁部｡繩文地に口縁部文様帯。突起部に棒状

貼付､ I貝部に掬頭状圧痕
V－42 18888 ⅣA LR斜行 角形

残 l〕

V－42 189 口縁部､器壁厚い、縄文大ぶり88 ⅣA LR斜イ 角形I

口縁部､折り返し上に沈線V－42 190 ⅣA 角形、折り返しH8

残 28

フ

１
－
１

I ｢縁部｡縄文地に|]縁に沿った沈線V 42
11,1

1J1別§ LR斜行 角形ⅣA
残 ~

I縁部｡縄文地に､沈線間に刻みが加えられた文様/･･42 88 192 ⅣA LR斜行 角形3
ｌ
ｌ
４
ｌ
２
ｌ
３
－
３
ｌ
ｌ

３
ｌ
ｌ
’
’
’
１
ｌ
Ｉ
ｌ
３

８
ｌ
４
ｌ
５

ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
｜
吃
－
４

２
ｌ
ｍ
ｌ
７

ｌ
ｌ
２
ｌ
４
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５

ｌ
ｌ
２
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ

１
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
１
ｌ
５
ｌ
ｌ

無節L斜行 一V－421 88 1 193 1 ⅣA l上げ底の底部

8

櫛幽状沈線、渦巻邪V－43 88 194 ⅣA 乢形
ｆ
座
、

残 19

9

V－43 89 195 櫛歯状沈線､渦巻状。突起頭部に刻み 角形ⅣA 拙惟

残 15

６
櫛歯状沈線､横展開V 43 89 196 角形ⅣA 無

残 10

櫛歯状沈線､横展開｡突起緩やかV－43 1Qワ
上ら〃ﾛ ⅣA

ｆ
エ
財

識
《 角形H9

残 9

24

１
１
－
回
Ｊ

１
Ｌ
ｌ
１
Ｌ

１
Ｌ
－
ｎ
凸
ｌ
１
Ｌ
ｌ
１
Ｌ
ｌ
１
Ｌ
－
直
Ｕ
｜
‘
１
吋
－
１
１
－
１
ｊ

１
Ｌ
－
４
強

V－43 198 櫛歯状沈線、並行 無 砂粒多89 角形ⅣA

残 気罠
JU

4()7



倉知川右岸遺跡

表10包含層出土掲載破片土器一覧（8）

遺綱・
グリッ

胎二番号 枝番・接合残 暦位 点数 総点数 特徴 地文 1 1僻分類順図 図版

残 ｗ
両
諏
而
砺
亦
赤
面
雨
一
田
一
脚
一
側
一
叫
一
叩
而
一
岬
諏

噛
噛
一
恥
一
叱
一
叱
噛
一
叱
一
Ⅷ
｜
叱
一
炮
噛
一
叱
一
晦
一
Ⅶ
｜
噛
一
Ⅶ
｜
Ⅷ
姉
、
｜
蠅
一
恥
Ⅷ
｜
Ⅶ
｜
Ⅶ
｜
Ⅷ
｜
叱
一
叱
一
Ⅷ
｜
Ⅶ
｜
Ⅷ
地
一
塒
一
媚
一
叱
一
Ⅷ
Ⅶ
｜
叱
叱
一
叱
一
淘
恥
｜
恥
一
Ⅷ
｜
晦
叱
｜
細
一
ｗ
一
Ｗ
Ⅷ
贈
叱
一
叱
一
Ⅷ
｜
Ⅷ
｜
叱
一
叱
一
Ⅶ
｜
叱
一
叱
一
噛

’

’

’

’

２

１

２

．

４

３

１

１

１

３

３

１

１

３

１

１

１

１

１

８

１

２

２

１

‐

ｌ

ｌ

６

１

４

１

１

１

Ｉ

ｌ

５

３

０

７

７

１

１

２

１

１

１

１

３

１

１

１

１

１

１

8りV 43 198

４
’
３

櫛歯状沈線、横展開 鉦ⅣAV 43 199H[I

残

繩文のみ、突起に8の字状貼付 無節L柵走 角形ⅣA
r 4f

Yー咄曲 89 200

ｊ

３
－
ｌ
－
ｌ

縄文のみ、刻みのある小形突起 RL斜行 丸形ⅣA201V 44 89
残
一
一
残

繩文のみ､器壁厚い､突起部 RLR複節斜行 角形202 ⅣAV 41
V pf明 89

角形､折り返し 砂粒多繩文のみ LR横走ⅣAV 44 リn.｛~~~~~;側』

ｗ
｜
岬
一
岬
一
“
｜
馳
一
“
｜
唖
一
間
一
ｍ
一
恥

酬
一
那
一
剛
一
別
一
“
｜
酬
一
ｗ
ｌ
ｍ
ｌ
ｍ
－
㈱

｜
叩
一
酬
一
酬
一
恥
一
馳
一
肥
一
四
一
恥
一
恥
一
“
｜
叩
一
“
｜
、
｜
帖
一
剛
一
剛
一
剛
一
剛
一
叫
一
恥

残

l( ）

角形、折り返I繩文のみ LR斜fⅣA204V-44 89

残

15

繩文のみ、多段の折り返L LR横走 角形、折り返しV 44 89 205 ⅣA

残 1 ．1

細文のみ、多段の折り返し 角形、刻み無節LV 45 ⅣA90 ZIjb

残 1

ひ

角形、折り返し縄文のみ 斜行する撚糸文V 45 20 ⅣALⅡ1

扉い

γ堀
ﾉ

LR斜行 ｜角形2 1 ⅣA l縄文のみ。多段の折り返し。内面に条痕V－451 9(｝ ’ 21)8

.I
ｌ
－
１
－
ｌ
－
ｌ

ｌ

縄文のみ、口唇直下に縄線 羽状 丸形V ‘15 ⅣA9( ） ZO9

残

1

1
縄文のみ、口唇直下縄線 LR斜行 角形、洲線210V 45 ⅣALII ］

残

角形、撚糸によ

る縄線
闘文のみ。撚糸文、 口唇直下磨り消【 横走する撚糸文211 、11q~~~~~ VbV 45 ４ -1 ⅣA9(）

Ⅷ
｜
弼
一
い
一
剛
一
畑
一
ｍ

岬
一
Ｗ
｜
即

ｍ
一
Ⅷ
｜
、
｜
脚
一
脚
一
ｍ
一
噸
一
即

剛
一
剛
一
Ｍ
一
剛
一
Ｍ
一
恥
一
ｍ
一
川
一
川

Ⅷ
噸
Ⅶ
｜
叱
一
叱
叱
Ⅶ
｜
蠅
一
叱
媚
一
Ⅶ
｜
僻
一
Ｗ
｜
叱
一
Ⅶ
｜
恥
一
Ⅷ
ｗ
叱
一
Ⅷ
Ⅵ
》
｜
叱
一
叱
一
噛
叱

Ⅱ

ｌ

ｌ
ｌ
２
ｌ
３

１

１
ｌ
２
ｌ
Ｉ
３
’
３
｜
旧
－
１
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
９
ｌ
５

鋤

Ⅱ
’
四
一
２
別
一
ｌ
ｌ
７
ｌ
ｌ

ｎ

1 1

LR縦回転斜行､

貼付帯では横回

転し、羽状をな

す

角形、回転縄文タガ状貼付帯212V－45 9{） ⅣA

残 1 1

22

LR縦恒|転斜行、

貼付帯では横回

転し、羽状をな

す

心1句

色1J タガ状貼付帯 角形、回転縄文V 45 ⅣA9(1

脾I瞥

γ妃 リ1

無文の口縁部。突起部に棒状貼付 鉦 iL冊
○14

凸L牡 Ⅳ八16 〔Ⅱ1

残 !(）

無文のロ縁部。突起部に棒状貼付、突起頂部上而観は

環状

無､内面にRL斜

行
角形V－46 9(）

。，ﾔF

型｣ひ 〔il2 Va 1 ⅣA

ⅣA 無文の口縁｡刻みのある貼付裕椣斑｡器壁厚い 鉦

2 ⅣA 鞭の頚部､隆帯､橋状把手剥落? 無

5 ⅣA 無文。多段の折り返し、折り返し部に指頭痕跡 無

4

鞭の頚部、隆帯、橋状把手剥落 鉦

ワ

Ⅳ八

（
、
【
ｊ
ｎ
Ｇ

７

上

１

１

。

ｌ

ウ

ム

ワ

』

ワ

】

０

７

０

ｑ

》

Ｈ

ｑや

（

り

《

ｂ

〆

Ｕ

’

４

ロ

４

’

坐

~

~

~

Ｖ

Ｖ

Ｖ

87217V－46

些
些
山
雨
一
血
些
哩
亜
埋
些
賄

勺
１
－
１
－
１

一
旬
－
６
判
一
ｌ
Ｔ
１
－
ｌ

ｌ

－

ｌ

－

ｌ

岬
一
脱
一
辿
些
型
型
型
川
頑
両
面

角形

外傾する切出状無文、内面に貝殻？による条痕 無V－4(1 9(） 119 ⅣA
残 1

后
無文の胴部。赤色顔料付着。 無220V－46 90 ⅣA

残
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"((Jm) 厚(c、）
~戸ﾀ 、

反(cmノ特徴点数 総点数 分類I削位番号挿図 図版

叱
叱
媚
叱
媚
噛
叱
叱
晦
恥
鎚
噛
叱
噛
噛
叱
噛
叱
叱
媚
媚
叱

ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
１
ｌ
１
－
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
２
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
１
－
２
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
１

Q10

Qll

（員ク｝
、U■＝ﾉ (5.6）(4.3）足？3本組縄線。 2と同一方向に傾斜土偶２1，句

士色色V－67 119

函
乍
叩
恥
一
岬
皿
~
岻
皿

細
一
加
一
四
一
四
一
Ｍ
一
口
｜
剛

足？3本組縄線。 1と同一方向に傾斜

球形、竹管刺突列。

球形、竹管刺突列。

紡錘形、撚糸圧痕

球形、無文

楕円、扁平。

紡錘形？貫通孔2方向。つまみ部の可能性も有り。

岬
一
四
一
面
一
叫
一
ｕ
ｌ
Ｍ
ｌ
噸

鍋
一
垂
一
塞
一
垂
一
垂
一
垂
一
垂

ｌ

１

ｌ

１

ｌ

１

１

ｌ

１

１

皿
恥
一
睡
一
皿
一
恥
一
皿
睡
一
唖
一
皿
一
皿
一
唖
一
郎
｜
皿
一
恥
一
町
一
皿
一
醒
一
即
一
画
一
ｍ

哩
一
蝿
一
繩
一
哩
一
蝿
“
｜
必

ｗ
一
吋
一
吋
一
吋
一
吋
一
吋
一
吋

２

ｌ

３

ｌ

４

ｌ

５

６

ｌ

７

８

山
一
叩
一
ｍ
一
噸
一
噸
四
一
叩

板状。表裏に沈線文 (3．6 1 ．0LJ印
.L川呵

(59）｡〕

V－67 11Q
』▲■』 4299

３
／n F－､

い、Oノ
イワ目1
、竺DU〃無文。紐部n通孔無鐸形土製品 (5．0）V67 119 431l(）

残 ｌ
ｌ
１
ｌ
１
－
１
ｌ
２
ｌ
１

岬
一
岬
一
四
一
咽
一
四

四
一
”
｜
叩
四
一
池

無文。紐部貫通孔あり。

無文土器片を研磨

無文土器片を研磨

蓋形。貫通孔のある突起？をもつ。調整粗雑

台付きの台部分。

咽
一
幽
一
淑
一
咽
一
岬

鐸形土製品

三角形土製品

三角形土製品

土製品

lllAミニチュア

、
｜
山
一
、
｜
叩
一
叩

皿
一
吃
一
喝
一
Ｍ
｜
照

哩

一

蝿

蝿

唖

一

畑

岬
一
吋
一
吋
吋
一
吋

無文 (3.4）
ハ1

乙・4
1 7
r ･ ~＃lⅡAミニチュアV67 16 イ11

fl」119

ⅣAミニチュア｜壺形 2． 1 1 4．6 1 2~3V－671 119 1 17 1 132

表13包含層出土石器接合資料一覧

グ
ッ
名

小
リ
ド

接合資

料番号
図版

番号
備考層位 遺物番号調査区名 器種 点数 重量(9) 石材 欠損

接合状態計

Vb 6

Vb 8

Vb l4

Vb 46

Vb 55

Vb 56

Vb 59

Vb 60

Vb 61

Vb 62

Vb 63

Vb 64

Vb 65

Vb 66

Vb 67

Vb 68

Vb 70

Vb 71

Vb 72

Vb 73

Vb 95

風倒木痕 ll2

Vb ll3

風倒木痕 115

風倒木痕 ll6

Vb l20

Vb 74

接合状態計

Vb 4

Vb 33

Va 310

Vb 369

頁岩”
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
１
ｌ
１
１
ｌ
１
ｌ
１
１
ｌ
４
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１

２

７

６

１

９

２

８

４

６

５

５

８

２

４

１

５

２

７

２

４

８

０

２

８

９

７

０

０

０

０

５

１

４

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

６

８

６

２

『

１

９

イ

ー

『

１

４

４

９

剣

１

２

－

~

０

３

４

４

ワ

臼

ハ

Ｕ

ワ

〕

４

３

ｎ

ム

ー

ュ

ハ

Ｕ

６

勺

１

２

勺

１

５

１

１

３

句

ｊ

７

７

罰

１

６

５

『

１

６

２

司

１

，

ム

奇

１

九

。

○

Ｊ

４

１

３

３

ワ

と

３

１

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

石核

石核

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

石核

フレイク

フレイク

石核

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

フレイク

石核

フレイク

フレイク

フレイク

Ｎ
Ｎ
ｌ
Ｎ
ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ
Ｏ
ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ

６
６
ｌ
６
ｌ
６
ｌ
６
６
ｌ
６
ｌ
６
ｌ
６
ｌ
６
６
６
ｌ
６
ｌ
６
ｌ
６
ｌ
６
６
ｌ
６
ｌ
６
６
ｌ
６
６
ｌ
６
ｌ
６
ｌ
６
’
６
’
７

山
⑰

(0）

、F

jO118

(0）

(O）

凝灰岩
Ｇ
ｌ
Ｇ
ｌ
Ｋ
ｌ
Ｋ

Ⅱ
｜
吃
一
昭
一
昭

可
Ｄ
ｌ
Ｃ

プレイク

スクレイパー

Rフレイク

フレイク

118 29 (）

属性内容は次のとおりである。

欠損率． ．…．O ：完形 l ：全体の2/3以上残存 2 了半分程度残存 3 ：全体の2/3未満残存 4 2欠損後再生

（ ）付き数字は接合により判断されたものである。
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ハ

Ⅱ
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０
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